
餃削鼈
歯周病予防の薬木樹脂

歯科医も薦める=■ l.,デ t確ア麟蒔鶴:暮:秦■で

歯周病、胃濱瘍、十二指漬瘍を撃退 !!

躙鰤鰤虫除け天然ハープ`
自然と共存する暮らしをサポー トするハーブ

今年の夏は虫除け天熱 ＼―ブで関置生活
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鶏 患部の正瓢 ヒをスムー烈 こす召 秦 生

魃鰈晰
.この食品は食べてもしヽい。鋪瀬俊介

浄 水 器
樹 一そのまま飲醐ゴガンこなるJ脳 艘 う選Nれ い

松下和弘
MAttUSHITA KAZUHIRO

学校教育に「水」を
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■ンちばり梅千の決め手は
古くなればなるほど、薬効が

増す梅干。「海の精 漬物塩」

で漬け込むと ・̈

◆梅酢が香ばしい

◆梅千がまろやかに

◆長期保存でも味が安定

ガリσ)右i,Fi物 11lJは カルシウム、
マグネシウ∠、、カリウムなどσ)ミ ネラ    ,
ルが11宙 で、バランスが11い こ   本
れが梅「

の発山子を助けるため、占

くなるほど1毎 11に「えたが|||ま す

海の精 漬物塩 1.5kg入 29625円 (税込)

2,500円 (本体価格)



多 くの医師もすすめる

乳酸菌の新しいカタチ
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税込価格
8フ 925円

腸内環境のためには、
フクティスで1易内に7し酸菌を増やしましよう。

現代人は食事やストレスの影響で腸内環境が悪化しがちです。『ラクテイス』は
一日一本で、腸内の常在¥し酸菌の増殖を促し、1易内環境をととのえます。

「家族で飲んでいます。」

新谷 弘実 先生
アルノヽ一卜・アインシユタイン医科大学外科教授

「きれ いな腸の持ち主は、見た目も若々しく、健康状態

も良好です。腸内環境 を良くするよう心がけましょう。

乳酸菌生成エキスは、私 も毎 日飲んでいます。   」

販売者

オーサワジャパン株式会社

TEL 048-447-8588(十 t表 )

FAX 048-447-8310

【ラクティスとは】
無農業泊機栽培のげ乳を培地に、 16種類の乳酸菌を長期間培養します。
『ラクテ ィス』はその発酵物の中から有効成分だけをとりだ したエキスです。
『ラクティス』は、生きた7L酸 菌ではなく、7L酸 菌の菌体物質と分泌物からで

きています。
○製法特許取得Oζレ|“録済○学術データ多数あり

1 0ml× 30本 (300ml)

東京都千代 田区五番町 2横 山 ビル

To 03 3288 01151代 表 ,Fax03 3288 0i16

発売元
 夕′夏13〔ISさЪIおも,」 116h



リマの通販
どなた様でもご利用できます。ご希望の方には
無料で通販カタログをお届けいたします。
※商品の詳細については、商品カタログをご覧ください。

●●●・・夏のお薦め商品のご案内・・ ●●●

○夏がくる前にボディライ) きり○

八丈島産アシタバloo{粒 )

カルコンが「セルライト」の悩みを解消

●伊豆八丈島産の明日葉100%使用。

賦形剤、糖類、添力0物―切不使用。

●明日葉特有成分カルコン類。

●毛細血管の強化、貧血・冷え性。

●ほのかな甘味と渋み。

● 1日 13粒。水またはお湯で。

No 2088 200mg X400粒  ¥3,800(¥3,990税込)

ゴールデンベリー{沙棘ジュース)

16種類ものアミノ酸が脂肪燃焼を促進

200種以上の有効成分 サジー100%果汁

●ビタミンA、 サジーフラボン高含有。

●生理活性物質が200種類以上含まれるサジーは、

健康増進効果が期待。

●皮膚の新陳代謝を促進し、美肌作用あり。

●無糖、ストレート果汁。

No2158 500m l ¥6.200(¥6,510税 込)

さらさらきれい茶
きれいにヘルシーにダイエット
●話題のサラシアレティキュラータ配合、余分な糖分をカット。
●サラシノール。
●くせがなく、あたためても冷やしても美味しい。
●煮出して。

No0178 69X24ケ   ¥3,000(¥3,150税 込)

No0179 6g x6ヶ (小箱)¥950(¥997税 込)

loO%ピュアノニエキス
奇跡のフルーツ 驚異の果実 新陳代謝を活発にし、脂肪燃焼に効果

●1回大さじ約2杯 (30mDを 食事の30分前に1日 1～ 2回、そのままか、他の果汁または水で割つて飲む。

●ポーションタイプは、1回 2～3個 (20m～ 30mOを食事の30分前に。1日 1～ 2回、そのままか、他の果汁または水で割つて飲む。

●オーガニック認定原料使用。
●甘味料など―切無添加の発酵ノニエキス100%。

●南太平洋の島々 で2000年前より健康維持のために珍重。
●プロゼロニン、セロトニン。

No 2184ポーション 10ml× 15] ¥1,800(¥1,890税 込)

No 0711 (大 )900ml   ¥6,800(¥7,140税 込)

No 2180 (′ J｀ )300ml   ¥2,800(¥2,940税込)

○ダイエット特集○

一
燭
一壼

すいか糖エキス
特殊アミノ酸「シトルリン」の利尿作用で水太り改善

●無農薬栽培の西瓜を煮詰めたエキス。体を冷やすことなく西瓜の有効成分を摂取。

「とうもろこしの毛」と「冬瓜」を加えることにより、すいか糖の効能を高めている。

●アルギニン、カリウム、 リコピン。甘酸つぱく、ほの力ヽこ

●2～4gを 1日 2～ 3回に分け、水またはお湯に溶いて。

No 2176 120g ¥3,500(¥3,675税 込)

海の素
天然にがり濃縮液 毎日の食事に加えてダイエット

●海水から自然塩を作るときにできる天然にがりを、さらに濃縮。

●苦い力Чまのかな甘み。

●いろいろな食べ物や飲み物に加える。

●お茶などには湯飲み1杯に1～ 2滴。

No 0706 50cc ¥3,500(¥3,675税 込)



天然 の抗生物 質 と して

注 目されて い る青森 ヒバ で

シロアリ予防・ 駆 除

が だ薬剤をぉ賛夕
・ 。

も p♂ダ

天然 の抗生物質 として注 目されている青森 ヒバは、通称「蚊殺 しの木」ともいわれています。そ

のいわれは、ヒバ材で建 てた家には三年間蚊が近寄らない、というところから来ているそ うです。

事実、神社、仏閣、著名 な建造物に使用 されているヒバの柱 は、何 と七百年以上の年月が経 って

も柱 が腐朽 しない、シロア リ、ダニ、ゴキブ リ等の害虫を寄せ付けない驚 くべ き「力」があります。

昨今 では、シックハウス等VOC(揮 発性有機化合物 )濃度 の問題、また化学質過敏症の子供逹

な ど事態は深刻で、さまざまなところで薬lll使 用の見 直 しがされています。

当社 では、シロアリ防除の薬斉1問題に 7年前から取 り組み、ヒバ油等の天然植物抽出油使用の「ノ

ンケ ミカル建物保全」で国内最大規模 の施工実績 を誇 ってお ります。従来の熱に弱 いカプセル

か ら無機 質材による中空 多

`L質

の超 マイ クロカプセル (国 際特許品)に ヒバ油 を内包す ること

で画期的 な持続効果 を発揮す ることが実現 します。人 と地球に安赴・安全な健康建物保全業 と

して、お陰 さまで多 くの皆様に ご支持 いただいてお ります。

い ■ ! l・,■
|

″ ″′″ 4-― ―薬 剤 を使 わな い防 虫業 界 の パ イオニ ア
ー 本 社 東京都調布 市調布 ヶ丘 23214

］　　椰（国口申
聾武田コーボレーション 80424口 85-4593



血 液をきれいにし

万病を防ぐ

:|| テ クレ

松葉は、中国の薬物書『本草綱目』においても「松は腫れ物

やおできを治し、五臓の働きを整え、長く服用すると身が軽く

なつて年を取らずに長生きできる。」「高血圧や動脈硬化、

脳卒中の後遺症による手足の麻痺、心臓や老化にも著効が

ある。」と記される効能高い植物で現近年は松葉に含まれる

下記の成分が注目を浴びています。

D 活性酸素を取り除く抗酸化作用がある。

松 葉 エ キ ス

小売価格  19,500円 廟男1)

内 容 量  60g

偏つた食生活

冷  え  症
、

、レ
Aく

暉
/ス

トレス過多

喫 煙 者 く嘔〔ね 贅 〕い卜 運 動 不 足

血 圧 異 常
ル

▼

へ
肩こγ 頭 痛

薄 毛 ・抜 毛

ペン類摯11哲『異二
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赤松葉を煮出し、20時間かけて煮詰めた100%濃縮エキス
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〔［〕）一『の省一”針「の一」中］

し
、
学
校
の
裁
量
権
も
拡
大
す
る
と

発
表
し
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
は
、

文
部
科
学
省

（中
央
教
育
審
議
会
）

の
方
針
か
ら
逸
脱
し
た
授
業
を
行
う

枠
が
少
し
作
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

学
校
が
自
由
裁
量
権
を
行
使
で
き

る
と
な
れ
ば
、
各
学
校
独
自
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム

（教
育
課
程
）
を
構
築
し

て
良
い
の
だ
か
ら
、
教
師
た
ち
の
能

力
や
情
熱
も
間
わ
れ
て
く
る
。
そ
の

せ
い
な
の
か
ど
う
か
、
日
教
組
は
、

組
合
員
の
負
担
が
大
き
く
な
る
と
い

う
理
由
で
、
「自
由
裁
量
権
」
に
反
対

を
表
明
し
て
い
る
。
私
に
は
残
念
に

思
え
て
な
ら
な
い
。
事
あ
る
ご
と
に
、

文
部
科
学
省
の
方
針
に
反
対
し
て
来

た
彼
ら
に
も
、
自
分
た
ち
の
理
想
と

す
る
教
育
の
形
態
が
あ
る
は
ず
だ
か

ら
、
大
い
議
論
を
戦
わ
せ
て
、
よ
り

良
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
し
て
い

っ
て
ほ
し
い
。

各
学
校
が
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
組
む
と
な
れ
ば
、
従
来
の
授
業
に

は
な
か
っ
た
も
の
で
、
し
か
も
大
事

な
科
目
を
選
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
読
者

の
皆
様
方
な
ら
す
ぐ
に
頭
に
浮
か
ぶ

膊鼈腋詈雖こ揚浚

「水
の
教
育
」
で
あ
る
。
か
つ
て
私
た

ち
が
小
中
高
の
学
生
時
代
に
理
科
の

時
間
に
学
ん
だ

「水
」
と
は
、
「零
度

で
凍
り
、　
一
〇
〇
度
で
沸
騰
す
る
」

程
度
の
知
識
で
し
か
な
か
っ
た
。
こ

れ
で
は
、
水
の
教
育
と
は
い
え
な
い
。

各
学
校
が
自
由
裁
量
権
を
行
使
し
て
、

月
に
一
時
間
、
水
の
教
育
を
施
す
と

し
た
ら
、　
一
年
間
に
一
二
時
間
に
も

及
ぶ
。
こ
れ
だ
け
の
時
間
、
水
に
つ

い
て
教
え
ら
れ
た
子
供
た
ち
は
、
水

源
地
な
ど
の
水
環
境
や
自
然
環
境
を

守
る
大
切
さ
を
理
解
し
、
水
が
重
要

な
役
割
を
果
た
す
食
生
活
に
も
意
識

が
向
い
て
、
肉
体
的
に
も
精
神
的
に

も
、
健
康
に
育
っ
て
い
く
と
思
う
。

そ
し
て
、
成
入
し
て
い
く
過
程
に
お

い
て
も
成
入
し
た
後
で
も
、
今
の
大

入
達
と
は
違
っ
て
、
水
に
対
す
る
考

え
方
と
対
処
法
が
変
わ
っ
て
来
る
は

ず
で
あ
る
。

学
校
に
お
け
る
水
の
教
育
と
は
、

次
に
掲
げ
る
よ
う
な

「水
の
働
き
と

水
の
果
た
す
役
割
」
を
考
え
る
こ
と

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
、
水
と
人
体

二
、
水
と
健
康

三
、
水
と
食
物

四
、
水
と
環
境

（自
然
）

大
人
に
水
の
教
育
を
施
す
こ
と
も

大
切
で
は
あ
る
が
、
大
変
な
努
力
が

必
要
に
な
る
。
子
供
た
ち
が
相
手
な

ら
ば
、
そ
れ
こ
そ
砂
漠
に
水
を
撒
く

よ
う
に
、
い
く
ら
で
も
水
の
知
識
が

吸
い
込
ま
れ
て
い
く
と
思
う
。
今
、

一
〇
歳

（小
学
校
四
年
生
）
の
子
供

た
ち
か
ら
教
え
始
め
た
ら
、　
一
〇
年

後
に
は
水
を
理
解
し
た
立
派
な
大
入

に
な
る
。
水
の
教
育
は
小
学
校
時
代

か
ら
始
め
よ
う
。

こ
の
時
、
教
壇
に
立
つ
の
は
必
ず

し
も
学
校
の
教
師
で
あ
る
必
要
は
な

い
。
料
理
自
慢
の
お
母
さ
ん
や
社
会

で
活
躍
し
て
い
る
お
父
さ
ん
で
も
豆

腐
屋
さ
ん
で
も
農
業
や
畜
産
業
を
営

む
人
で
良
い
。
人
材
は
、
身
近
に
い

く
ら
で
も
い
る
。

平
成

一
二
年
の
七
月
、
赤
坂
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
千
葉
県

の
あ
る
高
校
の
同
窓
会
に
お
い
て
、

水
の
講
演
を
し
た
折
り
に
、
出
席
し

3Ⅳ aCrOЫ

“
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た
現
役
の
校
長
先
生
か
ら
、
今
の
学

生
た
ち
の
健
康
状
態
や
問
題
行
動
の

大
部
分
が
ジ
ュ
ー
ス
類
に
依
存
し
て

い
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
と
い
わ

れ
た
。
校
長
先
生
が
ジ
ュ
ー
ス
類
の

弊
害
に
つ
い
て
知
ら
な
け
れ
ば
、
そ

の
学
校
の
先
生
方
も
知
ら
な
い
の
が

当
た
り
前
だ
と
思
う
。
こ
れ
で
は
、

学
生
た
ち
に
対
す
る
水
の
教
育
は
お

ぼ
つ
か
な
い
。

大
学
で
、
栄
養
学
や
食
物
学
を
専

攻
し
て
い
る
学
生
た
ち
は
、
や
が
て

は
食
の
専
門
家
に
な
る
わ
け
だ
か
ら

「水
と
食
物
」
は
、
必
修
科
目
に
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
。
合
成
洗
剤
の

乱
用
に
よ
っ
て
水
源
地
が
汚
染
し
、

生
活
用
水
の
質
が
低
下
し
た
現
代
、

食
の
大
切
な
原
料
で
あ
る
水
を
ど
の

よ
う
に
処
理
す
れ
ば
、
力
を
蘇
ら
せ

ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
基
本

に
し
、
食
べ
る
こ
と
は
、
肉
体
的
健

康
の
み
で
は
な
く
、
健
全
な
心

（精

神
）
も
育
む
と
い
う

「食
育
」
に
貢

献
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

子
供
た
ち
の
健
康
を
考
え
た
場
合
、

一
番
最
初
に
、
水
の
役
割
を
学
習
す

べ
き
は
、
厨
房
を
切
り
盛
り
し
て
い

る
母
親
で
は
あ
る
ま
い
か
。

………………………………………………………プレπθ

松下和弘(ま つした。かずひろ)

l■■命の水研究脈 所長。理学博士。194“R福島県生まれ。65年、日

本電f14入札 NMR(核磁気共鳴)分光法の応用と開発研究に従

事。69～ 71年、京都大学・工学部にて、NMR分光法の共同研究に従

事。∞氣 日本化学会において限療に良い水やおいしい水など、生命

体にかかわる水はクラスター値カコ さヽい」と癸感誌1司氣埼玉戻希状

学嘔劉物岸専攻生 となる。91氣水と生命科学。自舞 洋 の研究を

進めるため、帥生命の水研究所を設L誰にでも使える「7X― じ」

作りを目指している。

98年 より、埼玉医科大学以辞戦協力研究員となる。主な著書に『命

にいい水。悪い水よ宝島社)、『進化する水の健康熱 ヽお母さん、い

い水飲んでますか?扶著(いずれもメタモノン出腕 、『tヽい水飲もう』

(高輸出版。星雲社発売)、『水で剛策になる扶 著(いずれも実業之日

本社)な どがある。日本住宅環境医学会理事。
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ギ
リ
シ
ャ
産

歯
医
者
も
芝
あ
る

歯
周
病
、胃
漬
瘍
、十
二
指
腸
漬
瘍
を

拳
近
！

歯
周
病
の
防
ぎ
方
は

多
く
の
歯
周
病
菌
が
繁
殖
し
て
い
る

歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
に
あ
る
歯
垢
を

取
り
除
く
こ
と
が
大
切
で
ｔ

予
防
方
法
は
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を

き
ち
ん
と
す
る
こ
と
で
す
が
、

大
切
な
の
は
、
歯
周
病
を
引
き
起
こ
す

細
菌
を
除
去
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
ｔ

そ
の
細
菌
を
除
去
す
る

画
期
的
な
素
材
と
し
て
、

今
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が

ギ
リ
シ
ャ
産
の
マ
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
い
う

か
ん
木
の
樹
脂
で
ｔ

と

つ
か
グ
リ

ー
ン
歯
科

医
院
院

長

渡
辺
秀
司

成
人
に
多
く
見
ら
れ
る
胃
漬
瘍
や

十
二
指
腸
漬
瘍
は
、　
ヘ
リ
コ
パ
ク
タ

ー

・
ピ
ロ
リ

（ピ
ロ
リ
菌
）
に
よ
っ

て
発
症
す
る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
ｃ
と
こ
ろ
が
最
近
の
調
査
で

は
、
子
供
の
十
二
指
腸
潰
瘍
の
主
な

原
因
が
従
来
い
わ
れ
て
い
る
ス
ト
レ

ス
だ
け
で
は
な
く
、
ピ
ロ
リ
菌
で
あ

る
こ
と
が
、
東
北
大
の
調
査
で
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の

ピ
ロ
リ
菌
は
、
歯
周
病
の
原
因
で
あ

る
歯
垢
の
中
に
も
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
気
に
な
る
ピ
ロ
リ
菌
の
撃
退
方

法
を
探
っ
て
み
ま
し
た
。

■
ビ
ロ
リ
菌
は
子
供
や
著
者
に
も
増

え
て
い
る

ピ
ロ
リ
菌
は
、　
一
九
八
三
年
に
発

見
さ
れ
た
菌
で
す
。
水
を
通
じ
て
感

染
し
、
日
本
で
は
戦
前
戦
後
に
衛
生

状
態
、
水
道
事
情
が
悪
か
っ
た
た
め

に
、
感
染
が
広
が
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
衛
生
環
境
が
整
備
さ
れ

る
に
伴
い
、
感
染
率
が
低
下
し
た
と

推
測
さ
れ
た
も
の
の
、
現
在
で
も
四

〇
歳
以
上
の
八
〇
％
の
人
が
感
染
し

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
子
供
の
十
二
指
腸
潰
瘍
の
主
原

因
が
ピ
ロ
リ
菌
で
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
よ
う
に
、
中
高
年
の
ほ
か
に
子

供
や
若
い
人
の
間
に
も
ピ
ロ
リ
菌
感

染
者
が
増
え
て
い
る
の
で
す
。
ピ
ロ

リ
菌
を
胃
や
腸
に
持
っ
て
い
る
人
が
、

何
か
の
理
由
で
胃
の
中
の
も
の
を
吐

い
た
り
、
ゲ
ッ
プ
を
し
た
時
な
ど
に

口
の
中
の
粘
膜
に
も
ピ
ロ
リ
菌
が
住

み
着
く
可
能
性
が
高
く
、
こ
れ
が
歯

周
や
歯
肉
の
間
に
あ
る
歯
周
ポ
ケ
ッ

卜
に
潜
み
、
胃
炎
や
潰
瘍
の
再
感
染

の
原
因
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
プ
ラ
ッ
シ
ン
グ

が
悪
く
歯
垢
を
つ
け
た
ま
ま
に
し
て

い
る
と
歯
周
病
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

歯
周
病
に
は
歯
肉
炎
と
歯
周
炎
が
あ

り
ま
す
が
、
歯
肉
炎
が
進
ん
だ
も
の

を
歯
周
炎
と
い
い
ま
す
。
歯
そ
の
も

の
は
健
康
な
の
に
、
歯
肉
な
ど
の
歯

周
組
織
に
炎
症
が
広
が
る
と
、
歯
ぐ

き
が
ど
す
黒
く
腫
れ
、
悪
臭
を
放
つ

よ
う
に
な
り
ま
す
。
症
状
が
進
行
す

る
と
歯
を
支
え
る
歯
糟
骨
が
溶
け
て

し
ま
い
、
歯
が
抜
け
落
ち
て
し
ま
い

ま
す
。

歯
周
病
の
防
ぎ
方
は
多
く
の
歯
周

病
菌
が
繁
殖
し
て
い
る
歯
周
ポ
ッ
ケ

ト
に
あ
る
歯
垢

（プ
ラ
ー
ク
）
を
取

り
除
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
予
防
方

法
は
プ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
き
ち
ん
と
す

る
こ
と
で
す
が
、
大
切
な
の
は
、
歯

周
病
を
引
き
起
こ
す
細
菌
を
除
去
す

5000年以上も前から伝わる

ギリシャの民間療法によると、
マステイックの樹脂を噛むと胃の痛みが治ると

されてきました。





る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
細
菌
を

除
去
す
る
画
期
的
な
素
材
と
し
て
、

今
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
ギ
リ
シ
ャ

産
の
マ
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
い
う
か
ん
木

の
樹
脂
で
す
。

■
マ
ス
テ
ィ
ッ
ク
帽
源
は
ロ
ロ
麺
マ

ビ
ロ
リ
菌
に
高
い
抗
菌
効
果

歯
周
病
の
予
防
と
し
て
何
よ
り
も

効
果
的
な
の
が
、
歯
磨
き
で
プ
ラ
ー

ク
や
歯
周
病
の
原
因
と
な
る
細
菌
を

と
り
除
く
こ
と
で
す
。
そ
の
歯
周
病

菌
に
対
し
て
抗
菌
効
果
が
あ
る
画
期

的
な
素
材
と
し
て
、
い
ま
注
目
さ
れ

て
い
る
の
が
ギ
リ
シ
ャ
産
の
マ
ス
テ

ィ
ッ
ク
と
い
う
木
の
樹
液
で
す
。
マ

ス
テ
ィ
ッ
ク
は
ギ
リ
シ
ャ
南
部
の
ヒ

オ
ス
島
の
み
に
見
ら
れ
る
植
物
で
、

樹
木
を
傷
つ
け
る
と
、
透
明
の
樹
脂

が
出
ま
す
。
ヒ
ノ
キ
の
よ
う
な
さ
わ

や
か
な
香
り
で
、
ほ
の
か
な
甘
み
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。

五
〇
〇
〇
年
も
前
か
ら
伝
わ
る
ギ

リ
シ
ャ
の
民
間
療
法
に
よ
る
と
、
マ

ス
テ
ィ
ッ
ク
の
樹
脂
を
噛
む
と
、
胃

の
痛
み
が
治
る
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

世
界
的
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は

一
九
九
八
年

一
二
月
、
英
国

の
権
威
あ
る
医
学
誌

『
ニ
ュ
！
イ
ン

グ
ラ
ン
ド

・
ジ
ャ
ー
ナ
ル

・
オ
ブ

・

メ
デ
ィ
ス
ン
』
誌
で
、
マ
る
ア
ィ
ッ

ク
の
樹
脂
に
は
ピ
ロ
リ
菌
を
殺
す
効

果
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
、
臨
床
試
験

で
も
十
二
指
腸
潰
瘍
に
対
し
て
有
効

率
が
七
〇
％
以
上
と
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
マ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
日

本
で
も
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当

院
は
、
ピ
ロ
リ
菌
も
歯
周
病
菌
も
同

じ
グ
ラ
ム
陰
性
菌
で
あ
る
こ
と
に
着

目
し
、
神
奈
川
歯
科
大
学
口
腔
細
菌

学
教
室
の
協
力
を
得
て
、
歯
周
病
菌

に
マ
ス
テ
ィ
ッ
ク
が
ど
の
よ
う
に
影

響
が
あ
る
か
実
験
を
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
明
ら
か
に
マ
ス
テ
ィ
ッ
ク

に
よ
る
菌
の
抑
制
効
果
が
見
ら
れ
、

し
か
も
口
腔
内
で
よ
い
働
き
を
す
る

常
在
菌
に
対
し
て
は
反
応
が
薄
く
、

歯
周
病
菌
の
よ
う
な
細
胞
毒
を
も
つ

細
菌
に
対
し
て
は
効
果
が
高
い
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
最
近
で
は

二
〇
歳
前
後
の
女
性
の
間
で
ホ
ル
モ

ン
異
常
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
原
因
で

胃
炎
、
胃
潰
瘍
だ
け
で
な
く
、
歯
周

病
が
増
え
て
い
る
ん
で
す
。
こ
れ
は

深
刻
な
問
題
で
す
。

当
院
で
も
マ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ガ
ム
を

勧
め
て
お
り
、
歯
周
病
の
予
防
を
成

人
か
ら
子
供
ま
で
幅
広
く
訴
え
て
い

ま
す
。

な
お
、
当
院
で
は
漢
方
に
よ
る
う

が
い
薬
を
開
発
し
、
そ
の
う
が
い
薬

で
歯
周
病
の
治
療
も
行
い
、
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今
後
は
マ

ス
テ
ィ
ッ
ク
樹
脂
エ
キ
ス
を
診
断
に

応
用
す
る
予
定
で
す
。

抗
菌
作
用
の
強
い
マ
ス
テ
ィ
ッ
ク

樹
液
が
虫
歯
菌
や
歯
周
病
菌
の
発
育

を
抑
え
、
口
腔
内
を
健
康
な
状
態
に

保
ち
ま
す
。

■
歯
周
病
は
歯
磨
き
と
全
身
の
健
康

管
理
で
予
防

高
齢
化
社
会
が
進
む
に
つ
れ
、
歯

周
病
で
歯
を
失
う
人
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
成
人
の
場
合
、
虫
歯
よ
り
も

歯
周
病
で
歯
を
失
う
ほ
う
が
多
い
の

で
す
。

歯
周
病
と
い
う
の
は
、
歯
肉
に
の

み
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
る
歯
肉
炎
、

歯
を
支
え
る
骨
な
ど
歯
周
組
織
全
体

に
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
る
歯
周
炎

と
が
あ
り
、　
一
般
的
に
は
歯
肉
炎
↓

歯
周
炎
と
進
行
し
て
い
き
ま
す
。
ど

ち
ら
も
直
接
の
原
因
は
回
の
中
に
い

る
細
菌
で
す
が
、
細
菌
が
い
る
か
ら

必
ず
歯
周
病
に
な
る
と
い
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
回
の
中
に
は
約
二

〇
〇
種
類
以
上
の
細
菌
が
い
て
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
は
善
玉
菌
な
の
で
す
。

歯
周
病
の
原
因
と
な
る
毒
性
の
強
い

菌
は
三
〇
～
四
〇
種
ぐ
ら
い
で
、
善

玉
菌
と
悪
玉
菌
の
両
者
が
う
ま
く
バ

ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
れ
ば
歯
周
病
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
き
ち

ん
と
歯
磨
き
を
し
な
い
で
食
事
の
カ

ス
を
残
し
た
ま
ま
で
い
る
と
、
悪
玉

菌
が
繁
殖
し
て
、
口
腔
内
の
細
菌
の

パ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
歯
周
病
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。
で
す
か
ら
歯
周

病
予
防
に
は
、
毎
日
の
歯
磨
き
を
き

ち
ん
と
し
て
、
日
の
中
の
衛
生
に
気

を
つ
け
る
こ
と
が
基
本
で
す
。

し
か
し
、
人
に
よ
っ
て
は
熱
心
に

歯
磨
き
を
し
、
し
っ
か
り
歯
垢
を
除

去
し
て
い
て
も
歯
周
病
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
そ
の
人
の
免

疫
力
が
低
い
か
ら
、
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
た
と
え
ば
糖
尿
病
の
人
は
糖
尿

病
で
な
い
人
に
く
ら
べ
て
歯
周
病
が

進
み
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
糖
尿
病
の
人
は
、
そ
う
で
な

い
人
に
く
ら
べ
て
免
疫
力
が
低
下
し

て
い
る
か
ら
。
で
す
か
ら
歯
周
病
予

防
を
考
え
る
の
な
ら
、
口
の
中
の
ケ

ア
だ
け
で
な
く
、
全
身
を
健
康
な
状

態
に
保
つ
こ
と
が
た
い
せ
つ
な
の
で

す
。
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体
験
談

深
刻
な
歯
周
病
が
三
ヶ
月
で
改
善

太
田
和
子

（主
婦

上
ハ
Ｏ
歳
）

私
は
小
学
校
に
入
学
し
て
す
ぐ
の

こ
ろ
、
道
で
転
ん
で
顔
面
を
強
打
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
一
件
は
、

歯
の
成
長
に
も
影
響
し
ま
し
た
。
ち

ょ
う
ど
乳
歯
か
ら
永
久
歯
に
生
え
変

わ
る
こ
ろ
で
、
噛
み
合
わ
せ
に
不
正

が
生
じ
た
よ
う
な
の
で
す
。

そ
れ
以
来
、
い
く
ら
丁
寧
に
歯
磨

き
を
し
て
も
、
噛
み
合
わ
せ
が
悪
い

た
め
、
歯
と
歯
の
間
に
食
べ
物
の
カ

ス
が
残
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
せ
い
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
が
、

歯
肉

（歯
ぐ
き
）
が
痛
み
、
常
に
口

の
中
に
不
快
感
が
あ
り
ま
し
た
。

結
局
、
結
婚
前
の
二
〇
代
の
と
き

に
、
歯
肉
を
削
る
治
療
を
受
け
ま
し

た
。
し
か
し
、
歯
肉
を
削
っ
た
た
め

に
、
歯
が
大
き
く
見
え
る
よ
う
に
な

っ
た
だ
け
で
、
日
の
中
の
不
快
感
は

相
変
わ
ら
ず
で
し
た
。

自
分
で
も
な
ん
と
か
し
よ
う
と
、

毎
日
欠
か
さ
ず
歯
磨
き
を
し
て
い
た

の
で
す
が
、
磨
き
方
が
よ
く
な
い
の

か
、
歯
肉
の
状
態
は
日
々
悪
く
な
っ

て
い
た
よ
う
で
し
た
。
そ
の
結
果
痛

み
が
強
く
な
り
、
硬
い
物
を
食
べ
ら

れ
な
く
な
っ
た
の
で
す
。
無
理
を
し

て
食
べ
よ
う
と
す
る
と
、
歯
が
浮
い

た
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。
ま
た
、

グ
ラ
つ
い
て
い
る
歯
も
何
本
か
あ
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
歯
肉
が
赤
黒
く
変

色
し
、
朝
起
き
た
と
き
、
国
の
中
が

気
持
ち
が
悪
い
の
に
も
閉
口
し
ま
し

二ｒ′ヽ。そ
こ
で
、
近
所
の
歯
科
に
行
っ
た

と
こ
ろ
、
「手
術
を
し
な
い
と
い
け
な

い
の
で
、
大
学
病
院
を
紹
介
し
ま
し

ょ
う
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
歯
周
病

が
相
当
進
ん
で
い
る
と
い
う
の
で
す
。

し
か
し
、
二
〇
代
の
こ
ろ
に
受
け
た

歯
肉
を
削
る
治
療
の
こ
と
が
頭
に
あ

っ
た
た
め
、
ど
う
し
て
も
手
術
は
受

け
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

も
っ
と
自
然
な
方
法
で
歯
周
病
を

治
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
…

そ
う
考
え
た
私
は
、
平
成

一
三
年

一

〇
月

一
日
、
渡
辺
先
生
の
歯
科
医
院

を
受
診
し
ま
し
た
。

医
院
で
は
、
歯
と
歯
肉
の
間
に
で

き
た
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
と
い
う
と
こ
ろ

に
レ
ー
ザ
ー
を
当
て
て
も
ら
い
ま
し

た
。
こ
れ
と
並
行
し
て
、
噛
み
合
せ

も
直
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
歯
周
病

の
場
合
、
こ
う
し
た
専
門
家
に
よ
る

治
療
と
と
も
に
、
自
分
で
ケ
ア
す
る

こ
と
が
重
要
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
た

め
、
私
は
歯
科
衛
生
士
さ
ん
に
歯
磨

き
の
や
り
方
を
指
導
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
指
導
の
一
環

と
し
て
進
め
ら
れ
た
の
が
、
前
述
の

漢
方
の
う
が
い
薬
と
マ
ス
テ
ィ
ッ
ク

と
い
う
ギ
リ
シ
ャ
の
薬
木
の
樹
脂
の

入
っ
た
ジ
ェ
ル

（溶
液
を
ゼ
リ
ー
状

に
固
め
た
も
の
）
で
し
た
。

歯
磨
き
は
、
毎
食
後
と
就
寝
前
に
必

ず
行
い
ま
し
た
。
歯
プ
ラ
シ
に
マ
ス

テ
ィ
ッ
ク

・
ジ
ェ
ル
を
つ
け
、
指
導

し
て
も
ら
っ
た
方
法
で
て
い
ね
い
に

磨
く
の
で
す
。
そ
の
あ
と
で
、
漢
方

の
う
が
い
薬
で
う
が
い
を
し
ま
す
。

マ
ス
テ
ィ
ッ
ク

・
ジ
ェ
ル
の
効
果

は
上
々
で
し
た
。
歯
磨
き
を
終
え
る

と
、
回
の
中
が
サ
ッ
パ
リ
す
る
も
の

で
す
。
い
つ
も
日
の
中
の
不
快
感
に

悩
ま
さ
れ
て
い
た
だ
け
に
、
久
々
に

味
わ
う
爽
快
感
で
し
た
。

こ
う
し
て
、
歯
科
医
院
で
の
治
療

と
、
マ
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
中
心
と
し
た

日
々
の
ケ
ア
を
続
け
た
と
こ
ろ
、
三

ヵ
月
ほ
ど
で
歯
周
病
は
徐
々
に
改
善

し
て
い
き
ま
し
た
。
最
初
に
感
じ
た

の
は
、
歯
肉
の
痛
み
が
引
い
て
き
た

こ
と
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
赤
黒

か
っ
た
歯
肉
の
色
が
、
透
明
な
感
じ

の
ビ
ン
ク
色
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
噛
み
合
せ
も
し
っ
か
り
し
て

き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
治
療
開
始
か
ら

一
年
た

っ
た
こ
ろ
に
は
、
硬
い
物
を
食
べ
て

も
大
丈
夫
に
な
り
ま
し
た
。
手
術
が

必
要
と
い
わ
れ
た
歯
周
病
が
す
っ
か

り
改
善
し
、
普
通
に
食
事
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
歯
科
衛
生
士
さ
ん
の
指
導
に
従

っ
て
、
マ
ス
テ
ィ
ッ
ク

・
ジ
ェ
ル
を

使
っ
た
歯
磨
き
を
続
け
る
つ
も
り
で

す
。

す
べ
て
の
歯
の
グ
ラ
つ
き
が
お
さ
ま

り
歯
肉
の
腫
れ
も
出
血
も
口
臭
も
撃

退
で
き
た

歯
を
抜
か
ず
に
歯
周
病
回
復

山
田
辰
夫
＝
仮
名

（会
社
員

・
五
〇

歳
）平

成
五
年
ご
ろ
の
こ
と
で
す
。
歯

肉

（歯
ぐ
き
）
が
痛
み
、
歯
が
グ
ラ

つ
く
の
が
気
に
な
っ
た
た
め
、
勤
務

先
の
近
く
の
歯
科
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、

歯
周
病

（俗
に
い
う
歯
槽
膿
漏
）
と

診
断
さ
れ
、
隣
の
歯
に
影
響
す
る
か

ら
と
、
グ
ラ
つ
く
歯
を
二
本
抜
か
れ

ま
し
た
。
歯
肉
は
痛
ま
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
数
年
後
、
歯
の
グ
ラ
つ
き

が
再
発
し
、
さ
ら
に
二
本
の
歯
を
抜

か
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
数
年
後
、
ま
た

も
や
歯
が
グ
ラ
つ
き
だ
し
ま
し
た
。

今
度
は
、
以
前
に
抜
い
た
四
本
以
外

の
す
べ
て
の
歯
が
グ
ラ
つ
い
て
き
た

の
で
す
。

ど
う
し
た
も
の
か
と
、
呆
然
と
し

て
い
た
と
き
、
た
ま
た
ま
目
に
し
た

の
が
渡
辺
秀
司
先
生
の
こ
と
を
取
り

上
げ
た
新
聞
記
事
で
し
た
。
そ
の
記

事
で
、
先
生
が
歯
周
病
に
関
す
る
本

を
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

さ
っ
そ
く
本
を
入
手
し
て
読
ん
で
み

ま
し
た
。
す
る
と
、
「歯
周
病
は
歯
を

抜
か
ず
に
治
せ
る
」
と
書
い
て
い
る

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
ま
で
に

四
本
も
の
歯
を
抜
い
て
い
る
私
と
し

て
は
、
も
う
こ
れ
以
上
抜
き
た
く
あ

り
ま
せ
ん
。
す
ぐ
に
、
電
話
で
治
療

の
予
約
を
入
れ
、
診
察
を
受
け
に
行

き
ま
し
た
。
平
成

一
四
年
の
八
月
の

こ
と
で
す
。

当
時
は
、
歯
周
病
が
か
な
り
進
行

し
て
い
た
よ
う
で
、
全
部
の
歯
が
グ

ラ
つ
き
、
硬
い
物
を
食
べ
る
と
歯
肉

が
痛
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
ら
に
、
口
臭
も
あ
り
、
疲
れ
た
と

き
な
ど
は
自
分
で
も
息
が
く
さ
く
感

じ
る
ほ
ど
で
し
た
。

渡
辺
先
生
に
は

「相
当
悪
い
で
す

9lMacrobiotique



か
ら
、
時
間
を
か
け
て
治
し
ま
し
ょ

う
」
と
い
わ
れ
、
毎
月
二
回
、
会
社

が
休
み
の
土
曜
に
通
院
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

先
生
の
歯
科
医
院
で
は
、
レ
ー
ザ

ー
で
歯
石

（歯
や
歯
肉
の
表
面
に
付

着
し
た
石
状
の
細
菌
の
か
た
ま
り
）

を
取
り
、
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト

（歯
と
歯

肉
の
間
に
で
き
た
溝
）
を
ク
リ
ー
二

ン
グ
す
る
治
療
を
続
け
ま
し
た
。
そ

し
て
、
自
分
で
で
き
る
治
療
法
と
し

て
指
導
さ
れ
た
の
が
、
漢
方
の
う
が

い
薬
に
よ
る
う
が
い
と
、
マ
ス
テ
ィ

ッ
ク
と
い
う
ギ
リ
シ
ャ
の
薬
木
の
樹

脂
が
配
合
さ
れ
た
ジ
ェ
ル
を
使
っ
て

の
歯
磨
き
で
し
た
。

朝
と
夜
は
、
食
後
に
マ
ス
テ
ィ
ッ

ク

・
ジ
ェ
ル
を
歯
プ
ラ
シ
に
つ
け
て

歯
を
磨
い
た
あ
と
、
液
体
の
漢
方
の

う
が
い
薬
を
使
っ
て
う
が
い
を
し
ま

す
。
会
社
に
行
っ
て
い
る
昼
は
、
食

後
、
粉
末
の
漢
方
の
う
が
い
薬
を
水

に
溶
か
し
、
そ
れ
で
ブ
ク
プ
ク
と
う

が
い
を
す
る
と
と
も
に
歯
を
磨
き
ま

し
た
。
外
出
す
る
こ
と
も
あ
り
、
た

ま
に
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
た
い
て
い
き
ち
ん
と
守
っ
て
行

い
ま
し
た
。
す
る
と
、　
一
ヵ
月
た
っ

た
こ
ろ
に
は
、
歯
肉
の
痛
み
が
か
な

り
引
い
て
き
ま
し
た
。
多
少
硬
い
物

で
も
噛
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

歯
肉
の
腫
れ
も
だ
ん
だ
ん
と
取
れ
て

き
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、
歯
肉
の
腫
れ
や
出
血
、

口
臭
な
ど
は
順
調
に
お
さ
ま
り
、　
一

年
が
過
ぎ
た
こ
ろ
に
は
、
ほ
と
ん
ど

の
歯
が
グ
ラ
つ
き
を
感
じ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。　
一
本
も
歯
を
抜
く
こ

と
な
く
、
歯
周
病
が
改
善
し
た
の
で

す
。
今
後
は
生
活
全
般
に
気
を
つ
け
、

早
く
完
全
に
治
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

合
わ
な
い
プ
リ
ッ
ジ
が
原
因
の
歯
周

病
が
軽
快
Ｌ
糖
尿
病
も
忘
れ
る
ほ
ど

体
目
良
好

出
血
し
な
い
マ
ス
テ
ィ
ッ
ク
樹
脂
の

歯
磨
き

東
野
稔
子
＝
仮
名

（主
婦
・六
〇
歳
）

私
は
子
供
の
こ
ろ
か
ら
歯
並
び
が

悪
く
、
そ
の
せ
い
か
、
二
〇
歳
の
こ

ろ
か
ら
歯
周
病
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
二
三
歳
の
と
き
に
は
左
上
の

前
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
に
な
り
、
そ
の
隣

の
歯
と
と
も
に
抜
い
て
、
左
上
の
六

本
の
歯
を
ブ
リ
ッ
ジ
で
固
定
し
ま
し

た
。し

か
し
、
こ
れ
て
歯
周
病
が
治
っ

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
五

六
歳
の
こ
ろ
か
ら
、
上
の
歯
肉

（歯

ぐ
き
）
全
体
が
絶
え
ず
膿
み
、
痛
み

を
覚
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
長

年
通
院
し
て
い
た
歯
科
で
は
、
「抜
歯

し
て
義
歯

（入
れ
歯
）
を
入
れ
る
し

か
な
い
」
と
い
い
ま
す
。

そ
ん
な
状
態
で
困
っ
て
い
た
と
き
、

近
所
の
奥
さ
ん
が
、
「横
浜
に
い
い
先

生
が
い
る
」
と
い
っ
て
渡
辺
秀
司
先

生
の
本
を
貸
し
て
く
れ
ま
し
た
。
さ

っ
そ
く
読
ん
で
み
る
と
、
で
き
る
だ

け
歯
を
抜
か
ず
に
歯
周
病
を
治
す
方

法
が
あ
る
よ
う
で
す
。
私
は
、
こ
れ

で
ダ
メ
だ
っ
た
ら
あ
き
ら
め
よ
う
と

思
い
、
渡
辺
先
生
の
歯
科
医
院
に
通

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

診
察
の
結
果
、
右
上
の
奥
歯
が
動

揺
し
、
全
体
が
歯
周
病
に
か
か
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
さ
ら
に
、

下
の
歯
肉
か
ら
も
出
血
し
て
い
ま
し

■ｒた。な
ん
と
か
歯
を
抜
か
な
い
で
す
む

方
法
で
治
療
計
画
を
立
て
て
も
ら
い

ま
し
た
が
、
左
上
の
糸
切
り
歯
だ
け

は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
ら
し
く
、
二

回
目
の
治
療
の
と
き
に
抜
歯
を
し
ま

し
た
。
そ
れ
と
並
行
し
て
レ
ー
ザ
ー

で
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
の
掃
除
を
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
歯
科
医
院
で
の
治
療
と

同
時
に
、
自
宅
で
実
行
し
た
の
が
、

マ
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
い
う
ギ
リ
シ
ャ
の

薬
木
の
樹
脂
が
入
っ
た
ジ
ェ
ル
で
歯

磨
き
を
す
る
こ
と
で
し
た
。

マ
ス
テ
ィ
ッ
ク

。
ジ
ェ
ル
は
毎
食

後
に
使
っ
て
い
ま
す
。
朝
と
昼
は
、

ま
ず
、
研
磨
剤
の
入
っ
て
い
な
い
歯

磨
き
剤
を
使
っ
て
、　
一
本
の
歯
を
五

回
ず
つ
磨
き
、
次
に
、
歯
間
プ
ラ
シ

で
歯
と
歯
の
間
に
つ
ま
っ
た
食
べ
物

の
カ
ス
を
取
っ
て
か
ら
、
水
で
ブ
ク

ブ
ク
と
す
す
ぎ
ま
す
。
最
後
に
、
マ

ス
テ
ィ
ッ
ク

・
ジ
ェ
ル
で

一
本
の
歯

を
五
回
ず
つ
磨
き
ま
す
。
そ
し
て
就

寝
前
に
、
ま
ず
、
マ
ス
テ
ィ
ッ
ク

・

ジ
ェ
ル
で

一
本
の
歯
を
五
回
ず
つ
磨

き
、
次
に
軟
ら
か
い
歯
プ
ラ
シ
の
側

面
で
歯
の
表
裏
と
歯
肉
全
体
を
マ
ッ

サ
ー
ジ
す
る
よ
う
に
磨
き
ま
す
。

マ
ス
テ
ィ
ッ
ク

・
ジ
ェ
ル
を
使
っ

て
驚
い
た
の
は
、
歯
磨
き
を
し
て
も

歯
肉
か
ら
出
血
を
し
な
い
こ
と
で
し

た
。
普
通
の
歯
磨
き
剤
の
と
き
は
出

血
す
る
の
に
、
マ
ス
テ
ィ
ッ
ク

・
ジ

ェ
ル
だ
と
、
ま
っ
た
く
出
血
し
な
い

の
で
す
。

こ
う
し
て
歯
科
医
院
で
の
治
療
と

自
宅
で
の
ケ
ア
を
続
け
た
と
こ
ろ
、

歯
周
病
は
着
実
に
改
善
し
て
い
き
ま

し
た
。
正
確
な
時
期
は
ハ
ッ
キ
リ
し

ま
せ
ん
が
、
歯
の
グ
ラ
つ
き
や
歯
肉

の
痛
み
、
膿
、
出
血
が
、
日
を
追
う

ご
と
に
へ
っ
て
き
た
の
で
す
。
こ
の

こ
と
は
、
通
院
の
頻
度
に
も
反
映
し

ま
し
た
。

現
在
、
下
の
歯
の
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト

か
ら
は
、
歯
周
病
の
細
菌
が
検
出
さ

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
歯
肉
は
全
体

的
に
き
れ
い
な
ピ
ン
ク
色
で
す
。
歯

の
グ
ラ
つ
き
や
歯
肉
の
痛
み
、
膿
、

出
血
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
私
は
糖
尿
病
の
た
め
、
食

事
療
法
と
運
動
療
法
を
実
行
し
て
い

ま
す
。
糖
尿
病
が
あ
る
と
、
歯
周
病

は
悪
化
し
や
す
い
と
聞
き
ま
し
た
が

私
は
歯
周
病
が
軽
快
し
た
だ
け
で
な

く
、
糖
尿
病
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る

ほ
ど
体
調
が
良
好
で
す
。
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今
年
の
夏
は

虫
よ
け
天
然
貫
丁
ブ
で

快
適
生
活

タ

イ

式

民

間

医

療

漢

方

医

ハ
ー

フ
を

軸

に

現

在

タ

イ

が
忘

れ

か

け

て

い

る

タ

イ

固

有

の

ホ

リ

ス

テ

イ

ッ
ク

医

療

を

提

唱

し

て

い
る

リ

ー
ダ

ー

自
然
と
共
存
す
る
暮
ら
し
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
ハ
ー
．ブ

ソ
ン
・
チ

ヨ
ン
デ
イ

私
の
国
、タ
イ
は
熱
帯
地
域
に
属
し

生
物
の
多
様
性
に
富
ん
だ
国
な
の
で
、

一
年
中
豊
か
に
茂
っ
て
い
る

ハ
ー
ブ
を
使
用
す
る
わ
ぎ
を
昔
か
ら

養
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
　
　
　
一一

豊
富
な
経
験
や
知
識
は
、
一
時
は
　

　

．

時
代
遅
れ
と
さ
れ
ま
し
た
が
、タ
イ
で
も

近
代
諸
国
が
抱
え
る
食
の
問
題
、癌
な
ど
病
気
の
問
題
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ツ
プ
さ
れ
る
な
か
、
タ
イ
の
知
恵
と
し
て

再
結
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
寃

ま
た
、近
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
　
　
　
　
　
　
．一

エ
ッ
セ
ン
シ
ヤ
ル
オ
イ
ル
と
し
て
保
存
す
る
方
法
が
加
わ
り
、

よ
り
多
く
の
人
が
手
軽
に
ハ
一ト
ブ
を
利
用
出
来
る

チ
ヤ
ン
ス
を
作
り
出
し
て
い
ま
ｔ

■
大
切
な
私
な
も
の
知
恵

　

・
●
一

自
然
と
共
に
て
ら
一し
一て
き
た
私
達

の
盤
先
は

―‐
‐‐‐
健
．や
か
な
暮
ら
し
を
運

営
す
る
た
め
に
、
自
分
た
ち
の
手
の

属
く
周
り
の
物
を
上
手
に
活
用
し
て

き
ま
し
た
。
使
用
方
法
や
使
用
量
が

わ
か
る
ま
で
日
々
の
中
で
何
度
も
試

行
鐵
誤
が
繰
り
返
さ
れ

，
生
き
た
知

恵
と
ｔ
て
技
術
と
し
て
伝
承
さ
れ
て

き
た
わ
け
で
、
そ
の
す
べ
て
は
、
貴

重
な
私
達
の
財
産
で
す
。
特
に
ハ
ー

プ
は
語
源
が
有
用
な
草
と
い
う
意
味

を
持
つ
よ
う
に
案

‐‐――と‐‐
ｔ
て

，
食
べ
物

と
し
て
、
幅
広
‘
使
わ
れ
て
き
ま
し

・た
¨
　
　
　
　
　
　
　
・

●
私
の
国
、
タ
イ
は
熱
帯
地
域
に
属

し
生
物
の
多
様
性
に
富
ん
だ
園
な
の

で
、　
一
年
中
豊
か
に
茂

，
て
い
・る
ハ

ー
プ
を
使
‐用す
る
わ
ざ
‐を‐‐‐
書
が
一■
塔

つ
て
き
ま
ｔ
た
ｏ
こ
れ
ら
の
一豊
富
な

経
験
●
知
識
は
、　
一時
は
時
代
遅
れ

と
さ‐
‐れま
し
た
が
、
タ
イ
で
も
近
代

諸
国
が
抱
え
る
食
の
問
題
、
癌
な
ど

病
気
の
欄
欄
が
ク
ロ
ー
ズ
ツ
ー‐ッ一‐――‐プ一■

れ
る
な
か

，
レタ
イ
の
知
恵
″と
し
一て‐‐‐．

再
結
成
さ
れ
●
●
一あ
り
ま
す
。
　
　
一

・
ま
た
●
近
年
■
．■
ロ
ッ
パ
か
ら
二

ッ
セ
ン
シ
ヤ
ル
オ
イ
ル
と
し
て
保
存

す
る
方
法
が
伝
わ
り
、
よ
り
多
く
の

人
が
手
軽
に
ハ
‐‐１
‐一プ
を
使
用
出
来
る

チ
ャ
ン
ス

‐を
作
―
‐
―‐り‐‐＝
し
て
い
ま
す
「

壼
化
学
薬
品
か
■
＾
■
７
ヽ

●
世
代
を
超
え
ハ
■
プ
一■
注
目
す
る

一人
が
増
え
、
メ
ガ
ト
レ
ン
ト
と
し
て

＾
ト
プ
が
見
直
さ
れ
つ
つ
一あ
る
、
こ

の
傾
向
は
な
ん
で
し
ょ

‐‐――う一か
ｒ
●
一

●
‐‐そ
一れ
は
こ
の
〓
０
～
〓
０
年
●
■

毅
北
‘
れ
一て
〓
た
、一化
学
‐―的‐
■
一作
ら

・４
■
す
●
て
の
薬
や
殺
虫
剤

，
■
■

を
一代
表
と
す
る
暮
ら
し
に
か
か
せ
な

い
日
用
品
が
、
実
は
恐
ろ
し
い
毒
性

を
持
ち
、
体
へ
の
悪
影
響
を
も
た
ら

す
事
が
如
実
に
現
れ
初
一め
．て
い
る
か

ら
一で
一す
「
い
ゃ
そ
れ
以
上
一■
個
人
レ

一ド
ル
で
は
も
っ
と
多
く
の
人
が
こ
れ

は
ま
ず
い
と
自
分
の
体
で
感
じ
て
い

る
た
め
だ
と
思
い
ま
す
。
■
●
●
・

殺
虫
剤
は
南
国
タ
イ
ｒ
ｔ
画
期
的

な
物
で
一ｔ
た

‐。
蚊
が
長

，
賜
い
る
●

ろ
な
海
気
●
禁
体
と
な
っ
て
い
た
わ

け
で
す
か
一ら
。
そ
し
て
殺
虫
剤
の
普

及
に
伴
い
家
の
中
か
ら
、
町
か
ら
、

蚊
は
い
な
く
な
り
ま
し
た
。　
一
時
期
、

Ｄ
Ｄ
Ｔ
は
簡
単
一に
扱
え
て
か
つ
効
果

が
実
感
で

‐き
一る
一た
一め
安
直
に
使
用
で

き
た
案
剤
で
一し
た
が
一
今
で
は
毒
性

に
気
づ
き
、
使
君
し
た
こ
と
は
大
き

な
過
ち
だ
っ
た
こ
と
．が
明
確
な
事
実

と
し
て
残
り
ま
し
た
ず
現
在
は
多
く

の
国
で
使
用
禁
止
資
材
の
」
う
に
な

っ
て
ぃ
ま
す
。
■
●
●
●
●
一

■
書
い
ｔ
一れ
な
ら
経
毅
摯
タ
イ
だ
け

で
■
な
く
世
界
中
の
人
々
■
一、
体
と

地
球
に
優
し
い
ハ
ー
プ
ヘ
の
一回
帰
の

必
要
性
を
強
く
感
じ
さ
せ
実
行
さ
せ

始
め
て
い
ま
す
。
ハ
ー
プ
‐‐―‐１ま構
一漱
■

正
ｔ
く
一理
解
ｔ
使
‐用
す
れ
．ぱ
‐―――――――――‐‐危
険

性
一
――少‐‐‐‐‐―一
一
が
一又‐‐ぼ
な
ど
″
さ
‐な‐‐‐‐‐―‐一

物
な
０
で
一す
一

■
タ
イ
の
■
一，
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
な
虫

除
け
　
　
一一　
　
　
　
　
　
　
一●

ご
く
普
通
■
●
タ
イ
の
人
々
は
一強
一

い
臭
い
の
す
る
（
■
プ
一を
虫
除
け
と

し
て
使
用
一ｔ
ま
す
ず
ア
ル
フ
ィ
エ
ア

（
ハ
ナ
ミ
ョ
ウ
ガ
属
）、
コ
プ
ミ
カ
ン
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の
表
皮
、
シ
ト
ロ
ネ
ラ
の
葉
、
ホ
リ

ー
バ
ジ
ル
の
葉
、
オ
レ
ン
ジ
の
表
皮

等
で
す
。
使
い
方
は
簡
単
で
シ
ン
プ

ル
で
す
。
蚊
取
り
線
香
の
原
型
と
も

い
え
る
も
の
で
、
小
さ
な
火
を
焚
き
、

そ
こ
へ
砕
い
た
ハ
ー
プ
を
い
れ
煙
を

出
す
方
法
、
又
は
ハ
ー
プ
を
よ
く
揉

ん
で
出
て
き
た
液
体
を
直
接
肌
に
す

り
込
む
方
法
で
す
。

最
近
で
は
、
蒸
留
す
る
こ
と
に
よ

リ
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル
を
利
用

し
て
作
ら
れ
た
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ

の
虫
除
け
商
品
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ご
く

一
般
的
に
使
用

さ
れ
る
二
種
類
の
ハ
ー
プ
を
紹
介
し

ま
す
。

《
シ
ト
ロ
ネ
ラ
》

強
い
独
特
な
香
り
が
虫
を
寄
せ
付

け
ま
せ
ん
。
畑
に
も
点
在
し
て
植
え

る
と
作
物
に
つ
く
虫
を
自
然
に
追
い

払
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
動

物
、
猫
な
ど
も
こ
の
匂
い
を
嫌
う
た

め
猫
の
通
り
道
に
ま
い
て
お
く
と
自

然
に
野
良
猫
を
遠
ざ
け
る
事
が
出
来

ま
す
。
精
油
は
水
蒸
気
蒸
留
法
に
よ

り
抽
出
、
抽
出
量
は
約
〇
・五
％
（重

量
ベ
ー
ス
）。刈
り
取
り
の
良
い
時
期

は
早
朝
。
色
は
、
乾
期
に
は
ピ
ン
ク

が
か
り
、
雨
期
に
は
黄
色
っ
ぱ
く
な

り
ま
す
。

《
リ
ー
チ
ラ
イ
ム
》

大
木
で
み
か
ん
の
よ
う
な
実
が
な

り
ま
す
。
害
虫
忌
避
剤
と
し
て
は
シ

ト
ロ
ネ
ラ
よ
り
穏
や
か
で
す
が
清
々

し
い
香
り
は
ア
ロ
マ
効
果
が
あ
り
ま

す
。
余
談
で
す
が
髪
の
毛
に
つ
け
る

と
毛
髪
が
輝
き
を
増
し
育
毛
効
果
も

あ
り
ま
す
。
精
油
は
水
蒸
気
蒸
留
法

に
よ
り
抽
出
、
抽
出
量
は
約
〇

・
三

％

（重
量
ベ
ー
ス
）
色
は
、
透
明
で

す
。こ

れ
ら
の
ハ
ー
プ
を
使
い
作
ら
れ

た
忌
避
作
用
の
あ
る
ハ
ー
プ
の
抽
出

液
お
よ
び
精
油
を
保
存
効
果
の
あ
る

ア
ル
コ
ー
ル
、
保
湿
効
果
の
あ
る
グ

リ
セ
リ
ン
を
時
間
を
か
け
て
混
ぜ
合

わ
せ
た
も
の
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も

一
番
自
然
に
近
い
安
全
な
虫
除
け
で

す
。
残
念
な
が
ら
せ
っ
か
く
ハ
ー
プ

を
使
い
な
が
ら
保
存
や
保
湿
の
た
め

に
化
学
薬
品
を
使
っ
て
い
る
も
の
も

多
く
、
発
が
ん
性
の
あ
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
全
成
分
の
チ
ェ
ッ
ク

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
試
し
て
み
ま
し
ょ
う
！
　
家
庭
で

の
製
造
方
法

●
約
ｌ
ｋｇ
の
シ
ト
ロ
ネ
ラ
の
葉
を
用

意
し
、
大
ま
か
に
切
り
砕
く
。

②
ｌ
ｋｇ
の
リ
ー
チ
ラ
イ
ム
又
は
オ
レ

ン
ジ
等
の
皮
を
用
意
し
、
大
き
く
切

っ
て
砕
く
。

０
そ
れ
ら
の
材
料
を
ス
テ
ン
レ
ス
又

は
ガ
ラ
ス
の
保
存
器
に
入
れ
、
食
用

ア
ル
コ
ー
ル

（ア
ル
コ
ー
ル
度
数
３０

度
位
）
を
、
材
料
が
隠
れ
る
く
ら
い

入
れ
雑
菌
等
が
入
ら
な
い
よ
う
に
蓋

を
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。

０

一
日
に
二
～
三
回
容
器
を
揺
す
り
、

約

一
〇
日
か
ら

一
四
日
ほ
ど
置
い
て

お
く
。

０
上
澄
み
を
す
く
い
あ
げ
、
植
物
性

油

（５
％
以
内
）
又
は
グ
リ
セ
リ
ン

を
加
え
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
る
。
油
分

が
分
離
す
る
の
で
、
使
用
前
に
よ
く

振

っ
て
か
ら
使
用
す
る
。
ス
プ
レ
ー

ボ
ト
ル
な
ど
に
入
れ
て
お
く
と
便
利
。

■
日
本
の
皆
さ
ん

ヘ

自
然
と
共
存
す
る
暮
ら
し
は
自
ら

の
土
地
の
も
の
を
食
べ
、
体
の
中
か

ら
健
康
に
な
る
事
と
、
人
間
の
都
合

ば
か
り
考
え
た
環
境
破
壊
を
見
直
し

無
駄
な
殺
生
は
せ
ず
、
虫
や
生
き
物

と
共
存
す
る
事
で
す
。
虫
を
殺
す
の

で
は
な
く
虫
を
遠
ざ
け
る
こ
の
豊
か

で
優
し
い
ア
ジ
ア
の
思
想
で

「あ
た

ら
し
い
暮
ら
し
か
た
」
を
共
に
実
行

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
日
本
子
孫
基
金
か
ら
の
警
告
！

日
本
子
孫
基
金

曾
汁●

ミ

汁３
Φ

ヨ
８
２
ュ
３
と
は
食
品
添
加
物
や
農

薬
等
環
境
問
題
に
取
り
組
む
市
民
団

体
で
す
。
二
〇
〇
二
年
に
出
版
さ
れ

た

『食

べ
る
な
、
危
険
‐
』
は
二
五

万
部
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
生
み
、
本

当
の
事
を
警
告
す
る
団
体
と
し
て
信

頼
を
集
め
て
い
ま
す
。
毎
月
発
行
し

て
い
る
機
関
誌

『食
品
と
暮
ら
し
の

安
全
』
で
は
虫
除
け
ス
プ
レ
ー
に
つ

い
て
早
く
か
ら
警
告
を
な
ら
し
て
い

■
虫
除
け
ス
プ
レ
ー
は
超
危
険

ア
ウ
ト
ド
ア
が
盛
ん
に
な
り
、
リ

ゾ
ー
ト
や
キ
ャ
ン
プ
ブ
ー
ム
で
虫
除

け
ス
プ
レ
ー
の
普
及
が
す
す
ん
で
い

ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
に
も
売
っ
て
い
て
、

ス
プ
レ
ー
式
か
ら
ジ
ェ
ル
、
泡
フ
ォ

ー
ム
、
テ
ィ
シ
ュ
な
ど
タ
イ
プ
が
あ

り
ま
す
が
、有
効
成
分
は
す
べ
て
「デ

ィ
ー
ト
」
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で

一
九

五
〇
年
代
に
軍
事
用
に
開
発
さ
れ
た

昆
虫
忌
避
材
で
す
。
海
外
で
も
広
く

普
及
し
て
お
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
も

山
へ
行
く
と
き
に
は
マ
ラ
リ
ア
対
策

と
し
て
必
ず
塗
る
よ
う
に
言
わ
れ
て

い
た
時
期
が
あ
り
ま
す
。
日
本
子
孫

基
金
で
は
、
都
立
立
川
短
大
の
吉
田

幸
弘
教
授

（当
時
）
に
依
頼
し
た
実

験
で
、
「デ
ィ
ー
ト
に
強
い
突
然
変
異

性
」
が
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
、
八

八
年
か
ら
危
険
性
が
あ
る
こ
と
を
訴

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
危
険

が
現
実
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
事
態

が
ア
メ
リ
カ
で
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

■
湾
岸
戦
争
症
候
群
の
原
因
は
デ
ィ

ア
メ
リ
カ
で
は
、
九

一
年
の
湾
岸

戦
争
に
参
加
し
た
七
〇
万
人
の
内
、

復
員
後

一
〇
人
に

一
人
が
頭
痛
、
湿

疹
、
関
節
炎
、
筋
肉
痛
、
慢
性
疲
労
、

記
憶
障
害
な
ど
原
因
不
明
の
慢
性
病

を
訴
え
て
い
ま
す
。
戦
時
中
に
化
学

物
質
を
多
量
に
あ
び
た
結
果
、
化
学

物
質
過
敏
症
に
か
か
っ
た
と
い
う
説

が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
原

因
は
イ
ラ
ク
軍
の
化
学
兵
器
、
化
学

工
場
攻
撃
や
油
田
火
災
か
ら
の
排
煙
、

砲
弾
の
放
射
性
物
質
、
伝
染
病
原
菌

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
あ
り
、

結
論
は
出
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
九
三
年
に
は
、
神
経
ガ

ソン チョンディ

1953年生まれ チュランコーン大学法学部卒後、弁護士として法律事務
所勤務。その後、建築資材の製造会社、不動産会社を設立運営する。1冊
のマクロビオテック関連の本を手にしてから、人間の体と環境のかかわ
りに興味を持ちホリスティック医療を学.ヽく、知識を実践に移す為に1987

年タラ ブーン農園を開園し、タイでの無農薬、無化学肥料栽培の技術を
確立していくと同時に民間医療漢方医の資格を得、ハープの効用につい
て研究を進め、タイ固有のホリスティック医療を提唱 している。
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ス
の
対
策
用
薬
剤

「臭
化
ピ
リ
ド
ス

テ
ィ
グ
ミ
ン
」
と

一
緒
に

「デ
ィ
ー

ト
」
使
っ
た
場
合
、
デ
ィ
ー
ト
の
毒

性
が

一
〇
倍
に
な
る
と
い
う
デ
ー
タ

ー
を
農
業
省
の
医
学
獣
医
学
昆
虫
学

研
究
所
の
ジ
ム
。
モ
ス
博
士
が
公
表
、

兵
士
の
安
全
を
守
る
薬
が
複
合
作
用

で
、
逆
に
彼
等
を
傷
つ
け
て
い
た
可

能
性
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

■
帰
還
兵
の
子
供
た
ち
に
先
天
異
常

さ
ら
に
恐
ろ
し
い
の
は
、
こ
の
湾

岸
帰
還
兵
に
免
疫
不
全
や
先
天
欠
損

症
の
子
供
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。
国
防
省
は

「帰
還
兵
の
子
供
に

特
別
多
い
デ
ー
タ
ー
は
な
い
」
と
い

っ
て
い
ま
す
が
、
市
民
団
体

「先
天

欠
損
症
子
供
の
会
」
で
は
、
二
万
人

に

一
人
と
言
わ
れ
て
い
る
症
例
が
、

湾
岸
帰
還
兵
に
つ
い
て
は
既
に

一
二

ケ
ー
ス
も
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
非

常
に
多
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

原
因
が
湾
岸
帰
還
兵
に
あ
る
と
す

る
と
、
生
殖
細
胞
の
遺
伝
子
に
問
題

が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
デ
ィ
ー

ト
の
突
然
変
異
性
を
も
っ
た
ま
ま
精

子
を
作
る
細
胞
に
到
達
し
た
可
能
性

が
あ
る
の
で
す
。
（中
略
）湾
岸
戦
争

症
候
群
は
、
神
経
ガ
ス
や
害
虫
か
ら

人
を
守
る
は
ず
の
化
学
薬
品
が
、
逆

に
病
気
を
引
き
起
こ
し
た
ケ
ー
ス
で

す
。
ま
た
、
単
独
で
は
安
全
な
物
質

も
、
数
種
類
複
合
し
て
使
う
と
、
も

の
す
ご
い
毒
性
物
質
に
変
わ
る
実
例

で
も
あ
り
ま
す

「疑
わ
し
き
は
避
け

る
」
の
原
則
か
ら
み
れ
ば
、
「デ
ィ
ー

ト
」
は
最
優
先
で
避
け
る
べ
き
物
質

と
言
い
得
る
で
し
ょ
う
。

（食
品
と
暮
ら
し
の
安
全
八
六
号
よ

り
）虫

除
け
ス
プ
レ
ー
に
は
、
悪
質
な

毒
性
を
持
つ
成
分
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。神

経
障
害
や
ア
レ
ル
ギ
！
反
応
の

報
告
も
あ
り
、
乳
児
や
子
供
に
は
使

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
市
販

の
虫
除
け
剤
に
は
ス
プ
レ
！
タ
イ
プ

や
リ
キ
ッ
ド
タ
イ
プ
、
シ
ー
ト
タ
イ

プ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
が
あ
り
ま

す
が
、
い
ず
れ
も
有
効
成
分
は
昆
虫

忌
避
材
の
『デ
ィ
ー
ト
』
（ジ
エ
チ
ル

ト
ル
ア
ミ
ド
）
で
す
。

蚊
は
ヒ
ト
の
皮
膚
や
息
か
ら
で
て

い
る
炭
酸
ガ
ス
に
反
応
し
て
寄

っ
て

き
ま
す
が
、
虫
除
け
剤
は
デ
ィ
ー
ト

で
蚊
の
触
角
を
麻
痺
さ
せ
て
、
炭
酸

ガ
ス
を
感
知
で
き
な
い
よ
う
に
し
ま

す
。

■
デ
ィ
ー
ト
の
さ
ま
さ
ま
な
毒
性

一
九
八
八
年
日
本
子
孫
基
金
が
依

頼
し
、
東
京
都
立
立
川
短
期
大
学
吉

田
幸
弘
教
授

（現
、
名
誉
教
授
）
が

行

っ
た
研
究
で

「
ム
シ
ベ
ー
ル
ー２
」

（商
品
名
）
に
強
い
突
然
変
異
性
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。
実
験
に
使
用
し
た

キ
イ
ロ
シ
ョ
ウ
ヒ
ョ
ウ
バ
エ
に
は
オ

ス
が
メ
ス
よ
り
も
突
然
変
異
を
起
こ

し
や
す
い
系
統
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

系
統
の
幼
虫
に

「
ム
シ
ベ
ー
ル
ー２
」

を
投
与
し
た
と
こ
ろ
、
オ
ス
の
羽
化

率
が
低
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
体

細
胞
に
致
死
突
然
変
異
が
生
じ
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。
子
孫

へ
の
遺

伝
子
毒
性
は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
投
与
し
た
世
代
に
致
死
効
果

が
あ

っ
た
こ
と
だ
け
を
み
て
も
、
い

か
に
強
い
毒
性
が
あ
る
か
が
わ
か
り

ま
す
。
ほ
か
に
も
、
皮
膚
炎
や
神
経

障
害
、
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
な
ど
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
他
の
化
学
物

質
を
皮
膚
か
ら
吸
収
し
や
す
く
す
る

性
質
も
あ
り
ま
す
。

デ
ィ
ー
ト
は

一
般
に
毒
性
が
低
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
く
つ
も
の

悪
質
な
毒
性
が
あ
る
の
で
、
皮
膚
に

直
接

つ
け
る
使
用
は
避
け
る
べ
き
で

す
。

■
安
全
な
虫
除
け
対
策

虫
除
け
に
は
、
長
袖
長
ズ
ボ
ン
を

は
い
て
、
肌
の
虜
出
を
少
な
く
す
る

こ
と
で
す
。
虫
の
多
い
場
所
に
い
く

と
き
は
、
顔
を
覆
う
虫
除
け
ネ
ッ
ト

や
虫
除
け
パ
ー
カ
ー
着
用
す
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
。
ベ
ビ
ー
カ
ー
ご
と
覆

え
る
虫
よ
け
ネ
ッ
ト
も
売
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
タ
イ
で
昔
か
ら
虫
除

け
に
使
わ
れ
て
い
る
イ
ネ
科
植
物
か

ら
採

っ
た
天
然
虫
除
け
成
分
、
シ
ト

ロ
ネ
ラ
オ
イ
ル
も
有
効
で
す
。
ラ
ベ

ン
タ
ー
、
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
、
ペ
パ
ー

ミ
ン
ト
な
ど
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
デ
ィ
ー
ト
に
比
べ
れ
ば
効

果
は
落
ち
ま
す
が
、
安
全
性
は
ず

っ

と
高
い
の
で
す
。

（食
品
と
暮
ら
し
の
安
全
１７０
号
よ

り
）

■
安
全
で
信
頼
さ
れ
る

ハ
‥
プ
の
虫

除
け

ハ
ー
プ
の
ス
プ
レ
ー
は
素
敵
な
こ
だ

わ
り
の
逸
品

昨
年
の
夏
、

ハ
ー
プ
の
ス
プ
レ
ー

は
お
客
様
に
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
ま
し

た
。当

整
体
院
に
は

「
０
リ
ン
グ
健
康

サ
ロ
ン
」
と
い
る
サ
ー
ク
ル
が
あ
り

ま
す
。
Ｏ
リ
ン
グ
で
の
品
質
チ
ェ
ッ

ク
は
も
ち
ろ
ん
良
。
そ
の
お
客
様
は

「
こ
ど
も
は
直
感
で
自
然
の
も
の
が
判

る
ら
し
く
、
他
の
虫
除
け
は
使
い
た

が
ら
な
い
」
と
感
想
を
話
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

私
共
は
、
「自
然
体
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
こ
だ

わ

っ
た
お
陰
で
、
「た
ち
ど
こ
ろ
に
痛

み
が
消
え
る
五
十
肩
の
調
整
法
」
な

ど
独
創
的
な
技
を
つ
ぎ

つ
ぎ
と
開
発

で
き
ま
し
た
。
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
し
て

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
や
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ

ー
な
ど
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
素
材
で
あ
る
ハ
ー
ブ
な
ど
の
商

品
を
選
択
す
る
際
、
次
の
四
点
を
基

準
に
商
品
を
吟
味
し
て
い
ま
す
。

０
出
発
原
料
が
天
然
か
ど
う
か

J

②
加
工
方
法
が
煮
る

ｏ
焼
く

。
蒸
す

な
ど
料
理
法
の
範
囲
に
あ
る
自
然
な

加
工
法
か
ど
う
か

０
加
工
原
料
に
化
学
溶
剤
な
ど
を
使

わ
ず
、
オ
イ
ル
浸
出
な
ど
の
方
法
を

と
っ
て
い
る
か
ど
う
か

０
天
然
と
い
え
ど
も
３
世
代
以
上
つ

か
わ
れ
、
良
い
と
い
う
言
い
伝
え
の

あ
る
素
材

（遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
異
常

が
な
い
）
か
ど
う
か

実
は
か
つ
て
私
は
、
ハ
ー
ブ
化
粧

品
を
皆
様
に
ご
紹
介
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
は
逆
に
取
り
扱
わ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
石
油
製
品
や
化

学
薬
品
が
氾
濫
す
る
今
日
、
せ
め
て

日
常
的
に
直
接
皮
膚
に
塗
布
し
た
り
、

口
に
入
れ
た
り
す
る
も
の
に
つ
い
て

は

「石
油
化
学
製
品
か
ら
植
物
を
中

心
と
し
た
自
然
の
製
品
に
置
き
換
え

る
」
と
い
う
生
活
意
識
を
持

っ
て
欲

し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

東
京
都
　
織
田
宜
志

■
蚊
取
り
線
香
の
け
む
り
が
苦
手
で

Ｌ
た

整・ ■■
■織田宜志さん
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ハ
ー
プ
や
ア
ロ
マ
も
こ
れ
だ
け
街

で
見
か
け
、
暮
ら
し
に
も
書
籍
に
も

た
く
さ
ん
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
に
、

安
心
し
て
夏
の
虫
の
か
ゆ
み
止
め
に

使
え
る
も
の
は
な
い
か
、
と
探
し
て

よ
う
や
く
見
つ
け
た
の
が
ハ
ー
プ
の

ス
プ
レ
ー
で
し
た
。

蚊
取
り
線
香
の
け
む
り
が
苦
手
で

喉
を
痛
め
や
す
く
敏
感
肌
で
も
あ
る

娘
。乾

燥
肌
の
母
が
同
居
す
る
我
家
で
、

大
変
重
宝
し
て
い
ま
す
。

使
用
感
も
爽
快
で
入
浴
後
ハ
ー
プ

の
ス
プ
レ
ー
の
香
り
を
満
た
し
た
部

屋
で
過
ご
せ
ば
、
暑
さ
で
疲
れ
た
身

体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
て
、
虫
除

け
だ
け
で
な
く
、　
一
日
の
疲
れ
や
気

分
も
癒
し
て
も
ら
っ
て
い
る
感
じ
―

爽
快
な
シ
ト
ロ
ネ
ラ
の
香
り
の
お
か

げ
で
、
ク
ー
ラ
ー
に
頼
る
こ
と
も
少

な
く
な
り
ま
し
た
。

緑
に
囲
ま
れ
て
い
る
の
は
嬉
し
い

環
境
な
の
だ
け
ど
、
そ
れ
は
そ
れ
で
、

虫
た
ち
と
の
つ
き
あ
い
も
シ
ー
ズ
ン

中
長
く
な
り
、
す
っ
か
り
我
が
家
の

必
需
品
と
な
っ
て
い
ま
す
！
　
一』れ

を
き
っ
か
け
に
ア
ロ
マ
を
生
活
に
活

か
し
て
行
き
た
い
と
想
っ
て
い
ま
す
。

東
京
都
　
川
瀬
佳
恵

■
子
供
の
柔
ら
か
い
肌
に
優
し
い

二
歳
の
息
子
が
い
ま
す
が
、
夏
は

陽
射
し
の
強
い
日
中
を
避
け
て
、
タ

方
に
公
園
や
家
庭
菜
園
に
行
き
ま
す
。

た
だ
で
さ
え
蚊
の
多
い
時
間
、
体
温

が
高
く
て
肌
の
柔
ら
か
い
子
ど
も
に

蚊
が
集
ま

っ
て
く
る
の
で
す
が
、
長

袖
は
暑
く
て
い
や
が
る
の
で
困

っ
て

い
ま
し
た
。

赤
ち
ゃ
ん
や
小
さ
い
子
は

「
か
ゆ

い
」
と
言
え
な
い
で
す
し
、
さ
さ
れ

た
後
を
か
き
む
し

っ
て
し
ま
っ
た
り
、

蚊
の
運
ぶ
病
気
に
対
す
る
抵
抗
力
も

弱
い
で
し
ょ
う
か
ら
、
い
い
虫
よ
け

の
薬
は
な
い
も
の
か
と
探
し
ま
し
た
。

市
販
の
虫
除
け
ス
プ
レ
ー
に
は
皮
膚

の
炎
症
や
脳
の
腫
れ
ま
で
起
こ
す
こ

と
も
あ
る
強
い
薬
剤
が
使
わ
れ
て
い

る
そ
う
で
、
と
て
も
赤
ち
ゃ
ん
の
肌

に
つ
け
る
気
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
見
つ
け
た
の
が

「
ハ
ー
プ
の
ス

プ
レ
ー
」
で
す
。

ハ
ー
プ
の
虫
除
け
効
果
を
利
用
し

た
ス
プ
レ
ー
で
、

エ
ツ
セ
ン
シ
ヤ
ル

オ
イ
ル
に
使
わ
れ
て
い
る
成
分
と
同

じ
だ
そ
う
で
す
。
柑
橘
系
の
さ
わ
や

か
な
香
り
が
し
て
、
肌
に
つ
け
て
も

さ
ら
っ
と
し
て
ベ
タ
つ
き
ま
せ
ん
。

天
然
の
も
の
な
の
で
あ
ま
り
効
果
が

続
か
ず
、　
一
～
二
時
間
お
き
に
つ
け

な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
が
、
効
き

目
が
そ
れ
だ
け
ソ
フ
ト
と
い
う
こ
と

で
す
か
ら
、
か
え

っ
て
安
心
し
て
使

っ
て
い
ま
す
。

色
落
ち
に
気
を
付
け
れ
ば
、
服
に

ス
プ
レ
ー
し
て
お
く
と
少
し
効
果
が

長
持
ち
す
る
気
が
し
ま
す
。
蚊
を
気

に
せ
ず
に
外
遊
び
が
で
き
る
の
で
、

夏
に
は
絶
対
に
欠
か
せ
な
い
ア
イ
テ

ム
に
な

っ
て
い
ま
す
。

夜
寝
る
と
き
に
タ
オ
ル
な
ど
に
ス

プ
レ
ー
し
て
お
い
て
お
く
と
、
蚊
よ

け
の
効
果
も
あ
る
よ
う
で
す
。
の
ど

が
弱
く
て
蚊
取
り
線
香
を
使
え
な
い

人
や
お
年
寄
り
に
も
い
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

神
奈
川
県
相
模
原
市
　
山序
田
美
紀
と

玄
ち
ゃ
ん

■
シ
ラ
ミ
に
も
著
効

ハ
ー
プ
の
カ

私
が
住
ん
で
い
る
の
は
埼
玉
県
の

茶
所

「狭
山
市
」
で
す
。
宅
地
化
が

進
ん
で
も
茶
畑
や
保
護
樹
林
が
民
家

の
側
に
残
さ
れ
て
い
る
た
め
、
夏
に

な
れ
ば
蚊
や
ム
カ
デ
等
、
様
々
な
虫

達
が
や
っ
て
来
て
私
た
ち
を
驚
か
せ

ま
す
。

我
が
家
に
は
三
人
の
子
供

（男
八

歳
、
女
七
歳
、
男
二
歳
）
が
居
て
、

毎
日
賑
や
か
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
が

夏
と
い
え
ば
屋
外
で
の
水
遊
び
や
プ

ー
ル
、
空
き
地
や
林
で
の
虫
探
し
、

夜
の
花
火
等
々
で
と
に
か
く
活
発
に

遊
び
ま
す
。

日
差
し
の
強
い
昼
間
虫
達
は
跳
び

回
る
子
供
達
に
近
づ
く
こ
と
は
な
い

様
で
す
が
、
夕
方
に
な
り
子
供
達
が

自
宅
の
周
り
に
戻
る
頃
に
は
、
蚊
も

今
が
チ
ャ
ン
ス
と
子
供
達
や
夕
涼
み

の
お
喋
り
に
夢
中
な
母
親
達
を
狙
い

始
め
ま
す
。
な
か
に
は
虫
刺
さ
れ
に

敏
感
で
真

っ
赤
に
腫
れ
て
激
し
く
痒

が
る
子
も
い
る
の
で
、
母
親
達
は
虫

除
け
と
痒
み
止
め
を
い
つ
も
ポ
ケ
ッ

ト
に
用
意
し
て
お
き
ま
す
。

私
の
子
供
達
も
蚊
に
刺
さ
れ
て
痒

が
り
ま
す
が
、
市
販
の
虫
除
け
剤
の

発
ガ
ン
性
や
香
料
が
気
に
な
り
使
う

気
に
な
り
ま
せ
ん
。
幸
い
科
学
的
な

香
料
が
苦
手
な
子
供
達
な
の
で
、
あ

え
て
使
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

工ｒに。そ
ん
な
時
、

ハ
ー
プ
の
ス
プ
レ
ー

に
出
会
い
ま
し
た
。
香
り
も
さ
わ
や

か
だ
し
、
肌
に
ス
ッ
と
な
じ
ん
で
い

き
ま
す
。
早
速
子
供
に
振
り
か
け
た

と
こ
ろ
な
か
な
か
好
評
で
、
い
つ
も

「虫
除
け
な
ん
か
い
ら
な
い
」
と
い
う

お
母
さ
ん
が

「ど
ん
ど
ん
使

っ
て
い

い
よ
」
と
い
う
の
で
特
に
娘
は
喜
ん

で
使

っ
て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
近

所
の
子
供
達
全
員
に
も
振
り
か
け
ま

す
。た

だ
し
汗
を
流
し
遊
ぶ
子
供
達
に

は
３０
分
ご
と
に
ま
め
に
振
り
か
け
る

よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
ま
し
た
が
、

ま
た
去
年
の
夏
小
学
校
で
シ
ラ
ミ
が

流
行
し
、
娘
の
頭
に
も
数
匹
く

っ
つ

い
て
き
ま
し
た
。
駆
虫
剤
入
り
の
シ

ャ
ン
プ
ー
を
三
回
ほ
ど
使
い
ま
し
た

が
、
シ
ラ
ミ
の
成
虫
と
卵
の
ふ
化
の

心
配
が
な
く
な
る
と
、

ハ
ー
プ
の
ス

プ
レ
ー
を
頭
か
ら
足
先
ま
で
振
り
か

け
頭
皮
に
す
り
込
ん
で
み
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
家
中
に
振
り
か
け
ま
し
た
。

そ
の
お
陰
な
の
か
、
我
が
家
に
シ
ラ

ミ
は
三
度
と
や
っ
て
く
る
こ
と
は
な

か
っ
た
の
で
す
。

今
年
の
夏
も
ハ
ー
プ
の
ス
プ
レ
ー

で
、
虫
達
か
ら
家
族
を
守
り
、
楽
し

く
快
適
に
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

埼
玉
県
狭
山
市
　
北
川
純
子
さ
ん
、

慶
和
く
ん
、
創
海
く
ん
、
航
ち
ゃ
ん

■岸田さんと玄ちゃん

■北り||さ んと子供たち
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―シトロネラ
&

リーチライムの香り
シトロネラ レモングラスと同じ

イネ科の香料植物で自然の昆虫忌避剤

として蚊や虫を寄せつけませんO

(防臭作用や防腐作用もあります)

リーチライム 同じような効果を

持ちながら爽やかな柑橘系の香りを持
ちシトロネラの効果を程よく調節して
くれます。

界面活性剤・乳化剤を入れていません(

よく振ってからお使いください。
ボ トルの形状が変更になることがあり

肥料栽培ハ…ブ使用

全成分

シトロネラエッセンシャllオ イル

シトロネラ抽出水

リーチ̀ラ イムエッセツシャルオイル

リーチ,ラ イム抽出水

エチルアル]― ll

植物性グリセリン

水

市販の蚊よけスプレーは恐ろしい
=

ほとんどの市販品には昆虫忌避薬のディート(dithvl mcta toluamidc

DEET)が含まれているt皮膚の炎症や腫れ、日のかゆみなどを引き

起こす嫌な化学薬品です=デイートは子供のIЙの腫れやアナフィラ

キシー・ショック、低血圧を引き起こすこともあると報告されてます。

原産地

製造会社
サイズ

税込み小売価格

使用期限

開封後 2年

液体芳香斉J

タイ

タラブーン ハーブ園  (タ イ)

110cc  t600 700回 スプレーできます)

1470円

直射日光をさけ低温で保存 してください

発 売 元  オ ー サ ワ ジ ャ ノヾ ン 株 式 会 布t
東 京 者

「
tFF田 谷 区 仕 沢 5-― ■ 8- ■

te1 03-5431-5500 fax 03-5431-5506

輸入元 ヤムヤムジャバン 栃木県矢板市上伊佐野543
Td&FaxЮ 3-5776-3238 c‐ m腱 1)es@yumyumlp com



「
い
ぽ
じ
」
の
こ
と
は

ヘ
モ
ロ
イ

ド
、
簡
略
し
て

「
ヘ
モ
」
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
す
る
と
ホ
モ
セ
ク

シ
ヤ
ル

（同
性
愛
者
）
の

「ホ
モ
」

と
聞
き
間
違
え
て
と
ん
で
も
な
い
会

話
に
発
展
し
、
後
で
大
笑
い
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
「
い
ぼ
じ
」

の
他
に
「切
れ
痔
」
「裂
け
痔
」
や
「痔

痩
」
と
い
っ
た
痔
の
種
類
が
あ
り
ま

す
。
通
常

「痔
」
と
い
え
ば

「
い
ぼ

痔
」
や

「切
れ
痔
」
「裂
け
痔
」
が
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
「痔
獲
」

は
急
性
ま
た
は
慢
性
の
肛
門
周
囲
炎

が
つ
ぶ
れ
た
り
、
破
れ
た
り
、
石
灰

し
て
膿
汁
が
で
る
。
あ
る
い
は
そ
の

後
に
で
き
る
獲
孔

（痩
管
）
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
生
じ
さ
せ
る
主
な
原
因

の

一
つ
に
体
質
や
体
調
が
陰
性
に
偏

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
二

酸
化
炭
素
や
中
性
脂
肪

・
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル

・
過
剰
な
糖
分

・
蛋
白
質
な

ど
を
含
む
老
廃
物
を
多
量
に
運
搬
し

て
い
る
静
脈
の
う
っ
血

（停
滞
）
が

あ
り
ま
す
。

痔
疾
を
発
症
さ
せ
る
引
き
金
は
、

排
便
時
の
り
き
み
、
重
い
物
を
持
ち

運
ん
だ
り
、
ゴ
ル
フ
の
際
の
連
続
的

な
り
き
み
、
立
ち
通
し
、
冷
え
、
庭

い
じ
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
類
の
飲
み
過

ぎ
が
圧
倒
的
で
す
。

で
す
か
ら
痔
核

（
い
ぼ
痔
）、
脱

肛
、
裂
肛
（切
れ
痔
、
裂
け
痔
）、
痔

度
に
な
り
や
す
い
体
質
を
改
善
し
、

さ
ら
に
引
き
金
を
引
く
度
合
を
自
分

で
調
節
で
き
る
生
活
ス
タ
イ
ル
を
工

夫
し
ま
し
ょ
う
。
体
質
改
善
は
、
飲

食
物
の
質
と
量
を
考
慮
し
、
自
己
管

理
す
る
こ
と
が
最
も
早
道
と
な
り
ま

す
。
そ
れ
か
ら
固
く
な
っ
た
排
便
の

り
き
み
も
痔
疾
に
は
大
敵
で
す
の
で

排
便
を
我
慢
し
な
い
こ
と
。
排
便
促

進
の
た
め
に
歩
い
た
り
、
軽
い
ジ
ョ

ギ
ン
グ
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
生
活
方

法
も
新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ
て
み

ま
し
よ
う
。

メ
¨
■
―
の
立
て
方
と

ポ
イ
ン
ト

使
秘
、
特
に
習
慣
生
便
秘
、
緊
張

性
使
秘

（陽
性
）、
大
腸
弛
緩
性

（陰

性
）
使
秘
を
避
け
た
い
の
で
食
物
繊

維
の
多
い
も
の
を
多
く
取
り
入
れ
ま

す
。
主
食
は
な
ん
と
い
っ
て
も
全
粒

が
好
ま
し
く
、
そ
の
表
皮
層
に
は
多

く
の
食
物
繊
維
が
含
ま
れ
ま
す
。
精

白
し
た
穀
類
、
ま
し
て
や
精
白
粉
類

は
お
勧
め
で
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
考
え
て
も
玄
米

ご
飯
や
発
オ
玄
米
ご
飯
が
最
も
適
し

て
い
ま
す
。
生
胡
麻

・
全
粒
ハ
ト
麦
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や
蓮
の
実

。
実
そ
ば

。
雑
穀
類
や
豆

類
を

一
緒
に
炊
き
込
む
の
も
変
化
づ

け
の
意
味
で
好
ま
し
い
で
す
が
、
豆

類
は
自
己
消
化
吸
収

・
排
泄
の
許
容

量
を
超
え
る
と
ガ
ス
発
生
、　
つ
ま
り

腸
内
に
停
滞
し
て
腐
敗
発
酵
の
も
と

に
な
り
ま
す
。
お
腹
が
グ
ル
グ
ル
言

っ
た
り
張
っ
た
り
し
て
苦
し
く
な
る

の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

メ
ニ
ュ
ー
は
、
や
や
陽
性
寄
り
で

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
で
す
か

ら
副
食
は
、
や
や
陽
性
寄
り
に
仕
上

が
る
よ
う
食
材
を
選
び
、
調
理
法
を

凝
ら
し
ま
す
。
同
じ
加
熱
法
が
重
な

ら
な
い
よ
う
、
蒸
す
、
煮
る
、
市
で

る
、
焼
く
、
炒
め
る
、
圧
力
を
か
け

る
、
塩
で
締
め
る
な
ど
試
し
ま
し
ょ

う
。
料
理
の
味
つ
け
、
食
材
も

一
定

の
も
の
に
偏
ら
ず
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に

富
ま
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
生
鮮

食
材
は
国
内
産
の
旬
の
有
機
栽
培
さ

れ
た
も
の
を
求
め
、
根
は
刻
ん
で
汁

の
物
に
い
れ
た
り
、
陰
性
の
強
い
先

端
は
加
熱
時
間
の
長
い
料
理
に
加
え

て
陽
転
化
を
進
め
て
旨
み
に
変
え
（ア

ク
も
同
様
）
全
部
を
い
た
だ
く
よ
う

献
立
て
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
過
程
は

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ッ
ク
調
理
法
な
ら

で
は
の
楽
し
み
で
し
ょ
う
。

一
人
分
を
ザ

ッ
と
見
た
時
、　
一
食

の
う
ち
五
～
六
割
以
上
は
穀
類
が
欲

し
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
し
て
○

・
五

～
一
割
を
汁
物

（味
噌
汁
・清
し
汁
・

雑
炊
や
煮
汁
も
含
め
て
）
と
し
、
食

物
繊
維
や
ミ
ネ
ラ
ル
補
給
を
考
慮
し

た
い
の
で
一
日
に
一
回
は
海
藻
を
投

り
い
れ
ま
し
ょ
う
。
特
に
ひ
じ
き
は

ミ
ネ
ラ
ル
も
多
く
、
便
通
を
大
変
促

進
し
ま
す
。
副
食
は
あ
く
ま
で
も
主

食
の
添
え
物
で
あ
り
、
「ご
飯
を
い
た

だ
く
た
め
の
お
か
ず
」
と
い
う
位
置

づ
け
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。
生
の
野
菜

・
果
物
は
冷
え

の
元
に
な
る
の
で
、
し
ば
ら
く
控
え

る
方
が
賢
明
で
す
。
ま
た
症
状
は
改

善
さ
れ
る
ま
で
、
肉
類
、
卵
類
、
乳

製
品
は
控
え
、
動
物
性
食
品
を
ど
う

し
て
も
摂
り
た
い
場
合
は
セ
イ
タ
ン

（小
麦
グ
ル
テ
ン
）を
手
作
り
し
て
カ

ツ
風
、
唐
揚
げ
風
、
ミ
ン
チ
料
理
、

バ
ラ
肉
風
に
い
く
ら
で
も
で
き
ま
す
。

偏
っ
て
そ
れ
ば
か
り
だ
と
、
腸
に
負

担
が
か
か
り
ま
す
か
ら
、
全
て
に
お

い
て
程
を
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。
ク
リ

ー
ム
ソ
ー
ス
は
ビ
ブ
レ
ホ
ワ
イ
ト
や

玄
米
粥

（又
は
玄
米
ク
リ
ー
ム
）
で
、

焼
き
そ
ば
は
日
本
そ
ば
使
用
で
、
醤

油
に
ほ
ん
の
少
量
無
添
加

・
砂
糖
不

使
用
の
ウ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
。
本
葛
粉

を
加
え
甘
味
に
玄
米
甘
酒
を
少
量
加

え
て
み
ま
す
。

エ
ス
ニ
ッ
ク
な
料
理
は
、
香
辛
料

が
こ
の
症
状
を
悪
化
さ
せ
ま
す
か
ら

控
え
ま
し
ょ
う
。
イ
タ
リ
ア
ン
料
理

は
生
オ
イ
ル
や
生
ハ
ー
プ

。
野
菜
、

香
辛
料
は
悪
化
さ
せ
ま
す
。
中
華
風

料
理
は
ノ
ン
オ
イ
ル
で
工
夫
で
き
る

範
囲
で

（重
ね
煮
、
湯
引
き
後
の
野

菜
を
葛
ソ
ー
ス
で
合
わ
せ
サ
ッ
と
加

熱
す
る
方
法
）
献
立
て
に
入
れ
る
と

食
卓
に
変
化
が
つ
く
で
し
ょ
う
。
何

と
い
っ
て
も
日
本
の
伝
統
的
な
味
「お

ふ
く
ろ
の
味
」
が
体
に
最
適
で
す
。

若
い
人
々
の
日
に
は
地
味
に
う
つ
る

の
で
器
や
盛
り
つ
け
に
セ
ン
ス
を
い

か
し
ま
し
ょ
う
。

骰
電
びぉ

玄
米
や
野
菜
は
無
化
学
肥
料
、
無

農
薬
で
栽
培
さ
れ
た
自
然
農
法
あ
る

い
は
有
機
栽
培
法
で
生
産
さ
れ
た
も

の
を
選
び
ま
す
。
安
全
な
野
菜
で
す

か
ら
、
人
参
葉
や
、
大
根
葉
、
よ
も

ぎ
の
葉
先
を
刻
ん
で
活
用
さ
せ
ま
す
。

ま
た
加
工
品
は
無
添
加
物
を
。
化
学

物
質
は
、
陰
性
が
強
く
体
質
を
弱
化

さ
せ
、
痔
疾
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。
調

味
料
も
同
様
で
、
三
年
仕
込
み
の
無

添
加
味
噌
や
醤
油
、
た
ま
り
、
自
然

海
塩
を
用
い
ま
し
ょ
う
。
砂
糖
で
甘

み
を
つ
け
る
の
は
控
え
、
玄
米
飴
、

時
に
は
り
ん
ご
汁
、
メ
ー
プ
ル
シ
ロ

ッ
プ
少
々
、
で
き
る
だ
け
穀
物
や
豆
・

野
菜
類
自
体
が
も
つ
甘
み
を
引
き
出

す

「塩
加
減
」
で
調
理
し
た
い
も
の

で
す
。
こ
の
際
、
腕
に
磨
き
を
か
け

よ
う
、
と
楽
し
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

甘
み
＝
旨
み
、
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

味
酪
は
症
状
が
改
善
さ
れ
る
ま
で
控

え
ま
し
ょ
う
。
ア
ル
コ
ー
ル
の
飲
用

も
早
く
改
善
し
た
い
の
な
ら
、
「治
る

の
を
明
る
く
楽
し
み
に
、
お
あ
ず
け
」

で
す
。』舞螂鰊鍮調理法のポイント

ス
タ
ー
ト
時
点
で
は
陽
性
寄
り
に

仕
上
が
る
よ
う
に
、
細
か
く
刻
ん
だ

り
、
薄
く
ス
ラ
イ
ス
、
細
く
切
る
と

い
う
よ
う
に
加
熱
が
充
分
行
き
届
く

よ
う
に
し
ま
す
。　
一
週
間
ほ
ど
で
腫

れ
が
引
き
痛
み
が
軽
く
な
り
、
感
じ

ら
れ
な
く
な
っ
た
ら
少
し
ず

つ
普
通

に
戻
し
て
い
き
ま
す
。
調
理
は
ノ
ン

オ
イ
ル
あ
る
い
は
オ
イ
ル
レ
ス

（数

滴
お
と
し
て
指
で
鍋
底
に
広
げ
て
か

ら
中
弱
火
に
点
火
し
て
油
煙
が
上
が

ら
な
い
程
度
に
熱
し
て
具
材
を
炒
め

て
い
く
）
を
お
奨
め
し
ま
す
。
ノ
ン
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Я渕饉藝政警%な立
▼朝食または昼食

簿の実入り発芽玄米こ飯
よもぎと大瀬葉の浜納豆あえ
味噌汁幌 布だし汁、麒 わかめ、    |
プラウンマッシュルーAl l‐

黒こま味噌の焼きおにぎり[1]

蒸し根菜のひまわりの種 ドレッシング
コーレン入り葛湯 (やや硬め)

味噌雑炊 鰈 噌汁と玄米こ飯の残り物を利用
して人参葉tに ら、銀杏、プラウンマツシュル
ームを加える)

ひしきこんにゃく

よもぎ玄米餅の小豆餡ソース
大和芋と春菊の梅肉あえ
味噌汁幌布だし汁、様 玉ねぎ、岩のり)

玄米こ飯入りお焼き(ね諏 根菜をソテーし
て、つぶした玄米を混ぜ地粉で練つて焼く)

納豆汁け に納豆と刻みねぎを入れる)||

蒸じ野菜の梅酢ドレッシング爛闘魚かぽちゃ)

滉純豆チャーハン銭 り玄米こ飯を利用、玉ね
ぎ、疵 ねぎ楓 松の実kttH33

玄米とかばちゃのポターシュ備 り玄米こ飯を
利用、玉ねぎを炒贔 だし少量で煮て、ミキサー
でピユーンにして鍋に戻し、だしでのばし、塩
で闘嗽 刻みパセリを散らす)

蓮根ハンバーグ籐 しにんじんのグ
"tL蕪し小松菜添え、葛ソースが0

●―汁一菜を基本にして、玄米こ飯には黒胡麻塩を1食に小匙1杯、古漬けたくあんの薄切り2切れを添えましょう。
●1く ちについて50～ 1∞回は噛んでいただきましょう。
●夕方疲れつぼい時、梅醤葛をいただくと、しゃつきりします。

玉ねぎの醤油漬けピクルス         煮、銀杏、葛、松の実 蒸しかぼちゃ)

味噌汁幌布、干し椎茸のだし汁、春菊、大和→ にんにくの醤油漬け

▼夕食

ちらし寿司眩米こ節tittR干 し楓 高野諷 蒸しに
ん鰤 は いんげな

―
焼きのり)

澄まし汁幌師だし汁、春菊、ふのり、圃

黒生こまと小豆入り玄米こ飯
ひしきと小松菜の自こまあえ(味噌少 )々

大根のコトコト煮葛仕立て図

玄米こ飯の梅肉チャーハンにねぎ、練り鶴
蒸し野菜(プロッコリー、力鳳剛撫こぼう)

長ねぎと葛のスープ (自切りこまと刻みのり)

玄米こ飯のおこげ彿躇いてつくる)

中華風あんかけ日 、にら、黒きくらι六ねぎ、プラウンマ
シユルーム、刻みひまわりの日
全粒はと麦と季節の野菜のサラダ(おろし玉ねぎと梅酢、
刻みパセリであえる)

ねぎ味噌雑炊 眩米こ飯の残りをrll用、ねぎ、力駄 豆味
噌、糸こんにゃく)●‐

燕しかtFtゃ とひしきのサラダ(かぼちゃの種ドレッシ
ンの
りんこの富煮         ‐

黒生こまと小豆入り玄米こ飯
すりおろし蓮根と大和芋の余例蒸し風 保 きくらげ醤油

全粒はと麦入り玄米こ飯            |
一色きんびら            ■
あらめと玉ねぎの煮物   ■

味噌汁幌布、千 .し椎茸のだし洋、わかな こぼう、姉

2oo4l2O



オ
イ
ル
の
代
表
的
な
調
理
法
は
重
ね

煮
で
、
鍋
の
中
で
の
対
流
は
具
材
の

も
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
調
味
料
を
均
等

に
調
和
さ
せ
、
何
と
も
言
え
な
い
優

し
く
和
み
の
あ
る
味
わ
い
に
し
て
く

れ
ま
す
。
和
風
料
理
は
も
ち
ろ
ん
、

西
洋
風
な
も
の
も
お
い
し
く
で
き
ま

す
。
浅
薄
な
グ
ル
メ
味
よ
り
も
、
は

る
か
に
奥
深
い
、
天
然
味
覚
を
蘇
生

さ
せ
て
く
れ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

「塩
加
減
」
が
ポ
イ
ン
ト
。
味
の
仕
上

が
り
を
決
め
る
の
は

「塩
の
量
と
加

え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
」
で
し
よ
う
。
ま

た
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ッ
ク
調
理
法
で

の
塩
の
使
い
方
は
味
つ
け
だ
け
で
な

く
、
陰
と
陽
の
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
意

味
づ
け
を
も
も
っ
て
い
ま
す
。

「お
い
し
い
ね
」と
笑
み
が
で
る
の

は
、
体
調
と
料
理
と
の
陰
陽
の
調
和

が
と
れ
て
い
る
時
だ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
塩
づ
か
い
は
繊
細
に
行
い
た

い
も
の
で
す
ね
。

い
た
だ
き
方
の

ポ
イ
ン
ト

な
ん
と
い
っ
て
も

一
口
運
ん
だ
ら
、

い
っ
た
ん
箸
を
置
き
、
モ
グ
モ
グ
噛

む
。
症
状
が
あ
る
場
合
は
百
回
、
深

刻
で
あ
れ
ば
二
百
回
と
、
回
数
を
多

く
噛
み
ま
す
。
自
律
神
経
が
安
定
し
、

肛
門
の
周
辺
の
静
脈
血
管
を
緩
和
し
、

血
流
を
促
す
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、

多
く
含
ま
れ
て
い
る
食
物
繊
維
が
よ

く
咀
嗚
さ
れ
て
便
通
を
よ
く
し
ま
す
。

固
ま
り
の
ま
ま
だ
と
胃
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ

と
痛
む
し
、
胃
を
無
難
に
通
過
し
た

と
し
て
も
消
化
吸
収
さ
れ
ず
に
生
ゴ

ミ
と
し
排
泄
さ
れ
る
だ
け
で
食
材

（天
。地
）
に
と
っ
て
は
無
念
な
こ
と

で
し
ょ
う
ね
。
ま
た
自
律
神
経
が
鎮

静
さ
れ
る
こ
と
で
全
心
身
が
整
う
こ

と
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

申
す
ま
で
も
な
く
、
玄
米
ご
飯
が

主
食
の
場
合
は

一
食
に
つ
き
黒
胡
麻

塩
を
小
さ
じ

一
杯
、
薄
切
り
た
く
あ

ん
、
あ
る
い
は
醤
油
漬
け
の
ビ
ク
ル

ス
類
や
浅
漬
け
野
菜
な
ど
、
少
量
添

え
て
。
胡
麻
塩
は
ミ
ネ
ラ
ル
や
必
須

ア
ミ
ノ
酸
の
補
充
、
漬
物
類
は
消
化

援
助
の
働
き
を
し
ま
す
。

食
事
中
の
湯
茶
は
控
え
、
食
後
に

口
を
ゆ
す
ぐ
程
度
が
好
ま
し
い
で
し

ょ
う
。
精
進
懐
石
料
理
の
終
わ
り
を

思
い
浮
か
べ
て
み
る
と
良
い
で
す
ね
。

食
後
、
使
っ
て
い
た
箸
を
、
空
に
な

っ
た
椀
に
茶
を
少
量
注
い
だ
中
で
洗

い
、
そ
れ
で
口
を
す
す
い
で
飲
み
ほ

し
ま
す
。
湯
呑
み
茶
碗
で
ガ
ブ
飲
み

し
な
い
の
で
す
。
胃
液
が
薄
く
な
り
、

消
化
吸
収
力
が
弱
く
な
り
ま
す
。
終

わ
り
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
全
て
の
愛
に

感
動
し
な
が
ら

「ご
馳
走
さ
ま
」
と

手
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。
心
と
体
の

一
体
感
が
大
満
足
を
与
え
て
く
れ
る

1晉湾◎
材
料

（４
人
分
）

玄
米
ご
飯
・

６
カ
ッ
プ

青
じ
そ
…

８
枚

焼
き
海
苔
・

枚

豆
味
噌
・

…
大
さ
じ
２

…
大
さ
じ
２

練
り
胡
麻
・

昆
布
だ
し
汁
・

大
さ
じ
１

澁
徊
拗
颯
鸞
洵
愧
絋
蝙
蠅
舅 弁東りす月′場ト   ロ末口曽 黒ざま味噌9

摯宅せ夕にき
eb

味
晰
口
ｔ
商
面

Ｌ

十」じレす

帯Jだに
口害ケッた.“   こヽ

(Al宅
さ)ち 晉

il:肉燿あ″

"0カ
腸 R″

隼け
｀
日t商衝i.
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小林裕子l_ばやし・ひろこ)

リマクッキングスクール師範科講師。リマ姉妹校講師 (′ Jヽ平・盛岡)。 マクロピオティックインターナショナルティーチャー。

昭和薬科大学・カンザス大学・リマクッキングスクール師範科・久司学院キャリアトレーニングレベルⅣ卒業。

現在永久コースのレベルVに在籍。世界の現役先生方と共に研鑽中。レベルⅣ修了者はアジア地域において現在唯一人である。愛称ローラ。

明るく楽しいマクロビオティック、そして分かりやすい理論を、がモットーで、社会、人類を救う一つの確実な

方法がマクロピオティックであるという信念のもと東奔西走し、セミナー、講演、料理教室、食事指導、執筆に力を注いでいる。

28歳のとき幼児能力開発の運営会社を設立し、30年間の途中でマクロピオティックに出会い、

現在は後任に任せて自らはマクロピオティック啓蒙に専念している。

特に青少年、女性の食改善に関心を持つ。自宅をはじめ国内各地に料理教室を持つ。

「子育ては女を変える』『セルフメディケーション』F食養大全J共著、日本Cl協会発行『月刊マクロピオティック』誌をはじめ、その他諸雑誌執筆中。

塩
、
醤
油
…
…
…
…
…
…
…
…
適
宜

花
型
蒸
し
人
参
…
…
…
…
小
４
枚
、

絹
さ
や
…
…
４
枚
（サ
ッ
と
湯
引
き
）

◎
作
り
方

●
鍋
に
敷
い
た
昆
布
の
上
に
大
根
を

並
べ
、
ヒ
タ
ヒ
タ
の
水
を
注
い
で
中

火
で
煮
立
て
、
落
と
し
蓋
を
し
て
柔

ら
か
く
な
る
ま
で
煮
る
。

②
塩
で
ほ
ぼ
調
味
し
、
醤
油
は
風
味

づ
け
程
度
に
す
る
。
放
置
し
、
他
の

調
理
を
行
う
。

０
い
た
だ
く
前
に
な
っ
て
器
に
大
根

を
盛
り
つ
け
、
鍋
の
残
り
汁
を
見
て
、

水
溶
き
葛
粉
の
分
量
を
決
め

（汁
１

カ
ッ
プ
に
水
溶
き
は
大
さ
じ
１
・
５
を
目

安
に
）、
加
え
て
素
早
く
か
き
混
ぜ
な

が
ら
加
熱
し
、
ト
ロ
み
を
つ
け
る
。

●
大
根
の
上
に
高
ソ
ー
ス
を
か
け
、

花
人
参
と
斜
め
ス
ラ
イ
ス
し
た
絹
さ

や
で
飾
る
。

◎
材
料

（４
人
分
）

残
り
の
玄
米
ご
飯
…
…
…
４
カ
ッ
プ

玉
ね
ぎ
…
…
中
％
個

（み
じ
ん
切
り

し
、
塩
１
つ
ま
み
ま
ぶ
し
て
お
く
）

ね
ぎ
根
…
…
適
宜

（細
か
い
み
じ
ん

切
り
に
）

松
の
実
…
‥
２０
粒

（粗
く
ザ
ク
ザ
ク

刻
む
）

浜
納
豆
…
…
大
さ
じ
２

（粗
く
ザ
ク

ザ
ク
刻
む
）

自
切
り
胡
麻
…
…
…
…
…
大
さ
じ
１

刻
み
パ
セ
リ
…
。…
…
…
‥
大
さ
じ
２

ご
ま
油
…
…
…
…
…
小
さ
じ
１
以
下

塩
、
醤
油
…
…
…
…
…
…
…
…
適
宜

◎
作
り
方

●
温
め
た
フ
ラ
イ
パ
ン
に
少
量
の
油

を
広
げ
、
ね
ぎ
根
を
軽
く
炒
め
て
香

り
を
出
し
、
玉
ね
ぎ
を
加
え
る
。

②
玉
ね
ぎ
の
水
分
が
な
く
な
り
透
明

に
な
っ
た
ら
玄
米
ご
飯
と
パ
セ
リ
を

加
え
る
。

Ｏ
全
体
が
熱
く
な
っ
て
、
味
や
そ
れ

ぞ
れ
の
調
和
が
と
れ
た
と
感
じ
た
ら

味
を
確
か
め
る
。

●
味
が
不
足
の
場
合
は
、
塩
、
あ
る

い
は
醤
油
を
少
量
増
や
し
て
調
整
し

仕
上
げ
る
。

０
器
に
盛
り
つ
け
、
自
切
り
胡
麻
、

刻
み
パ
セ
リ
を
散
ら
す
。

／
／

／

１

ヽ

＼

現
代
人
の
約
二
割
は
痔
で
苦
し
ん

で
い
ま
す
。
人
が
直
立
歩
行
を
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
が
大
き
な
原
因
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
的

が
は
ず
れ
て
い
ま
す
。
排
便
時
の
力

み
や
妊
娠
等
で
腹
圧
が
上
が
り
、
局

部
の
う
っ
血
が
起
こ
る
の
が
原
因
だ

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も

//ノ
イ

細川順讚

痔を治す
具体的食事療法

蝙
鰊
魏
雉
薇
ヾ
鑽
な
の
け
多
く
苺

◎
作
り
方

●
味
噌
と
練
り
胡
麻
を
よ
く
す
り
混

ぜ
、
だ
し
汁
で
均
等
に
の
ば
す

（昆

布
だ
し
汁
の
量
は
味
噌
の
固
さ
に
よ

っ
て
適
宜
に
増
や
す
）。

②
小
さ
め
の
玄
米
結
び
を
８
個
作
り
、

そ
れ
ぞ
れ
①
の
味
噌
を
両
面
に
塗
り

網
に
の
せ
て
焼
く
。
あ
る
い
は
フ
ラ

イ
パ
ン
か
オ
ー
プ
ン
の
弱
火
で
焦
げ

目
を
つ
け
て
両
面
に
①
を
塗
る
。

Ｏ
玄
米
む
す
び
４
個
は
、
帯
状
に
４

等
分
し
た
焼
き
海
苔
で
巻
き
、
残
り

の
４
個
は
青
じ
そ
２
枚
で
両
面
挟
む
。

◎
材
料

（４
人
分
）

大
根
…
…
８

ｃｍ
（２

ｃｍ
の
輪
切
り
、

直
径
が
大
き
い
も
の
は
半
切
り
に
。

小
さ
い
も
の
は
更
に
ｌ

ｃｍ
に
切
る
）

昆
布
…
…
５
×
１０

ｃｍ
（５

ｃｍ
幅
程
度

に
切
っ
て
、
鍋
に
敷
き
、
水
を
１
カ

ッ
プ
注
い
で
お
く
）

葛
粉
…
…
大
さ
じ
２

（同
量
の
水
で

溶
い
て
お
く
） ［２

］

大
根
の
コ
ト
コ
ト
煮

葛
仕
立
て

［３
］

浜
納
豆
チ
ャ
ー
ハ
ン

2004122
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誘
因
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
す
。

痔
は
、
肛
門
か
ら
直
腸
周
辺
の
う

っ
血
に
よ
っ
て
、
組
織
の
変
性
が
起

こ
っ
た
も
の
で
す
。
血
液
が
滞
っ
て

血
管
が
膨
張
し
、
盛
り
上
が
っ
て
こ

ぶ
に
な
っ
た
も
の
が
い
ぼ
痔
（痔
核
）

で
す
。
こ
れ
は
直
腸
内
や
、
肛
門
周

辺
に
出
て
き
ま
す
。
大
き
く
な
っ
て

炎
症
を
起
こ
す
と
政
桶
を
起
こ
し
ま

す
。
さ
ら
に
拡
大
す
る
と
、
内
部
の

組
織
が
肛
門
に
出
て
く
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
を
脱
肛
と
い
い
ま
す
。

内
部
で
化
膿
し
て
、
う
み
が
出
る
よ

う
に
な
っ
た
も
の
が
肛
門
周
囲
膿
瘍

で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
の
は
、

血
液
の
汚
れ
、
腸
の
機
能
低
下
、
腎

臓
の
機
能
低
下
、
陰
性
過
剰
、
ミ
ネ

ラ
ル
バ
ラ
ン
ス
の
乱
れ
な
ど
が
重
な

っ
た
結
果
で
す
。

陰
性
成
分
の
過
剰
に
よ
リ
ア
ト
ニ

ー
体
質

（弛
緩
体
質
）
に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
に
腸
の
機
能
低
ド
が
あ
る

と
、
腹
部
の
血
流
が
悪
く
な
り
ま
す
。

そ
の
う
え
、
血
液
中
に
老
廃
物
が
増

加
す
る
と
、
Ｓ
状
結
腸
、
直
腸
が
弛

緩
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
ヘ
カ

ル
シ
ウ
ム
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
等
の
ミ
ネ

ラ
ル
不
足
が
加
わ
る
と
、
細
胞
の
緊

張

（収
縮
）
力
が
弱
く
な
り
、
ま
す

ま
す
弛
緩
。
こ
の
状
態
が
続
く
と
、

や
が
て
血
管
も
組
織
も
弛
緩
し
て
き

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
下
地
が
あ
る
と

こ
ろ
に
さ
ま
ざ
ま
な
誘
因
が
重
な
っ

て
痔
が
発
生
し
ま
す
。

根
本
的
原
因
は
食
生
活
に
あ
り
ま

す
。
食
を
正
さ
れ
な
い
限
り
、
根
治

は
で
き
ま
せ
ん
。

食
事
を
正
し
て
血
液
を
浄
化
し
、

血
流
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
て
、
陰
陽
の

バ
ラ
ン
ス
と
ミ
不ヽ
ラ
ル
バ
ラ
ン
ス
を

整
え
ま
す
。
老
廃
物
を
増
加
さ
せ
る

食
物
を
避
け
て
、
血
し
ょ
う
中
の
老

廃
物
を
分
解
排
出
す
る
食
物
を
摂
り

ま
す
。
赤
血
球
の
質
を
高
め
、
腸
内

環
境
を
整
え
、
腸
と
腎
臓
の
機
能
を

向
上
さ
せ
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
食
生
活
を
実
践
し

て
い
き
ま
す
。

食
養
の
基
本
を
整
え
る

主
食
を
中
心
…
…
主
食

¨
副
食
＝

六
対
四

夕
食
を
主
に
す
る

朝
食
は
高
の
み
に
す
る

（味
つ
け

は
、
梅
醤
油
ま
た
は
赤
味
噌
）

よ
く
咀
嗜
す
る

◎
血
液
を
浄
化
す
る

フ
ノ
リ
、
ハ
ト
ム
ギ
、
ヨ
モ
ギ
、

詈
フ
、
グ

，
■
コ
ン
菫
（、　
ニ
ン
ドン
ン
査
（、

ア
ラ
メ
、
モ
ヤ
シ

◎
腸
の
機
能
を
高
め
、
腸
内
環
境
を

改
善
す
る

高
、
発
芽
玄
米
、　
子
フ
、
黒
キ
ク

ラ
ゲ
、
フ
ノ
リ
、
ゴ
ボ
ウ
、
レ
ン
コ

ン
、
ゴ
マ
、
ヒ
ジ
キ
、　
コ
ン
ニ
ャ
ク
、

た
く
あ
ん
、
タ
マ
ネ
ギ
、
ラ
ッ
キ
ョ

ウ
、
ダ
イ
コ
ン
葉
、
ニ
ン
ジ
ン
葉
、

味
噌
、
醤
油
、
梅
千
し

◎
腎
臓
の
機
能
を
高
め
る

プ
ラ
ウ
ン
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
、
レ

ン
コ
ン
、
蓮
の
実
、
自
然
薯
、
ゴ
ボ

ウ
、
ヮ
カ
メ
、
ノ
リ
、

◎
収
れ
ん
作
用
…
…
組
織

。
血
管
を

引
き
締
め
る

黒
キ
ク
ラ
ゲ
、
実
そ
ば
、
梅
干
し
、

味
噌
、
醤
油
、
た
ま
り
、
三
年
番
茶
、

浜
納
豆
、
梅
醤
番
茶

◎
血
液
循
環
を
活
発
に
す
る

葛
、
ネ
ギ
類
、
醤
油
漬
け
ニ
ン
ニ

ク
、
ギ
ン
ナ
ン
、
味
噌
、
醤
油
、
松

の
実
、
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
、
梅
醤
、
タ

ン
ポ
ポ
茶

※
以
上
の
食
物
で
、
特
に
有
効
な
も

の
黒
キ
ク
ラ
ゲ
…
…
整
腸
作
用
、
収

れ
ん
、
止
血

葛
…
…
整
腸
、
血
流
、

発
芽
玄
米
…
…
整
腸
、

浄
化ニ

ラ
…
…
整
腸
、
血
流
、
浄
化

フ
ノ
リ
…
…
整
腸
、
浄
化

レ
ン
コ
ン
…
…
収
れ
ん
、
腎
強
化

ゴ
ボ
ウ
…
…
整
腸
、
収
れ
ん
、
陽

性
ヒ
ジ
キ
…
…
収
れ
ん
、
カ
ル
シ
ウ

ム
赤
味
噌
…
…
整
腸
、
収
れ
ん
、
陽

性
醤
油
…
…
整
腸
、
収
れ
ん
、
陽
性

極
十
し
…
…
整
腸
、
収
れ
ん
、
陽

性
ブ
ラ
ウ
ン
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
…
…

整
腸
、
腎
強
化
、
浄
化

黒
ご
ま
…
…
整
腸
、
血
流
、
収
れ

ん
飲
料
…
…
梅
醤
番
茶
、
梅
醤
た
ん

悴泥
栄
養

助 sθ′″ωα」■ク%カグ筍

医療コンサルタント。1948年生まれ。

東西医学、心 身医学、食養法、民間医療等 を統合し、

総合的健康法・治療法の実践的研究を25年 間行なう。

自分 自身を自在にコントロールするセルフコントロールと食養 をベースに

統合的・根本的な指導をする。現在は生活改善指導の

講演会や健康セミナーで活躍中。

著書に『気と食・ 驚異のバランスパワーJF梅善たんぽぽ茶健康法』(共著 )

などがある。

食
事
の
摂
り
方

積
極
的
に
摂
る
食
物
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ぽ
ぽ
茶
、
生
水
少
量

避
け
る
も
の

動
物
食
品
…
…
肉
、
魚
介
類
、
牛

亭

大
豆
加
工
品
…
…
豆
乳
、
豆
腐
、

一品
野
豆
腐
、
湯
葉
、
油
揚
げ
、
厚
揚

げ
、
き
な
こ

精
製
糖
…
…
自
砂
糖
、
氷
砂
横

組
日
、
乳
糖
、
果
糖
、
プ
ド
ウ
糖
、

オ
リ
ゴ
糖
、
還
元
糖

油
脂
製
品
…
…
バ
タ
ー
、　
マ
ー
ガ

リ
ン
、
ラ
ー
ド
、　
ヘ
ッ
ト
、
サ
ラ
ダ

油
、
揚
げ
菓
子

香
辛
料

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料

加
工
度
の
高
い
食
品
…
…
イ
ン
ス

タ
ン
ト
食
品
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、
菓

子
パ
ン
、
洋
菓
子
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

清
涼
飲
料
水
…
…
ジ
ュ
ー
ス
、　
コ

ー
ラ
、
炭
酸
飲
料
、
ス
ポ
ー
ツ
飲
社

ド
リ
ン
ク
剤

＼
＼
、＼
、
、
‐
‐
‐
／
／
／
／
／

／＼

病
気
を
速
や
か
に
治
す
に
は
、
食

生
活
の
改
善
に
よ
っ
て
身
体
ベ
ー
ス

を
整
え
た
う
え
で
、
適
切
な
補
助
手

段
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
患
部

の
正
常
化
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
び
ま
す
。

適
切
な
補
助
手
段
の
条
件
は
、
安

全
性
、
有
効
性
、
快
適
性
、
簡
便
性
、

廉
価
性
で
す
。
誰
で
も
い
つ
で
も
、

自
分
自
身
で
安
全
に
、
簡
単

・
快
適

に
実
践
で
き
て
、
充
分
な
効
果
の
あ

る
方
法
を
行
う
の
が
近
道
で
す
。

こ
こ
で
紹
介
す
る
民
間
療
法
は
、

す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
も
の
で
す
。

各
々
の
状
況
の
な
か
で
、
で
き
る
も

の
を
行
っ
て
い
け
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。

■
ミ
ネ
ラ
ル
７３

体
内
ミ
ネ
ラ
ル
の
バ
ラ
ン
ス
が
乱

れ
る
と
、
全
身
の
あ
ら
ゆ
る
細
胞
の

機
能
が
狂
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
神
経

系
、
ホ
ル
モ
ン
系
、
循
環
系
を
は
じ

め
、
各
器
官
の
機
能
が
衰
え
て
き
ま

す
。特

に
カ
ル
シ
ウ
ム

・
ナ
ト
リ
ウ
ム

が
不
足
す
る
と
、
細
胞
の
伸
縮
が
正

常
に
で
き
に
く
く
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
肛
門
周
辺
の
組
織
や
血
管
は

弛
緩
し
て
痔
を
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
カ
リ
ウ
ム

・
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

が
過
剰
に
な
る
と
、
ま
す
ま
す
細
胞

が
弛
緩
し
て
き
ま
す
。

本
来
、
ミ
ネ
ラ
ル
は
食
品
か
ら
授

る
べ
き
も
の
で
す
が
、
現
在
病
気
を

持
っ
て
い
て
食
事
だ
け
で
は
補
い
き

れ
な
い
場
合
は
、
他
か
ら
補
充
す
る

の
が
合
理
的
で
す
。

ミ
ネ
ラ
ル
補
助
食
品
は
、
安
全
な

天
然
型
の
も
の
で
、
バ
ラ
ン
ス
が
よ

く
、
吸
収
利
用
率
が
高
く
、
使
い
や

す
い
も
の
が
適
し
て
い
ま
す
。

◎
摂
り
方

●

百

、
ｏ

・
五
些

τ
摂
る
。

０
ご
飯
や
料
理
に
入
れ
る
。
そ
の
ま

ま
水
で
飲
む
。

中螂羹輛峰全粒はと麦末

■
澤
身
粉

ハ
ト
ム
ギ
は
、
体
内
の
余
分
な
も

の
を
こ
と
ご
と
く
排
出
し
て
い
き
ま

す
。
老
廃
物
、
余
剰
水
分
、
余
剰
脂

質
、
不
要
な
細
胞
な
ど
、
体
内
に
あ

っ
て
は
い
け
な
い
も
の
を
速
や
か
に

出
し
ま
す
。
ま
た
、
腸
、
肝
臓
、
腎

臓
、
膵
臓
、
眸
臓
、
循
環
器
、
内
分

泌
腺
な
ど
、
重
要
な
器
官
の
機
能
を

向
上
さ
せ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
痔

に
か
か
わ
る
機
能
を
、
全
体
的
に
改

細川順讃

一後
の
う
ち
五
～
六
獨
饂
ょ
Ｌ
は
ほ
輪

痔を,台し

改善する民間療法

ミ
ネ
ラ
ル

2 5lMacrobiotique
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現
代
入
の
約
二
詭
燒
藝
鸞
苦
し
た
け
い
る

善
し
ま
す
。

ハ
ト
ム
ギ
は
、
殻
、
薄
皮
、
渋
皮

の
部
分
に
有
効
成
分
が
集
中
し
て
い

ま
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
、
鉄
分
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｂ
類
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
、
食
物
繊

維
、　
コ
イ
ク
セ
ラ
ノ
イ
ド
な
ど
が
、

全
身
の
細
胞
の
代
謝
を
活
発
に
し
ま

す
。
こ
の
成
分
を
充
分
活
用
す
る
に

は
、
殻
つ
き
の
ま
ま
遠
赤
焙
煎
し
て

微
粉
末
に
す
る
の
が
も
っ
と
も
効
率

よ
く
吸
収
で
き
ま
す
。

◎
摂
り
方

●

一
日
、
三
～
一
〇

ｇ
授
る
。

②
料
理
に
使
う
。
そ
の
ま
ま
、
水
で

飲
む
。
湯
に
と
い
て
飲
む
。

田
七
人
参
は
、
肝
臓
、
循
環
器
、

腫
瘍
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
等
に
有
効
で

す
。
血
液
浄
化
、
止
血
に
は
高
い
効

果
を
示
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
肛
門
周
辺
の
血
管

を
引
き
締
め
、
血
液
の
循
環
を
良
く

し
て
組
織
を
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

出
血
の
場
合
は
、
こ
れ
を
止
め
て
い

き
ま
す
。

田
七
人
参
は
、
乾
燥
粉
末
に
す
る

の
が
も
っ
と
も
効
率
よ
く
有
効
成
分

を
利
用
で
き
ま
す
。

◎
摂
り
方

０

一
日
、　
一
～
三

ｇ
摂
る
。

②
そ
の
ま
ま
、
水
で
飲
む
。
ま
た
は
、

湯
に
溶
か
し
て
飲
む
。

■
バ
ラ
ン
ス
α

酵
母
や
麹
菌
な
ど
の
微
生
物
が
有

機
化
合
物
を
分
解
し
て
、
ア
ル
コ
ー

ル
、
有
機
酸
、
二
酸
化
炭
素
な
ど
を

産
生
す
る
過
程
を
、
発
酵
と
い
い
ま

す
。発

行
過
程
で
大
量
に
発
生
し
た
酵

母
は
、
酵
素
、
核
酸
、
ビ
タ
ミ
ン
、

ア
ミ
ノ
酸
な
ど
、
多
種
多
量
の
栄
養

素
や
有
効
成
分
を
産
出
し
ま
す
。
こ

れ
ら
酵
母
の
作
り
出
す
多
量
の
有
効

成
分
は
、
腸
内
環
境
を
整
え
て
、
善

玉
菌
を
増
加
さ
せ
、
腸
の
機
能
を
高

め
、
全
身
の
細
胞
の
代
謝
を
活
発
に

し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
相
乗
作
用
に

よ
っ
て
、
直
腸
周
辺
の
組
織
が
活
性

化
し
、
肛
門
周
辺
の
静
脈
の
流
れ
も

円
滑
に
な
り
ま
す
。

◎
摂
り
方

一
日
に
、
三
〇
～
六
〇

ｃｃ
を
摂
る
。

が
ヽ

:懺■
陽
泉

タ
ン
ポ
ポ
は
、
腸
、
肝
臓
、
腎
臓
、

副
腎
、
血
液
循
環
、
血
管
収
れ
ん
な

ど
、
痔
に
関
わ
る
部
分
を
総
合
的
に

改
善
し
て
い
き
ま
す
。

生
の
タ
ン
ポ
ポ
を
利
用
す
る
場
合

は
、
開
花
前
の
全
草
（葉
、
茎
、
根
）

を
採
取
し
て
、
陰
干
し
に
し
ま
す
。

乾
燥
し
た
も
の
一
〇
～
一
五

ｇ
を
、

水
三
〇
〇

ｃｃ
で
煎
じ
る
。

◎
摂
り
方

０
タ
ン
ポ
ポ
エ
キ
ス
は
、
一
日
二
～
五

ｇ
を
、
二
～
三
回
に
分
け
て
飲
む
。

②
水
ま
た
は
湯
に
溶
い
て
、
飲
む
。

０
パ
ン
な
ど
に
、
塗
っ
て
食
べ
る
。

ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
は
、
胃
腸
を
整

え
て
、
肝
臓
、
腎
臓
の
機
能
を
高
め

ま
す
。
そ
の
結
果
、
痔
が
改
善
に
向

か
い
ま
す
。

六
～
八
月
こ
ろ
、
葉
と
茎
を
採
取

し
て
、
陰
干
し
で
乾
燥
さ
る
。

白
い
花
が
咲
く
も
の
が
、
も
っ
と

も
効
果
的
。

◎
摂
り
方

●
乾
燥
葉
を
、
水
三
〇
〇

ｃｃ
で
煎
じ

る
。
沸
騰
し
た
ら
す
ぐ
火
を
止
め
、

冷
め
て
か
ら
飲
む
。

■
決
明
子

（エ
ビ
ス
グ
サ
の
種
子
）

決
明
子
は
、
腸
、
肝
臓
、
腎
臓
機

能
を
高
め
、
痔
を
改
善
さ
せ
ま
す
。

一
〇
月
こ
ろ
、　
エ
ビ
ス
グ
サ
の
種

子
を
採
取
す
る
。

◎
摂
り
方

●
二
〇
～
三
〇

ｇ
を
、
水
五
〇
Ｏ

ｃｃ

田
七
人
●

発
酵
玄
米
エ
キ
ス

タ
ン
ポ
ポ
エ
キ
ス

ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ

ハ
ブ
茶
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で
煎
じ
て
飲
む
。

炒
つ
て
か
ら
煎
じ
て
も
良
い
。

ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
二
〇

ｇ
と
混
ぜ

て
煎
じ
る
と
、
効
果
が
増
す
。

ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
は
、
最
後
に
火

を
止
め
る
直
前
に
入
れ
る
。

わ銀勒儡座浴

■
千
葉
湯

・
腰
湯

座
浴
は
、
痔
に
特
効
が
あ
り
ま
す
。

肛
門
周
辺
の
血
行
を
著
し
く
盛
ん
に

し
、
腸
、
腎
臓
、
肝
臓
、
心
臓
等
の

機
能
を
高
め
ま
す
。
代
謝
が
活
発
に

な
り
、
下
腹
部
に
停
滞
し
て
い
る
老

廃
物
が
排
出
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ

の
結
果
、
肛
門
部
の
血
管
は
収
縮
し
、

組
織
が
正
常
に
機
能
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

腹
式
深
呼
吸
は
、
全
身
の
機
能
を

高
め
ま
す
。
胃
腸
を
は
じ
め
、
肝
臓
、

腎
臓
、
膵
臓
、
心
臓
、
血
管
の
機
能

が
高
進
し
、
血
液
と
リ
ン
パ
の
循
環

が
著
し
く
活
発
化
し
、
自
律
神
経
と

ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
が
整
っ
て
き

ま
す
。
そ
の
た
め
、
肛
門
周
辺
の
組

織
が
改
善
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

◎
や
り
方

●
日
か
ら
ゆ
つ
く
り
息
を
吐
く
…
…

こ
の
と
き
、
下
腹
を
最
大
限
へ
こ
ま

せ
な
が
ら
、
完
全
に
息
を
吐
き
き
る
。

②
鼻
か
ら
、
い
っ
ぱ
い
に
息
を
吸
い

込
む
…
…
こ
の
と
き
、
下
腹
を
最
大

限
ふ
く
ら
ま
す
。

Ｏ
こ
れ
を
、
交
互
に
繰
り
返
す
。

◎
ポ
イ
ン
ト

姿
勢
は
、
仰
臥
、
正
座
、
あ
ぐ
ら
、

い
す
な
ど
、
ど
ん
な
形
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。

力
を
抜
い
て
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

行
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
、
下
腹
を
大
き
く
動

か
す
こ
と
と
、
は
く
息
を
少
し
づ
つ

極
力
ゆ
っ
く
り
出
す
こ
と
で
す
。

慣
れ
て
く
る
と
、
腹
部
が
軟
ら
か

く
な
っ
て
動
き
が
大
き
く
、　
ペ
ー
ス

も
ゆ
っ
く
り
に
な
り
ま
す
。　
一
分
間

一
呼
吸
が
、
理
想
で
す
。

一
回
に
五
分
間
行
う
と
、
効
果
的

で
す
。
ト
ー
タ
ル
六
〇
分
間
行
う
と
、

大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

本
や
新
間
を
読
み
な
が
ら
、
デ
ス

ク
ワ
ー
ク
を
し
な
が
ら
、
テ
レ
ビ
を

見
な
が
ら
で
も
で
き
ま
す
。
慣
れ
れ

座浴腰湯・千葉易

■用意するもの

ミネラル粉木 《※ 1》 か大根の千葉、またはヨモギの干葉

塩…大さし山盛り2杯

セラミツクス (な ければ入れなくてよい)《※2》

■手順

1)浴槽またはベビーバス等に湯を入れる。

湯の量…座つて骨盤 (腰骨)が隠れる程度。

湯温…43～ 44℃

2)湯の中ヘミネラル粉末を大さじ2杯、塩大さし2杯を入れる。

セラミツクスがあれば入れる。

3)腰骨より下まで湯へ入る。

20～ 30分…首周りが少し汗ばむくらい。

4)湯に浸かつた部分に水をかけてから上がる。10～ 20秒。

■注意点

◎座浴の30分前に必ず梅醤たんぼぼ茶を飲む。

◎熱湯入りの大きなポットをそばに置いて、湯温が下がることに差し湯をして、温度を保

つ。

◎寒いときは、肩からパスタオル2～ 3枚掛ける。

◎代用品…ビワ葉、アラメ、イチシク葉、にんじん葉。

※1 ミネラルの素…薬石の粉末化したもの、温泉の湯の花、天然の濃縮ミネラル等。

※2 セラミツクス…湯中にセラミツクスを入れると、遠赤外線の作用で水分子の構造が

変化して良質になり、クラスター (分子集団)力」 さヽくなつて水質が大幅に改善される。

セラミツクスは多種類ある力ヽ 良質なものを選ぶこと。良質なものが見つからなければ、

炭 (備長炭)で もよい。

腹
式
深
呼
吸
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背腹運動 金魚運動

脊柱をリズミカルに左右に振ると、歪んだ脊柱の椎骨が整つて、自

律神経が安定し、臓器全体の機能が高まります。全身の血液とリン

パ液の循環が促進され、特に頭部の循環が旺盛になります。

したがつて脳、日、鼻、耳、のど等の機能が活発になります。

1)T座の姿勢のようなポーズをとり、つま先をイラストのように

伸ばします (つ ま先立ちではありません)。

2)尾てい骨を支点にして、脊柱を一本のしなやかな竿のようにし

て、左右に揺振 します。体を左右に傾けることに、下腹に力を入れ

て押し出すようにします。

※1秒に一往復くらいのスピードで、10～ 15分間行ないます。

※筋肉の力を抜いて、リラックスして行ないます。力が入つている

と効果が薄れます。

1)板 または量の上に、あお向けで横になる。

2)両手の指を組んヽ 頭の下に当てく 床から5cmほ ど浮かせる。

3)両足をつま先まで全体をそろえて合わせる。つま先を、手前に

引いて、足裏を垂直に立てる。

4)全身の力を抜いて、リラックスする。特に、背筋の力を抜いて、

背全体が床に着くようにする。

5)腰とひしでバランスを取つて、体全体を左右に波立たせる。魚

が泳ぐときの動き。

※ひしを立てない。力まない。必要な筋肉以外はすべて弛緩させ、

リラックスして行なう。

※左右振幅のスピードは、1分間に150～ 200回。運動時間は、30
～60秒。

6)終わつたら、大の字になつて、1分間静かに休む。

|す
゛

懇1うが・ニ

4綺旗
1鹸

|の
|「国宝とロマンの島」大三島にある

三島工場は、「伯方の塩」の製造工程を

じっくり見学できます。 颯絣寧L馨鶉

●見 学 受 付 午前 9:00～午後 3:30
●見学所要時間 約 40分
●休   日 年末年始(12/28～ 1/7)

盆休(8/13～ 8/17)・地方祭
●駐 車 場 大型バス 2台・乗用車 20台

は か た

伯 方塩 業株 式会社
〒790-0813 愛媛県松山市萱町4丁 目49
TEL(089)922-2560(代 )FAX(089)922-9669

5~ど こ
iliti:"ミ

やt_‖『 lilR:ξlλ ::i鵠
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ば
、
歩
き
な
が
ら
で
も
で
き
ま
す
。

日
常
生
活
の
中
で
習
慣
化
す
る
と
い

い
で
し
ょ
う
。

金
魚
運
動
は
、
肺
、
心
臓
、
肝
臓
、

腎
臓
等
、
全
身
の
細
胞
を
活
発
に
し
、

特
に
腸
の
機
能
と
血
液

・
リ
ン
パ
の

循
環
を
著
し
く
向
上
さ
せ
ま
す
。
脊

柱
や
骨
盤
な
ど
骨
格
系
全
体
を
整
斉

し
、
自
律
神
経
を
安
定
化
し
ま
す
。

総
合
的
な
働
き
で
、
直
腸

。
肛
門
部

の
機
能
が
正
常
化
し
ま
す
。

■
左
右
播
振
運
動

金
魚
運
動
に
近
い
効
果
が
得
ら
れ

ま
す
。

正
座
や
椅
子
な
ど
、
横
臥
せ
ず
に

手
軽
に
で
き
ま
す
。

■
コ
ウ
ケ
ン
ト
ー

可
視
総
合
光
線
治
療
機
は
、
カ
ー

ボ
ン
を
高
温
で
燃
焼
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
炭
素
原
子
が
包
合
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
放
出
さ
せ
、
こ
れ
を
身

体
内
に
補
充
す
る
も
の
で
す
。
デ
ン

マ
ー
ク
の
ニ
ー
ル
ス
・
フ
イ
ン
セ
ン

が
創
始
し
て
か
ら
、　
一
〇
〇
年
以
上

の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
、

八
〇
年
の
歴
史
で
す
。
こ
れ
ま
で
、

副
作
用
の
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

は
、
驚
異
的
な
こ
と
で
す
。
カ
ー
ボ

ン
ア
ー
ク
の
光
線
治
療
機
は
、
急
性

疾
患
、
慢
性
疾
患
、
外
傷
、
神
経
系

等
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
高
度
な
治
療

が
で
き
ま
す
。

人
が
病
気
に
な
る
と
き
は
、　
モ
不

ル
ギ
ー
が
減
少
し
て
代
謝
が
低
下
し

て
い
ま
す
。
こ
の
と
き
生
体
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
効
率
よ
く
補
う
と
、
代
謝
が

高
進
し
ま
す
。
代
謝
が
上
が
る
と
い

う
こ
と
は
、
身
体
機
能
が
全
体
的
に

向
上
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
細
胞

レ
ベ
ル
で
活
性
化
す
る
た
め
、
余
計

な
も
の
は
排
除
さ
れ
、
機
能
低
下
の

器
官
は
高
進
し
、
炎
症
は
治
ま
り
、

破
壊
さ
れ
た
組
織
は
再
生
さ
れ
、
効

率
よ
く
改
善
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

食
事
を
正
し
て
ベ
ー
ス
を
整
え
、

補
助
と
し
て
光
線
治
療
を
行
え
ば
、

早
く
確
実
に
高
い
レ
ベ
ル
で
治
癒
が

進
み
ま
す
。

今
日
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
治

療
機

。
健
康
器
が
世
に
出
て
い
ま
す

が
、
本
当
に
優
れ
た
も
の
は
ご
く
わ

ず
か
で
す
。
家
庭
で
治
療
機
を
使
用

す
る
場
合
に
は
、
五
つ
の
条
件
が
必

要
で
す
。

Ｏ
安
全
性
・…
‥
間
違
え
て
使
っ
て
も

大
丈
夫
な
、
絶
対
の
安
全
性
。

０
有
効
性
…
…
効
果
が
高
い
も
の
。

Ｏ
快
適
性
…
…
気
持
ち
よ
く
治
療
が

で
き
る
も
の
。

●
簡
便
性
…
…
誰
で
も
簡
単
に
使
え

る
も
の
。

Ｏ
廉
価
性
…
…
高
い
費
用
が
か
か
ら

な
い
も
の
。

光
線
治
療
機
は
、
五
つ
の
条
件
を
す

べ
て
高
い
レ
ベ
ル
で
充
た
し
て
い
ま

す
。

◎
痔
の
光
線
治
療

‘″
‐―
い小
ノヽ′‥
‥
‥
ω
Ｏ
〇
一―
卜
〇
〇
∞

一
日
、　
一
～
二
回
行
う
。

足
裏
…
…

一
五
～
三
〇
分

骨
盤
…
…
三
〇
～
五
〇
分

腎
臓
…
…
二
〇
～
三
〇
分

肝
臓
…
…
二
〇
～
三
〇
分

患
部
（肛
門
Ｙ
…
圭
一〇
～
四
〇
分

つ
っ
血
濾
眩
瞼
骰
颯
鰊
袋
褥
顆
燒
財
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小澤博樹にざわ・ひろき)

1949年、愛知県碧南市生まれ。医師。

食養家桜沢如―氏の提唱した玄米菜食による食養生に共感し、日常診療に応用
している。

著書に『食養生』(総合ユニコム社)、 F医 者ができること、してはいけないこと』、「ハ

ナピラタケの可能性』、F健康になる家、癒す家J(二五館)など多数。

痔の

医学的見解

輻
畿
ざ
瞼
鰺
輻
琉
聰
瘍
蝙
鶉
袂

小澤博肛
門
お
よ
び
直
腸
静
脈
叢
の
う
っ

血
に
よ
り
そ
の
部
位
の
静
脈
に
拡
張
、

膨
張
す
る
状
態
を
痔
核
、
ま
た
は
痔

と
い
う
。
そ
の
成
因
と
し
て
は
、
習

慣
性
の
便
秘
や
頻
回
の
下
痢
、
妊
娠
、

子
宮
の
位
置
異
常
、
門
脈
圧
充
進
な

ど
に
よ
る
局
所
の
う
っ
血
、
ア
ル
コ

ー
ル
の
常
用
的
飲
用
、
常
用
的
喫
煙

な
ど
に
よ
る
持
続
的
充
血
が
あ
げ
ら

れ
る
。
門
脈
圧
を
尤
進
さ
せ
る
病
気

に
は
肝
臓
癌
、
肝
硬
変
な
ど
が
あ
り
、

ま
た
直
腸
癌
や
大
腸
癌
の
際
も
二
次

的
に
痔
核
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
。

下
直
腸
静
脈
叢
の
拡
張
に
よ
り
、

肛
門
部
皮
下
に
結
節
を
造
膨
出
し
た

も
の
を
外
痔
核
、
上
直
腸
静
脈
叢
か

ら
発
生
し
、
外
括
約
筋
の
上
部
に
出

現
し
た
も
の
を
内
痔
核
と
い
う
。

痔
核
の
症
状
と
し
て
は
、
局
部
の

掻
痒
感
、
異
物
感
、
灼
熱
感
、
疼
痛
、

出
血
、
腫
瘤
形
成
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

フ０
。現

代
医
学
的
な
治
療
と
し
て
は
、

ス
テ
ロ
イ
ド
剤
を
含
む
坐
薬
や
ロ
ー

ト
タ
ン
ニ
ン
剤
坐
薬
が
消
炎
鎮
痛
、

痔
核
の
縮
小
の
目
的
で
使
用
さ
れ
る
。

そ
の
他
注
射
治
療
、
結
繁
法
、
凍
結

外
科
、
古
典
的
な
手
術
法
な
ど
が
行

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
現

代
医
学
的
治
療
法
は
す
べ
て
対
症
治

療
に
し
か
す
ぎ
ず
、
副
作
用
も
多
く

み
ら
れ
る
。

痔
は
直
腸
粘
膜
下
に
あ
る
静
脈
が

拡
張
し
、
静
脈
が
う
っ
滞
す
る
陰
性

な
も
の
と
、
肛
門
周
囲
組
織
が
収
縮

し
、
出
血
を
起
こ
す
陽
性
な
も
の
と

が
あ
る
。
前
者
は
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

や
果
物
、
砂
糖
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の

陰
性
食
に
よ
っ
て
起
こ
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
便
通
を
よ
く
す
る
た
め
に

芋
類
や
バ
ナ
ナ
な
ど
の
陰
性
の
食
を

口
に
す
れ
ば
か
え
っ
て
逆
効
果
と
な

る
。
こ
の
場
合
は
陽
性
の
玄
米
菜
食

を
も
っ
て
治
療
に
あ
た
れ
ば
よ
い
。

後
者
は
、
肉
や
魚
、
卵
な
ど
の
過
剰

摂
取
に
よ
っ
て
お
こ
っ
た
も
の
で
あ

る
か
ら
、
少
し
く
陰
性
な
玄
米
菜
食

に
す
れ
が
よ
い
。
こ
の
場
合
は
動
物

性
の
食
品
を
食
さ
ず
、
塩
気
を
お
さ

え
た
食
生
活
に
す
る
こ
と
が
重
要
と

な
る
。
両
者
と
も
状
態
が
改
善
さ
れ

た
ら
、
中
庸
な
玄
米
菜
食
に
も
ど
し

て
い
く
。

食
養
を
行
っ
て
い
く
上
で
、
ヒ
ジ

キ
、
油
揚
げ
、
糸
コ
ン
ニ
ヤ
ク
を
煮

て
、
ご
ま
油
で
炒
め
た
も
の
、
昆
布

巻
き
、
た
く
あ
ん
な
ど
を
頻
回
に
食

す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。

慢
性
便
秘
に
よ
り
発
生
し
た
痔
核

に
対
し
て
は
、
便
秘
を
解
消
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
解
消
方
法

も
痔
核
の
た
め
の
食
養
と
同
様
、
陽

性
の
便
秘
に
は
少
し
く
陰
性
食
を
、

陰
性
の
便
秘
に
は
陽
性
食
を
与
え
る
。

陽
性
食
の
便
秘
と
は
肉
や
魚
介
類

な
ど
陽
性
の
食
材
を
過
食
し
た
が
た
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め
に
、
腸
が
締
ま
り
、
腸
の
端
動
が

障
害
さ
れ
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
場
合
は
塩
気
の
少
な
い
、
玄
米
張

う
ど
ん
、
生
野
菜
、
リ
ン
ゴ
な
ど
を

食
す
。
陰
性
の
便
秘
と
は
、
果
物
や

砂
糖
菓
子
、　
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
陰
性

の
も
の
を
過
食
し
た
た
め
に
、
腸
が

緩
ん
で
、
腸
の
蝠
動
運
動
が
障
害
さ

れ
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合

は
塩
気
を
き
か
せ
た
玄
米
菜
食
と
し

て
、
小
豆
や
昆
布
、
根
菜
類
の
さ
ん

ぴ
ら
な
ど
、
よ
く
加
熱
し
た
も
の
を

食
す
。
ま
た
両
者
と
も
腹
部
に
生
姜

湿
布
、
里
芋
パ
ス
タ
ー
、
を
行
な
っ

て
、
腸
蝙
動
を
促
進
さ
せ
る
。

痔
核
の
痛
み
に
対
し
て
は
、
大
根

千
葉
の
腰
湯
を
し
、
患
部
に
里
芋
パ

ス
タ
ー
を
行
う
。
ま
た
、
生
地
竜
を

使
用
す
る
の
も
効
果
が
あ
る
。
そ
の

作
り
方
は
、

ミヽ
ミ
ズ
ニ
匹
を
さ
れ
い

に
洗
い
、
容
器
に
入
れ
、
こ
れ
に
自

砂
糖
を
か
け
る
。
し
ば
ら
く
す
る
と

透
明
な
汁
が
出
て
く
る
の
で
、
こ
れ

を
綿
に
吸
わ
せ
、
患
部
に
つ
け
て
お

頻
回
の
下
痢
に
よ
り
生
じ
た
痔
核

に
つ
い
て
は
、
下
痢
を
解
消
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
対
処
方
法

は
本
誌
４
月
号
、
「胃
腸
障
害
」
の
ペ

ー
ジ
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

四
Macrobiotic Fac‖ natOr

”陽
の
め

地

の
ち

れ
ら
。

ム
ソ
ー

の
留
歯
。

ム
ソ
ー
は
、
古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
「食
岱
２

と
食
べ
方
か
ら
学
ん
だ

ア
の
ち
」
の
源
で
あ
る
理
こ
の
本
来
の
意
味
と
在
り
方
を
追
求
し
、

「
日
決
ど
と
「人
置

に
良
い
食
べ
物
を
作
り
広
め
る
こ
と
で
、

人
間
が
本
来
持
つ
べ
き
食
生
活
を
実
現
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

ロル 機樹
本    社/大 阪 市 中 央 区 大 手 通 2-2-7

東 京 本 部/埼 玉 県 さ い た ま市 内 谷 6-5-11

大 阪 本 部 /大 阪 府 堺 市 饉 田 町 28-7

名古屋営業所/名 古屋市天白区久方3‐30 木村 ビル 1階

四国営業所/高 松市 多費町2115鎌 野 ビル lF

九州営業所/福 岡 市 東 区 露 松 原 1-8-1
広島営業所/世 羅 郡 甲 山 町 西 上 原 854-1

3 1 
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養分も便 として体外に出てしま

うし、腸内バランスもこわ して

しまうことになるのです。

乳糖不耐症の人は自人よりも

牛乳を飲む習慣のなかった民族、

タイ人 とセム族 (西アジア・中

東・北アフリカに分布)と 日本

人に多いといわれています。

②たんばく質アレルギー

次の問題は牛乳のたんぱく質

です。牛乳たんぱくに対してア

レルギーを起こす人が多くいま

す。

一般的には牛乳たんぱく質は

胃腸内で発酵によって加水分解

して、ポリペプチ ドを経てアミ

ノ酸までに分解されて吸収され

ます。しかし、牛早しはたんぱく

質の粒子が微小であるため、ア

ミノ酸になる前段階で腸粘膜に

吸収される可育ヒ性が高く、その

ためアレルギー体質を作りやす
いのです。

また、市販の殺菌牛乳は殺菌

過程でたんぱく質や酵素の不活

性化、乳糖の変性などの質的変

化が起こっていると指摘されて

います。

以上の点からお分かりのよう

に牛乳には多 くの問題点があり、

牛乳を多量に飲んでいると胃腸

の働きが阻害されたり、腎臓に

負担をかけたりして、体の抵抗

力を弱めることがあると考えら

れています。

牛乳が好きならば時折飲むの

もよいでしょう。しかし嫌いな

人は、 牛乳は健1表 によいという

ような情報に惑わされることな

く、害になることも知って飲ま

ないようにしましょう。

■カルシウム含有量ベストーO
参考までに、カルシウム含有量

のベス トー〇です。

第一位 干 しえび

第二位 煮干し

第二位 干しひじき

第四位 いりごま

第五位 チーズ

第六位 脱脂粉乳

第七位 素干 し昆布

第八位 高野豆腐

第九位 切 り干し大根

第十位 しらす干し

の順です。どうぞご参考になさ

ってください。

牛乳は健康によいというような
報に惑わされることなく、
になることも知ダ
まないようにしましょう。

「カルシウムは
牛乳」という
説の問題点

情
害
飲

lialo tn Kou,wrmi l'uji

2oo4132



何をわ くらい
食べたらいいの7
栄養学からみた

砂 ロビオティッタの効用

,772バ″″′わ″ハ,0カあ R″

野口節子 (の ぐち・せつこ)

島村 トータルケア・クリニックにて

栄養食事指導を担当、国立病院・国立がんセンター

在職中は栄養管理の理論と実践の一貫性を目指した

指導を実施、現在は自然環境と身体の調和、

中国の易の陰陽論を反映させた自然食、

マクロビオティック正食医学講座を学び、

現代栄養学との融合を目指 した指導を実践。

平成14年 リマ・クッキングスクール師範科修了。
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■カルシウム不足が原因 骨粗

霧症

Q:ア イスクリームや生クリー

ムが大好きです。しかし牛乳が

日本人に合わないって本当です

か。

A:近年のカルシウム摂取不足、

運動不足を背景 として骨粗琢症

という病気が取 り沙汰されてい

ます。この病気は骨に蓄えられ

たカルシウムが減 り、骨がスカ

スカの状態になって骨折 しやす

くなる骨の病気です。特に更年

期以降の女性に多 く、高齢者が

骨粗霧症による骨折で寝たきり

になるなど、老後の生活に深刻

な影響があることから問題にな

っているのです。

日本人は欧米人に比べてカル

シウムの摂取が不足 していると

いわれてきました。カルシウム

をとるためにはその含有量が多

く、吸収のよい牛乳などが最適

とされ、とくに成長期の児童や

学童の栄養補給に、また閉経後

の女性の骨粗琢症の予防のため

に多 く飲むようにと推奨されて

きたのです。六〇歳をすぎてか

ら将来の健康が不安と、牛乳を

飲むとお腹が張るのを我慢 して、

コーヒーと砂糖、また、きな粉

とごまを加えて飲み始めたと言

われる人もいます。

しかしカルシウム量が血中で

一定以上になると、体はそれに

対 して拒絶反応を示 します。

これはホメオスタシスといっ

て、血液中の成分でも一定の割

合に保とうとする働きが体には

あるのです。そのためカルシウ

ム濃度が一定以上になると、腎

臓から早 く排出 しようとします。

このとき同時に、大切なミネラ

ルもビタミンも排出されるなど

マイナス面があることを知って

ください。

■牛乳信仰 牛乳の消費量が十

七倍

日本人の牛乳消費量の動向を

みますと、終戦後の極度の食糧

不足から好転 し、ほぼ戦前の栄

養水準にまで回復 した昭和二八

年頃の牛乳消費量は一人一日当

たリーOg(小 さじ二杯)で し

た。多 くの日本人にはもともと

牛乳を飲む習慣はなかったので

す。しかし年々消費量が増え続

け、いまや平均一七四 gになっ

ています。確かにカルシウムは

人間の体にとってはとても大切

な栄養素ですが、大切なのはカ

ルシウムだけではなく、マグネ

シウム、カリウム、ナ トリウム、

鉄、動、亜鉛などミネラルはす
べて大切です。日本人に不足し

ている栄養素は唯―カルシウム

とかんがえ、牛撃しを飲んでカル

シウムをとる、カルシウムとい

えば牛乳、牛乳は健康に非常に

よいという「牛乳信仰」がはび

こっているのはいささか疑間で

す。もちろんアレルギー反応が

なく乳糖不耐症、高脂質血症な

どない人ならば、ある程度飲ん

だり乳製品をとることはよいで

すが、それ以外の人にはあまり

すすめられません。

自然の摂理からいえば、他の

動物のお乳を成長した動物が飲

むこと自体不自然といえます。

人間では、一歳 くらいまでは他

の動物のお乳を飲んでもアレル

ギー反応を起こさないようにな

っていますが、成長につれその

働きはなくなります。無理に飲

ませないようにしたほうがよい

のです。その訳を記してみまし

ょう。

■牛乳信仰の問題点

臨 租

牛乳の中に含まれている乳糖

が体内で吸収されるためには、

乳糖を分解する酵素が必要です。

この酵素は腸粘膜にあるのです

が、これを十分に持っていない

人が非常に多くいます。この酵

素は一歳未満の赤ちゃんには備

わっていますが年齢が進むにつ

れて少なくなります。

この乳糖を分解する酵素の有

無や量には個人差がありますが、

日本人の七五%く らいの人では

十分にないといわれています。

牛乳を飲むとお腹が張る、お腹

が痛くなる、下痢をするといっ

た症状が現れる人は乳糖不耐症、

また牛乳不耐症といわれるもの

です。

このような人では、乳糖は小

腸から吸収されずそのまま大腸

にいき、牛乳に含まれている栄

―
■
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佐
光
紀
子
でき
ま

■
ア
ル
カ
リ
性
の
汚
れ
っ
て
何
？

今
月
は
、
ア
ル
カ
リ
性
の
汚
れ
の

お
話
を
し
ま
す
。
そ
の
前
に
、
先
日
、

友
人
か
ら
か
か
っ
て
き
た
電
話
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
彼
女
の
お
う
ち
の
パ

ス
ル
ー
ム
は
、
黒
い
タ
イ
ル
が
シ
ッ

ク
で
と
て
も
お
し
ゃ
れ
で
す
。
彼
女

自
身
も
、
こ
の
パ
ス
ル
ー
ム
が
と
て

も
気
に
入
っ
て
い
る
も
よ
う
。
と
こ

ろ
が
、
真
っ
黒
な
タ
イ
ル
を
キ
ー
プ

し
て
お
く
の
は
、
意
外
に
大
変
な
よ

う
な
の
で
す
。
そ
の
彼
女
か
ら
の
電

話
は
こ
ん
な
ふ
う
で
し
た
。

「あ
の
ね
。
こ
の
間
、
佐
光
さ
ん
に

教
え
て
も
ら
っ
た
、
バ
ス
ル
ー
ム
の

ク
リ
ー
ナ
ー
あ
っ
た
で
し
ょ
？
　
あ

れ
、
な
ん
だ
っ
た
っ
け
？
　
ま
た
バ

ス
ル
ー
ム
が
自
っ
ぼ
く
な
っ
て
き
ち

ゃ
っ
た
の
よ
。
カ
ル
キ
っ
て
い
う
よ

り
石
け
ん
か
し
ら
ね
。
な
ん
だ
か
、

自
く
て
汚
い
か
ん
じ
な
の
。
せ
っ
か

く
お
風
呂
に
入
っ
て
い
て
も
、
そ
れ

が
気
に
な
っ
て
ス
ト
レ
ス
が
だ
ま
っ

ち
ゃ
う
感
じ
だ
か
ら
、
今
日
は
、
き

ち
ん
と
掃
除
し
よ
う
と
思
う
ん
だ
け

ど
、
何
使
う
ん
だ
っ
け
？
」

「自
ず
む
」
と
い
う
の
は
、　
ヘ
ン
な

日
本
語
で
す
が
、
彼
女
の
ご
自
慢
の

バ
ス
ル
ー
ム
を
自
ず
ま
せ
た
犯
人
は
、

彼
女
も
言
っ
て
い
る
と
お
り
石
け
ん

や
カ
ル
キ
で
す
。
こ
れ
ら
は
ア
ル
カ

リ
性
の
汚
れ
の
典
型
で
す
。

■
ア
ル
カ
リ
性
の
汚
れ
の
特
徴

カ
ル
キ
や
石
け
ん
な
ど
の
自
ず
み

は
、
ベ
ト
つ
く
こ
と
も
な
く
、
特
に

こ
れ
と
い
っ
た
実
害
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
、
例
え
ば
洗
面
所
の
蛇
口
が
カ

ル
キ
で
自
っ
ぼ
く
く
す
ん
で
い
た
り
、

石
け
ん
を
入
れ
た
ト
レ
ー
の
周
囲
が
、

と
け
た
石
け
ん
と
手
垢
で
な
ん
だ
か

汚
れ
が
こ
び
り
つ
い
て
い
る
と
、
い

か
に
も
手
入
れ
が
行
き
届
い
て
い
な

い
感
じ
が
し
て
し
ま
い
ま
す
。
た
っ

た
そ
れ
だ
け
の
こ
と
な
の
で
す
が
、

で
も
、
や
っ
ぱ
り
人
目
の
気
に
な
る

小
心
者
と
し
て
は
、
手
軽
に
落
す
す

べ
を
覚
え
て
お
き
た
い
の
が
、
こ
の

な
ん
と
な
く
汚
い
感
の
あ
る
カ
ル
キ

や
石
け
ん
の
汚
れ
。

な
ん
と
な
く
薄
汚
れ
た
感
じ
が
す

る
だ
け
で
な
く
、
少
し
ず
つ
積
み
あ

が
っ
て
い
く
た
め
に
、
い
ざ
落
そ
う

と
し
て
も
、
そ
う
簡
単
に
汚
れ
が
落

ち
な
い
の
も
、
ア
ル
カ
リ
性
の
汚
れ

の
特
徴
で
す
。
汚
れ
に
気
づ
い
て
、

そ
の
場
で
数
分
で
き
れ
い
に
で
き
れ

ば
よ
い
の
で
す
が
、
な
か
な
か
そ
う

は
い
き
ま
せ
ん
。
ち
ょ
っ
と
時
間
を

か
け
て
、
気
長
に
落
す
覚
悟
が
必
要

な
の
が
、
ア
ル
カ
リ
性
の
汚
れ
な
の

で
す
。

■
ア
ル
カ
リ
汚
れ
に
効
く
ク
リ
ー
ナ

こ
う
し
た
ア
ル
カ
リ
性
の
汚
れ
は
、

酸
性
の
ク
リ
ー
ナ
ー
で
溶
か
し
て
落

し
ま
す
。
酸
性
の
ク
リ
ー
ナ
ー
の
な

か
で
、
た
い
て
い
の
お
う
ち
に
あ
っ

て
す
ぐ
に
試
せ
る
の
は
、
酢
で
す
。

掃
除
に
使
う
わ
け
で
す
か
ら
、
特
別

立
派
な
酢
で
あ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
い
ち
ば
ん
安
い
穀
物
酢
で
も
、

賞
味
期
限
の
切
れ
た
酢
で
も
、
抜
け

て
い
な
け
れ
ば
十
分
で
す
。
た
だ
し
、

寿
司
酢
や
土
佐
酢
の
よ
う
に
、
調
味

料
の
入
っ
た
も
の
は
掃
除
に
は
向
き

ま
せ
ん
。

ご
存
知
の
通
り
、
酢
に
は
か
な
り

に
お
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
気
に

な
る
方
は
、
二
～
五
倍
に
薄
め
て
使

う
の
も

一
案
で
す
。
薄
め
て
も
耐
え

ら
れ
な
い
と
い
う
方
は
、
薬
局
で
ク

エ
ン
酸
を
買
っ
て
き
て
、
小
さ
じ

一

を
二
〇
〇

∝
の
水
に
溶
か
し
た
も
の

を
利
用
す
る
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま

す
。こ

う
し
て
作
っ
た
酢
水
は
、
そ
の

ｌ
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ρあわ
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ま
ま
布
に
つ
け
て
ク
リ
ー
ナ
ー
と
し

て
使
い
ま
す
。
ス
プ
レ
ー
の
容
器
を

買

っ
て
き
て
入
れ
て
お
け
ば
、
気
に

な
る
部
分
に
シ
ュ
ッ
と

一
吹
き
、
あ

と
は
、
ぼ
ろ
布
で
よ
く
こ
す
る
だ
け

な
の
で
、
作
業
は
か
な
り
楽
で
し
ょ

、^ｌ′。
■
頑
固
な
汚
れ
に
バ
ッ
ク

ち
ょ
っ
と
し
た
カ
ル
キ
や
石
け
ん

は
、
酢
水
を
ス
プ
レ
ー
し
て
よ
く
磨

く
よ
う
に
し
て
布
で
ふ
き
取
れ
ば
、

き
れ
い
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
落

ち
な
い
場
合
は
、
汚
れ
の
部
分
に
テ

ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
や
ペ
ー
パ
ー
タ

オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
酢
水
を
た
っ
ぷ
り

ふ
き
か
け
て
、
パ
ッ
ク
し
ま
す
。
汚

れ
の
具
合
に
も
よ
り
ま
す
が
、
一
一～
三

時
間
パ
ッ
ク
し
て
様
子
を
み
ま
す
。

テ
ィ
ッ
シ
ュ
が
乾
い
て
し
ま
っ
た
ら
、

ス
プ
レ
ー
し
な
お
し
ま
す
。
ま
た
、

石
け
ん
ト
レ
ー
の
よ
う
に
移
動
で
き

る
も
の
は
、
洗
面
器
に
酢
水
を
は
っ

て
、
そ
こ
に
数
時
間
つ
け
て
お
く
と

い
う
手
も
あ
り
ま
す
。

長
い
時
間
か
か
っ
て
つ
い
た
汚
れ

は
、
こ
う
し
て
時
間
を
か
け
て
少
し

ず
つ
落
し
ま
す
。
無
理
に
力
を
入
れ

て
こ
す
っ
た
り
す
る
と
、
か
え
っ
て

傷
を
つ
け
、
汚
れ
が
落
ち
に
く
く
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
こ

こ
は
気
長
に
。

■
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
や
電
気
ポ
ッ

ト
の
内
側
も

コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
や
電
気
の
湯

沸
し
ポ
ッ
ト
の
内
側
も
、
カ
ル
キ
で

汚
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
も
パ
ッ
ク
で
落
す
こ
と
も
で
き
ま

す
が
、
汚
れ
が
水
面
下
に
く
る
く
ら

い
た
っ
ぶ
り
と
水
を
入
れ
、
ク
エ
ン

酸
を
溶
か
し
て
半
曰
く
ら
い
置
く
と
、

汚
れ
が
溶
け
て
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

容
量
に
も
よ
り
ま
す
が
、
二
〇
〇

∝

に
大
さ
じ

一
く
ら
い
の
濃
い
液
を
作

る
と
よ
く
効
き
ま
す
。
酢
と
ち
が
っ

て
、
に
お
い
が
な
く
、
溶
か
す
量
で

濃
度
を
加
減
で
き
る
の
は
、
ク
エ
ン

酸
の
利
点
で
す
。

■
注
意

鉄
は
さ
び
る
の
で
、
酢
や
ク
エ
ン

酸
は
使
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
大
理
石

も
い
た
む
の
で
使
わ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

佐
光
紀
子

（さ
こ
う
。
の
り
こ
）
●
東
京
生
ま
れ
。
繊
維
メ
ー
カ
ー
や
証
券
会
社
で
企
業
内
翻
訳
に
か
か
わ
っ
た
後
、
フ
リ
ー
の
翻
訳
者
に
。
翻
訳
書

『天
使
は
清
し
き
家
に
舞
い
降
り
る
」
（集
英
社
）
を
通
し
て
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・ク
リ
ー
ニ
ン

グ
に
目
覚
め
る
。
現
在
は
ウ
ェ
プ
サ
イ
ト

（耳
６
ミ̈
■
‘
‘
ご
ざ
５
８
ョ
）
を
通
じ
て
体
や
環
境
へ
の
負
担
の
少
な
い
暮
ら
し
方
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
や
重
曹
な
ど
の
販
売
を
展
開
し
て
い
る
。

主
な
著
書
に

『ナ
チ
ュ
ラ
ル
・ク
リ
ー
ニ
ン
グ
』
『ナ
チ
ュ
ラ
ル
に
暮
ら
す
７０
の
方
法
』
（ブ
ロ
ン
ズ
新
社
）
『毎
日
楽
ち
ん
ナ
チ
ュ
ラ
ル
家
事
」
（光
文
社
）、

翻
訳
書
に

『重
曹
で
暮
ら
す
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・ラ
イ
フ
』
（ブ
ロ
ン
ズ
新
社
）
『僕
た
ち
は
、
自
由
だ
！
』
（本
の
泉
社
）
な
ど
が
あ
る
。
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足
の
超
健
康
法

官
足
法

一
教
え
ま
す

∂
脳
下
夕
体
　
・即
軍
漱
観

illrctration by Ohlu Rie

≪日艮の反射EXl》

(た た )

つトナ沐艮う鈍野分、
キ旨と才旨oH呉 、

甲書千毛。

万
病
を
治
す

東
洋
医
学
の
叡
智

行
本
昌
弘

今
月
の
テ
ー
マ
は
眼
病
。
官
足
法

の
創
始
者
官
有
謀
先
生
は
、
台
湾
で

「近
視
の
治
し
方
」
に
関
す
る
論
文
を

書
か
れ
、
評
判
に
な
っ
た
と
聞
き
ま

す
。
私
も
セ
ミ
ナ
ー
で
二
、
三
時
間

足
の
健
康
法
の
指
導
を
し
て
い
る
う

ち
に
、
「視
界
が
明
る
く
な
っ
て
黒
板

の
文
字
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
、
喜
ん
で
頂
く
こ
と
が
た
び

た
び
あ
り
ま
す
。

近
視
、
遠
視
と
い
う
の
は
病
気
の

内
に
は
入
り
ま
せ
ん
が
、
眼
鏡
が
必

要
な
生
活
は
不
便
の
よ
う
で
す

（ち

な
み
に
私
は
眼
鏡
を
か
け
て
生
活
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
）。

眼
球
の
前
方
に
水
品
体
と
い
う
カ

メ
ラ
の
レ
ン
ズ
に
あ
た
る
部
分
を
、

毛
様
体
と
い
う
筋
肉
が
収
縮
や
弛
緩

を
繰
り
返
し
て
ピ
ン
ト
合
わ
せ
を
し

て
、
眼
球
の
奥
に
あ
る
網
膜
と
い
う

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
像
を
映
し
て
、
無

数
の
視
神
経
を
通
し
て
脳
で
キ
ャ
ッ

チ
し
て
初
め
て
物
が
見
え
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

毛
様
体
の
筋
肉
が
緊
張
し
た
場
合
、

網
膜
の
手
前
で
ビ
ン
ト
が
あ
つ
て
ボ

ケ
た
映
像
と
な
る
の
が
近
視
で
す
。

そ
の
逆
に
、
網
膜
の
後
ろ
で
ピ
ン
ト

が
あ
っ
た
状
態
に
な
る
の
が
遠
視
で

す
。
乱
視
は
、
主
に
角
膜

（水
晶
体

を
保
護
す
る
透
明
な
膜
）
の
異
常
に

よ
っ
て
歪
ん
だ
映
像
と
な
る
も
の
で

す
。そ

の
他
の
病
気
に
は
、
眼
精
疲
労

（眼
が
か
す
む
、
眼
の
奥
が
痛
い
、
頭

痛
、
肩
こ
り
な
ど
を
起
こ
す
）
に
始

ま
っ
て
、
自
内
障
、
緑
内
障
、
網
膜

剥
離
、
角
膜
炎
、
ト
ラ
コ
ー
マ
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
又
、
現
代
で
は
、
涙

腺
の
異
常
を
訴
え
る
方
が
多
く
、
ド

ラ
イ

・
ア
イ

（涙
が
出
な
い
で
目
が

乾
燥
し
た
状
態
に
な
る
）、
そ
の
逆

に
、
常
に
涙
が
出
る
と
い
う
症
状
↑
」

れ
は
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ
る
も
の
だ
と

考
え
ら
れ
ま
す
）
を
訴
え
る
人
も
多

く
な
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
日
の
病
気
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
な
い
と
い
う
こ
と
と
、
筋

肉
や
涙
腺
な
ど
に
関
係
す
る
も
の
が

多
い
と
い
う
こ
と
で
は
ホ
ル
モ
ン
の

分
泌
異
常
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

根
本
的
な
原
因
は
、
血
液
循
環
の

阻
害
に
よ
っ
て
、
酸
素
と
栄
養
が
目

に
関
係
す
る
諸
器
官
に
ま
で
行
き
渡

ら
な
く
な
っ
て
、
そ
の
器
官
の
細
胞

が
弱
っ
た
り
、
死
滅
し
た
り
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

足の健康相談と指導
腱捉嚇譴場]OPEN!
指導責任者:行本昌弘

官足法健康ル払

03=3496-5903
翻 嶺f旧冒旧誕

424“ 神敵イム

近
視

遺
視
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シ
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足の長射齢 布図

①
　
ま
ず
、
い
つ
も
の
よ
う
に
、
腎

臓
、
輸
尿
管
、
膀
脱
か
ら
足
裏
全
体
、

足
の
甲
部
、
内
側
、
外
側
、
ふ
く
ら

は
ぎ
、
膝
、
大
股
ま
で
、
く
ま
な
く
、

ま
ん
べ
ん
な
く
揉
ん
で
い
き
ま
す
。

特
に
腎
臓
、
輸
尿
管
、
膀
脱
の
反
射

区
は
丁
寧
に
。

②
　
次
に
、
眼
の
反
射
区
で
あ
る
第

二
趾
と
第
二
趾
を
、
裏
も
表
も
丁
寧

に
揉
ん
で
い
き
ま
す
。
特
に
指
の
付

け
根
の
あ
た
り
が
、
反
射
区
と
し
て

の
視
神
経
の
反
射
区
の
束
に
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
か
ら
、
よ
く
よ
く

揉
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
指
と
指
の

間
も
よ
く
揉
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
で

る
よ
う
な
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
は
な
く
、

強
く
、
圧
痛
を
感
じ
る
よ
う
に
揉
ん

で
い
く
の
で
す
。
若
い
人
の
近
視
に

は
こ
れ
だ
け
で
も
よ
く
な
る
人
が
多

い
で
す
。

０
　
次
に
ホ
ル
モ
ン
の
総
司
令
部
で

あ
る
脳
下
垂
体
の
反
射
区
と
副
腎
、

副
甲
状
腺
の
反
射
区
を
揉
ん
で
お
き

ま
す

（特
に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
方
や
、

自
内
障
、
緑
内
障
、
網
膜
剥
離
な
ど
、

老
化
現
象
と
し
て
の
眼
病
の
方
や
感

染
症
の
角
膜
炎
や
ト
ラ
コ
ー
マ
な
ど

に
も
こ
の
反
射
区
が
大
切
で
す
）。

０
　
眼
精
疲
労
で
肩
が
痛
い
人
は
肩

の
反
射
区
、
頭
痛
の
あ
る
人
は
第

一

趾

（親
指
）
と
い
う
具
合
に
揉
ん
で

い
き
ま
す
。

ま
た
、
や
っ
か
い
な
の
は
糖
尿
病

の
合
併
症
で
起
こ
る
自
内
障
な
ど
で

す
。
こ
れ
は
糖
尿
病
を
治
す
こ
と
が

先
決
と
な
り
ま
す
。
原
因

（膵
臓
か

ら
分
泌
さ
れ
る
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
の
不

足
）
が
解
決
さ
れ
な
い
と
結
果

（自

内
障
）
は
良
く
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

場
合
の
足
の
操
み
方
は
今
回
の
テ
ー

マ
で
は
な
い
の
で
、
ま
た
の
機
会
に
。

illustration lry Ohbo Rie

行本昌弘 (ゆ きもと。まさひろ)

文4Lell作出版社長。0朱 )青春出版の名編集長として数々のベストセラーを世に

送った後、日蘇口

“

年、 (株 )文rOl作出版を設立、代表取締役に就任。lC年前、

台湾から足揉み健康法の普及に来日した官有謀氏 (官足法創始者)との出会い

により、「足の汚れが万病の原因だった』を出版。現在160万部を超えるミリオ

ンセラーとなり、今日の足揉み健康ブームの基礎を作る。官氏の講演会を主催

する傍ら、自ら全国各地で官足法実技指導にあたり、その丁寧で熱心な指導に

ファンも多tゝ このたび、15年間実技セミナーで培ったノウハウと、自らの官

足法普及の記録『官足法とともに』(日 新報道刊)を出版し、好評を博す。
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体
が
喜
ぶ
古
山
流
日
本
酒
の
選
び
方

古
山
勝
康

翻噸櫛鈍肛雌削風を待つ
陶
淵
明

縁
の
障
子
の
傍
ら
に
置
か
れ
た
細

桟
の
棚
の
う
え
に
、
支
那
蘭
が

一
鉢
、

凛
と
し
た
花
を
ひ
ら
い
て
い
ま
す
。

折
か
ら
の
春
の
雨
は
絹
糸
の
よ
う

に
絶
へ
ま
な
く
降
り
そ
そ
ぎ
、
そ
の

し
っ
と
り
と
穏
や
か
に
湿
っ
た
大
気

は
、
清
高
で
密
や
か
な
蘭
花
の
か
お

割睦かわっ妊̈
卸如「ものにして

ひ筋
噸嚇ら‥こ聾
毅
泌
到

の
場
合
は
残
念
な
が
ら
当
時
の
ど
ぶ

し【贅一をさな訳げ赫鰊̈
議瑯「“

の
大
振
り
の
自
釉
の
書
は
、
朱
で
描

か
れ
た
目
出
鯛
の
絵
を
映
す
の
で
し

ょ
う
か
、
澄
ん
だ
酒
で
裡
を
満
た
す

と
、
灌
が
れ
た
酒
は
う
っ
す
り
と
春

の
桜
色
に
染
ま
る
の
で
す
。

そ
し
て
対
す
る
蘭
花
に
は
富
水
春

の
銘
が
附
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。
淵
明

や
の

‐まち
ゆ
壮
甫
と
な
ら
ん
で
、
酒
仙

の
名
を
恣

に
し
た
唐
代
の
詩
聖
、
か

の
李
太
自
の
好
ん
だ
と
い
わ
れ
る
酒

銘
か
ら
と
っ
て
名
附
け
た
こ
の
富
水

春
と
呼
ば
れ
る
支
那
蘭
は
あ
た
か
も

悧
麟
玲
螺
敵
銀
餃
罐
渤
』
秒
協
獅
泄

す
紅
に
染
め
る
の
で
す
。
（し
か
し
、

馬

め
「嗽

純
麒
離

処

鷲

（よ
も
ぎ
草
）
に
こ
と
寄
せ
た
真
意
を

判
っ
て
い
る
も
の
だ
け
に
、
い
ま
春

酒
で
蓋
を
満
た
す
気
分
は
複
雑
な
の

で
す
。
と
て
も
桜
だ
紅
だ
の
と
春
爛

漫

一
色
の
気
分
に
は
な
れ
ま
せ
ぬ
）

さ
て
、
少
々
も
の
憂
い
春
色
に
心

惑
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
や
っ
か
い
で
あ
り
な
が
ら
、

し
か
し
興
味
津
々
た
る

「気
分
」
と

い
う
や
つ
に
つ
い
て
か
ん
が
え
て
み

る
と
き
、
ど
う
し
て
も
さ
い
し
ょ
に

ふ
れ
ず
に
は
お
れ
な
い
の
が
、
こ
の

連
載
の
第

一
回
の
冒
頭
で
ご
紹
介
し

た
、
「気
分
の
生
活
法
」
の
大
家
と
も

に́

い
う
べ
き
、
支
那
の
幽
黙
大
師
、
林

詰
堂
そ
の
人
で
す
。
昨
今
は
人
口
に

謄
災
し
て
い
る
と
は
と
て
も
云
い
難

い
の
で
す
が
、
当
時
は

一
世
を
風
靡

し
た
世
界
的
知
性
人
で
、
例
の

「
コ

ス
モ
ポ
リ
タ
ン
的
生
活
の
理
想
は
、

英
国
風
の
別
荘
に
住
み
、
米
国
式
鉛

管
設
備
が
あ
り
、
中
国
料
理
を
食
べ
、

銀

以
勧
携

ダ

髪

藝

嗽

を
も
ち
だ
せ
ば
、
憶
い
だ
さ
れ
る
か

た
も
お
ら
れ
ま
し
ょ
う
。

そ
の
林
語
堂
の
代
表
作
の
ひ
と
つ

「生
活
の
発
見
」
（原
題
は
イ
ン
ポ
ー

タ
ン
ス
・
オ
ブ
・
リ
ピ
ン
グ
。
「生
活

の
発
見
」
は
旧
題
。
現
在
は

「人
生

を
い
か
に
生
き
る
か
」
と
し
て
講
談

社
学
術
文
庫
に
旧
題
と
同
じ
く
阪
本

勝
氏
の
名
訳
が
あ
る
）
は
全
編
こ
れ

気
分
の
生
活
法
に
尽
き
て
お
り
ま
す
。

す珊嚇靭世灘にわ神れに』制障

は
、
雪
月
花
を
た
の
し
む
と
き
の
よ

う
に
、
し
か
る
べ
き
相
手

（ひ
と
に

限
ら
な
い
）
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

あ
る
種
の
花
は
あ
る
種
の
ひ
と
と
と

も
に
た
の
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

あ
る
種
の
景
色
は
あ
る
種
の
女
性
を

連
想
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
雨
滴

の
音
を
心
か
ら
楽
し
も
う
と
す
る
な

ら
、
夏
は
深
山
の
寺
院
の
竹
の
林
に

先
っ
て
聴
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま

り
、
も
の
の
気
分
と
い
う
も
の
が
た

い
せ
つ
な
の
で
あ
る
。
も
の
に
は
そ

れ
ぞ
れ
気
分
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

だ
か
ら
相
手
を
え
ら
ば
な
い
と
、
気

分
が
全
然
だ
い
な
し
さ
れ
て
し
ま
う

と
い
う
の
で
あ
る
」
と
。
続
け
て
彼

の
引
く
あ
る
中
国
の
作
家
は

「春
の

回
蹴
縫
藤
摯
輝
酬
辞
ｒ
顧
″
榊
御
切

冬
の
酒
は
蟄
居
し
て
飲
む
べ
く
、
夜

酒
は
月
下
の
も
の
と
知
る
べ
し
」
と
。

ま
た
別
の
作
家
は

「酔
う
に
は
時
と

処
が
あ
る
。
花
の
色
香
と
和
す
る
に

は
陽
光
の
も
と
に
花
に
対
し
て
酔
う

べ
く
、
想
念
を
浄
め
る
に
は
夜
雪
に

，
む

つ一卜
つ
て
酔
う
べ
き
で
あ
る
。
楼
上

の
宴
は
冷
涼
の
気
を
利
す
る
た
め
夏

を
よ
じ
と
し
、
江
上
の
宴
は
軒
昂
た

る
自
由
の
感
懐
を
増
す
た
め
に
秋
を

も
っ
て
よ
じ
と
す
る
。
こ
れ
こ
そ
心

境
と
景
観
に
即
し
た
飲
酒
の
た
だ
し

い
方
法
で
あ
る
が
、
こ
の
法
則
を
犯

す
と
、
飲
酒
の
た
の
し
み
は
失
わ
れ

る
ば
か
り
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。ま

た
林
氏
は
同
書
の
な
か
に
張
潮

（十
七
世
紀
中
葉
の
人
）
の
エ
ピ
グ
ラ

ム
を
数
お
お
く
引
い
て
お
り
、
そ
の

中
の
ひ
と
つ
。
「人
は
高
楼
よ
り
山
を

望
み
、
城
壁
に
立
っ
て
雪
を
眺
め
、

燈
楽
の
下
に
月
を
仰
ぎ
、
扁
舟
の
な

か
で
彩
雲
を
賞
で
、
部
屋
に
あ
っ
て

美
人
に
対
す
る
。
情
景
に
し
た
が
っ

て
情
趣
お
の
づ
か
ら
異
な
る
も
の
で

あ
る
。
理
ぶ
は
青
山
か
ら
流
れ
出
る
。

水
が
山
色
を
借
り
る
か
ら
で
あ
る
。

名
詩
は
醇
酒
か
ら
生
ま
れ
る
、
神
興

を
酒
に
仰
ぐ
か
ら
で
あ
る
」
と
。

こ
れ
は
林
語
堂
か
ら
の
引
用
で
は

崚
爆
い
、

「働
い
朧
炉
醐

軍ごの
「
肛
ぼ
溺

は
徳
利
に
風
情
あ
り
。
雨
の
日
の
新

酒
、
雪
の
夜
は
古
酒
、
独
り
飲
み
て

2004138



ミ
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ヽ
も
ヽ
≧
ざ
ざ

興
お
こ
り
、
暖
よ
り
冷
や
を
好
む
を

真
の
酒
客
と
い
ふ
べ
し
」
と
申
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
古
典
、
先
達
か
ら
飲

酒
の
気
分
の
引
く
の
は
た
の
し
い
な

ぐ
さ
み

（慰
め
に
非
ず
）
な
の
で
す

が
、
は
じ
め
だ
し
た
ら
キ
リ
が
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
先
に
挙
げ
た
酒

を
う
た
う
支
那
の
二
大
詩
人
、
陶
潜

（淵
明
）
と
李
自

（太
白
）
の
絶
唱
の

一
。
二
篇
を
設
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
こ
こ
で
、
妻
子
と
供
に
貧
困

の
う
ち
に
放
浪
し
、
弧
舟
に
五
十
九

歳
の
病
身
で
冷
落
の
生
涯
を
閉
し
た

李
自
の
親
友
。
酒
仙
、
酒
客
と
は
よ

べ
ま
い
が
精
緻
で
憂
愁
の
情
に
富
ん

だ
詩
を
お
お
く
残
し
た
、
中
国
古
今

最
も
偉
大
な
詩
人

（吉
川
幸
次
郎
）

杜
甫
に
つ
い
て
、
ま
た
こ
れ
も
酒
仙

韓
のぉ‐ま部
薇
舞
い
師
げ
砂
侵
詢
瑚
賀
牌

百
の
中
飲
酒
詩
な
ん
と
九
百
余
と
い

う
、
大
先
輩
陶
淵
明
の
崇
拝
者
、
「林

間
に
酒
をぁ灘
げ
て
紅
葉
を
焼
き
、
石

上
に
詩
を
題
し
Ｌ
稜
蔀
を
捌
う
」
で

閑
適
を
詠

っ
た

（こ
の
詩
の
パ
ロ
デ

ィ
ー
に
わ
が
国
の
其
角
の

「も
み
じ

に
は
許
が
お
し
へ
け
む
酒
の
熾
」
が

あ
り
ま
す
）、中
唐
の
名
詩
人
自
楽
天

八
日
∪
労

（自
居
易
）
に
つ
い
て
、
と
も
に
ふ
か

く
ふ
れ
る
こ
と
の
で
き
ぬ
を
遺
憾
と

す
る
も
の
で
す
。

さ
て
、
そ
の
社
甫
が
友
李
白
に
つ

い
て
詠
ん
だ

「李
自

一
斗
詩
百
篇
」

か
ら
も
し
れ
る
よ
う
に
、
李
太
自
の

酒
は
豪
快
な
酒
で
し
た
。

「両
人
対
酌
山
花
開
く
　
一
杯

一

杯
又

一
杯
」
は
彼
の
お
お
く
の
酒
の

５
た
の
な
か
で
も
、
よ
く
人
口

こ‥こ
謄

災
し
た
も
の
で
す
が
、
「花
間

一
壺
の

酒
　
独
酌
相
親
じ
む
無
し
」
で
は
じ

ま
る
「月
下
の
独
酌
」
は
愛
誦
捧
く

認
わ
ざ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
春
の

宵
、
月
と
李
白
と
己
が
影
の
三
芝
居
。

そ
し
て

〓
里
の
春

醒
。ま
さ
に
春

宵

一
刻
ピ

千
金
。

つ
ぎ
の
う
た
、
「月
下
の
独
酌
」第

二
首
な
ど
い
か
が
で
し
ょ
う
。

「天
も
し
酒
を
愛
さ
ず
ば
　
酒
星
天

に
な
く

地
も
し
酒
を
愛
さ
ず
ば
　
地
に
酒

泉
あ
る
な
し

天
地
已
に
酒
を
愛
す
　
酒
を
愛
し

て
天
に
恥
じ
ず

已
に
聞
く
清
を
聖
に
比
す
と

ま
た
い
う
濁
は
賢
の
如
し
と

聖
賢
已
飲
む
　
何
ぞ
神
仙
を
求
め

ん
三
杯
に
し
て
大
道
に
通
じ
　
一
斗

に
し
て
自
然
に
合
す

た
だ
酒
中
の
趣
を
得
ん
の
み

（ヲ

ン

か
ら
空

酒
中
の
妙
趣
は
上
戸
に
し
か
判
ら

ん
も
の
。
下
戸

（醒
者
）
に
酒
の
功

徳
を
伝
う
る
必
要
も
な
し
と
か
。
な

か
で
も

「自
然
に
合
す
」
と
は
酔
の

興
趣
気
分
を
云
い
得
て
妙
。
こ
の
情

緒
感
懐
は
二
元
論
の
西
欧
人
に
は
理

解
を
超
え
る
コ
ト
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

省
西
欧
思
考
の
障
害
た
る
二
元
論
を

克
服
す
る
」
ア
ン
ド
レ
・プ
ル
ト
ン
）

こ
の
李
自
の
動
の
酒
に
た
い
し
て
、

陶
淵
明
の
酒
は
静
の
酒
。
李
自
の
豪

気
に
た
い
し
て
淵
明
は
静
誼
の
人
で

防
制
畳
餓
「
ｒ
』
詢
れ
』
罐
¨

あ
「箱

よ
う
に
、
そ
の
酒
を
好
む
こ
と
け
し

て
李
白
に
負
け
て
は
い
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。

東
晋
の
興
寧
三
年

（西
暦
三
六
五

婆
詳
樹
輔
紳
縛
贈
渤
ｆ
顎
隣
棚
嚇
「

は
、
北
に
底
山

（南
山
）
を
望
む
江

洲
は
澱
院
の
特
第
あ
る
い
は
そ
の
南

村
に
、
生
涯
洒
２
「
を
愛
し
、
六
十

三
年
の
天
寿
を
全
う
し
た
の
で
す
。

そ
の
か
れ
の
愛
し
た
菊
と
酒
を
う

た
っ
た
詩
。

「秋
菊
　
的
費
有
り

露
を
ま
と
う
て
其そ
の‐ま難
を
と
る

此
の
刷
型
の
物
に
う
か
べ
て

き［紺脚寝静縫織禦卍噂摯摯一

（飲
酒
其
七
）

忘
憂
の
物
と
は
無
諦
酒
の
こ
と
。

理卦疑軌̈
篠聴＃踊相彎一、劫

さにこれぞ菊酒。そして琴を愛

４一％剣郵ど鯖勁ば電めか詢お

のでした。「琴中のぉ越ゲ得たり、
な
ん
ぞ
認
ゴ
お

声
を
労
せ
ん
や
」

と
。
な
ん
と
彼
淵
明
の
愛
す
る

一
張

は

一
本
の
糸
も
張
ら
れ
て
い
な
い
無

臨籠

議

藝

蜘

の
賛
の
中
で
「．曜
げ
れ
ば
琴
も
執と
ら

ず
、
歌
は
絃
上
に
死
す
れ
ば
な
り
」

と
う
た
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
は

こ
の
淵
明
の
作
に
触
発
さ
れ
た
と
こ

ろ
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
こ
の
詩
中
の

「我
が
遺
世
の
情
を
遠
く
す
」
の
句

，
‐ょ

」
鰤
〕
帖
蛛
』
」
軸
］
］
嘔
」
、

樹
遠‐こ
躙
“

ば
卸
繊
静
【
鯖
炒
』
マ

云
々
の

「心
遠
地
自
偏
」
を
第
第
と

さ
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
人
中
に
棲
み
な
が
ら
田
園
の
詩

（だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
）を
う
た

っ
た
陶
淵
明
は
、
い
う
ま
で
も
な
く

牲
如濯
邸
膳
騨
サ酸

は
街
に
ぼ
る
」
と
お
か
。

お
と
な
り
、
中
国
の
い
に
し
へ
の

詩
人
た
ち
，こか醇
デ
こ
と
な
が
く
、
本

邦
の
酒
仙
に
ふ
れ
る
余
裕
が
な
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
ふ
る
く
は
万
葉
の

大
伴
旅
人
、
ま
た
吉
田
兼
好
、
く
だ

っ
て
蜀
山
人
、
宝
井
其
角
、
大
町
桂

月
、
藤
田
東
湖
な
ど
な
ど
、
ち
か
く

は
啄
木
、
牧
水
ら
の
歌
人
た
ち
。
そ

れ
ぞ
れ
の
歌
に
そ
れ
ぞ
れ
の
酒
の
気

分
が
横
溢
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に

は
別
の
刻
を
侯
つ
こ
と
に
な
り
ま
し

ょ
う
が
、
さ
い
ご
に
、
な
か
で
も
代

様
勁
翻
帥
盪
議
は
一
鋤
教
緻
鉢
わ
囃

ょ
う
。
牧
水
の
酒
仙
の
酒
仙
た
る
ユ

エ
ン
は
、
生
家
の
記
念
碑
に

「生
来

旅
と
酒
と
寂
を
愛
し
自
ら
三
癖
と
称

せ
し
が
命
迫
る
や
静
か
に
酒
を
含
み

つ
つ
四
十
四
歳
の
生
涯
を
閉
し
た
り
」

と
あ
る
を
み
て
も
明
自
で
あ
り
ま
し

，ｒ一ヽ
「^″。

「白
玉
の
歯
に
し
み
と
ほ
る
秋
の
夜

の

州

制

一
・

と

諦獅悔‰哺『鼎雄」訴ψ“庫に

徳
利
か
た
む
く
い
ざ
わ
れ
も
寝
む
」

遠
地
庵
と
号
す
草
舎
に
て
記
す
。

古山勝康 (.S、るやま。かつやす)

日本ソムリエスクーノ嗜剣電
フード・オーガナイザー(食養管理士)協会、

実行委員長

リマ・クッキングスクール師範科特別講師。

第二十九次南極地域観測隊

あす力週興宛疼隊員。
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■
十
数
年
痔
で
苦
し
む

僕
は
そ
の
他
の
痛
み
と
い
う
こ
と

で
は
十
数
年
間
痔
で
苦
し
み
ま
し
た
。

内
痔
で
座
る
こ
と
も
で
き
な
い
ん
で

す
。
こ
の
痛
さ
は
ひ
ど
く
て
、
二
十

代
に
は
絹
布
団
を
作

っ
て
腰
に
当
て

て
ね
、
そ
れ
で
も
腰
掛
け
に
す
わ
る

こ
と
も
で
き
な
い
で
す
。
そ
れ
で
痛

み
だ
け
で
は
な
く
て
ね
、
ト
イ
レ
に

行
っ
た
ら
真

っ
赤
な
血
が
シ
ャ
ー
ッ

と
出
て
痛
む
の
で
二
時
間
く
ら
い
そ

こ
に
う
ず
く
ま
る
と
き
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
痛
さ
と
い
う
の
は
震
え
上

が
る
ほ
ど
の
も
の
で
し
た
。

出
血
も
伴
っ
て
く
る
と
、
そ
こ
で

お
医
者
さ
ん
に
は
行
き
た
く
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
漢
方
薬
を
探
す
わ
け

で
す
ね
。
そ
う
す
る
と
、
い
ろ
い
ろ

な
家
伝
が
あ
る
ん
で
す
が
、
た
と
え

ば
徳
川
時
代
か
ら
と
あ
つ
た
り
し
て

ね
。
と
こ
ろ
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
座

薬
を
つ
か
っ
て
み
て
も
せ
い
ぜ
い
二
、

三
日
。
そ
れ
で
ま
だ
玄
米
を
食
べ
て

い
な
か
っ
た
終
戦
直
後
に
私
の
弟
が

国
立
の
療
養
所
に
結
核
で
は
い
っ
て

い
た
ん
で
す
。
も
う
三
年
で
し
た
。

そ
う
し
た
ら
弟
が

「兄
さ
ん
僕
は

も
う
こ
こ
の
主
に
な
っ
た
よ
」
と
言

う
の
で
、
「主
と
い
う
の
は
何
だ
」
と

問
い
た
と
こ
ろ
、
「院
長
と
友
達
に
な

っ
た
」
と
言
う
ん
で
す
。
そ
し
て
「院

長
に
兄
貴
の
痔
の
話
を
し
た
ら
ね
、

院
長
が
じ
か
に
診
て
く
れ
る
と
言
う

か
ら
兄
さ
ん
診
て
も
ら
え
よ
」
と
言

う
の
で
た
だ
お
尻
だ
け
を
ち
ょ
っ
と

診
る
だ
け
だ
と
思
っ
た
ん
で
す
。
と

こ
ろ
が
院
長
の
診
察
の
と
き
は
大
変

な
ん
だ
か
ら
ね
。
院
長
が
そ
こ
に
立

つ
と
医
局
員
が
全
部
並
ぶ
ん
だ
よ
。

そ
の
上
年
取
っ
た
看
護
婦
が
い
る
と

若
年
の
看
護
婦
が
全
部
並
ん
で
ね
、

「あ
ん
た
パ
ン
ツ
脱
ぎ
な
さ
い
」
と
言

わ
れ
て
恥
ず
か
く
て
大
変
な
ん
で
す
。

そ
の
う
え
、
「台
の
上
に
登
り
な
さ
い
」

と
言
わ
れ
て
変
な
機
械
に
登
っ
た
ら

「お
尻
を
上
げ
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た

と
き
に
は
、
恥
ず
か
し
く
て
こ
ん
な

に
恥
ず
か
し
い
思
い
を
す
る
の
な
ら

も
う
痔
で
死
ん
で
も
構
わ
な
い
と
思

っ
て
い
き
な
リ
パ
ン
ツ
を
は
い
て
服

を
か
か
え
て
逃
げ
出
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
う
し
た
ら
今
度
は
友
達
が

日
本
で
最
高
に
痔
を
治
す
病
院
が
品

川
に
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
全
国
か
ら

痔
の
患
者
が
集
ま
っ
て
来
て
い
る
と

教
え
て
く
れ
た
。
そ
こ
に
行
っ
て
僕

は
自
分
の
痔
を
初
め
て
知
っ
て
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。

カ
ル
テ
を
書
い
て
く
れ
た
と
こ
ろ
、

か
な
り
大
き
い
も
の
が
内
痔
核
で
四

つ
も
お
尻
の
な
か
に
あ
り
、
そ
れ
が

中
で
腫
れ
て
出
血
し
て
い
る
わ
け
な

ん
だ
か
ら
痛
い
の
は
当
た
り
前
な
ん

だ
よ
ね
。
カ
ル
テ
を
見
て
医
者
が
、

「
こ
ん
な
す
ご
い
痔
は
み
た
こ
と
が
な

い
」
と
言
っ
て
び
っ
く
り
し
て
い
る

ん
だ
よ
。
「今
日
は
い
ち
ば
ん
小
さ
い

の
に
注
射
を
し
て
お
き
ま
す
か
ら
」

と
注
射
を
打
っ
て
痛
み
止
め
を
し
て

く
れ
た
ん
で
す
。

そ
れ
で
東
京
か
ら
熱
海
に
帰
っ
た

ら
痛
み
止
め
が
切
れ
て
痛
く
て
脂
汗

を
流
し
な
が
ら
寝
床
の
中
で
う
な
っ

て
い
る
わ
け
だ
よ
。
そ
し
て
十
日
ぐ

ら
い
し
た
ら
ね
、
お
尻
の
穴
か
ら
ぶ

ど
う
の
よ
う
な
も
の
が
で
て
き
た
ん

だ
よ
。
結
局
、
痔
を
劇
薬
で
腐
ら
し

た
ん
で
す
ね
。
危
険
な
方
法
だ
よ
ね
。

ち
よ
う
ど
、
ぶ
ど
う
を
入
れ
た
紫
色

の
固
ま
り
が
ひ
も
付
き
で
出
て
き
た

ん
で
す
。
そ
こ
で
ひ
っ
ぱ
っ
た
ん
で

す
。
そ
う
し
た
ら
粘
膜
が
そ
こ
で
た

だ
れ
て
し
ま
っ
て
今
度
は
お
な
ら
を

し
て
も
痛
い
ん
で
す
。
そ
こ
で
金
輪

少年期を語る

1994年 5月
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際
治
療
は
ご
め
ん
こ
う
む
る
と
い
う

感
じ
で
し
た

（笑
）。

■
西
洋
医
学
を
見
切
る

こ
れ
で
、
西
洋
医
学
は
駄
日
、
民

間
療
法
は
駄
目
。
こ
れ
以
外
で
は
す

が
る
と
こ
ろ
は
神
様
以
外
に
は
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
さ
っ
そ
く
ね
、

欲
張
り
な
の
で
谷
日
雅
春
の

『生
命

の
責
相
』
を
全
巻
買
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
読
ん
だ
ら
、
病
気
が
あ
る
と

思
う
か
ら
あ
る
の
で
肉
体
は
心
の
陰

だ
か
ら
心
に
病
気
が
あ
る
と
思
う
か

ら
病
気
が
あ
る
わ
け
で
、
心
は
む
し

ろ
無
色
透
明
の
も
の
だ
か
ら
ね
、
そ

れ
を
念
ず
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で

毎
日
夜
中
に
天
の
御
中
主
に
向
か
っ

て
手
を
合
わ
せ
て
や
る
わ
け
で
す
。

「病
気
は
な
い
、
痔
は
な
い
、
痔
は

な
い
」
な
ん
て
ね
。
で
も
依
然
と
し

て
痔
は
あ
る
わ
け
で
（笑
）、
今
に
な

っ
て
み
れ
ば
笑
い
草
で
す
け
れ
ど
ね
。

そ
う
し
た
時
期
に
た
ま
た
ま
玄
米

が
入
っ
て
、
も
う
痛
み
は
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
。
玄
米
を
食
べ
始
め
て
か

ら
約

一
年
目
に
日
中
お
風
呂
に
入
っ

て
考
え
て
い
た
ん
で
す
よ
。
ち
ょ
う

ど
朝
顔
は
茎
が
大
く
て
葉
が
大
き
い
。

こ
れ
を
運
命
と
い
う
の
か
と
考
え
た

ん
で
す
。

風
の
ま
ま
に
種
が
散
っ
て
ね
、
陽

当
た
り
の
良
い
南
側
の
朝
顔
は
大
き

く
成
長
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
懸
命

に
生
き
て
い
る
姿
は
美
し
い
ん
で
す
。

そ
こ
で
自
分
は
、
な
ん
て
こ
ん
な
皮

肉
な
運
命
に
生
ま
れ
た
ん
だ
ろ
う
と
。

小
さ
い
時
か
ら
病
気
ば
っ
か
り
し
て

ね
。
学
校
に
上
が
り
だ
し
た
頃
は
昭

和
の
初
期
で
し
た
が
、
当
時
日
本
は

パ
ニ
ッ
ク
に
か
か
っ
て
ね
、
東
北
で

は
娘
を
売
り
飛
ば
し
て
い
る
時
代
で

す
よ
。
僕
ら
小
学
校
を
出
た
者
た
ち

は
殆
ど
二
十
歳
ま
で
年
季
奉
公
な
ん

で
す
。
だ
か
ら
中
学
校
に
行
け
る
の

は
熱
海
で
は
余
程
の
金
持
ち
で
な
い

と
行
け
な
か
っ
た
。
中
小
旅
館
の
せ

が
れ
で
は
ま
だ
中
学
に
行
け
る
資
格

が
な
か
っ
た
。
ク
ラ
ス
で
五
人
き
り

だ
け
で
し
た
。
僕
は
大
工
の
せ
が
れ

だ
か
ら
ね
、
中
学
に
行
く
ど
こ
ろ
で

は
な
い
ん
で
す
。
で
も
小
学
校
の
と

き
も
ト
ッ
プ
だ
っ
た
だ
け
に
、
な
ん

と
か
し
て
中
学
校
く
ら
い
行
き
た
い

と
思
っ
た
け
れ
ど
も
、
行
く
ど
こ
ろ

で
は
な
か
っ
た
。
ま
ず
小
僧
に
や
ら

れ
ま
し
た
。
小
僧
に
や
ら
れ
た
ら
向

こ
う
は
ど
こ
で
も
喜
ん
で
い
る
ん
で

す
。
休
み
は
年
に
二
回
だ
け
だ
よ
。

盆
と
正
月
だ
け
で
二
十
歳
ま
で
全
部

た
だ
働
き
。
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
年
季

に
入
っ
て
も
ね
。
そ
れ
で
僕
な
ん
か

そ
ん
な
こ
と
知
ら
な
い
か
ら
ね
、
東

京
の
叔
父
さ
ん
の
世
話
で
日
本
橋
の

笹
本
と
い
う
洋
服
間
屋
さ
ん
へ
小
僧

に
だ
さ
れ
ま
し
た
。

美し<暮らす
そう けん

″4エ コ文化村
食 と芸術の文化村が花咲きます。

匠技・雅楽・クラッシック。

技を世界につなげます。

エコ文化村で一緒に暮 しませんか?

居住者を募集 しております。

設計 建築 石井修

体の中から美し<
特別断食・粉食 &半断食

五穀による半断食
※半断食は通いで行ないます。

ナチュラルフーズ s・ C)・ C・ E・ N

④③
新築祝・こ婚礼・こ出産・記念祭

などのお祝いに雅楽奏上・舞楽を

承 ります。

わ
″贅

ス
”蛯晩こ』掏

Ollkl〃考。だ幌F

八王子本部

会 津 支 部

長 野 支 部

八 王 子 市 小 門町 20-2
TEL 0426-25-0096
FAX 0426-27-0923

会 津 若 松 市 天 神 町 14-11
TEL/FAX 0242-29-8116

長 野 市 屋 島 1769
TEL 026-222-7345
FAX 026-222-7816

|  _

41 MacrObiOtique



桜  ●一
勁わ物 ″ ン宏ブ々α彩

パリからの手紙

仏版『東洋医学の哲学』
陰の立役者

マドモワゼル・リギ

「

と

■
仏
版
東
洋
医
学
の
哲
学

最
近
、
私
は
す
ば
ら
し
い
協
力
者

を
発
見
し
た
。
そ
の
名
が
こ
れ
だ
。

初
め
て
彼
女
が
来
た
時
、
三
十
五
、

六
か
と
思
っ
た
。
彼
女
は
柔
道
を
相

当
や
っ
て
い
た
が
、
一肩
と
腕
の
骨
を

痛
め
て
柔
道
修
業
を
止
め
た
。

彼
女
は
十
七
歳
で
独
立
し
て
タ
イ

ビ
ス
ト
と
し
て
南
フ
ラ
ン
ス
の
小
さ

な
町
に
あ
る
小
さ
な
印
刷
屋
に
入
り

速
記
を
勉
強
し
、
速
記
タ
イ
ビ
ス
ト

に
な
っ
た

（父
は
サ
ボ

。
木
靴
作
り

で
貧
し
い
家
）。
そ
れ
か
ら
印
刷
石
板

の
下
描
き
の
技
術
を
覚
え
て
デ
ッ
サ

ン
を
や
る
様
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
五

年
の
年
季
を
勤
め
上
げ
、
二
十
三
歳

で
単
身
パ
リ
に
出
た
。
あ
る
印
刷
会

社
に
入
り
、
下
絵
の
専
門
家

（デ
シ

ナ
ト
ー
ズ
）
と
し
て
二
十
七
年
間
勤

め
、
今
は
七
万
五
千
円
の
収
入
の
地

位
に
つ
い
て
い
る
。
も
っ
て
彼
女
の

一
生
を
貫
く
勤
勉
さ
と
人
格
の
高
さ

が
分
か
る
。

彼
女
は
ふ
と
五
年
前
、
柔
道
の
本

（日
本
版

『道
の
原
理
し

を
手
に
入

れ
、
そ
れ
か
ら
『花
の
本
』
軍

双̈
原

理
』
を
探
し
だ
し
た
。
ヴ
ラ
ン
社
の

フ

双̈
原
理
』
が
最
近
売
り
切
れ
に
な

っ
た
の
も
、
ギ
ャ
バ
ン
が
ス
ト
ッ
ク

を
見
つ
け
た
の
も
、
元
は
と
言
え
ば

彼
女
の
お
陰
で
あ
る
。
彼
女
は
五
年

来
、
夢
に
も
忘
れ
な
か
っ
た

『柔
道

の
本
』
の
著
者
ＧＯ

（ジ
ョ
ー
ジ

。
オ

ー
サ
ワ
）
に
生
き
て
会
え
る
と
聞
い

た
時
に

「本
当
で
す
か
！
」
と
何
度

も
ギ
ャ
バ
ン
に
聞
き
返
し
た
と
い
う
。

私
は
彼
女
に

『東
洋
医
学
』
の
原
稿

の

一
部
を
貸
し
た
。
彼
女
は
夢
中
に

な
っ
て
そ
れ
を
読
ん
だ
。
そ
れ
よ
り

彼
女
に
タ
イ
プ
を
打
ち
直
す
こ
と
を

頼
み
、
喜
ん
で
そ
れ
を
引
き
受
け
て

く
れ
た
。
彼
女
は
誰
か
ら
も
突
っ
込

ま
れ
な
い
様
に
立
派
な
フ
ラ
ン
ス
語

に
直
し
、
美
し
い
タ
イ
プ
で
打
ち
上

げ
て
く
れ
、
私
は
そ
れ
を
見
て
驚
い

た
。
も
う

一
度
そ
れ
を
ド
ナ
ー
ル
博

士
に
校
正
を
頼
む
つ
も
り
だ
っ
た
が
、

そ
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
。
挿
絵
は

彼
女
の
本
職
で
見
事
に
出
来
て
い
る
。

仏
文

『無
双
原
理
』
の
挿
絵
は
私
が

描
い
て
苦
心
し
た
が
、
今
度
は
彼
女

の
お
陰
で
大
助
か
り
で
あ
っ
た
。
私

は
残
り
の
全
部
の
原
稿
を
彼
女
に
ゆ

だ
ね
、
六
月
末
に
完
成
す
る
。
本
に

な
る
の
は
八
月
だ
ろ
う
。
そ
れ
ま
で

私
は
英
、
独
、
ス
イ
ス
を
廻
ろ
う
。

三
度
目
に
会
っ
た
時
に
彼
女
は
悩

み
を
打
ち
明
け
た
。
彼
女
は
独
力
で

現
在
の
地
位
を
収
入
を
確
立
し
た
。

貯
金
が
出
来
て
印
刷
社
も
始
め
る
事

は
出
来
る
。
人
生
が
こ
れ
で
終
わ
る

の
も
め
で
た
し
め
で
た
し
で
あ
る
が
、

何
か
し
ら
物
足
り
な
い
つ
ま
ら
な
さ

が
あ
る
。
何
か
意
義
、
生
き
甲
斐
の

あ
る
仕
事
が
し
た
い
。
今
ま
で
沢
山

の
人
の
世
話
、
病
人
の
世
話
も
し
て

き
た
し
母
も
養
っ
て
来
た

（母
親
は

四
十
二
歳
に
な
る
妹
と
南
仏
に
い
る
。

妹
も
独
身
で
保
健
婦
と
し
て
走
り
回

っ
て
い
る
）。

『柔
道
の
道
）
」そ
彼
女
の
悩
み
を

解
決
し
て
く
れ
る
も
の
だ
と
思
い
修

業
を
し
た
が
、
骨
を
折
ら
れ
た
だ
け

で
あ
っ
た
。

今
、
彼
女
は
ＰＵ
と
い
う
天
国
の
カ

ギ
を
発
見
し
て
、
い
よ
い
よ
人
生
の

意
義
を
知
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
と

思
っ
て
い
る
。
彼
女
の
印
刷
会
社
も

八
月

一
杯
休
む
の
で
、
そ
の
間
に
南

仏
の
母
親
の
と
こ
ろ
へ
帰
り
、
み
っ

ち
り
ＰＵ
を
や
る
と
言
う
。
私
は
お
陰

で
数
万
フ
ラ
ン
の
タ
イ
プ
代
が
助
か

ドラ1ル貿博士
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る
。
然
し
、
私
は
こ
の
本
の
印
税
を

彼
女
に
皆
上
げ
よ
う
と
思
う
。
彼
女

は
オ
シ
マ
姉
さ
ん
に
そ
っ
く
り
だ
―

フ
ラ
ン
ス
で
こ
ん
な
信
頼
す
べ
き
真

剣
な
忍
耐
強
い
同
志
を
発
見
し
た
こ

と
は
大
き
な
喜
び
で
あ
る
。
人
生
と

い
う
も
の
は
何
と
い
う
楽
し
い
も
の

な
の
だ
ろ
う
。

■
ド
ラ
フ
ィ
ユ
博
士

氏
は
フ
ラ
ン
ス
鍼
灸
学
会
、
国
際

東
菫
医
学
会
協
会
の
創
始
者
で
も
あ

る
。
フ
ラ
ン
ク

。
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
街

（シ
ヤ
ン
ゼ
リ
ゼ
）
八
番
地
の
大
邸
宅

は
豪
華
な
も
の
で
支
那
の
机
、
椅
子
、

額
、
軸
、
花
瓶
、
香
炉
で
一
杯
。
彼

の
書
斎
に
は
高
貴
な
香
が
焚
い
て
い

る
。
何
し
ろ

一
回
の
診
察
料
金
が
五

千
フ
ラ
ン
だ
か
ら
金
の
使
い
用
が
な

い
の
だ
。
彼
は
パ
リ
の
真
ん
中
で
東

洋
医
学
学
校
、
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
で
は

鍼
灸
の
診
察
所
を
経
営
し
て
い
る
。

学
生
は
も
ち
ろ
ん
医
師
ば
か
り
で
あ

る
。
彼
の
大
著
は
七
千
五
百
円
で
、

経
絡
図
は

一
枚
三
千
円
で
あ
る
。

約
束
は
時
間
に
行
っ
た
が
患
者
が

詰
め
か
け
て
中
々
先
生
の
手
が
空
か

な
い
。
よ
う
や
く
現
れ
開
口
一
番
に

私
に
国
際
東
洋
医
学
協
会
の
名
誉
尿
ム

長
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
い
だ
す
。

私
は
驚
い
て
断
っ
た
。
そ
の
代
わ
り

秋
か
ら
は
彼
の
東
洋
医
学
校
で
ＰＵ
の

講
義
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
度
、
ク
セ
ジ
ュ
文
庫
に

「鍼
の

医
学
」
は
現
れ
た
。
日
本
の
ク
セ
ジ

ュ
発
行
社
も
驚
く
だ
ろ
う
が
、
仏
文

の
ク
セ
ジ
ュ
を
読
ん
で
い
る
日
本
人

達
も
驚
く
だ
ろ
う
。
そ
の
著
者
が
ド

ラ
フ
ィ
ュ
博
士
で
初
め
て
の
原
理
編

は
、
全
部
私
の
三
十
年
前
に
書
い
た

仏
語
版

コ

双̈
原
理
』
そ
っ
く
り
そ

の
ま
ま
の
借
り
物
で
あ
る
事
は
、
既

に
先
日
の
鍼
医
学
大
会
で
博
士
が
公

言
し
た
と
お
り
。

私
は
と
に
か
く
仏
国
で
ス
リ
エ
ド
・

モ
ラ
ン
亡
き
後
、
最
大
の
国
際
的
医

学
会
の
大
御
所
ド
氏
が
パ
リ
の
真
ん

中
で
本
格
的
に
、
私
の
為
に
講
座
を

開
い
て
く
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
。

今
日
例
会
で
話
を
始
め
る
前
に
ド

ラ
フ
ィ
ュ
会
長
か
ら
物
凄
い
豪
華
な

皮
表
装
の
無
双
原
理
を
見
せ
て
も
ら

っ
た
。
そ
れ
は

一
九
二

一
年
購
入
の

日
付
が
つ
い
て
い
る
。
正
に
二
十
六

年
前
。
ド
氏
は
仏
領
イ
ン
ド
で
十
四

年
間
送
っ
て
、
東
洋
文
化

一
般
に
特

別
な
熱
情
を
抱
い
て
帰
国
さ
れ
た
当

座
だ
っ
た
。
こ
の
本
を
プ
ー
ル
バ
ー

ル
・
サ
ン
ミ
シ
ェ
ル
の
書
一房
で
手
に

入
れ
る
と
夢
中
に
な
っ
て
読
み
返
し
、

読
み
返
し
最
後
の
付
録
の

「ジ
ョ
ル

ジ
ュ
。
ロ
オ
デ
ン
バ
ッ
ク
評
論
」
ま

で
暗
唱
す
る
く
ら
い
読
ん
で
、
遂
に

最
上
の
製
本
を
し
た
の
だ
。
深
緑
色

の
モ
ロ
ッ
コ
皮
の
製
本
は
誠
に
こ
の

本
に
相
応
し
い
も
の
。
手
に
取
っ
て

眺
め
る
と
私
は
二
十
五
年
前
の
ど
ん

底
の
思
い
出
の
世
界
に
し
ば
し
引
き

込
ま
れ
た
。
私
の
本
を
こ
れ
程
ま
で

に
珍
重
し
て
く
れ
る
人
が
日
本
に
一

人
で
も
あ
る
だ
ろ
う
か
？
　
あ
あ
、

パ
リ
ー
　
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
入
―

ミ
お
ミ
一き
ヽ
こ

Ｑ
こ
ミ
ヽ
、
ミ
ミ

-0

…

前の一自由人

千二百年前の―自由人

桜沢如一著 定価―○六八円+税 送料三―○円

目次より

千二百年前のPUの同志・二百五十戒の行・ハシメあるモノにオワリあり・痛烈な自己批判 印度哲学修業・

十三年間の独学・紙一枚でおとり上がるヨロコピ 伝教の足跡・他

伝教大師最澄の生涯をマクロピオテイツクの視点から大彊に解釈した意欲作、および母体と胎児の関係を人類

発生学をもとにして詳しく説いた代表作をあわせて収録。

43 lMacrobiotique



Lは
にヽ ｀

船瀬俊介
水道水、そのまま飲めばガンになる◆・・:

とうえらべば
し
´ヽ
力?

必
読
！

『水
道
水
に
ま
つ
わ

る
怪
し
い
人
々
』

手
も
と
に
面
白
い
一
冊
の
本
が
あ

フ●
。『水

道
水
に
ま
つ
わ
る
怪
し
い

人
々
』
（湯
坐
博
子

・
弁
護
士

¨
著

二
五
館
）

浄
水
器
ビ
ジ
ネ
ス
に
ま
つ
わ
る
暗

黒
面
に
切
り
込
ん
だ
、
最
初
の
本
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

い
や
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
大
企

業
が
、
い
か
に
行
政
が
、
裁
判
ま
で

ね
じ
曲
げ
る
か
を
、　
一
人
の
女
性
弁

護
士
の
目
を
通
し
て
、
完
膚
無
き
ま

で
に
快
り
、
告
発
し
て
い
る
。
浄
水

器
…
云
々
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
日
本

の
行
政
や
司
法
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で

に
腐
敗
し
き
っ
て
い
る
と
は
…
。
暗
　
　
難
い
。

濃
と
し
て
し
ま
う
。
お
そ
ら
く
ど
の

業
界
で
も
裏
面
で
は
、
こ
の
よ
う
な

ド
ロ
ド
ロ
し
た
癒
着
の
腐
臭
を
放
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
。

た
ま
た
ま
、
そ
の
社
会
腐
敗
の

一

例
が
―
―
通
称
、
ヒ
ロ
子
先
生
と
呼

ば
れ
る

一
弁
護
士
の
正
義
感
で
、
暴

か
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。

何
は
と
も
あ
れ
、
ぜ
ひ

一
読
を
お

す
す
め
す
る
。
あ
な
た
は
、
濁
っ
て

い
る
の
は
飲
み
水
だ
け
で
は
な
く
、

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
、
厚
生
行
政
さ

ら
に
裁
判
官
ま
で
濁
り
切
っ
て
い
る

こ
と
に
暗
浩
と
す
る
だ
ろ
う
。

Ｎ

Ｈ

Ｋ

と
こ
ろ
が
一
九
九
四
年

一
一
月
七

日
の
こ
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「浄
水
器
の
不

当
表
示
」
ニ
ュ
ー
ス
を
観
な
が
ら
夕

食
の
支
度
を
し
て
い
た
ヒ
ロ
子
先
生

は
、
わ
が
目
を
疑
っ
た
。
そ
こ
に
コ
グ

の
浄
水
器
」
が
テ
レ
ビ
画
面
に
映
っ

て
い
た
か
ら
だ
。
か
く
し
て
騒
動
は

勃
発
し
た
。
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
は

０
消
費
者
苦
情
の
あ
っ
た
四
種
類
を

テ
ス
ト
。②
で

ネヽ
ラ
ル
を
合
む
水
を

つ
く
れ
る
」
″効
能
″
と
は
水
道
水
と

変
わ
ら
ず
「不
当
表
示
」。
０
「雑
菌
」

発
生
の
抑
制
効
果
な
し
。０
「効
果
が

な
い
」
と
消
費
者
か
ら
苦
情
。
国
民

生
活
セ
ン
タ
ー
担
当
者
は
渡
辺
多
加

子
氏
、　
ニ
ュ
ー
ス
画
面
で

「夢
の
浄

水
器
」
等
を

「詐
欺
商
品
で
あ
る
」

と
ま
で
断
定
し
た
。

「
三
菱
か
ら
い
く
ら

も
ら
っ
て

い
る
！
」

そ
の
他
、
大
手
テ
レ
ビ
局
も

「夢

の
浄
水
器
」な
ど
、
不
当
表
示
と
大
々

的
に
報
道
。
新
聞
も
こ
れ
ら
を

「浄

水
器
ど
こ
ろ
か
汚
染
。
飲
料
水
と
し

て
好
ま
し
く
な
い
」
と
袋
叩
き
。
し

か
し
、　
マ
ス
コ
ミ
に
非
が
あ
る
と
い

「不
当
表
示
」

】
■
―
ス
に
唖
然

こ
の
告
発
本
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
湯

ざ
弁
護
士
が
監
査
役
を
務
め
る
浄
水

器
メ
ー
カ
ー
帥
淀
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ

ズ
社
の

コ
グ
の
浄
水
器
」
が

コ
三
菱

レ
イ
ヨ
ン
と
癒
着
し
た
国
民
生
活
セ

ン
タ
ー
の
、
で
っ
ち
あ
げ
浄
水
器
テ

ス
ト
に
よ
る
誹
謗
中
傷
で
つ
ぶ
さ
れ

た
」
事
件
の
顛
末
で
あ
る
。

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
、
特
定
企

業
と
癒
着
…
な
ど
、
に
わ
か
に
信
じ

2oo4l44



う
よ
リ
セ
ン
タ
ー
発
表
を
忠
実
に
伝

え
た
だ
け
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の

″商

品
テ
ス
ト
″
結
果
は
狡
猾
に
捏
造
さ

れ
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
が
、

極
め
て
性
能
優
秀
な
「夢
の
浄
水
器
」

を
つ
ぶ
す
た
め
に
、
し
か
け
ら
れ
た

″罠
″
だ
っ
た
の
だ
。
本
書
で
、
そ
の

悪
意
に
満
ち
た

″罠
″
が
ボ
ロ
ボ
ロ

露
見
し
て
い
く
様
は
圧
巻
。

例
え
ば
、
水
の
衛
生
判
断
は
水
道

法
上

「大
腸
菌
テ
ス
ト
」
で
確
認
す

る
。
し
か
し

「…
渡
辺
氏
は

『大
腸

菌
テ
ス
ト
』
は
や
ら
な
か
っ
た
…
」

と
回
答
。
業
者
説
明
会
は
騒
然
と
な

っ
た
。
「俺
た
ち
は
何
十
回
と
な
く
テ

ス
ト
を
や
っ
て
い
る
ん
だ
。
汚
染

。

雑
菌
と
は
な
ん
だ
。
不
当
表
示
と
は

何
だ
！
」
「デ
ー
タ
改
ざ
ん
、
捏
造

だ
」。
さ
ら
に
「テ
ス
ト
は
新
品
を
購

入
し
て
実
施
」
も
ウ
ソ
。
批
判
さ
れ

た
セ
コ
ム
製
は
直
販
で
半
年
前
か
ら

販
売
中
止
し
て
い
た
。　
一
方
、
セ
ン

タ
ー
発
行

『た
し
か
な
目
』
に
は
三

菱
レ
イ
ョ
ン
製

″ク
リ
ン
ス
イ
″
を

写
真
入
り
で
推
奨
し
て
い
る
。
説
明

会
場
で
は

「三
菱
か
ら
い
く
ら
も
ら

っ
て
い
る
ん
だ
！
」
と
怒
号
が
上
が

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
渡
辺
氏
や
三

菱
レ
イ
ヨ
ン
ら

「二
人
は
黙
っ
て
下

を
向
い
て
し
ま
い
」
反
論
す
ら
で
き

な
い
。

ヒ
ロ
子
先
生
は
断
言
す
る
。
「…
業

者
の
間
で
は
、
セ
ン
タ
ー
の
テ
ス
ト

に
つ
い
て
の
ウ
ワ
サ
が
あ
っ
た
。
そ

れ
は
、
大
メ
ー
カ
ー
が
、
性
能
の
よ

２
優
秀
な
弱
小
メ
ー
カ
ー
の
商
品
を

つ
ぶ
す
た
め
に
、
セ
ン
タ
ー
の
テ
ス

ト
を
利
用
し
て
い
る
、
と
」
「じ
っ
さ

い
に
、
セ
ン
タ
ー
の
テ
ス
ト
で
倒
産

し
た
と
い
う
空
気
清
浄
機
の
メ
ー
カ

ー
の
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
宍
同

童
じそ

れ
は
、
帥
カ
ン
キ
ョ
ー
で
あ
る
。

大
手
メ
ー
カ
ー
と
は
異
な
る
イ
オ
ン

方
式
で
チ
リ
や
汚
染
物
資
を
取
り
除

き
、
ぜ
ん
そ
く
患
者
家
族
な
ど
に
圧

倒
的
な
支
持
を
得
て
い
た
。
そ
れ
を
、

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
突
然

″不

当
表
示
″
と
発
表
。
そ
れ
を
受
け
、

公
正
取
引
委
員
会
は

″排
除
命
令
″

を
出
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
は

一
斉
報
道

し
、
会
社
は
ア
ッ
と
い
う
間
に
倒
産
。

同
社
は

″排
除
命
令
″
の

「根
拠
を

示
し
て
欲
し
い
」
と
公
取
委
に
、
要

求
し
た
が
拒
絶
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、

そ
う
だ
ろ
う
。
潰
す
た
め
の

″デ
ッ

チ
ア
ゲ
″
工
作
だ
か
ら
公
表
で
き
る

は
ず
も
な
い
。

嗚
呼

…

裁
判
官
も
グ
ル

だ
っ
た

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ソ
を
列

挙
す
る
。
「夢
の
浄
水
器
」
の
苦
情
は

一
切
寄
せ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ミ

不ヽ
ラ
ル
の

「
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
」
カ

タ
ロ
グ
表
現
を

″増
加
す
る
″
に
す

り
か
え
。
さ
ら
に

「ミ
不ヽ
ラ
ル
分
が

約

一
〇
％
も
増
え
て
い
る
」
テ
ス
ト

結
果
を
隠
し
た
。
そ
の
他
、
ヒ
ロ
子

先
生
は
、
多
く
の
セ
ン
タ
ー
側
の
ウ

ソ
、
捏
造
、
で
っ
ち
あ
げ
を
…

一
つ

一
つ
、
詳
細
に
摘
発
し
て
い
く
。
さ

す
が
敏
腕
弁
護
士
の
真
骨
頂
。

独
断
で

「夢
の
浄
水
器
」
つ
ぶ
し

捏
造
テ
ス
ト
を
行
っ
た
渡
辺
多
加
子

の
前
歴
も
挙
げ
て
お
く
。
彼
女
は
、

日
本
コ
カ
コ
ー
ラ
社
で
原
液
管
理
の

仕
事
に
従
事
し
て
い
た
。
コ
カ
コ
ー

ラ
自
体
、
私
は
か
つ
て

『買
っ
て
は

い
け
な
い
』
で

「安
全
性
に
問
題
ア

リ
」
…
と
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
問
題
企
業
か
ら
、
な
ん

で
公
正
中
立
が
要
求
さ
れ
る
国
民
生

活
セ
ン
タ
ー
に
就
職
で
き
た
の
か
？

不
思
議
だ
。
水
質
試
験
の
経
歴
も
な

い
、
ズ
プ
の
素
人
が
浄
水
器
テ
ス
ト

を
、ど
う
し
て
独
断
で
で
き
た
の
か
？

こ
れ
も
ミ
ス
テ
リ
ー
。

輸
淀
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
側
は
、

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
コ
堡
口賠
償
」

「謝
罪
広
告
」を
求
め
る
裁
判
を
起
こ

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
結
果
は
驚

く
な
か
れ

″敗
訴
″
で
あ
っ
た
。
判

決
要
旨
は
、
矛
盾
デ
タ
ラ
メ
の
極
み
。

セ
ン
タ
ー
の
捏
造
テ
ス
ト
を
、
そ
の

ま
ま
追
認
し
て
い
る
…
―

「裁
判
官
は
普
通
人
の
常
識
さ
る
つ

持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
「
国
民

生
活
セ
ン
タ
ー
を
勝
た
せ
な
け
れ
は

な
ら
な
い
理
由
が
あ
っ
た
の
だ
…
」

「裁
判
所
に
は
、個
人
か
ら
の
行
政
に

対
す
る
不
服
は
認
め
な
い
と
い
う
暗

黙
の
風
潮
が
あ
る
…
」
（同
書
）

小

メ
ー
カ
ー

船瀬俊介 (.ヽ
、なせ 。しゅんすけ)

1950年 、福岡県に生まれる。69年、九州大学理学部に入学。70年に同大学を中退して71年上京し、早稲田大学第一文学部に入学。同大学在

学中は、早大生協の消費者担当の組織部員として活亀 学生常務理事として生協経営にも参加した。約 2年半の生協活動ののち、日米学生

会議の日本代表として訪米
`ラ

ルフ・ネーダー氏のグループや米消費者同盟 (CU)乃年、同学部社会学科卒業。日本消費者連盟に出版・編

集スタッフとして参加。86年 8月 の独立後は消費者・環境問題を中心に評論・執筆・却 を行い現在に至る。この間、90年 3月 と12月

にラルフ・ネーダー氏らの招待で渡米。多彩な市民。環境団体と交流を深める。温暖イしなどの地球環境問題:シ ックハウスなd囲剥師凰

さらに文明論的視点から鋭い建築批評を展開している。また、市民運動の立場からい朱)屋上緑化をスター トさせた。

主な著書に『あ.ヽくないm   (三―書房)『早く肉をやめないか ? 狂牛病と台所革命』(■ヨ潮 『あなたもできる自然住劃 (築地調

など多凱 ほかに訳書として『まだ、肉を食べているのです力J(ハワード・ F・ ライマン グレン・マーザー著 三却 、連盟名で『あ.ζく

ない化粧品』(三―書房)等、多数の本を出版している。
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塩素添加が発ガン物質を生み出すコッ舛 さ

C〓炭素

H=水 素

Cl=塩素

Br〓 臭素

この4つの物質が トリハロメタン

|

Cl
|

H― C― CI
|

CI

塩素入り水道水は、これだけの病気の引き金に

傷害組織    代表的疾患

循環器 心筋梗塞、不整脈、動脈硬化、Se欠乏症

肺炎、感染症、肺腺維症 (制ガン剤副作用)、

パラコート中毒、喫煙障害、肺気腫インフル
エンザ

脳浮腫、脳梗塞、脳出血、てんかん、パーキ
ンソン病、自律神経障害、脊髄損傷、神経原
性肺浮腫

消化器系 急性胃粘膜損傷、胃潰瘍、漬瘍性大腸炎、ベ
ーチエツト病、肝炎、肝硬変、薬物性障害、
肝移植病態、各種の黄疸病態膵炎

白血球系 :自血病、A:DS、 敗血症
赤血球系 :異常ヘモグロビン症、ヘモクロマ
トーシス、薬物性貧血
他の血液成分 :高脂血症血小板異常症、出血
性ショック

内分泌 糖尿病、副腎代謝障害、ス トレス反応

糸球体腎炎、溶血性腎障害、薬物性腎障害、
制ガン剤の副作用、ファンコニー症候群

日光皮膚炎、ア トビー性皮膚炎、皮膚

支持組織系 関節リウマチ、自己免疫疾患、膠原病

未熟児網膜症、網膜変性、自内障、角膜潰瘍

喫煙による発ガン、化学発ガンとガン化学療
法、放射線障害と放射線療法

薬物障害 :制ガン剤の副作用

環境汚染疾患  重金属障害、水俣病、シリコーシス、喘息、
排気ガス性肺障害、水汚染による各種中毒
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酸化還元電位が低いほa健康によい水だ
各種水、生体の酸化還元電位 (ORP)と pH
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オ
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『水の百科

D

正
義
は
死
ん
だ
！

血
が
凍
る
″暗
黒
″

性靴
２。。

血
が
凍
る
と
は
、
こ
の
こ
と
だ
。

ま
さ
に

″真
昼
の
暗
黒
″
…
。
法
の

正
義
な
ど
汚
泥
に
ま
み
れ
て
し
ま
っ

た
。
た
だ
慄
然
と
す
る
。
こ
の
″迷

″

裁
判
長
の
名
を
明
記
し
て
お
く
。
飯

田
敏
彦
。
日
に
刻
ん
で
お
い
て
欲
し

い
。
高
裁
の
二
審
判
決
は
、
さ
ら
に

酷
い
シ
ロ
モ
ノ
だ
っ
た
。
「裁
判
官
は

判
決
を
書
き
直
し
て
い
る
…
Ｌ
判
決

が
支
離
滅
裂
Ｌ
外
部
か
ら
の
働
き
か

け
で
も
…
」
（同
童
じ

こ
の
裁
判
官
の
名
前
も
特
記
し
て

お
く
。
奥
山
興
悦
。
ま
さ
に
要
注
意

人
物
…
…
。

本
題
の
浄
水
器
に
、
触
れ
る
前
に

…
官
業
ど
こ
ろ
か
司
法
ま
で
癒
着
し

た
こ
の
恐
る
べ
き
デ
ッ
チ
ア
ゲ
事
件

ORPlmvl
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に
触
れ
ぎ
る
を
得
な
い
。
ま
ず
、
あ

な
た
が
抱
い
て
い
る
浄
水
器
に
つ
い

て
の

″常
識
〃
は
、
こ
の
ヒ
ロ
子
先

生
の
奮
闘
記
の
本
書
に
よ
っ
て
、
こ

と
ご
と
く
覆
さ
れ
た
も
の
と
い
っ
て

よ
い
。

炭
、

ｏ石
英
…
…

石
で
浄
化

さ
て
、
ヒ
ロ
子
先
生
が
支
え
て
来

た

「夢
の
浄
水
器
」
が
、
な
ぜ
狙
い

撃
ち
に
さ
れ
た
の
か
？
　
そ
れ
は
「塩

素
や
ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
が

一
〇
〇
％

確
実
に
除
去
で
き
る
性
能
」
を
持
つ

か
ら
だ
。

一
方
、
ア
一菱
ク
リ
ン
ス
イ
」
は
「中

空
糸
膜
」
と
い
う
素
材
を
使
用
し
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は

一
〇
〇
％

除
去
は
で
き
な
い
。
「中
空
糸
膜
」
は

一
九
八
四
年
、
三
菱
レ
イ
ヨ
ン
の
伊

神
生
雄
氏
ら
が
開
発
し
た
。
「フ
タ
の
浄

水
器
』
の
存
在
は
、
伊
神
氏
に
と
っ

て
予
想
外
の
伏
兵
だ
っ
た
女
同
書
）

ふ
つ
う
、
塩
素
、
ト
リ
ハ
ロ
メ
タ

ン
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
な
ど
有
害

物
質
を
取
り
除
け
る
の
は
「活
性
炭
」

と
い
わ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が

「夢
の
浄
水
器
」
に
使

天雲活
然母性

用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
他
、
風

化
し
た
雲
母
、
石
英
、
長
石
な
ど
を

含
む
多
孔
質
の
天
然
石
で
あ
る
。
こ

の
●
イ
オ
ン
交
換
作
用
、
②
吸
着
・

分
解
作
用
…
で
、　
一
瞬
で
水
道
水
中

の
有
害
物
を
除
去
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て

「中
空
糸
膜
」
を

使
用
す
る
メ
ー
カ
ー
が
中
心
と
な
っ

特殊イオン交換樹脂

特殊フィルター

クリンスイ(三菱レイヨン)

ミズトビア(松下電工)

クリンスイエミネントに菱レイヨカ|■磯

トレビーノ(東 レ)

みずリツチ(松下電器産業)

メイスイ(メ イスイ)

天然物だけは「夢の浄水器」「ハーレー (米 )」 平珈43月馴日現在

クリスタル21(ゼンケン) サンゴ石コーラルサンド

ハーレ…(アメリカ)

て
運
営
し
て
い
る
浄
水
器
協
議
会
に

は
七
三
社
が
加
盟
し
て
い
る
。
三
菱

レ
イ
ヨ
ン
が
代
表
幹
事
で
、
東
レ
、

日
立
製
作
所
な
ど
が
幹
事
で
あ
る
。

７
名
夢
の
浄
水
器
』
の
よ
う
に
独
自

の
原
材
料
の
天
然
石
を
開
発
し
加
工

し

『中
空
糸
膜
』
な
ど
使
用
し
な
い

独
自
の
浄
水
器
を
製
造

・
販
売
し
て

一● 特殊な膜(企業秘密)シ…ガルフォー(ア メリカ)

夢の浄水器(エ ンタープライズ) ○1曲|

『水道水にまつわる怪 しい人々」より

い
る
メ
ー
カ
ー
は
、
国
産
で
は
ほ
か

に
な
い
」
（同
書
）
…
ナ
ル
ホ
ド
…
そ

れ
で
読
め
た
。
「い
淀
エ
ン
タ
ー
プ
ラ

イ
ズ
は
三
菱
レ
イ
ヨ
ン
の
意
向
に
な

び
か
な
い
唯

一
の
国
産
メ
ー
カ
ー
で

も
あ
っ
た
。
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を
誇

る
三
菱
に
と
っ
て
目
ざ
わ
り
な
存
在

で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
」。

有
毒
な

「化
学

薬
剤
〓
銀
イ
オ

ン
」
で
殺
菌

「水
を
浄
化
で
き
れ
ば
、何
で
も
い

い
ん
じ
や
な
い
？
」

ふ
つ
う
の
人
は
そ
う
思
う
。
し
か

し
ヒ
ロ
子
先
生
は

「中
空
糸
膜
」
浄

水
器
を
否
定
す
る
。
そ
れ
は

「毒
物

が
使
わ
れ
て
い
る
か
ら
…
」。
「狙
い
は

毒
物
に
よ
る
無
害
な

一
般
細
菌
の
『殺

菌
』
で
あ
り
な
が
ら
、
病
原
菌
に
対

す
る
か
の
よ
う
に

『抗
菌
』
と
い
う

言
葉
に
す
り
替
え
ら
れ
た
宍
同
書
）

そ
の
毒
物
と
は
Ａ

¨
「有
毒
化
学

薬
剤
宍
親
水
化
剤

¨
中
空
糸
膜
に
塗

布
）。
Ｂ

¨
「銀
イ
オ
ン
」
（殺
菌
剤
と

し
て
活
性
炭
に
添
加
）
の
二
種
類
で

あ
る
。
「抗
菌
活
性
炭
」
「抗
菌
不
織

Ｅ

櫂
婁
蜆
一呼
針
詳

用
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇

〇
二
年
四
月
以
降
に
販
売
さ
れ
て
い

る
「ク
リ
ン
ス
イ
」
「ト
レ
ビ
ー
ノ
」

な
ど
大
手
メ
ー
カ
ー
浄
水
器
に
は
「抗

菌
」
の
文
字
さ
え
消
え
た
。
メ
ー
カ

ー
協
議
会

金
別
出
）
が
「
銀
イ
オ
ン
』

を
連
想
す
る
表
現
は
避
け
る
」
こ
と

を
中
し
合
わ
せ
た
か
ら
だ
。な
ぜ
か
？

彼
等
は

「銀
イ
オ
ン
」
が

「″有
毒
金

属
″
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、

こ
れ
が
消
費
者
に
知
ら
れ
る
と
マ
ズ

イ
∵
・と
判
断
し
た
の
だ
。

中
空
糸
膜
は
、
素
材
は
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
な
ど
。
〇

。
一
ミ
ク
ロ
ン
の
孔

が
開
き
中
が
空
洞
に
な
っ
て
い
る
。

水
が
通
り
に
く
い
の
で
Ａ

¨
親
水
化

剤
を
塗
布
。
「石
油
系
の
界
面
活
性
剤

だ
と
か
、
環
境
ホ
ル
モ
ン
と
い
う
人

も
い
る
」
（同
吉
Ｙ
」れ
に
触
れ
た

一

般
細
菌
は

「遺
伝
子
異
常
を
起
こ
す

■
ア
ル
テ
ィ
マ

本
体
価
格
三
九
八
〇
〇
円

レ
＝
卜
円
レ
レ
ト
Ｌ
Ｌ
ｂ
Ｏ
円
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
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だ
け
で
な
く
、
毒
素
を
出
す
と
も
い

わ
れ
る
」。
化
学
繊
維
の
フ
ル
イ
な
の

で
細
菌
は
溜
ま
り
増
殖
す
る
。
よ
っ

て

「殺
菌
剤
が
ど
う
し
て
も
必
要
」

と
な
る
。

有
毒
金
属

顧
麗

部

「銀
イ
オ
ン
」
な
ど
の
毒
性
成
分

は
、
必
ず
水
道
水
に
溶
け
出
る
。
溶

出
す
る
か
ら
細
菌
が
殺
菌
さ
れ
る
の

だ
。銀

イ
オ
ン
は

「中
毒
の
危
険
」
の

た
め
ア
メ
リ
カ
で
使
用
規
制
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
安
全
基
準
は
発
ガ
ン
物

質
と
し
て
恐
れ
ら
れ
る
ト
リ
ハ
ロ
メ

タ
ン

（後
出
）
と
同
じ
〇

。
一
ｐ
ｐ

ｍ
な
の
で
驚
く
。
さ
ら
に
ド
イ
ツ
は

よ
り
厳
し
く
〇

・
〇

一
ｐ
ｐ
ｍ
に
愕

然
。
さ
ら
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ

（世
界
保
健
機

構
）
は
…
有
毒
な

「銀
イ
オ
ン
」
は

「ほ
ん
ら
い
自
然
水
に
は
存
在
し
な
い

…
」
と
規
制
項
目
に
す
ら
入
っ
て
い

な
い
。

細
菌
が
死
滅
す
る
…
と
い
う
こ
と

は
、
そ
の
毒
性
で
人
体
細
胞
も
や
ら

れ
る
、
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
で
に

中
空
糸
膜
か
ら
〇

・
八
ｐ
ｐ
ｍ
の
有

一一
一一　

　

一一

毒
銀
イ
オ
ン
溶
出
が
検
出
さ
れ
て
い

フ
●

。

「銀
イ
オ
ン
」
は
コ
品
濃
度
で
ヒ
ト

繊
維
芽
細
胞
に
弱
い
染
色
体
異
常
の

誘
起
性
を
起
こ
す
」
と
い
う
研
究
報

告
も
あ
る
。
よ
く

「浄
水
器
」
の
説

明
で

「最
初
の
十
秒
間
は
、
捨
て
て

下
さ
い
」
と
あ
る
。
こ
ち
ら
は

「繁

殖
し
た
細
菌
を
除
く
た
め
」
と
思
っ

て
た
が
、
じ
つ
は

「溶
出
し
た
有
毒

『銀
イ
オ
ン
』
『親
水
化
剤
』な
ど
を
除

く
た
め
だ
っ
た
」
の
だ
。

「ベ
リ
エ
」
の

研
究
所
長
は

大
笑
い

そ
も
そ
も
、　
一
般
細
菌
を
病
原
菌

と
、
同

一
視
し
て
い
る
こ
と
が
不
可

解
。
日
本
で
は
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ

2004148iιi縣r7aぁ″秒 Hinブ ル 畿
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―
も
滅
菌
消
毒
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
欧
米
人
は
、
そ
れ
が
不
思
議

で
し
よ
う
が
な
い
。
来
日
し
た

「
ペ

リ
エ
」
の
研
究
暫
長
は

「…
カ
ラ
カ

ラ
と
笑
い
な
が
ら
、
私
は
皆
さ
ん
が

飲
料
水
に
細
菌
が
入
っ
て
い
た
と
い

っ
て
、
大
騒
ぎ
し
て
い
る
こ
と
が
ま

つ
た
く
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。
だ
っ

て
、
日
の
中
に
も
腸
の
中
に
も
、
細

菌
は
い
っ
ぱ
い
い
ま
す
。
空
気
の
中

に
も
た
く
さ
ん
い
る
…
。
細
菌
を
含

ん
だ
水
を
の
ん
だ
ら
い
け
な
い
と
い

う
の
な
ら
、
日
本
の
み
な
さ
ん
は
『呼

吸
を
し
て
は
い
け
な
い
』
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
で
は
、
な
い
で
し
ょ
う

か
？
」
と
い
う
。

「酸
化
還
元
電
位
」

（酸
化
力
）
が

高
い
と
有
害

―
―
さ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
結
論
を
出
さ

ね
ば
な
る
ま
い
。

そ
も
そ
も
水
道
水
に
塩
素
を
入
れ

る
…
な
ど
と
い
う
暴
挙
は
ア
メ
リ
カ

占
領
軍
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
押
し
つ
け
だ
。
塩

素
は
、
猛
毒
物
で
あ
る
―
―
こ
れ
は
、

常
識
。
そ
れ
は
強
力
な
″酸
化
作
用
″

に
よ
る
。
体
内
に
入
る
と
大
量
の
活

性
酸
素

（フ
リ
ー
ラ
ジ
カ
ル
）
を
発

生
さ
せ
る
。
活
性
酸
素
と
は
０
酸
化

還
元
電
位
が
非
常
に
高
い
②
反
応
性

が
極
め
て
高
い
…
の
二
大
特
徴
を
持

つ
。人

間
の
九
割
以
上
の
疾
患
は
、
活

性
酸
素
が
引
き
が
ね
に
な
っ
て
い
る

（図
表
Ａ
）。

塩
素
は
、
さ
ら
に
水
中
の
有
機
物

と
化
合
し
て
四
種
類
の
発
ガ
ン
物
質

を
生
み
出
す
。
こ
れ
が
ト
リ
ハ
ロ
メ

タ
ン
だ
（図
表
Ｂ
）。
さ
ら
に
史
上
最

悪
と
呼
ば
れ
る
変
異
源
物
質
″
Ｎ
Ｘ
″

も
生
成
す
る
（図
表
Ｃ
）。
だ
か
ら
水

道
水
の
塩
素
処
理
は
、
わ
ざ
わ
ざ
、

飲
み
水
を

″毒
水
″
に
変
え
て
い
る

こ
と
と
同
じ
。
水
道
水
を
、
そ
の
ま

ま
飲
む
と
ガ
ン
に
な
る
。
こ
れ
は
、

真
実
だ
。
塩
素
処
理
し
た
水
の
毒
性

（酸
化
力
）
を
現
す
値
が
「酸
化
還
元

電
位
」
だ

（図
表
Ｄ
）。

「酸
化
還
元
電
位
」
が
低
い
水
ほ

ど
、
安
全
性

（還
元
力
）
が
高
い
。

つ
ま
り
、
酸
化
し
た
細
胞

。
組
織
か

ら

″酸
素

（サ
ビ
×
を
落
と
し
て
く

れ
る
。

「活
性
炭
な
ど
を
用
い
た
一
般
的
な

型
の
浄
水
器
を
通
し
て
塩
素
を
取
り

除
く
だ
け
で
、
七
〇
〇
ｍ
Ｖ
だ
っ
た

電
位
は
、
と
た
ん
に
二
〇
〇
ｍ
Ｖ
台

に
低
下
し
ま
す
」
と
は
茨
城
大
学
講

る

「整
水
器
」
「活
水
器
」
な
ど
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。

電
気
分
解
の
ア
ル
カ
リ
イ
オ
ン
水

な
ど
が
典
型
だ
。

一
方
、
「天
然
石
タ
イ
プ
」
も
あ

フ
●

。

ま
ず
、
水
を
活
性
炭
で
濾
過
し
て

さ
ら
に
天
然
石
に
備
わ
っ
た
力
で
、

水
の
活
性
を
高
め
る
。
「酸
化
還
元
電

位
」
は
下
が
り
水
分
子
ク
ラ
ス
タ
ー

製米天

警下禁

師

・
理
学
博
士
の
久
保
田
昌
治
氏
　
　
（塊
）も
小
さ
く
な
る
。
天
然
石
に
は

「
浄
水
器
・天
然
水
の
選
び
方
』
ワ
ニ
　
　
●
吸
着
作
用
②
ミ
ネ
ラ
ル
溶
出
、
Ｏ

の
本
よ
り
。
Ａ
、
Ｂ
、
Ｄ
共
）。　
　
　
　
遠
赤
外
線
効
果
、
０
水
質
調
整
作

材
の
み
は
早
期
『効果…などが確馨

レ
ー
」
　

　

ヒ
旱
先
生
が支
援
し
た
「夢
の

浄
水
器
」
は
、
こ
の
タ
イ
プ
。
水
道

水
よ
リ
ミ
ネ
ラ
ル
分
は

一
〇
％
も
多

最
近
、
電
気
や
磁
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
　
　
く
、
ク
ラ
ス
タ
ー
は

一
五
％
も
小
さ

で
水
の

「酸
化
還
元
電
位
」
を
下
げ
　
　
い
。
大
腸
菌
に
対
す
る
抗
菌
作
用
も

立
証
さ
れ
て
い
る
。

図
表
Ｅ
は
、
お
も
な
浄
水
器
の
内

容
物

一
覧
。
天
然
素
材
の
み
は

「夢

の
浄
水
器
」
と
米
製

「
ハ
ー
レ
ー
」、

そ
れ
か
ら
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
パ
ン
が
開

発
し
た

「ア
ル
テ
イ
マ
」
の
み
。
と

り
わ
け

「夢
の
浄
水
器
」
は
、
天
然

石
が
汚
れ
を
分
解

。
除
去
す
る
の
で
、

一
度
、
据
え
つ
け
る
と

一
〇
年
以
上

も
性
能
は
落
ち
る
こ
と
は
な
い
。
煩

わ
し
い
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
交
換
も
不
要
。

だ
か
ら
大
手
メ
ー
カ
ー
に
狙
い
撃
ち

さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

「良
い
モ
ノ
は
潰
す
。悪
い
モ
ノ
は

伸
ば
す
」―
―
こ
ん
な
愚
行
を
繰
り
返

し
て
い
て
は
、
日
本
経
済
自
体
が
地

獄
に
墜
ち
て
行
く
だ
け
だ
。

以
上
―
―
。
か
く
の
ご
と
く
市
販

浄
水
器
は
、
虚
々
実
々
、
玉
石
混
交
。

あ
と
は
財
布
と
眼
力
で
選
ば
れ
ん
こ

と

を

！

※
「夢
の
浄
水
器
」
事
件
の
顛
末
は

「水
道
水
に
ま
つ
わ
る
怪
し
い
人
々
」

（定
価

一
四
七
〇
円
税
込
み
　
郵
送

料
二
九
〇
円
）
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

¨
出
版
元
い
三

五
館
　
日
本
ＣＩ
協
会
取
扱
い

◎
補
記

（編
集
部
）

今
回
の
執
筆
で
は
と
り
あ
げ
な
か

っ
た
が
、
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
パ
ン
欄
の

開
発
し
た
ア
ル
テ
ィ
マ
は
活
性
炭

一

〇
〇
％
使
用
。

食
品
分
析
セ
ン
タ
ー
の
通
水
試
験

に
よ
る
と
、　
一
年
間
毎
日
三
〇
２
使

用
し
て
、
ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
九
八

・

三
％
塩
素
、
鉛
、
共
に

一
〇
〇
％
の

除
去
率
を
誇
る
優
れ
も
の
で
、
船
瀬

先
生
推
奨
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て

お
く
。

■
三
五
館
刊

一
四
〇
〇
円
＋
税

水
善
景
不
に
ま
つ
わ
る

怪
し
い
人
々

湯
嗜
博
ｒ

機
鶴
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忙
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
必
読

サ
プ
リ
メ
ン
ト

帯 ‐‐‐‐

健
康
食
品
の

正
し
い
選
び
方

松
瀬
観
翁
松瀬踊

代
替
医
療
に
お
い
て
様
々
な
健
康

食
品
が
使
わ
れ
る
時
代
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
売
る
方
も
買
う
方
も

暗
中
模
索
で
や
っ
て
い
ま
す
。
適
切

な
健
康
食
品
と
は
ど
う
い
う
も
の
を

い
つヽ
の
で
し
ょ
う
か
。

と
こ
ろ
で
代
替
医
療
と
い
い
ま
す

が
、
現
代
医
学
に
代
わ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
放
射
線
や
手
術
を
受

け
る
の
が
い
や
だ
か
ら
食
事
や
健
康

食
品
で
な
ん
と
か
な
ら
な
い
か
と
よ

く
相
談
を
受
け
ま
す
。
し
か
し
、
結

果
と
し
て
悪
化
さ
せ
て
し
ま
っ
た
り
、

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
に
な
っ
た

り
し
ま
す
。
医
者
に
任
せ
る
と
こ
ろ

は
任
せ
、
自
分
達
で
出
来
る
こ
と
は

出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
。
頼
れ

一ぶ「一一一，一一４一́一一一｝一一一〓一一一一一一

る
主
治
医
の
も
と
で
補
完
医
療
と
し

て
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
現
代
医

学
と
食
養
生
は
対
立
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
車
の
両
輪
の
よ
う
に

相
補
的
で
あ
る
と
私
は
考
え
ま
す
。

自
分
に
有
利
な
情
報
だ
け
を
集
め
孤

立
し
、
医
療
資
格
を
持
た
な
い
者
ヘ

何
か
を
求
め
て
も
危
険
な
だ
け
で
、

私
に
は
所
詮
、
お
医
者
さ
ん
ご
っ
こ

に
し
か
思
え
ま
せ
ん
。

■
正
し
い
摂
り
方
と
問
題
点

さ
て
、
適
切
な
健
康
食
品
は
ど
う

選
べ
ば
良
い
の
か
皆
さ
ん
は
き
っ
と

お
知
り
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｏ
自
分
と
他
人
と
は
体
質
が
違
う
と

い
う
こ
と
を
知
る
。

②
同
じ
症
状
に
も
陰
と
陽
の
二
つ
が

あ
る
こ
と
を
知
る
。

こ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
が
見
過

ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
魔
法
の
メ
ガ
ネ

（物
の
見
方
、
考
え
方
）が
曇
っ
て
い

た
り
、
色
メ
ガ
ネ
だ
っ
た
り
す
る
と

誤
っ
た
選
択
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。

日
本
Ｃ
ｌ
協
会
の
正
食
医
学
講
座

を
受
講
さ
れ
た
方
は
魔
法
の
メ
ガ
ネ

を
お
持
ち
で
し
ょ
う
が
、
自
信
の
な

い
方
は
食
養
生
に
造
詣
の
深
い
医
師

に
診
て
も
ら
う
こ
と
を
お
勧
め
致
し

ま
す
。
体
質
が
違
う
こ
と
は
健
康
食

品
を
取
る
上
で
、
ど
う
い
う
影
響
を

及
ぼ
す
の
で
し
ょ
う
か
？

ア
ガ
リ
ク
ス
は
陰
性
の
食
品
で
陽

性
体
質
の
人
に
使
い
ま
す
。
朝
鮮
人

参
は
陽
性
の
食
品
で
陰
性
体
質
の
人

に
使
い
ま
す
。
反
対
の
体
質
の
人
が

摂
取
す
れ
ば
改
善
す
る
ど
こ
ろ
か
、

悪
化
す
る
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。
排

毒
に
関
し
前
者
は
毒
素
の
分
解
が
主

体
で
、
後
者
は
毒
素
の
回
収
、
排
泄

が
主
体
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
陰
性

体
質
の
人
に
は
毒
と
し
て
、
陽
性
体

質
の
人
に
は
薬
と
し
て
作
用
し
ま
す
。

ま
た
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
野
菜

（ア
ル
カ

リ
）
で
と
る
の
と
、
果
物

（酸
）
で

と
る
の
と
で
は
異
な
り
、
前
者
は
血

を
き
れ
い
に
し
、
後
者
は
血
を
濁
ら

せ
ま
す
。
陰
陽
や
酸
ア
ル
カ
リ
を
考

え
て
販
売
し
て
い
れ
ば
良
い
の
で
す

が
、
効
能
や
成
分
、
利
益
優
先
で
販

売
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
よ
う
で

す
。当

院
で
は
ド
ロ
ド
ロ
血
、
サ
ラ
サ

ラ
血
の
検
査
を

一
回
千
円
で
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
サ
ラ
サ
ラ
と
ペ
シ
ャ

ペ
シ
ャ
を
混
同
さ
れ
て
い
る
方
が
多

く
い
ま
す
。
サ
ラ
サ
ラ
と
は
濃
く
て

き
れ
い
な
こ
と
で
あ
り
、
薄
く
て
き

れ
い
な
の
は
ペ
シ
ャ
ペ
シ
ャ
、
同
様

に
ド
ロ
ド
ロ
は
濃
く
て
汚
い
こ
と
、

薄
く
て
汚
い
の
は
ベ
タ
ベ
タ
と
区
別

し
て
考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

テ
レ
ビ
の
健
康
法
で
黒
酢
を
積
極
的

に
摂
取
し
て
い
た
方
の
血
液
が
サ
ラ

Photo b1 Kawawmi Yuji



サ
ラ
に
な
っ
た
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
が
中
に
は
赤
血
球
が
溶
血
し
て
（壊

れ
て
）
ペ
シ
ャ
ペ
シ
ャ
に
な
っ
て
い

る
人
も
い
ま
す
。
黒
酢
に
は
血
液
を

き
れ
い
に
す
る
け
れ
ど
も
体
力
を
無

く
す
陰
性
ア
ル
カ
リ
性
の
性
質
が
あ

り
ま
す
。
基
本
的
に
は
黒
酢
は
陽
性

体
質
向
き
の
食
品
で
す
。
な
お
、
こ

こ
で
い
う
ア
ル
カ
リ
性
と
は
Ｐ
Ｈ
の

こ
と
で
は
な
く
、
血
液
浄
化
力
の
高

低
を
表
し
て
い
ま
す
。

健
康
食
品
や
漢
方
だ
け
で
な
く
食

物
で
も
体
質
に
合
わ
な
い
物
を
摂
取

す
れ
ば
副
作
用
が
出
ま
す
。

当
院
で
は
各
人
の
体
質
に
あ
っ
た

食
品
を
私
自
身
が
選
ん
で
い
ま
す
。

血
液
細
胞
分
析
で
溶
血
の
有
無
を
毎

月
調
べ
て
い
ま
す
。
波
動
転
写
は
食

品
を
各
人
の
体
質
に
合
わ
せ
る
た
め

の
工
夫
で
す
。
知
ら
な
い
と
い
う
事

は
恐
ろ
し
い
事
で
、
体
に
い
い
と
か

自
然
だ
か
ら
と
い
っ
て
健
康
に
お
金

を
投
資
し
て
い
る
人
が
多
い
の
が
現

状
で
す
。

時
折
薬
局
や
、
健
康
食
品
代
理
店

か
ら
患
者
さ
ん
の
紹
介
を
受
け
ま
す

が
、
副
作
用
が
疑
わ
れ
た
な
ら
ば
中

止
す
る
よ
う
ご
指
示
下
さ
い
と
い
う

良
心
的
な
と
こ
ろ
は
少
な
い
よ
う
で

す
。

■
同
じ
症
状
（病
気
）に
も
陰
陽
あ
り

次
に

「同
じ
症
状

（病
気
）
に
も

陰
と
陽
の
二
つ
が
あ
る
」
と
は
ど
う

い
う
事
な
の
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
熱
は
陽
性
だ
と
思
い
が
ち

で
す
が
、
陽
性
の
凝
集
熱
と
陰
性
の

崩
壊
熱
が
あ
り
ま
す
。

同
様
に
高
血
圧
に
も
陽
性
の
も
の

（動
脈
に
目
づ
ま
り
が
生
じ
る
）
と
陰

性
の
も
の

（静
脈
が
ふ
や
け
て
生
じ

る
）
が
あ
り
ま
す
。
自
己
体
質
の
陰

陽
は
ど
う
し
て
見
分
け
れ
ば
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。

私
は
間
診
や
望
診
で
診
ま
す
が
、

一
般
的
に
は
血
圧
や
体
温
が
高
け
れ

ば
陽
性
だ
と
思
い
ま
す
。
治
療
は
必

ず
陰
陽
が
わ
か
る
医
師
に
お
願
い
し

て
下
さ
い
。

■
水
銀
と
自
開
症

先
日
テ
レ
ビ
の
特
集
で

「自
閉
症

の
原
因
は
水
銀
？
」
と
題
し
て
放
送

さ
れ
ま
し
た
。
予
防
接
種
の
防
腐
剤

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
水
銀
と
自
閉

症
に
因
果
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
ア
メ
リ
カ
で
裁
判
が
起
き
た
の

で
す
。
こ
れ
は
予
防
接
種
が
必
要
と

か
有
害
と
か
い
う
話
で
は
な
く
、
水

銀
を
排
出
で
き
な
い
体
質
の
た
め
に

自
閉
症
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
子
供

松
瀬
　
観
翁

（ま
つ
せ

。
か
ん
お
う
）

一
九
六
〇
年
横
浜
市
生
ま
れ
。

八
五
年
金
沢
大
学
卒
。

東
邦
大
学
に
て
小
児
科
を
研
究
し
、

横
浜
赤
十
字
病
院
に
て
内
科
を
研
修
。

九
九
年
父
の
診
療
所
を
継
ぎ
院
長
と
な
る
。

日
本
医
師
会
認
定
健
康
ス
ポ
ー
ツ
医
ヽ

日
本
温
泉
気
候
物
理
医
学
会
温
泉
療
法
医
、

日
本
旅
行
医
学
会
認
定
医
な
ど
。

隋
迪
糀
鰊
祠
礫
鰊
儡
澁
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の
話
で
し
た
。

水
銀
に
つ
い
て
い
う
の
な
ら
予
防

接
種
よ
リ
マ
ク
ロ
の
摂
取
の
ほ
う
が

は
る
か
に
危
険
だ
と
い
え
ま
す
。
私

は
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
や
特
異
体
質
の

子
供
は
別
と
し
て
予
防
接
種
は
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
「玄
米
食
な
ら

ば
必
要
な
い
、
自
然
が
い
い
」
な
ど

と
い
っ
て
破
傷
風
の
ワ
ク
チ
ン
も
接

種
せ
ず
に
公
園
の
砂
場
で
幼
児
を
遊

ば
せ
て
い
る
母
親
は
何
か
勘
違
い
を

し
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
メ
ー
カ
ー

に
よ
っ
て
は
無
水
銀
で
や
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
母
子
手
帳
に
付
い
て

い
る
も
の
く
ら
い
は
き
ち
ん
と
接
種

し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

分
子
矯
正
医
学
の
分
野
で
は
有
害

ミ
ネ
ラ
ル
に
よ
る
病
気
と
し
て
カ
ド

ミ
ウ
ム
に
よ
る
イ
タ
イ
タ
イ
病
や
有

機
水
銀
に
よ
る
水
俣
病
が
有
名
で
す

が
、
水
銀
に
よ
る
自
閉
症
や
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
に
よ
る
ポ
ケ
な
ど
も
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
毛
髪
分
析
に
よ
っ
て

必
須
ミ
ネ
ラ
ル
や
有
害
ミ
ネ
ラ
ル
の

異
常
が
早
期
に
発
見
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
キ
レ
ー
ト
療
法
と
は

有
害
ミ
ネ
ラ
ル
を
除
去
す
る
療
法
で

す
が
、
こ
の
と
き
必
須
ミ
ネ
ラ
ル
の

補
充
は
不
可
欠
で
あ
り
副
作
用
も
あ

り
ま
す
。
玄
米
の
フ
ィ
チ
ン
酸
に
も

排
毒
作
用
が
あ
り
ま
す
が
、
重
金
属

に
よ
る
キ
レ
ー
ト
作
用
は
望
み
薄
で

す
。
自
閉
症
な
ど
原
因
不
明
で
治
療

法
が
な
い
病
気
に
は
リ
ス
ク
が
あ

っ

て
も
キ
レ
ー
ト
療
法
を
試
し
て
み
た

い
と
考
え
る
の
は
何
の
不
思
議
も
あ

り
ま
せ
ん
。
最
近
は
ド
ッ
ク
代
わ
り

に
毛
髪
分
析
を
受
け
る
人
も
増
え
て

き
ま
し
た
。
日
本
Ｃ
！
協
会
で
も
申

込
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
と
し
聞
き

ま
し
た
の
で
興
味
あ
る
人
は
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

健
康
食
品
も
医
薬
品
と
同
様
に
進

歩
し
て
い
ま
す
。
比
較
的
安
全
な
キ

レ
ー
ト
剤
も
出
来
ま
し
た
。
し
か
し

ど
ん
な
食
品
で
あ

っ
て
も
副
作
用
の

な
い
も
の
な
ん
て
な
い
の
で
す
。
主

作
用
と
副
作
用
を
粋
に
か
け
て
医
者

と
患
者
が
相
談
し
あ
っ
て
納
得
し
て

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

食
品
を
扱

っ
て
い
る
方
は
陰
陽
を

知
り
、
少
な
く
と
も
体
質
に
よ
り
合

う
合
わ
な
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

消
費
者
に
伝
え
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

そ
れ
が
食
品
の
信
頼
を
高
め
る
こ
と

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

′ルバ′′″′あ″ム'1カ
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瀬医院

いまノミ気の検査は
この4つ !

[1]血液細胞分析 (ドロドロ血、サラサラ血の検査)辮
諄¥1,000

[2]骨 量 (ス カ ス カ 骨 )の 検 査 い わ 際 耗 耗 蝙 籟 ≫¥500

[3]毛髪 分 析 (自 開症と水銀、ポケとアルミニツ遺 ど)舞 ¥5,000～

[4]血液で分かる胃ガン検診蝙麹馘務簗舞¥5,000～

※健康相談(30分¥5,000)医療相談(30分¥10,000)
医療相談は前医があれば検査データをこ持参ください(な くても可ですが内容が
制限されます)

身4な全べ物で
使廉になりませんか?

松瀬医院はマクロビオテイック導入の診療所で、血液の性状 (サラサラ、

ドロドロ)を位相差顕微鏡で調べ、体質にあつた食事療法の仕方や健康

食品の選び方などを指導しています。

045-773-0397 http://1w叩 n磁 matsuse―五n.com
小―ムペーシ

■|1診療時間|■

9:00～ 11 :30

15:00～ 17:30
木曜 土曜は午前のみ、

午後は休診です。

,■定休●■

日曜・祝日

■■西富岡小学校の

近 くです。

2004152
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の 手 ‐こ

副
産
物

「赤
梅
酢
」
と

「梅
酢
漬
け

紫
蘇
」
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

自
己
流
に
リ
マ
先
生
の
本
だ
け
を

頼
り
に
数
年
間
料
理
を
し
た
後
、
リ

マ
ク
ッ
キ
ン
グ
で
出
会
っ
た
調
理
法

は
、
レ
シ
ピ
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い

コ
ツ
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
ご
ぼ
う

料
理
は
ご
ぼ
う
の
ア
ク
の
臭
い
が
消

え
る
ま
で
て
い
ね
い
に
炒
め
る
と
い

う
方
法
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

ご
ぼ
う
の
匂
い
が
変
わ
る
ま
で
炒

め
る
の
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、

す
ぐ
に
ご
ぼ
う
を
調
理
し
た
い
場
合

は
、
こ
ん
な
裏
ワ
ザ
が
あ
り
ま
す
。

●
ご
ぼ
う
＋
梅
酢
＊

ご
ぼ
う
は
食
べ
た
い
形
に
切
り
ま

す
が
、
急
ぐ
時
は
薄
め
に
切
る
方
が

火
の
通
り
が
早
い
で
す
ね
。
油
を
使

う
場
合
は
全
体
に
油
が
回
る
よ
う
に

炒
め
か
ら
、
油
抜
き
で
調
理
し
た
い

場
合
は
そ
の
ま
ま
鍋
に
入
れ
ま
す
。

ご
ぼ
う
を
ひ
た
ひ
た
く
ら
い
の
梅
酢

水
で
水
分
が
な
く
な
る
ま
で
蒸
し
煮

し
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
ビ
ッ
ク
リ
。

わ
ず
か
な
時
間
で
ア
ク
の
臭
い
が
消

え
て
、
ご
ぼ
う
も
柔
ら
か
く
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
梅
酢
水
は
、
紙
め
た
と
き
に

あ
ま
り
塩
辛
さ
を
感
じ
な
い
程
度
に

作
ら
な
い
と
料
理
の
味
が
変
わ
る
の

で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
梅
酢
蒸
し
ご
ぼ
う
を
使
え
ば
、

時
間
の
か
か
る
ご
ぼ
う
料
理
も
簡
単

料
理
に
な
り
ま
す
。

鶉千しわ綽瘍辣σ忙れ
隧聰鰺梅鰊蘊揚
紫隆を311M鵡
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浚‰酢

そ
れ
で
は
こ
の
ご
ぼ
う
を
使
っ
た

料
理
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

■
根
菜
の
味
噌
汁

●
縦
半
分
か
四
つ
切
り
に
し
て
斜
め

薄
切
り
、
ま
た
は
、
薄
い
輪
切
り
に

し
た
ご
ぼ
う
を
梅
酢
蒸
し
煮
に
し
て
、

あ
と
は
玉
葱
、
人
参
、
大
根
等
、
好

き
な
野
菜
と
だ
し
を
入
れ
て
煮
る
。

②
野
菜
が
柔
ら
か
く
な
っ
た
ら
好
み

の
味
噌
で
味
付
け
す
る
。

ご
ぼ
う
を
油
で
炒
め
て
お
け
ば
コ
ク

の
あ
る
も
の
に
、
油
抜
き
で
も
お
い

し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

多
め
に
作
っ
た
場
合
は
、
翌
日
、

残
り
ご
飯
を
入
れ
て
お
じ
や
に
し
た

り
、
茄
で
た
う
ど
ん
と
四
月
号
の
方

法
で
冷
凍
し
て
お
い
た
油
揚
げ
を
短

冊
切
り
に
し
て
加
え
て
、
即
席
味
噌

う
ど
ん
に
早
変
わ
り
。

■
ご
ぼ
う
と
板
魅
の
煮
物

◎
材
料

（３
～
４
人
分
）

ご
ぼ
う

（細
い
も
の
）
…
…
…
１
本

だ
し
が
ら
昆
布

（５

ｃｍ
角
Ｙ
…
。
３

～
４
枚

切
り
板
数
＊

人
３
枚

麦
味
噌
＊

◎
作
り
方

大
１
～
２

リ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
初
級
講
師
。

噛
み
合
わ
せ
の
調
整
と
玄
米
菜
食
の
指
導
に
熱
心
な
歯
医
者
さ
ん
の
所
で
、
マ
ク
ロ
ピ
オ
テ
イ
ッ
ク
と
出
会
う
。

自
然
医
食
　
東
洋
医
学
に
興
味
を
持
ち
、
多
く
の
方
に
マ
ク
ロ
ピ
オ
テ
イ
ッ
ク
を
広
め
た
い
と
考
え
、
リ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ
で
学
ぶ
。

無
理
を
し
な
い
で
続
け
る
楽
し
い
マ
ク
ロ
ピ
オ
テ
イ
ッ
ク
ラ
イ
フ
を
目
指
し
て
い
る
。
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●
ご
ぼ
う
は
斜
め
薄
切
り
に
す
る
。

太
い
場
合
は
、
縦
半
分
か
四
つ
切
に

し
て
長
さ
は
調
整
す
る
。

②
だ
し
が
ら
昆
布
は
ｌ

ｃｍ
巾
位
に
切

り
、
鍋
に
敷
き
、
ご
ぼ
う
を
乗
せ
て
、

薄
め
た
梅
酢
を
か
ぶ
る
く
ら
い
に
入

れ
て
、
蓋
を
し
て
蒸
し
煮
に
す
る
。

③
ご
ぼ
う
の
ア
ク
の
臭
い
が
消
え
た

ら

（こ
の
時
点
で
ま
だ
固
い
時
は
、

水
を
足
し
て
も
う
少
し
蒸
し
煮
し
て

下
さ
い
）
切
り
板
発
を
上
に
の
せ
、

板
な
が
水
分
を
吸
い
取
っ
た
あ
と
、

ひ
た
ひ
た
く
ら
い
に
水
を
足
し
て
、

味
噌
を
上
に
乗
せ
蓋
を
し
て
、
沸
騰

し
た
ら
５
分
ほ
ど
弱
火
で
煮
る
。

Ｏ
全
体
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
、
煮
汁
が

少
し
残
る
程
度
ま
で
煮
詰
め
る
。

四
月
号
で
紹
介
し
た
だ
し
が
ら
昆

布
も
こ
う
す
る
と
煮
物
の
具
と
だ
し

の
ダ
ブ
ル
の
働
き
を
し
ま
す
。
ま
た
、

梅
酢
を
入
れ
る
こ
と
で
昆
布
が
早
く

柔
ら
か
く
煮
え
ま
す
。

●
梅
酢
潰
け
紫
蘇

天
日
干
し
し
て
粉
末
に
す
れ
ば
「ゆ

か
り
」
に
な
り
ま
す
が
、
私
は
そ
の

ま
ま
み
じ
ん
切
り
に
し
て
、
ジ
ャ
ム

等
の
空
き
瓶
に
保
存
し
て
い
ま
す
。

■
紫
蘇
入
り
む
す
び

炊
き
立
て
の
ご
飯
に
み
じ
ん
切
り

の
梅
酢
漬
け
紫
蘇
と
自
胡
麻
＊
を
混

ぜ
れ
ば
、
手
塩
を
つ
け
ず
に
結
べ
ま

す
の
で
子
ど
も
で
も
簡
単
に
作
れ
ま

す
。

■
紫
蘇
混
ぜ
ご
飯

四
月
号
の
冷
凍
し
た
大
根
葉
と
残

り
ご
飯
を
フ
ラ
イ
パ
ン
に
入
れ
、
切

り
混
ぜ
な
が
ら
温
め
て
い
き
ま
す
。

そ
こ
に
み
じ
ん
切
り
の
梅
酢
漬
け
紫

蘇
と
自
胡
麻
を
混
ぜ
れ
ば
出
来
上
が

●
炒
り
胡
麻
の
準
備

調
理
の
た
び
に
少
量
の
炒
り
胡
麻

を
作
る
の
は
大
変
で
す
の
で
、
自
胡

麻
を
よ
く
炒
っ
て

「胡
麻
す
り
器
」

に
入
れ
た
も
の
を
、
常
備
し
て
お
き

ま
す
。
す
り
胡
麻
の
大
き
さ
を
調
整

で
き
る
タ
イ
プ
だ
と
切
り
胡
麻
風
に

も
使
え
て
重
宝
し
ま
す
。

前
記
の
二
品
は
、
荒
め
に
調
整
し

た
す
り
胡
麻
を
使
う
と
、
香
り
と
食

感
の
両
方
が
楽
し
め
ま
す
。

＊
は
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
パ
ン
取
扱
商
品

で
す
。
リ
マ
の
通
販
、
巻
末
友
の
店

で
お
買
い
求
め
下
さ
い
。

工
ｏ
要

〔
ｏ
∩
ｏ
ｏ
″
手
軽
な
マ
Ｚ
む
な
″
ッ
ク
料
理
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要
な
も
の
ば
か
り
で
す
。
し
か
し
、

私
た
ち
の
店
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
合
う

素
晴
ら
し
い
品
は
、
ま
だ
ま
だ
多
く

埋
も
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
見
つ

け
だ
し
、
お
客
さ
ま
に
お
届
け
す
る

の
が
私
た
ち
の
仕
事
な
の
で
す
。

そ
の
場
合
の
、
今
ま
で
店
内
に
は

な
か
っ
た
品
＝
新
商
品
候
補
か
ら
の

採
用
基
準
は
ど
う
あ
る
べ
き
で
し
ょ

つヽ
か
？

間
１
　
自
然
食
品
の
卸
販
売
会
社
や

生
産
者
を
ど
ん
な
基
準
で
選
べ
ば
い

い
ん
で
す
か
？

一
口
Ｅ
一一一口う
と
、
そ
の
会
社

・
生

産
者
が
信
頼
で
き
る
か
否
か
だ
と
思

い
ま
す
。

信
頼
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
信
頼

看

む
か
ら
感
動
す
る
口”々
を
届
け
て
く
ね
る
方
々
と

雌
り
会
お
う
！
そ
し
て
お
客
様
に
お
伝
たヽ
し
よ
う
！

新
商
品
採
用
基
準
と
発
注
方
法

↓

+(
―ヽ r_
1卜

+

角鶴 店の

:ι撚餞t′わ″″ θ滋
"動

物″′

で
き
る
紹
介
者
か
ら
の
紹
介
か
ど
う

か
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
ら

の
会
社

・
生
産
者
の
方
々
が
、
周
り

の
方
々
か
ら
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て

い
る
か
が
判
断
の
基
準
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

私
達
に
は

一
年
三
六
五
日
の
営
み

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
に
す
べ
て
が

現
れ
る
と
思
い
ま
す
。
近
く
で
そ
の

会
社

。
そ
の
方
を
見
て
い
る
方
が
よ

く
把
握
し
て
い
る
も
の
な
の
で
す
。

例
え
ば
、
野
菜
の
場
合
で
す
が
、

本
当
に
無
農
薬
か
ど
う
か
を
調
べ
る

に
は
、
問
い
合
わ
せ
て
も
そ
れ
が
真

実
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
有

機
栽
培
認
定
団
体
が
調
べ
て
も
、
正

確
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
も
の
で

す
。
畑

。
田
ん
ぼ
の
土
壌
を
分
析
し

て
調
べ
て
も
正
確
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

意
外
に
も
ご
近
所
で
古
く
か
ら
お
付

き
合
い
し
て
い
る
方
々
が
い
ち
ば
ん

正
確
に
知
っ
て
い
る
も
の
な
の
だ
と

思
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
人
は
社
会
で
繋
が
っ
て

い
る
た
め
、
近
く
で
お
付
き
合
い
し

て
い
る
方
が
ほ
ぼ
正
確
に
判
断
で
き

ま
す
。
日
々
培
う
信
頼
こ
そ
が
重
要

な
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

私
達
自
然
食
品
店
も
世
間
か
ら
そ
う

い
う
目
で
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
信
頼

で
き
る
店
か
ど
う
か
…
…
と
、
そ
の

信
頼
…
…
短
期
間
で
は
で
き
な
い

…
…
長
い
期
間
の
熟
成
が
必
要
な
ん

だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の

″信
頼
″
の
話
で
長
く
な
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
で
選
択
す
る
と
間

違
い
は
殆
ど
少
な
く
な
り
ま
す
。
そ

の
上
で
、
当
店
の
場
合
は
、
そ
れ
ら

の
仕
入
先
が
案
内
す
る
品
々
を
選
択

し
て
、食
品
で
あ
れ
ば
食
品
添
加
物
・

（有
）す
こ
や
か
広
場

代
表
取
締
役

一ル
ル
」

，
詢
欣
ｒ

ｔ
状
高
＾
↑
“
宵
Ч
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農
薬
の
な
い
。
少
な
い
品
、
な
る
べ

く
国
産
品
を
…
…
と
な
り
ま
す
。
器

具
類
で
あ
れ
ば
安
全
で
電
磁
波
等
が

少
な
い
品
等
々
…
…
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
が
心
か

ら
感
動
す
る
品
々
で
あ
れ
ば
言
う
事

な
し
な
ん
で
す
。
そ
う
い
う
品
々
が

多
い
店
！
　
そ
れ
が
私
達
の
店
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
！
　
だ
か
ら
こ
ん

な
不
況
期
で
も
、
少
な
い
利
益
だ
け

ど
堅
実
的
に
運
営
で
き
る
ん
だ
と
思

い
ま
す
。

間
２
　
一取
引
条
件
を
教
え
て
く
だ
さ

問
屋
さ
ん

。
生
産
者
さ
ん
に
よ
っ

て
様
々
で
す
が
、　
一
般
的
に
は
次
の

よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
か
な
と
思
い

ま
す
。
仕
入
れ
＝
発
注
は
パ
ラ
単
位

で
も
よ
く
、　
一
回
あ
た
り
の
送
料
負

担
無
し
で
の
発
注
単
位
は
三
万
円

～
五
万
円
を
超
え
る
と
き

（間
屋
さ

ん
と
の
距
離
で
変
わ
っ
て
き
ま
す
）

が

一
般
的
で
す
。
仕
入
れ
代
金
の
支

払
い
は
、
毎
月
二
〇
日
～
末
締
め
し

た
金
額
を
翌
月
に
現
金
で
振
り
込
み

ま
す
。
翌
月
の
一
〇
日
～
月
末
迄
が

期
限
と
な
り
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て

は
現
金
仕
入
れ
の
時
も
あ
り
ま
す
。

間
３
　
在
庫
は
ど
れ
く
ら
い
持
て
ば

い
い
ん
で
す
か
？

お
店
に
よ
り
ま
す
が
、
当
店
の
在

庫
は
、
実
績
で
は
、
ひ
と
月
の
売
上

の
約
六
〇
％
が
在
庫
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
は
世
間
か
ら
み
る
と
チ

ョ
ッ
ト
多
い
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
　
経
験
上
、
こ
れ
よ
り
少
な
い

と
、
品
切
れ
に
な
り
そ
う
な
気
が
す

る
た
め
、
心
配
で
こ
の
よ
う
な
数
字

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
在
庫
量
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
少

な
け
れ
ば
少
な
い
ほ
ど
資
金
繰
り
が

楽
に
な
り
ま
す
が
、
逆
に
少
な
い
ほ

ど
品
切
れ
す
る
確
率
が
高
く
な
り
お

客
様
に
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
パ
ラ
ン
ス
が

重
要
で
す
。
ま
た
在
庫
が
多
い
と
い

う
事
は
回
転
が
悪
い
た
め
、
品
が
古

く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
な
ん
と
し
て

も
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
お

客
様
に
常
に
新
し
い
品
を
提
供
す
る

の
が
大
き
な
サ
ー
ビ
ス
な
の
で
す
か

たつ
。

間
４
　
発
注
方
法
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

発
注
漏
れ
が
な
い
こ
と
。
品
切
れ

に
な
る
と
お
客
様
に
が
っ
か
り
さ
せ

て
し
ま
い
ま
す
。
多
す
ぎ
る
在
庫
で

は
な
い
こ
と
―
＝
資
金
繰
り
に
影
響

し
ま
す
。

少
な
過
ぎ
る
在
庫
で
は
無
い
こ
と
！

＝
品
切
れ
に
な
り
お
客
様
に
迷
惑
を

お
か
け
し
申
し
訳
な
い
こ
と
に
な
る

の
で
す
。

以
上
な
の
で
す
。
こ
れ
が
当
た
り

前
な
の
で
す
。
が
、
し
か
し
、
こ
れ

を
充
実
さ
せ
て
発
注
す
る
の
は
至
極

難
し
い
も
の
な
の
で
す
。
こ
れ
ら
を

述
べ
る
と
…
…
こ
れ
だ
け
で

一
つ
の

テ
ー
マ
に
な
り
ま
す
。

間
５
　
情
報
収
果
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

日
ご
ろ
の
交
友
関
係

・
店
と
店
の

店
主
の
付
き
合
い
。
業
界
の
団
体
ヘ

の
加
入
。
な
に
は
と
も
あ
れ
、
日
常

の
積
極
的
な
食
品
へ
の
好
奇
心

・
関

心
で
は
な
い
て
し
ょ
う
か
―
　
い
く

ら
情
報
が
あ
っ
て
も
、
肝
心
な
私
達

が
そ
れ
に
対
し
て
関
心
が
小
さ
か
っ

た
り
す
る
と
気
づ
か
ず
に
過
ぎ
て
い

き
ま
す
か
ら
…
…
。
私
達
自
然
食
品

店
主

・
ス
タ
ッ
フ
は
、
単
な
る
商
店

経
営
を
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
お
客
様
へ
の
最
も
信
頼
で
き
る

情
報
提
供
と
安
全
な
食
の
提
案
者
で

す
。
小
さ
い
け
ど
質
に
お
い
て
は
日

本
の
食
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
自
負
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
提
案
と
夢
は
実
に

大
き
な
も
の
で
す
。

そ
れ
ら
が
確
実
に
世
の
中
を
変
え

て
い
く
―
　
私
達
と
お
客
様
で
共
に

世
の
中
を
変
え
て
行
く
！

そ
ん
な
優
れ
た
情
報
提
供
と
安
全

な
食
の
提
案
者
が
私
達
自
然
食
品
の

店
な
ん
で
す
！

だ
か
ら
信
頼
さ
れ
て
今
日
の
歴
史

を
築
い
て
き
ま
し
た
―

こ
れ
か
ら
も
切
磋
琢
磨
に
そ
れ
ら

を
磨
い
て
、
し
っ
か
り
と
食
の
質
を

守
る
べ
き
！
　
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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に
っ
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け
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一
・

雨
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明
躍
榔
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．一
●
争
書
な
た
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と
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て
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手
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躍
需
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使
ヵ
る
●
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気

びシ梅
酒
の
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リ
ン
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旬
の
素
材
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作
る

ソ
の
葉
の
入
浴
剤

小
幡
有
樹
子

り
化
粧
品

化
粧
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四
〇
代
か
ら
の
美
容
法
・健
康
法

こ
ん
な
に
変
わ
る

メ
イ
ク
ア
ッ
プ
で

ナ
チ
ュ
ラ
ル
・

小
林
裕
子
さＳ
きヽ
ヽ

MNaturJ
屹勒yU饒

■
笑
顔
が
多
い
ひ
と
ほ
ど
…
…
？

笑
顔
が
多
く
て
周
囲
の
雰
囲
気
を

明
る
く
変
え
る

（幸
せ
感
を
ふ
り
ま

く
）
人
ほ
ど
、
日
尻
の
小
じ
わ
が
多

く
な
る
っ
て
…
皮
肉
で
す
よ
ね
。
不

満
顔

。
イ
ラ
イ
ラ
怒
り
っ
ぽ
い
顔

・

能
面
顔
で
雰
囲
気
を
緊
張
さ
せ
る
人

っ
て
目
尻
の
小
じ
わ
は
少
な
い
で
す

も
の
。
そ
の
代
わ
り
、
別
の
と
こ
ろ

一′」
。日

尻
の
小
じ
わ
は
、　
一
般
的
に
世

間
で
言
わ
れ
て
い
る
乾
燥
肌
で
笑
顔

の
多
い
人
々
に
、
早
期
三
〇
代
か
ら

目
立
ち
始
め
、
顔
の
輪
郭
ま
で
た
る

ん
で
き
ま
す
。
生
活
の
な
か
で
の
表

情
ジ
ワ
も
、
長
い
年
月
の
間
に
回
数

が
重
な
る
と
確
か
に
皮
膚

へ
の
大
き

な
負
荷
と
な
り
、
日
尻
の
小
じ
わ
へ

と
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
骨

格
や
筋
肉
、
脂
肪
な
ど
と
密
接
な
関

係
が
あ
り
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、

も
ち
ろ
ん
個
人
の
食
物
史
と
深
く
関

わ
り
、
日
立
ち
始
め
る

「時
期
」
と

「程
度
」
に
大
き
く
影
響
し
て
く
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
大
げ
さ
に
言
え
ば
、

民
族
間
で
の
主
食
の
違
い
は
シ
ニ
ア

の
肌
や
小
じ
わ
に
大
き
な
違
い
を
も

た
ら
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
て
い

ら
っ
し
や
い
ま
す
か
。

思
春
期
や
青
春
期
ま
で
は
東
西
を

問
わ
ず
ど
の
国
の
人
々
に
も
体
内
の

組
織
が
若
く
体
液
が
多
く
水
も
し
た

た
る
よ
う
で
あ
り
、
シ
ニ
ア
よ
り
血

液
は
サ
ラ
サ
ラ
状
態
で
す
か
ら
プ
ル

プ
ル
し
た
肌
で
あ
り
、　
ハ
リ
切
っ
て

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
歳
代
後
半

あ
た
り
か
ら
違
い
が
は
っ
き
り
し
て

き
ま
す
。

■
主
食
の
違
い
が
シ
ワ
に
も
影
響
す

る

笑顔が多くて周囲の雰囲気を明るく変える、幸せをふりまく人ほど、

目尻の小じわが多くなるつて…皮肉ですよね
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主
食
の
穀
物
を
全
粒
の
ま
ま
水
分

と

一
緒
に
煮
て
食
べ
て
き
た
民
族
は

目
尻
の
小
じ
わ
が
出
始
め
る
の
が
遅

い
し
、
肌
が
ツ
ヤ
ツ
ヤ
し
て
自
前
の

肌
ク
リ
ー
ム

（皮
脂
）
分
泌
が
盛
ん

で
す
。
と
こ
ろ
が
穀
類
を
粉
に
し
て

水
分
と
共
に
練
り
焼
い
て
乾
燥
さ
せ

た
物
を
中
心
に
食
べ
て
き
た
民
族
は

若
く
し
て
目
尻
に
小
じ
わ
を
作
り
、

肌
ク
リ
ー
ム
の
分
泌
も
貧
し
く
乾
燥

し
て
シ
ワ
シ
ワ
で
す
。
白
い
粉
は
ふ

い
て
い
る
の
か
と
思
わ
さ
れ
る
自
人

も
い
る
く
ら
い
で
す
。

大
ま
か
に
言
う
と
、
東
洋
系
民
族

と
西
洋
系
民
族
に
な
り
ま
す
が
、
中

間
の
人
々
も
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
フ

リ
カ
大
陸
の
原
始
住
人
や
ポ
リ
ネ
シ

ア
諸
島
の
原
住
人
で
さ
え
全
粒
穀
類

を
食
べ
て
い
た
と
問
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
欧
米
食
文
化
の
影
響
で
食

生
活
が
変
わ
り
、
肌
状
態
や
目
尻
の

小
じ
わ
ま
で
影
響
を
受
け
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の

事
を
頭
に
置
い
て
現
代
日
本
人
の
食

生
活
を
見
回
す
と
、
小
麦
粉
食
品
党

と
全
粒
穀
物
中
心
党
と
に
分
け
る
こ

と
が
可
能
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

小
麦
粉
製
品
を
無
意
識
の
う
ち
に

多
く
摂
っ
て
い
る
人
々
は
パ
ン
類
が

大
好
き
、
ク
ッ
キ
ー
や
ケ
ー
キ
類
、

米
粉
を
練

っ
て
焼
い
た
せ
ん
べ
い
や

あ
ら
れ
類
も
。
そ
し
て
汁
を
伴
う
中

華
麺
類
や
う
ど
ん

。
そ
ば
類
も
大
好

物
、
若
い
人
々
は
パ
ス
タ
類
に
目
が

あ
り
ま
せ
ん
。　
一
方
、
全
粒
穀
物
が

好
き
な
人
々
は
自
米
で
あ
っ
て
も
玄

米
で
あ
っ
て
も
。
と
に
か
く
「
」飯
」

が
な
い
と
食
事
を
し
た
気
分
に
な
ら

な
い
よ
う
で
す
。
サ
ラ
ダ
や
ス
ー
プ

類
に
も
雑
穀
を
見
つ
け
る
と
感
動
的

な
様
子
。

■
毎
日
の
積
み
重
ね
こ
そ
…
…

水
分
と

一
緒
に
煮
炊
さ
し
た
米
を

主
食
に
、
或
い
は
そ
れ
に
比
べ
る
と

乾
燥
度
や
酸
化
度
の
高
い
粉
食
品
を

も

っ
と
愛

ら

し

く
、
エ
レ
ガ

ン
ト

に

＼

● 一
―

/
●

瞼

瞼

蝠
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は
冬
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主
食
に
。
ご
自
分
は
ど
ち
ら
の
傾
向

が
強
い
で
し
ょ
う
か
。
毎
日
、
毎
日

食
べ
続
け
る
わ
け
な
の
で
小
じ
わ
に

大
き
く
影
響
が
あ
る
は
ず
で
す
ね
。

目
尻
の
小
じ
わ
が
日
立
ち
始
め
る
三

〇
歳
代
前
半
か
ら
、
全
粒
穀
類
を
炊

い
て
、
主
食
に
す
る
と
、
「時
期
」
や

「程
度
」
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
で
き
れ
ば
全
粒
で
あ
る
玄
米
の

方
が
自
米
よ
り
栄
養
的
に
中
し
分
あ

り
ま
せ
ん
。

粉
食
品
は
粉
に
引
い
た
眠
い
た
時

点
で
空
気
に
触
れ
酸
化
が
始
ま
っ
て

い
て
、
そ
れ
に
水
分
を
加
え
て
練
る

け
れ
ど
、
直
接
加
熱
で
水
分
を
と
ば

す
の
で
相
当
乾
燥
し
て
し
ま
い
ま
す
。

高
熱
に
よ
る
酸
化
反
応
で
表
面
の
粒

子
は
固
く
縮
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
日
に
運
び
入
れ
た
そ
れ
ら
は
、

消
化
（分
解
）、
吸
収
、
排
泄
ま
で
た

ど
り
つ
く
で
し
ょ
う
か
。
何
十
パ
ー

セ
ン
ト
か
は
消
化
器
内
に
、
あ
る
い

は
血
管
内
に
と
り
残
さ
れ
て
老
廃
物

と
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
食
感
が
カ

サ
カ
サ
し
て
い
る
の
で
、
バ
タ
ー
類

（植
物
性
オ
イ
ル
の
場
合
も
あ
２
二
↓

や
ジ
ャ
ム
類
の
よ
う
な
ス
ム
ー
ジ
イ

な
塗
る
物
を
自
然
に
必
要
と
し
ま
す

し
、
呑
み
込
む
の
に
飲
み
物
が
必
要

で
す
。
つ
ま
り
主
食
だ
け
で
な
く
、

附
随
し
て
余
計
な
も
の
を
身
体
に
取

り
込
み
血
液
を
汚
し
、
脂
肪
や
糖
度

の
高
い
血
液
へ
と
汚
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
肌
の
透
明
度

が
わ
る
く
な
り
、
乾
燥
し
た
目
尻
に

は
シ
ワ
が
で
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
比
べ
て
全
粒
穀
類
を
水
分
と

一
緒
に
煮
炊
き
し
た
も
の
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
そ
の

一
粒
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
細
胞
膜
は
柔
ら

か
く
、
水
分
を
含
ん
で
い
る
の
で
消

化

（分
解
）、
吸
収
が
容
易
に
行
わ

れ
、
し
か
も
そ
の
水
分
が
再
生
さ
れ

て
い
る
他
の
細
胞
を
潤
し
て
、
排
泄

さ
れ
て
い
く
様
子
が
思
い
浮
か
び
ま

す
。老

廃
物
が
パ
ン
主
食
よ
り
少
な
く

血
液
循
環
も
良
い
の
で
プ
リ
っ
と
し

た
肌

（皮
膚
）
を
構
成
し
、
そ
の
ハ

リ
で
日
尻
の
小
じ
わ
を
作
り
に
く
く

し
ま
す
。

毎
日
の
食
事
で
す
か
ら
、
美
容
健

康
上
大
い
に
注
目
し
た
い
ポ
イ
ン
ト

で
す
ね
。

■
外
的
な
要
因
と
睡
眠

ま
た
外
的
な
要
因

（環
境
）
と
睡

眠
の
問
題
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
で
す
。
冬
は
暖
房
、
夏
は
全
房
に

よ
る
外
因
か
ら
く
る
乾
燥
に
注
意
し

て
保
湿
を
外
か
ら
行
う
こ
と
。
シ
ニ

ア
に
な
る
と
、
お
っ
く
う
に
な
っ
て

乾
燥
し
て
い
る
肌
に
い
き
な
り
石
鹸

を
こ
す
り
つ
け
る
乱
暴
な
話
を
時
々

耳
に
し
ま
す
。
（
＊
１
）ジ
エ
ル
や
（
＊

２
）
フ
ォ
ー
ム
で
丁
寧
に
日
中
に
つ

い
た
汚
れ
を
落
と
し
て
、
（
＊
３
）
ロ

ー
シ
ョ
ン
や

（
＊
４
）
美
容
液
を
つ

け
、
お
休
み
前
に

（
＊
５
）
ク
リ
ー

ム
に

（
＊
６
）
椿
油
な
ど
使
用
さ
れ

る
と
万
全
で
し
ょ
う
。
翌
朝
が
楽
し

み
に
な
り
ま
す
。
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス

で
夏
の
頃
に
は
目
尻
の
小
じ
わ
に
効

果
的
な

「
ベ
ル
リ
ン
ク
リ
エ
ツ
セ
ン

ス
」
と
い
う
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
エ
キ

ス
が
入
っ
た
ナ
チ

ュ
ラ
ル
メ
イ
ク
製

品
が
発
表
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、
楽

し
み
で
す
ね
。

男
性
の
方
々
も
同
様
で
す
。
せ
め

て

（
＊
７
）
ピ
ュ
ア
ミ
ス
ト
や
ロ
ー

シ
ョ
ン
を
洗
面
後
や
ひ
げ
剃
り
後
、

風
呂
上
が
り
に
パ
タ
パ
タ
と
つ
け
て

み
て
く
だ
さ
い
。
「何
だ
か
ツ
ヤ
ツ
ヤ

し
て
気
持
ち
が
良
い
方
ね
」
と
、
相

手
に
良
い
印
象
を
与
え
る
こ
と
受
け

″′バ′″あ″い ″″″′ヽ わカヮ
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合
い
で
す
。
素
敵
な
シ
ワ
は
重
厚
で

頼
り
甲
斐
が
あ
っ
て
大
歓
迎
で
す
が
、

「お
じ
さ
ん
臭
く
て
ね
」
と
煙
っ
た
が

ら
れ
る
こ
と
か
ら
は
サ
ヨ
ナ
ラ
し
ま

し
よ
つヽ
。

肌

（皮
膚
）
の
細
胞
は

一
ヶ
月
前

後
で
入
れ
替
わ
る
と
言
わ
れ
、
食
物

中
の
た
ん
ぱ
く
質
と
成
長
ホ
ル
モ
ン

に
よ
っ
て
作
ら
れ
ま
す
。
こ
の
成
長

ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
る
の
は
、
眠

り
に
つ
い
て
す
ぐ
の

「ノ
ン
レ
ム
睡

眠
」
の
と
き
だ
そ
う
で
、
夜
十
時
頃

か
ら
朝
の
四
時
頃
ま
で
が
皮
膚
の
新

陳
代
謝
が
活
発
な
時
間
帯
で
す
。
ど

お
り
で
、
寝
不
足
や
夜
更
か
し
の
翌

日
に
シ
ワ
が
日
立
つ
わ
け
で
す
ね
。

ま
た
成
長
ホ
ル
モ
ン
と
同
様
に
蛋

自
質
が
大
切
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

こ
れ
は
副
食
に
お
け
る
心
得
と
な
り

ま
す
。
動
物
性
蛋
自
質
よ
り
植
物
性

の
ほ
う
が
、
体
に
特
に
消
化
器
に
優

し
く
、
優
れ
て
い
ま
す
。

■
コ
ラ
ー
ゲ
ン
を
含
む
植
物
性
食
品

驚
い
た
こ
と
に
、
動
物
性
食
品
に

し
か
な
い
と
思
い
込
ん
で
い
た
コ
ラ

ー
ゲ
ン
が
、
最
新
の
ニ
ュ
ー
ス
に
よ

る
と
植
物
性
食
材
に
も
含
ま
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

こ
の
コ
ラ
ー
ゲ
ン
、
お
肌
（皮
膚
）

の
ハ
リ
を
維
持
す
る
の
に
不
可
欠
と

言
わ
れ
続
け
て
い
た
も
の
の
、
ベ
ジ

タ
リ
ア
ン
や
マ
ク
ロ
ビ
ア
ン
に
と
っ

て
は

「ま
、
仕
方
な
い
。
あ
き
ら
め

よ
う
」
と
い
う
心
境
で
し
た
。
し
か

し
こ
れ
が
豆
類
、
特
に
大
豆
に
含
ま

れ
る
の
だ
そ
う
で
す
。
け
れ
ど
も
食

べ
す
ぎ
は
小
腸
に
負
担
が
か
か
り
ま

す
し
、
そ
の
食
物
繊
維
の
豊
か
さ
か

ら
ガ
ス
が
発
生
し
て
き
ま
す
か
ら
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
週
に

一
～
二
日

程
度
、
大
豆
料
理
を
取
り
入
れ
ま
し

レよ
「ヽノ。

■
コ
ラ
ー
ゲ
ン
た
っ
ぶ
り
の
レ
シ
ビ

根
菜
類
を
８

ｍｍ
角
に
切
っ
て

一
緒

に
柔
ら
か
く
煮
ま
し
ょ
う
。
和
風
に

し
た
い
場
合
は
醤
油
味
に
。
洋
風
に

し
た
い
場
合
は
煮
る
時
点
で
ロ
ー
リ

エ
を
加
え
て
風
味
を
加
え
、
塩
こ
し

ょ
う
中
心
の
味
つ
け
に
し
、
隠
し
味

に
麦
味
噌
を
加
え
、
器
に
盛
り
つ
け

た
ら
刻
み
パ
セ
リ
と
刻
み
ネ
ギ
を
合

わ
せ
た
も
の
を
必
ず
散
ら
し
ま
し
ょ

、いｌ′。豆
の
消
化
を
よ
く
す
る
た
め
で
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
だ
し
汁
を
増
や

し
て
玄
米
ク
リ
ー
ム
や
高
粉
で
ト
ロ

ミ
を
つ
け
れ
ば
シ
チ
ュ
ー
や
ス
ー
プ

に
な
る
わ
け
で
、　
い
ろ
い
ろ
楽
し
め

そ
う
で
す
よ
。

■
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
笑
顔
を

シ
ニ
ア
の
笑
顔
は
何
と
い
っ
て
も

温
か
み
が
あ
っ
て
雰
囲
気
を
和
ま
せ

ま
す
。
と
こ
ろ
が
本
人
に
と
っ
て
は

「目
尻
の
小
じ
わ
が
…
」
と
気
に
な
る

と
こ
ろ
。
そ
こ
で
、
笑
顔
を
お
く
り

た
い
場
合
に
瞳
、　
い
え
、
眼
球
全
体

か
ら
慈
し
み
を
発
信
さ
せ
、
日
尻
に

シ
ワ
を
寄
せ
な
い
よ
う
心
掛
け
る
の

は
ど
う
で
し
ょ
う
。
で
き
る
の
で
す
。

「ガ
ハ
ハ
ッ
」と
高
笑
い
し
て
い
た

オ
バ
サ
ン
や
、
「ア
ッ
ハ
ッ
ハ
」
と
顔

中
で
楽
し
く
笑

っ
て
い
た
シ
ニ
ア
が
、

も
っ
と
愛
ら
し
く
エ
レ
ガ
ン
ト
に
変

身
す
る
、
と
思
わ
れ
ま
せ
ん
か
。
素

敵
で
す
ね
。

＊
は
参
考
ま
で
の
商
品
紹
介
で
す
。

リ
マ
の
通
販
、
巻
末
友
の
店
で
お
求

め
に
な
れ
ま
す
。

＊
１
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
ジ
ェ
ル

（１２０

ｇ

２
８
０
０
円
）

＊
２
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
フ
ォ
ー
ム

（１２５

ｇ
２
５
０
０
円
）

＊
３
ピ
ュ
ア
ロ
ー
シ
ョ
ン

（１００
嗣
３

５
０
０
円
Ｙ
ピ
ュ
ア
ミ
ル
ク
ロ
ー
シ

ョ
ン

（１００
記
３
８
０
０
円
）

＊
４
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
エ
ッ
セ
ン
ス
（３０

副
５
０
０
０
円
）

＊
５
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
ク
リ
ー
ム

（３０

ｇ
４
５
０
０
円
）

＊
６
椿
油

（８０
嗣
２
５
０
０
円
）

＊
７
ピ
ュ
ア
ミ
ス
ト
（小
５０

ｇ
７００
円
。

大
皿

ｇ
ｌ
５
０
０
円
）

illrtslrttiott $' Auru Naoho
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小林裕子にばやし・ひろこ)

リマクノキングスクール師範科講師。リマ姉妹校講師 (′
jヽ平・盛岡)。 マクロピオティックインターナショナルティーチャー。

昭和薬科大学・カンザス大学・リマクッキングスクール師範科・久司学院キャリアトレーニングレベルⅣ卒業。

現在永久コースのレベルVに在籍。世界の現役先生方と共に研鑽中。レベルIV修了者はアジア地域において現在唯一人である。愛称ローラ。

明るく楽しいマクロビオティック、そして分かりやすい理論を、がモットーで、社会、人類を救う一つの確実な

方法がマクロピオティックであるという信念のもと東奔西走し、セミナー、講演、料理教室、食事指導、執筆に力を注いている。

28歳のとき幼児能力開発の運営会社を設立し、30年 間の途中でマクロピオティックに出会い、現在は後任に任せて自らはマクロピオティック啓蒙に専念している。

特に青少年、女性の食改善に関心を持つ。自宅をはじめ国内各地に料理教室を持つ。

『子育ては女を変える1『セルフメディケーションJF食養大全 1共著、日本CI協会発行『月刊マクロピオティンク』誌をはじめ、その他諸雑誌執筆中。
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暉
■
コ
よ
」一．ｒ
ｇ
遇
ｔ
ｏ一わ言
鷲

尾
澤
歯
科
医
院

尾
澤
文
貞
先
生

■
１

・
現
代
医
療
の
問
題
点
と
疑
間

を
持
っ
た
動
機

現
代
医
療
は
生
活
習
慣
病
を
基
礎

疾
患
と
す
る
慢
性
病
に
対
し
、
年
齢
、

性
別
を
問
わ
ず
そ
の
症
状
に
対
す
る

薬
の
投
与
が
先
で
、
そ
の
原
因
の
究

明
が
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
更
に
そ

の
薬
に
対
す
る
副
作
用
を
軽
減
す
る

た
め
薬
が
処
方
さ
れ
、
非
常
に
た
く

さ
ん
の
薬
を
飲
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
免
疫
力
は
低
下
し
、
次
第

に
自
然
治
癒
力
が
衰
え
て
し
ま
う
の

で
す
。

そ
し
て
、
現
代
医
療
を
行
っ
て
い

る
医
師
は
身
体
全
体
を
診
ず
に
部
分

の
専
門
家
に
よ
っ
て
治
そ
う
と
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
治
ら
な
い
場
合
、

患
者
は
東
洋
医
療
に
期
待
を
し
、
鍼

灸
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
通
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
は
副
交
感
神
経
を
活
性
化

す
る
た
め
に
は
良
い
と
は
思
う
の
で

す
が
、
原
因
療
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
医
療
を
財
源
の
少
な

い
健
康
保
険
医
療
費
で
ま
か
な
う
こ

と
は
、
非
常
に
疑
間
を
感
じ
る
と
こ

ろ
で
す
。
こ
れ
ら
の
慢
性
病
に
対
す

る
医
療
は
治

っ
て
い
る
ど
こ
ろ
か
悪

化
し
、
遂
に
は
癌
に
移
行
し
て
い
る

よ
う
に
思
え
ま
す
。
そ
の
た
め
現
在

で
は
年
々
癌
が
増
加
し
て
い
る
の
で

す
。私

は
歯
科
医
師
と
し
て
歯
の
噛
み

合
わ
せ
の
ず
れ
や
顎
の
ず
れ
で
精
神

的
な
イ
ラ
イ
ラ
、
や
る
気
が
な
い
、

不
眠
な
ど
の
う
つ
症
状
や
身
体
表
現

性
の
頭
痛
、
肩
こ
り
、
腰
痛
、
下
痢
、

便
秘
な
ど
の
症
状
を
引
き
起
こ
す
の

を
多
く
の
患
者
さ
ん
で
診
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
現
代
医
療
に
は
全
く
こ

の
よ
う
な
咬
合
関
連
症
候
群
と
の
鑑

別
診
断
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

多
く
の
不
定
愁
訴
に
対
し
て
検
査
と

対
症
療
法
に
終
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
慢
性
病
に
移
行
し
て
い
く
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

■
２

●
西
洋
医
学
以
外
で
現
在
行
っ

て
い
る
療
法

●
当
院
で
は
噛
み
合
わ
せ

（以
下
咬

合
と
い
う
）
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

咬
合
と
全
身
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
医
学
部

・
歯
学
部
で
も
学
ぶ
と
こ

ろ
が
な
い
た
め
、
西
洋
医
学
以
外
と

は
言
え
ま
せ
ん
が
、
あ
え
て
取
り
上

げ
て
み
ま
し
た
。
こ
の
分
野
の
研
究

に
は
私
の
主
宰
す
る
デ
ン
タ
ル
ホ
リ

ス
テ
イ
ッ
ク
医
学
研
究
会
が
主
体
と

な
っ
て
日
本
全
身
咬
合
学
会
を
設
立

し
、
現
在
東
京
歯
科
大
学
学
長
で
あ

り
ま
す
石
川
達
也
先
生
に
会
長
に
な

っ
て
頂
き
、　
一
〇
年
経
ち
ま
し
た
。

咬
合
の
ず
れ
が
第

一
に
咀
唱
筋
や
頸

部
の
筋
肉
の
異
常
を
招
き
、
頭
痛
、

肩
こ
り
、
腰
痛
な
ど
の
筋
肉
系
の
こ

り
や
神
経
又
は
血
管
の
圧
迫
を
起
こ

以
下
の
よ
う
な
症
状
の
あ
る
人
は

噛
み
合
わ
せ
の
改
善
が
必
要
で
し
ょ

う
。
●
左
右
の
歯
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪

い
場
合
②
前
歯
に
強
く
歯
が
当
た
っ

て
奥
歯
ま
で
よ
く
噛
め
な
い
人
０
全

体
に
噛
み
合
わ
せ
が
低
い
人
④
小
臼

歯
ま
た
は
大
臼
歯
が
抜
い
た
ま
ま
の

状
態
の
人
０
入
れ
歯
が
よ
く
合
わ
な

い
人

②
Ａ
Ｍ
Ｉ

（経
絡

一
臓
器
機
能
測
定

器
）
の
活
用

Ａ
Ｍ
Ｉ
は
東
洋
医
学
的
に
全
身
の

経
絡
情
報
を
手

。
足
の
指
先
の
穴
か

ら
電
気
的
に
気
の
流
れ
を
測
定
す
る

方
法
で
す
。
気
の
流
れ
、
自
立
神
経
、

防
衛
機
能
の
三
点
を
基
準
に
全
身
の

バ
ラ
ン
ス
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

上
半
身
の
気
の
流
れ
が
大
き
く
、
下

半
身
の
気
の
流
れ
が
小
さ
い
場
合
は
、

の
ぼ
せ
易
く
冷
え
性
で
あ
る
こ
と
が

多
く
、
交
感
神
経
緊
張
型
で
精
神
的

に
不
安
定
な
人
が
多
い
で
す
。

０

一
次
予
防
を
目
指
し
た
生
体
共
鳴

テ
ス
ト
法

症
状
が
あ
っ
て
も
検
査
デ
ー
タ
に

異
常
が
な
い
も
の
、
検
査
デ
ー
タ
に

し
ま
す
。
第
二
に
交
感
神
経
緊
張
型

の
人
は
、
咬
合
異
常
の
影
響
に
よ
っ

て
許
容
範
囲
が
更
に
狭
く
な
る
こ
と

か
ら
自
律
神
経
の
中
枢
、
内
分
泌
系

や
免
疫
系
に
作
用
し
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
組
織
破
壊

が
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
、
歯
の
噛
み
合
わ
せ
が
悪
い
場
合

は
じ
っ
か
り
と
歯
科
で
噛
み
合
わ
せ

を
改
善
す
る
こ
と
が
最
も
必
要
で
あ

り
、
そ
の
上
に
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ

ク
の
正
食
を
行
う
と
よ
い
と
思
い
ま

す
。
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ク医学研究会会長。
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金町診療所

最寄り駅●」R常磐線金町駅徒歩10分

住所●〒125-0042東 京都葛飾区金町2410
電話003-3607-2480
診療時間●AM9:00～ PM6:00土曜はPM5:00

休診日●木曜、日曜、祝祭日

健保適用

浦和診療所

最寄り駅●」R京浜東北線北浦和駅東口
タクシー◎5分

バス◎さいたま市立病院行◎浦高南下車徒歩3分

住所●〒330-0072埼玉県さいたま市浦和区領家4113
電話0048-886-2389
診療時間●AM9:00～ PM6:00土曜はPM5:00
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高輪診療所

最寄り駅●」R品川駅、京成品川駅徒歩5分

住所●〒108-0074東 京都港区高輪3-23-14シャトー高輪205

電話(D03-3443-3076
診療時間●AM9:30～ PM6:30 L曜 はPM5:30

休診日●金曜、日曜、祝祭日
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異
常
が
あ
っ
て
も
症
状
が
な
い
状
態

を
未
病
と
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
症
状

を
把
握
す
る
の
に
遺
伝
子
診
断
、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
や
Ｃ
Ｔ
を
は
じ
め
と
す
る
高
度

医
療
機
器
を
駆
使
し
て
も
評
価
は
で

き
な
い
で
し
よ
う
。
こ
の
問
題
を
解

決
し
、　
一
次
予
防
を
目
的
と
し
た
診

療
を
行
う
為
に
生
体
共
鳴
テ
ス
ト
法

い

６

５

ユ
ｃ
ヨ
　
刀
３
８

彗

８

∽
０
８
汁ヽ
ｏ
ヨ
Φ
汁Φ
こ
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
生
体
共
鳴
療
法
は
次
の
よ
う
な
利

点
が
あ
り
ま
す
。
０
毛
髪
な
ど
の
媒

体
で
テ
ス
ト
が
お
こ
な
え
る
の
で
被

験
者
が
来
院
し
な
く
て
も
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
②
痛
み
は
な
く

放
射
線
、
電
磁
波
な
ど
の
よ
う
な
侵

襲
を
加
え
ま
せ
ん
。
０
全
身
の
状
態

を
簡
単
に
把
握
で
き
ま
す
。
０
異
常

部
分
を
特
定
で
き
ま
す
。
０
適
合
性

テ
ス
ト
で
食
生
活
の
無
自
覚
の
病
態

を
捕
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

測
定
後
、
被
験
者
に
適
し
た
情
報

水
を
作
成
し
ま
す
。
そ
の
情
報
水
に

は
テ
ス
ト
し
た
結
果
に
基
づ
き
、
自

覚
し
て
い
な
い
症
状
や
病
気
の
電
磁

気
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報
が
入
力
さ
れ
、

響

曹

≡

・一・一一一量
≡

督
≡

記
憶
さ
れ
て
い
ま
す
。
情
報
水
を
飲

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
再
び
全
身
に

情
報
が
伝
わ
り
、
身
体
が
健
康
な
と

き
に
維
持
し
て
い
た
状
態
を
取
り
戻

す
働
き

（自
然
治
癒
力
）
を
引
き
出

し
、
身
体
自
ら
の
力
で
治
す
こ
と
に

な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
又
は

装
置
に
直
接
手
を
入
れ
、
情
報
を
入

力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
症
状
の
改

善
が
得
ら
れ
ま
す
。

当
医
院
に
は
最
近
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
の
愛
好
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
事
か
ら
体
調
の
優
れ
な
い
人
、

鍼
灸
、
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
、

カさカれ碗
ａ

断
なっ綱】

ＡＭ‐
蝕

■
咬

整
体
に
通
っ
て
も
持
続
性
の
な
い
人

は
、
今

一
度
当
院
で
咬
合
の
チ
ェ
ッ

ク
を
さ
れ
る
こ
と
を
推
奨
し
ま
す
。

な
お
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
愛
好
者

は
無
料
で
Ａ
Ｍ
Ｉ
の
検
査
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

■
３

●
臨
床
で
見
る
具
体
的
効
果

臨
床
例
０
　
七

一
歳
　
男
性

定
期
検
診
で
来
院
し
Ａ
Ｍ
！
の
測

定
を
し
ま
し
た
。
結
果
は
全
体
的
に

気
の
流
れ
が
小
さ
く
、
右
側
咬
筋
に

緊
張
が
あ
り
右
側
が
低
い
と
診
断
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
上
顎
義
歯
の
右
側

の
咬
合
を
高
く
す
る
と

一
週
間
で
気

の
流
れ
は
大
き
く
な
り
、
冷
え
性
や

高
血
圧
、
頭
痛
、
一肩
こ
り
が
軽
減
さ

れ
ま
し
た
。

臨
床
例
②
　
五
二
歳
　
女
性

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
を
忠
実
に

守
っ
て
き
ま
し
た
が
、
一肩
こ
り
、
首

筋
の
こ
り
、
偏
頭
痛
が
と
れ
ず
、
そ

の
上
腰
痛
、
何
と
な
く
不
安
、
イ
ラ

イ
ラ
が
あ
り
冷
え
性
で
し
た
。
そ
こ

で
咬
合
診
断
し
ま
す
と
下
顎
が
ニ
ミ

リ
ず
れ
て
い
て
低
い
咬
合
で
し
た
。

咬
合
を
改
善
し
ま
す
と
、
ほ
と
ん
ど

症
状
が
な
く
な
り
生
体
共
鳴
療
法
で

腰
痛
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

臨
床
例
０
　
四
九
歳
　
女
性

二
一
年
間
続
い
て
い
た
強
い
頭
痛

と
さ
ま
ざ
ま
な
不
定
愁
訴
と
歯
周
病

が
あ
り
ま
し
た
。
咬
合
診
断
し
ま
す

と
右
上
の
第
二
小
臼
歯
と
大
臼
歯
が

な
く
、
顎
が
ず
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
を
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
に
よ
り
咬
合
の

改
善
を
し
ま
す
と
強
い
頭
痛
が
な
く

な
り
、
そ
の
後
五
年
間
経
ち
ま
す
が
、

強
い
頭
痛
は
起
き
て
お
り
ま
せ
ん
。

臨
床
例
０
　
工（
一
歳
　
女
性

ご
自
身
で
お
米
を
作
り
、
食
生
活

に
も
気
を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
左

の
耳
鳴
り
、
飛
蚊
症
が
気
に
な
り
噛

み
合
わ
せ
が
原
因
で
は
な
い
か
と
思

い
来
院
さ
れ
ま
し
た
。
診
断
し
た
と

こ
ろ
噛
み
合
わ
せ
が
低
く
、
抜
い
た

ま
ま
の
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
抜

い
た
ま
ま
の
と
こ
ろ
に
は
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
を
行
い
、
咬
合
を
改
善
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
左
の
耳
鳴
り
、
飛
蚊

症
の
症
状
は
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。

臨
床
例
０
　
五
七
歳
　
女
性

低
気
圧
が
く
る
と
後
頭
部
が
痛
み
、

高
血
圧
で
薬
を
服
用
し
て
い
ま
し
た
。

噛
み
合
わ
せ
を
改
善
し
、
そ
れ
と
平

行
し
て
生
体
共
鳴
療
法
を
行
い
、
情

報
水
を
飲
用
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
で
は
、
頭
痛
は
な
く
な
り
、
血
圧

は
安
定
し
、
薬
も
飲
ま
な
く
な
り
ま

し
た
。
疲
れ
に
く
く
な
り
、
体
力
が

つ
き
風
邪
も
引
か
な
く
な
り
ま
し
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
噛
み
合
わ
せ
の

影
響
は
大
き
い
の
で
、
噛
み
合
わ
せ

を
チ
ェ
ッ
ク
し
生
体
共
鳴
テ
ス
ト
法

と
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
正
食
を

行
え
ば
病
気
の
予
防
が
可
能
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
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方法を決める

はじめての

0お
腹
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
が
安
定
期

に
入
る
と
、
そ
れ
ま
で
大
変
気
を
つ

け
て
い
た

″流
産
″
の
危
険
性
が
ほ

と
ん
ど
な
く
な

っ
て
い
き
ま
す
。
（安

定
期
ま
で
の
流
産
の
危
険
度
は
全
妊

娠
の

一
五
％
も
あ
る
そ
う
で
す
）
そ

し
て
、
妻
の
体
調
も
み
る
み
る
と
良

く
な

っ
て
い
き
、
今
ま
で
は
お
腹
の

赤
ち
ゃ
ん
が

″
つ
わ
り
″
と
い
う
形

で
妻
の
食
事
を
制
限
し
て
い
た
の
に
、

今
度
は

「た
く
さ
ん
食
事
を
摂

っ
て

く
れ
な
い
と
、
大
き
く
な
れ
な
い
Ｈ
」

と
で
も
言
わ
ん
ば
か
り
に
、
赤
ち
ゃ

ん
が
妻
に
空
腹
と
言
う
手
で
勢
い
よ

く
背
中
を
押
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

こ
ろ
か
ら
妻
は
、
私
も
驚
く
ほ
ど
本

当
に
よ
く
食

べ
ま
し
た
。
お
茶
碗
八

分
目
の
ご
飯
に
、　
一
杯
の
汁
物
、
お

か
ず
が
小
鉢
に
二
～
三
種
類
が
妻
の

普
通
の
量
な
の
で
す
が
、
ご
飯
が
お

茶
碗

一
杯
以
上
に
増
え
、
お
か
ず
も

た
っ
ぶ
り
と
食

べ
、
し
か
も
、
三
時

と
夕
食
後
に
デ
ザ
ー
ト
付
き
で
し
た
。

赤
ち
ゃ
ん
が
こ
れ
か
ら
の
五
ヶ
月
間

で
三
〇
〇
〇

ｇ
前
後
を
目
標
に
大
き

く
駆
け
足
で
走
り
出
し
た
の
と
、
今

ま
で
お
腹
に
蓄
え
て
い
た
四
ヶ
月
間

定
期
に
入
る
　
一
一〇
〇

一
二
年
六
月
妊
娠
五
ヶ
月

目

の
栄
養
分
が
な
く
な
っ
た
た
め
な
の

で
し
ょ
う
。
た
く
さ
ん
食
べ
る
と
い

う
行
動
は
、
ま
わ
り
か
ら
見
る
と
あ

る
意
味
う
れ
し
く
も
あ
り
、
安
心
で

き
る
も
の
で
す
。
同
時
に
、
ム
カ
ム

カ
と
曇
り
空
で
あ
り
ま
し
た
心
の
天

気
も
、
快
晴
ま
で
と
は
い
き
ま
せ
ん

が
ポ
カ
ポ
カ
と
穏
や
か
な
晴
れ
の
日

へ
と
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

私
は
妻
に
対
し
て
、
体
の
面
で
も

心
の
面
で
も
こ
の
ま
ま
穏
や
か
な
日
々

を
過
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
、
あ

ま
り
負
担
の
か
か
ら
な
い
よ
う
、
料

理
や
買
い
物
や
片
付
け
な
ど
、
で
き

る
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
と
手
伝
お
う
と

心
掛
け
ま
し
た
。
妻
は
妻
で
、
お
腹

の
赤
ち
ゃ
ん
に
対
し
て
、
体
の
面
で

も
心
の
面
で
も
こ
の
ま
ま
穏
や
か
な

日
々
を
過
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
、

自
分
の
体
に
無
理
が
か
か
ら
な
い
程

度
に
、
散
歩
に
出
か
け
た
り
、
好
き

な
音
楽
を
聞
い
た
り
、
買
い
物
を
し

た
り
し
て
、
ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
環

境
を
保
つ
よ
う
心
か
け
て
い
ま
し
た
。

″
つ
わ
り
″
の
時
は
自
分
自
身
の
体
や

心
を
紛
ら
わ
す
た
め
に
散
歩
や
音
楽

を
聞
い
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
頃
は
そ
う
で
は
な
く
、
お
腹
の
赤

ち
ゃ
ん
の
た
め
で
し
た
。
母
親
の
体

液
の
結
晶
が
き
れ
い
な
六
角
形
や
、

雪
の
結
晶
の
よ
う
な
形
で
あ
り
ま
す

と
、
そ
の
ま
ま
き
れ
い
な
結
晶
が
赤

ち
ゃ
ん
に
い
き
ま
す
も
の
ね
。
歪
ん

で
い
た
り
、
濁

っ
て
い
た
り
し
て
い

る
結
晶
を
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
に
見
せ

る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
も
の
ね
。

そ
の
よ
う
に
妻
は
穏
や
か
に
日
々

を
過
ご
す
な
か
、
今
の
赤
ち
ゃ
ん
の

状
態
や
こ
れ
か
ら
の
成
長
の
変
化
や
、

出
産
や
子
育
て
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

本
を
読
ん
で
、
必
要
な
知
識
を
覚
え

て
い
き
ま
し
た
。
経
験
者
で
あ
る
母

親
と

一
緒
に
住
ん
で
い
ま
し
た
ら
安

心
だ
っ
た
の
で
す
が
、
私
た
ち
は
両

親
と
同
居
と
い
う
形
を
と
り
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
、
二
人
に
と
っ
て
は
初

め
て
で
、
し
か
も
人
間
の
生
命
と
い

う
重
大
な
も
の
に
か
か
わ
る
こ
と
で

す
か
ら
、
良
い
意
味
で
も
悪
い
意
味

で
も
、
突
然
何
か
の
変
化
が
赤
ち
ゃ

ん
や
妻
に
迫

っ
た
と
き
、
慌
て
ふ
た

め
か
な
い
よ
う
に
、
心
の
準
備
を
し

て
お
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
出
産

経
験
の
あ
る
友
人
や
助
産
婦
さ
ん
に

意
見
を
た
く
さ
ん
聞
い
た
り
、
質
問

も
し
た
り
し
ま
し
た
。

■
出
産
場
所
を
決
め
る
　
二
〇
０
二

年
六
月
妊
娠
五
ヶ
月
日

助
産
婦
さ
ん
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
を
も
ら
い
ま
し
た
し
、
前
述
で
書

ど

illu,stration 14' ( ILsumi Akira
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多彩な創作そば料理は秀逸。料理に対する熱い想いにファンも多い。

「マクロビオティック実行委員会」主宰。

出張料理および料理教室も行なつている。
恭鮮

曇

∫

戚

一
等
ま
子
・^・，
電

ぽ

き
ま
し
た
が
、
私
た
ち
は
出
産
に
つ

い
て
、
お
互
い
し
っ
か
り
話
し
合
い
、

最
終
的
に
は
妻
の
判
断
に
よ
っ
て
「助

産
院
で
出
産
し
た
い
」
と
い
う

一
言

で
決
め
ま
し
た
。

最
近
は
産
婦
人
科
で
出
産
す
る
人

が
以
前
よ
り
は
減

っ
て
き
て
い
る
そ

う
で
、
助
産
院
や
自
宅
で
助
産
婦
さ

ん
に
来
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
出
産

す
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
二
人
目

や
三
人
目
の
出
産
に
な
り
ま
す
と
、

も
う
自
分
た
ち
だ
け
で
出
産
を
手
掛

け
る
と
い
う
夫
婦
も
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
ど
の
出
産
方
法
が
良
い
の
か

は
賛
否
両
論
、
い
ろ
い
ろ
意
見
が
あ

り
ま
し
て
、
ど
の
方
法
が
い
ち
ば
ん

良
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
れ
ぞ
れ
良
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

し
、
や
は
リ
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。

大
切
な
の
は
、
私
で
は
な
く
、
赤
ち

ゃ
ん
を
産
む
妻
が
い
ち
ば
ん
納
得
し

て
、
安
心
を
し
て
出
産
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

具
体
的
に
私
た
ち
の
場
合
は
、
左

記
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
プ
ラ
ス
面
と

マ
イ
ナ
ス
面
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

ま
ず
産
婦
人
科
で
は
、
衛
生
面
や
設

備
面
や
緊
急
の
事
態
の
対
応
な
ど
、

と
て
も
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た

が
、
逆
に
マ
イ
ナ
ス
面
で
は
、
出
産

時
の
母
親
の
体
勢
な
ど
が
気
に
な
り

ま
し
た
。
わ
か
り
や
す
く
言
い
ま
す

と
、
仰
向
け
に
な

っ
て
分
娩
台
に
の

り
、
足
を
固
定
さ
れ
る
と
い
う
体
勢

に
疑
間
を
覚
え
ま
し
た
。
そ
れ
に
、

時
と
場
合
に
よ

っ
て
は
陣
痛
促
進
剤

や
無
痛
分
娩
な
ど
の
方
法
を
と
る
こ

と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
自
然
の
摂
理

か
ら
い
っ
て
も
、
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ

て
も
、
重
力
に
し
た
が

っ
て
こ
の
世

の
中
と

「
こ
ん
に
ち
わ
」
を
す
る
こ

と
が
最
良
で
は
な
い
か
と
話
し
合

っ

た
私
た
ち
は
、
仰
向
け
と
い
う
あ
り

か
た
に
は

「
？
」
で
し
た
。

次
に
助
産
院
で
す
が
、
私
た
ち
の

お
願
い
を
し
た
助
産
院
さ
ん
は
、
出

産
時
の
体
勢
は
母
親
が
楽
に
い
き
む

こ
と
の
で
き
る
体
勢
で
よ
く
、
そ
れ

に
合
わ
せ
て
助
産
婦
さ
ん
が
出
産
の

手
助
け
を
し
て
く
だ
さ
る
と
い
う
考

え
で
し
た
。
横
に
寝
そ
べ
っ
て
も
、

四
つ
ん
ば
い
に
な

っ
て
も
、
立

っ
て

で
も
お
風
呂
の
中
に
入
っ
て
の
出
産

で
も
、
ど
の
よ
う
な
体
勢
で
も
対
応

し
て
も
ら
え
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
し
て
環
境
も
で
き
る
限
り
自
宅
の

よ
う
な
雰
囲
気
に
し
、　
一
軒
家
で
畳

の
部
屋
で
し
た
。

マ
イ
ナ
ス
面
は
と

い
い
ま
す
と
、
定
期
検
診
で
お
腹
の

赤
ち
ゃ
ん
が
逆
子
や
未
熟
児
と
判
明

し
た
り
、
以
前
に
帝
王
切
開
の
経
験

が
あ
り
ま
す
と
、
断
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
普
通
に
問
題
も
な
く
赤

ち
ゃ
ん
が
育

っ
て
い
る
人
の
場
合
だ

け
し
か
、
受
け
い
れ
て
く
れ
な
い
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

自
宅
出
産
の
場
合
は
、
本
当
に
母

親
が
自
分
の
自
宅
と
い
う
こ
と
で
、

環
境
面
で
は
安
心
で
き
る
そ
う
で
す
。

た
だ
も
し
も
の
緊
急
時
の
対
応
や
、

衛
生
面
や
出
産
時
に
必
要
な
物
を
揃

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
面
で
、

私
た
ち
に
と
っ
て
は
マ
イ
ナ
ス
材
料

で
し
た
。

助
産
院
で
も
産
婦
人
科
で
も
、
夫

婦
で
話
し
合

っ
て
出
産
場
所
を
決
め

ま
し
た
ら
、
で
き
る
か
ぎ
り
早
め
に

予
約
を
入
れ
ま
し
ょ
う
。
た
く
さ
ん

話
し
あ

っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
調
べ
た

り
し
た
の
に
、
た
ま
た
ま
出
産
日
が

た
く
さ
ん
の
人
と
重
な
り
合

っ
て
い

ま
し
た
ら
、
小
さ
な
と
こ
ろ
で
は
部

屋
が
い
っ
ぱ
い
と
い
う
理
由
で
断
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
。

初
産
の
女
性
な
ら
特
に
そ
う
で
す

が
、
せ
っ
か
く

″
い
ち
ば
ん
安
心
し

て
出
産
で
き
る
場
所
″
を
決
め
ま
し

た
の
に
、
そ
こ
で
の
出
産
が
無
理
と

い
う
こ
と
で
諦
め
、
二
番
目
や
三
番

目
の
候
補
場
所
に
変
更
し
な
け
れ
ば

い
け
な
く
な
り
ま
す
と
、
た
だ
で
さ

え
初
め
て
の
経
験
で
生
命
を
産
み
出

す
と
い
う
プ
レ
ツ
シ
ャ
ー
に
不
安
が

い
っ
ぱ
い
な
の
に
、
そ
れ
に
加
え
て
、

一
番
安
心
で
き
る
場
所
と
二
番
目
の

場
所
と
の
少
し
の
差
で
あ
り
ま
す
マ

イ
ナ
ス
部
分
が
加
わ
り
、
ま
す
ま
す

不
安
が
増
え
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
あ
そ
こ
で
出
産
し
た
か
っ

た
と
い
う
気
持
ち
が
、
ず

っ
と
尾
を

ひ
い
て
、
先
生
に
も
ま
わ
り
の
ス
タ

ッ
フ
に
も
完
全
に
心
を
開
き
き
れ
な

く
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
私
は

男
性
で
あ
り
ま
す
か
ら
そ
こ
の
と
こ

ろ
の
不
安
と
い
う
精
神
状
態
は
想
像

す
る
し
か
な
い
の
で
す
が
、
生
命
を

産
み
出
す
と
い
う
こ
の
奇
跡
を
目
前

に
、
他
人
事
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
「男
性
が
も
し
出

産
を
経
験
し
た
な
ら
ば
そ
の
痛
み
で

死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
…
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぐ
ら
い
痛
い
思
い

を
し
て
生
命
が
誕
生
す
る
、
女
性
は

そ
の
痛
み
を
耐
え
ぬ
い
て
子
孫
を
繁

栄
す
る
の
だ
と
考
え
る
と
、
妻
に
は

最
高
の
条
件
を
整
え
て
あ
げ
る
こ
と

が
、
私
の
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事

で
も
あ
り
ま
し
た
。
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ミ
ケ
ラ
ン
ジ
エ
ロ

■
イ
タ
リ
ア
事
情

私
の
好
き
な
ジ
ョ
ー
ク
に
こ
う
い

う
の
が
あ
り
ま
す
。

天
使
が

「神
様
は
イ
タ
リ
ア
に
大

陽
と
豊
か
な
大
地
を
、
そ
し
て
お
い

し
い
食
べ
物
と
ワ
イ
ン
を
与
え
ら
れ

ま
し
た
。
他
の
国
と
比
べ
た
ら
不
公

先
生
の

リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー

入
門
機

平
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
問
い
か

け
る
と
神
様
は

「
心
配
要
ら
な
い
。

イ
タ
リ
ア
に
は
イ
タ
リ
ア
人
を
入
れ

て
お
い
た
か
ら
」
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。

ど
う
解
釈
す
る
か
は
各
自
に
お
任

せ
す
る
と
し
て
、
肥
沃
な
大
地
と
大

陽
の
お
陰
で
あ
ま
り
農
薬
を
使
わ
な

い
で
も
元
気
で
お
い
し
い
野
菜
や
果

物
が
採
れ
る
の
で
、
イ
タ
リ
ア
に
は

お
い
し
い
も
の
が
温
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
日
本
も
含
め
食
事
情
は
ど
ん

ど
ん
グ

ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い
て
、
イ

タ
リ
ア
と
い
え
ど
も
そ
の
波
に
抗
し

切
れ
な
い
よ
う
で
す
。
私
が
イ
タ
リ

ア
を
訪
れ
る
た
び
に
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

店
が
増
え
、
死
亡
率
ラ
ン
キ
ン
グ
は

日
本
も
ア
メ
リ
カ
も
イ
タ
リ
ア
も
同

じ
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料

理
と
い
う
と
難
し
い
で
す
。
イ
タ
リ

ア
料
理
を
代
表
す
る
チ
ー
ズ

。
ト
マ

ト

・
ナ
ス

。
そ
れ
に
ワ
イ
ン

・
生

ハ

ム
を
食
べ
な
い
な
ん
て
イ
タ
リ
ア
に

い
る
意
味
が
な
い
と
い
わ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
先

生
の
主
宰
す
る
キ
ネ
ク
ラ
ブ
に
は
、

ト
マ
ト
味
の
す
る
赤
い
ソ
ー
ス
が
あ

り
、
大
豆
の
チ
ー
ズ
が
あ
り
、
マ
ー

ガ
リ
ン
が
あ
り
、
お
い
し
い
セ
イ
タ

ン
が
あ
り
ま
す
。
粉
チ
ー
ズ
代
わ
り

の
フ
レ
ー
ク
状
の
ビ
ー
ル
酵
母
は
絶

品
で
す
。
チ
ー
ズ
た
っ
ぶ
り
の
ラ
ビ

オ
リ
も
、
ト
マ
ト
風
味
ソ
ー
ス
の
パ

ス
タ
も
ピ
ザ
も
リ
ゾ
ッ
ト
も
難
な
く

お
い
し
く
作
れ
ま
す
。
野
菜
は
豊
富

に
あ
り
、
こ
れ
ま
た
お
い
し
い
野
菜

ス
ー
プ
や
昆
布
、
梅
干
ペ
ー
ス
ト
、

地
中
海
の
塩
を
使
う
だ
け
で
お
い
し

い
野
菜
料
理
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

私
が
日
本
か
ら
紹
介
し
た
す
り
胡

麻
や
海
苔
の
佃
煮
も
重
宝
が
ら
れ
て

い
ま
す
。

■

「気
づ
き
」
の
体
験

さ
て
、
食
べ
物
の
見
直
し
の
次
に

私
が
取
り
入
れ
た
の
は
、
日
常
の
生

活
法
の
中
の
冷
水
シ
ャ
ワ
ー
と
リ
フ

レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー
と
断
食
で
す
。

冷
水
シ
ャ
ワ
ー
は
代
謝
を
よ
く
す

る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
出
生
時

に
濡
れ
た
体
が
は
じ
め
て
空
気
に
触

れ
て
感
じ
る
の
は

「
ヒ
ヤ
ッ
」
と
身

震
い
す
る
感
覚

〓
恐
怖
だ
そ
う
で
す
。

私
達
は
そ
の
感
覚
を
ず

っ
と
憶
え
て

い
て
あ
ら
ゆ
る
恐
怖
心
の
原
型
に
な

っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
を
払

拭
す
る
の
に
と
て
も
よ
い
実
践
が
、

サ
ウ
ナ
の
後
の
冷
水
浴
、
毎
日
の
シ

ャ
ワ
ー
の
後
の
冷
水
シ
ャ
ワ
ー
で
す
。

は
じ
め
は
怖
く
て
な
か
な
か
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
は
そ
の
爽
快
さ

が
た
ま
ら
な
く
好
き
で
す
。
真
冬
で

も
湯
上
り
で
も
体
が
ぼ
か
ぽ
か
し
て
、

風
邪
も
ひ
か
な
く
な
り
と
て
も
い
い

感
じ
で
す
。
怖
い
も
の
が

一
つ
減

っ

た
の
で
嬉
し
い
で
す
。

そ
の
次
の
怖
さ
と
い
え
ば
、
や
は

り
肉
体
的
な
痛
み
で
す
。
ど
ん
な
に

理
性
を
働
か
せ
て
も
耐
え
ら
れ
な
い

場
合
が
多
い
で
す
。
そ
れ
は
私
達
が

「痛
み
」
を

「恐
怖
・敵
」
と
捉
え
る

か
ら
だ
そ
う
で
す
。

本
来
、
私
達
生
き
物
は
、
大
地
と

Rcficx010gy

リマクッキングスクール

師範科

新井真理子
И″ノMα″々 ο
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断食レポート
◎期間 2(Ю3年8月 31日 ～6日 ◎場所 ホテル ヴァル マージノ (イ タリア)

◎主催 ミケランジェロ・キエッキ (キネクラブ)◎参加 56名

今回が13回日となる「ファースティングJ(断食)はホテルを借り切る都合上、夏休みの最後の時期にせぎるを得ないため例年9月 の第1

週に予定され、6月 の断食 (参加者80名 )よ り参加者が少なかった。
リピーターが

'F数
近くで、初日の自己紹介では日々に「我が家に帰ったようだ」とコメントしていた。

イタリア中北部のミラノと東北部のベネチアの中間の高地の町「ソンドリオJから更に山間に分け入ったところに「ヴァルマジノ」と
いう小さな集落がある。「ヴァルJと はイタリア語で「谷」を意味する。周囲には「ヴァル～Jと 言う地名が多い。周囲が切り立った山に
田まれており、fFt上付近から流れ落ちる谷川が美しい流線を見せている。
地中深くから約∞年かけて湧き出る温泉 (摂氏38度 )はシリコン (珪素)、 カルボニウム (炭素)が主成分で腎臓。腸に効果的で、その
他多くのミネラルカ測認 されており、古代ローマ時代から知られていた力ヽ 11世に医者がこの温泉の効用を説いてから療養に使われる
ようになった。
17世紀には大きな雪崩があってすべての設備が崩壊したが、その後当時のオーストリア皇太子が個人用の湯治場として建てた建物が現在
もホテルとして使われている。文化財に登録されており、少しの修理も国の許可がいるという。世界中の有名人が密かに訪れる場所で
もある。
ホテルの裏山の泉には毎日多くの人が立ち寄り、今山の途中の喉を潤したり、容器に入れて持ち帰ったりしている。
ここでの1週間の断食は、この温泉を飲み、ブールで泳ま 皮膚からも温泉の成分を吸収し、山の強いエネルギーを受け取り、谷川の水
と戯れることができる特別な1週間である。
断食にもいろいろな種類があるが、この断食の場合は飲み物は制限せ式 各種お茶、ジュース、葛湯 (臥 塩味)を各自の判断で飲む
ことができる
◎スケジュール

第1:1:1夕 方集合、注意事項説明、自己紹介 /「最後の晩餐J

第2～611日 断食
第7日 日夕方断食明けの注意事項説明
修F書授与/「新たな晩餐」
◎一日のスケジュール
8:00～ 10:00ヨ ガ・体操・散歩・水浴 (自由参加)10:∝ )～ 12:30集 会 (シ ェアリング)13:00～ 17:∞ペアになってリフレクソロジーの
練習
その後自:lFi動 17:∞～19:30集 会 (シ ェアリング)20:tXl～ 各種アクティビティー (自 由参加)

◎参加者内i訳

原則として既に「システムオフナチュラルヘルスJの講義を受けている人で、イタリア人力漱,70%で、その他イギリス、オランダ、ドイツ、
ベルギー、アメリカ、スロベニア、チェコ、そして日本。
集会はすべて英語とイタリア語の通訳で行われる。参加者の共通話は英語なので、英語が話せないとかなリヤい。
◎すべての行・Iは各自の責任で参加されるもので、強制ではない。期間中奨励されていることは、朝夕の集会(シェアリング)への参加、
最低1回の腸洗浄、温泉の摂取、水浴、それから毎日相手を替えて行うリフレクソロジ‐の練習である。
◎断食の意味
私たちの身体は2時間消化吸1文のために酷使されている。断食をすると肉体的機能としての「食べる=消化Jを体む、つまり各内臓を
体ませることになる。
そしてその次の次元、エネルギーとしての「恐れ、怒り、悲しみ、喜びなど」といった五感以外で感じられる感情の働きを活発にさせてそ
の歪みを確認して是正することができる。
断食中はitFl‐意識が浮き上がってくる。特に恐怖に基づく、執着・嫉妬・独占欲 。競争心・他人の評価を気にするなどといった感情が剥き
出しになってくる。
カレープの前で自分の気持ちを表現するということもひとつの■illlで あり、その場のエネルギーを借りて心の中の整理をすることがで
きる。
◎期間中、「水に親しむJと いうクラスがあった。
恐怖心のオリジナルは水への恐怖である。人間の細胞は水から作られ、水の中 (羊水)で育ち、そして生まれ出てくるのだ力ヽ どこかの時
点で細胞レベルで水へ恐怖心の情報を受け取ってしまうと、あらゆる恐怖の原型を作ってしまう。
それで、プールの中で水を恐れなくなる方法を見につけるもの。泳げる人も泳げない人も水の中で自由に安心してくつろげるようなる
練習をする。水が友たちのように思えるようになったら今までと違った前向きな性格に変わるだろう。
◎それにしても、断食後半に1時間以 11水の中にいて、朝晩ヨガ・体操・散歩などをこなしても、足取りがどんどん軽やかになっていく
感覚はなかなか味わえないものである。
ホテル内は貸切なので和気あいあいといった雰囲気で、人気のいい日はホテルの前の車原で日光浴を楽しみ、サロンでは暖炉を囲んで話
をしたり、リフレクソロジ‐をしあったり、焚き火をしたりとそれぞれ楽しんでいた。
最終日ともなれ!よ イタリア式に頬にキスをしたり抱き合つたりして延々と別れを惜しんでいた。来年の再会を約束して。
新井真理子(日 本から唯一の参加者)

■断食期間中、最も顕著に現われる感情で、すべての感情の元になるのは「恐怖・恐れ」である。
特に、冷たい水への恐怖、痛み、病、死への恐怖がすべての感情の基本になる。これらは身体のエネルギーを損ない内臓を弱める。
たとえlよ腎臓は恐怖や心の痛みに耳を傾ける臓器。機能が弱っているとそれがわからないまま、エネルギーのロスを招き悪循環になる。
腎臓機能が弱いとすべての臓器にエネルギーを送り込めなくなり、全体的に覇気のない性格になる。
◎断食前後の食事 断食前夜・ミネストローネスープ。板魅と野菜の煮物・グリーンサラダ
◎断食明け ミネストローネスープ・温野菜 (人参・インゲン。たまねぎ)。 グリーンサラダ
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オブナつ レヘルスにつして
このシステムはミケランジェロ。キエッキが20年以上にわたり学校やセンター、大学などでセミナーの形で教えて
きたものと、ヨーロッパ、北米、日本、インドから体験を通して学んだものを集大成したもので丸
「自然」イコール「繁栄ど再生のための自然の法則」を理解すること、は私たちの生命に対する考え方を根底から覆
すかもしれないもので現
私たちの肉体的、感情的、霊的そして精神的レベルの相互関係を知ることによって、食べ物・栄養がそれらのレベ
ルにいかに大切かを知ることになりま丸
私たちは肉体を持っている以上まず身体的レベルからはじめま丸
自然は私たちの唯一の母なるドクターですから、せっかくの自然治癒、自然再生力を理性で邪魔したり言い逃れを
したりしてはいけないので丸

「SNH」 は基本的に、第一部の3つのセミナーで基本を学びま丸
1、 哲学的側而から、動機付け、病気と治癒の法則。
2、 肉体にとって必要であったり時に過激な敵にもなってしまう食べ物。
3、 病気治癒の過程で役立つナチュラルプラクティス。
4、 第一部と並行してこのシステムを始める動機付けと理解を深めるのに最適な料理教室。
随時行われる集会や「性J「女性」「解剖学」「人相学」など興味深いセミナーは更に理解を深めるのに役立つでしょう。
同時に、年2同行われる「1週間の断食プログラムJは感覚に現れていない治癒を速めたり、「 1分の感情と向き合う
のに役に立つでしょう。
第2部のセミナーとして、
1、「哲学2J:「哲学 1」 を更に深め幅広く理解するために。
2、「感情J:私たちの生活に重要な要素の「感情」をまったく新しい切り口で考察。
3、「チェアセミナー」私たちの真実を見つめるのに役に立つ。
別途、クラッシックマッサージ、コネクティブティシューマッサージ、リフレクソロジー 1・ 2・ 3、 「気」レッス
ス 心と体の完全調和などのセミナーもありま丸

ミケランジェロ・キエッキ先生のプロフィァル

LIICIIELANGELO CIIIECCIII

リフレクソロジーの達人・マッサージアーティス ト・アイリドロジスト (日の虹彩学専門家 )

運動生理学、リハビリテーションの指導者・武道家 (合気道・空手師範)

◎経歴
1953年 イタリア生まれ
1971年カナダのDn Shidlauskas(学習障害児教育で世界的に有名な心理学者)に師事し、自然健康学の
分野への第一歩を踏み出現
70年代、それまでの主流をなしていた学術研究を続ける一方、北米・カナダを叫しいに台頭してきた病気と治癒に対
する新しい考え方「代替医療」について当時の著名な教授たちのもとで研究を重ねる。
主な指導者たち :D■ Robe■ St.John(前生療法)/D■ les Bro■t711(新 エネルギー学)/DE B.Jensen/Dn A.
Ⅳll■lard

Dn DoJohnson(ア イリドロジー/Flの虹彩を研究してその人の過去と現在を診断する)/D■ J.M出山』 (生体
エネルギー学・栄養学)

D■ R.ltrinalllson(神 経言語学・運動学/キネシオロジー・リハビリテーション)/Sontta Rv(リ バーシング)

1982年、当時その分野では世界で唯一政府の承認を受けた大学「Canadian CoⅡege ofNamal Hea山 ■g in
Ottalv‐ a」 に招かれて、リフレクソロジー・コネクティブティシュー治療 。オーリコロジー (耳相学)

リハビリテーションそして生命エネルギー学の教鞭を取る。
◎これらの経験は、彼の「人間」研究と「肉体」に関する深い造詣が土台になり、古代束洋哲学の分野及びマクロ
ビオティックの研究などと融合して、後に「システム オブナチュラル ヘルス」という独自の哲学的実践的プログ
ラムを生み出すことになる。別紙のプログラムでセミナーが行われている。
以来、彼の考えに賛同じ師事する人は国を超えて増え続け、各地でセミナーが開かれるようになり、多くの人が実
生活で困験し、システムの効果が実証されることによって更にこのシステムが奥深いものになってきている。
現在イタリア内外で彼の教え子たちが中心になってシステムの普及に努めている。



宇
宙
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
交
流
さ
せ
る

媒
体
で
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
が
、

食
べ
物
や
環
境
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
で

閉
塞
状
態
に
陥
り
や
す
く
な

っ
て
い

ま
す
。
こ
の
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た
内

臓
が
元
気
を
取
り
戻
す
よ
う
に
全
体

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
て
や
る
も
の

で
す
。
痛
い
個
所
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

不
足
や
滞
り
を
表
す
も
の
で
す
か
ら
、

し
ば
ら
く
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て
痛
み
が

和
ら
ぐ
ま
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
通
し
て

あ
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
深
呼
吸

し
て
、
自
分
を
押
さ
え
て
い
る
も
の

（否
定
や
抑
圧
な
ど
）
を
開
放
し
て
、

経
絡
が
開
い
て
い
く
イ
メ
！
ジ
を
も

っ
て
、
そ
し
て
痛
み
を
楽
し
む
の
が

コ
ツ
で
す
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

交
流
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
親
子
、

夫
婦

・
友
人
同
士
で
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ

ジ
ー
を
し
あ
う
こ
と
は
、
会
話
や
食

事
な
ど
と
違

っ
た
交
流
が
生
ま
れ
ま

す
。
愛
情
込
め
た
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ

ー
は
何
万
言
の
言
葉
よ
り
雄
弁
だ
と

思
い
ま
す
。

次
に
怖
い
の
が
空
腹
感
で
す
が
、

断
食
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
身
体
は

自
家
発
電
の
練
習
を
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

私
達
の
身
体
は
二
四
時
間
消
化
吸

収
の
た
め
に
酷
使
さ
れ
て
い
ま
す
。

断
食
を
す
る
と
肉
体
的
機
能
と
し
て

の

「食
べ
る
＝
消
化
」
か
ら
各
内
臓

を
休
ま
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
内

臓
は
そ
れ
ぞ
れ
違

っ
た
感
情
を
生
み

出
す
役
割
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
断
食

を
す
る
と
消
化
吸
収
に
必
要
な
く
な

っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
潜
在
意
識
を
浮

か
び
上
が
ら
せ
て
き
ま
す
。
特
に
執

着

・
嫉
妬

・
独
占
欲

・
競
争
心
と
い

っ
た
理
性
に
よ

っ
て
抑
え
ら
れ
て
い

た
感
情
が
剥
き
出
し
に
な

っ
て
き
て

お
も
し
ろ
い
で
す
。

こ
う
し
て
私
は
生
ま
れ
変
わ
っ
た

の
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
性
格
が
以

前
よ
り
ず

っ
と
明
る
く
な

っ
た
と
言

わ
れ
ま
す
。
肌
の
く
す
み
も
消
え
、

風
邪
も
ひ
か
ず
、
頭
痛
も
消
え
持
久

力
が

つ
き
、
他
人
の
こ
と
が
気
に
な

ら
な
く
な
り
、
あ
ま
り
感
情
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

今
私
は
は
っ
き
り
わ
か
り
ま
す
。
自

然

（宇
宙
の
法
則
）
に
不
完
全
や
間

違
い
は
な
く
、
病
気
だ
け
で
な
く
そ

の
人
に
起
こ
る
全
て
の
こ
と
は
そ
の

人
に
必
要
で
あ
り
、
何
か
を
気
づ
か

せ
て
く
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と

が
。
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新
谷
弘
実
でヽ
Ｒ
ミ
ミ

良
い
腸
相
は
、

健
康
と
抗
加
齢
の
決
め
手

■
胃
や
腸
の

「相
」
は
、
全
身
の
健

康
状
態
を
映
す
鏡

人
の
顔
に
人
相
が
あ
る
よ
う
に
、

胃
腸
に
も
そ
れ
ぞ
れ
胃
相
や
腸
相
が

あ
り
ま
す
。
胃
腸
は
食
物
を
消
化
し

吸
収
す
る
場
で
あ
り
、
不
要
な
物
を

排
泄
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

私
は
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
で
二
五

年
間
、
内
視
鏡
の
専
門
医
と
し
て
、

三
〇
万
人
の
患
者
さ
ん
の
胃
腸
を
診

察
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
経
験
か
ら
、

腸
相
の
良
し
悪
し
が
、
全
身
の
健
康

状
態
に
、
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る

こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

体
調
が
悪
い
と
顔
色
が
悪
く
な
る

よ
う
に
、
そ
の
人
の
健
康
状
態
の
良

し
悪
し
が
、
胃
相
や
腸
相
に
あ
ら
わ

れ
る
の
で
す
。

例
え
ば
、
腸
の
粘
膜
ひ
だ
が
軟
ら

か
く
伸
展
性
が
あ
リ
ピ
ン
ク
色
で
ポ

リ
ー
プ
や
宿
便
の
な
い
「良
い
腸
相
」

の
持
ち
主
は
、
見
た
目
も
若
々
し
く
、

健
康
状
態
も
良
好
で
す
。

そ
の
反
対
に
、
腸
が
か
た
く
、
狭

く
、
ま
た
便
の
停
滞
が
あ
る

「悪
い

腸
相
」
の
人
は
、
老
け
て
見
え
、
生

活
習
慣
病
を
患
っ
て
い
る
場
合
が
多

い
の
で
す
。
い
つ
も
若
々
し
く
、
健

康
で
あ
る
た
め
に
は
、
腸
内
環
境
を

と
と
の
え
る
こ
と
が
肝
要
だ
と
い
う

ilhatratiott $' Hirai Tetsao

③Dirty∞ lon・ 非常に汚れている腸

こ
と
が
、
私
の
結
論
で
す
。

英
語
に
は
、
く
８

円
ｏ
ｌ
Ｆ
け
る
に

ｏ卜
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
「あ

な
た
の
食
べ
る
物
が
あ
な
た
の
体
を

作
る
」、
い
い
か
え
れ
ば
、
「あ
な
た
の

体
は
食
べ
物
次
第
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
良
い
腸
相
は
、
食
事
に
よ
っ
て

作
ら
れ
る
の
で
す
。

そ
の
食
物
の
消
化

。
吸
収
と
排
泄

①NormaI・ 良い腸相

④ポリープの切除・ポリープのある腸
73 MacrObiOtique



新谷弘実(し んや・ひろみ)

世界で初めて大腸鏡の挿入法を考案し、大腸内視鏡によるポリー /V」除に

llu/J(19694T)し 、日米で30万人以上の胃腸内視鏡倹査と10万人以_上のポ

リベクトミーを行っているこ̈ 第一人者。

1935年福岡脚 II市生まれJ匠ス1堂メこ予医学部事業イ癒度米し、胃腸内祝鈍

学のパイオニアとして,認風嚇 アルバート・アインシュタイン|ヽ不|だI
外科教授およびベス・イスラエル病院胃腸内視鏡センター所長。前‖1病

院、半蔵門胃腸クリニックの顧間として、年2回 日本にりヽ国し、診察と後進

のオ辞事にあたる。著書にFコ ロノスコピー』(英語版。日4・nf]板ともに医学書

院)、『胃腸は語る』(弘文社)、『ニューヨーク式陽の扇除法・コーヒー陽先浄

のすすめ』(主婦の友社)な こ

を
つ
か
さ
ど
る
腸
が
、
ま
ず
そ
の
影

響
を
受
け
、
様
々
な
腸
相
を
カ
タ
チ

づ
く
る
の
で
す
。

■
大
腸
ガ
ン
・
乳
ガ
ン
・
前
立
腺
ガ

ン
の
急
増
は
、
内
食

。
乳
製
品
信
仰

が
原
因

ア
メ
リ
カ
人
と
い
え
ば
、
分
厚
い

ス
テ
ー
キ
を
食
べ
て
い
る
と
い
う
印

象
を
持

っ
て
い
る
人
は
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
実
際
に
、
三
〇

年
前
ま
で
は

「
ス
タ
ミ
ナ
を
つ
け
る

に
は
肉
」
と
信
じ
ら
れ
た
時
代
が
ア

メ
リ
カ
に
は
あ
り
、
高
タ
ン
パ
ク
で

脂
肪
の
多
い
食
事
が
流
行
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
食
事
を
し
て
い

る
ア
メ
リ
カ
人
の
腸
相
は
、
ま
さ
に

悪
相
そ
の
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
、

大
腸
ポ
リ
ー
プ
や
大
腸
ガ
ン
、
乳
ガ

ン
、
前
立
腺
ガ
ン
の
あ
る
方
が
多
か

っ
た
の
で
す
。
ま
た
、
肥
満
で
、
心

臓
病
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病

を
合
併
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
、
ア

メ
リ
カ
人
の
六
五
％
が
肥
満
で
、
二

〇
年
後
に
は
九
〇
％
に
達
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
人
の
腸
相
も
ア
メ
リ
カ
人
と

ひ
ど
く
似
て
き
た
こ
と
を
、
日
本
で

診
察
を
し
て
い
る
と
実
感
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
日
本
人
が
ア
メ
リ
カ
を

ま
ね
て
、
牛
肉

・
チ
ー
ズ

・
ヨ
ー
グ

ル
ト
等
の
高
タ
ン
パ
ク

・
高
脂
肪
の

食
事
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
ば
か
り

か
、
本
来
の
日
本
食
の
長
所
で
あ
っ

た
穀
物

・
野
菜

・
海
藻
類
な
ど
を
と

る
量
が
、
ぐ
ん
と
減
っ
た
た
め
で
す
。

■
内
食
僣
仰
を
や
め
た
ア
メ
リ
カ

一
九
七
七
年
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、

い
わ
ゆ
る

「
マ
ク
ガ
バ
ン
・
レ
ポ
ー

ト
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
レ
ポ

ー
ト
は
、
ア
メ
リ
カ
の
主
要
な
死
亡

原
因
で
あ
る
心
臓
病
や
ガ
ン
な
ど
の

病
気
は
食
生
活
に
起
因
す
る
も
の
で

あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

動
物
性
脂
肪
を
減
ら
し
、
精
製
さ
れ

て
い
な
い
穀
物
や
野
菜
を
食
べ
る
こ

と
が
、
病
気
を
減
ら
し
、
高
額
な
医

療
費
の
削
減
に
な
る
と
報
告
し
た
の

で
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
あ
と
五
年
で
医

療
費
が

一
〇
〇
兆
円
を
超
え
る
と
い

う
危
機
感
を
も
と
に
、
予
防
医
学
の

普
及
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
国
民

健
康
保
険
制
度
の
な
い
ア
メ
リ
カ
で

は
、
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
ろ
う

と
い
う
意
識
が
強
く
あ
り
ま
す
。
食

生
活
の
改
善
な
ど
に
よ
り
、
最
近
の

一
〇
年
間
は
、
ガ
ン
そ
の
も
の
は
減

り
つ
つ
あ
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
二
〇
年
前
か
ら
、

魚
中
心
の
低
脂
肪
食
、
精
製
さ
れ
て

い
な
い
穀
物
や
豆
類
を
と
る
食
事
が

好
ま
れ
て
い
ま
す
。
申
す
ま
で
も
な

く
、　
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ッ
ク
的
な
食

事
が
広
く
普
及
し
て
来
て
い
る
こ
と

は
そ
の
証
と
い
え
ま
す
。

■
急
増
し
た
漬
瘍
性
大
腸
炎
に
つ
い

て
私
が
、
大
学
を
卒
業
し
た

一
九
六

〇
年
頃
は
、
日
本
人
に
は
潰
瘍
性
大

腸
炎
や
ク
ロ
ー
ン
病
な
ど
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
翌
年
に
米
軍
海
軍
病

院
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
勤
務
す

る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
若
者
の
間
に
、

潰
瘍
性
大
腸
炎
の
患
者
が
い
っ
ぱ
い

い
る
の
で
、
日
本
人
と
ア
メ
リ
カ
人

で
は
、
な
ん
で
こ
ん
な
に
違
う
の
か

と
、
不
思
議
に
思
っ
た
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
八
〇
年
に
、
日
本
に
帰
っ

て
き
た
ら
び
つ
く
り
し
ま
し
た
。
日

本
に
も
患
者
が
約
二
万
人
も
い
る
よ

う
に
な
っ
て
い
て
、
二
〇
〇
〇
年
に

は

一
〇
万
人
位
に
な
っ
て
い
た
の
で

す
。い

ろ
い
ろ
な
原
因
が
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
患
者
さ
ん
の
食
一歴
を
よ

く
聞
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
私
は
、

ど
う
い
っ
た
も
の
を
患
者
さ
ん
が
食

べ
て
き
た
か
を
調
べ
ま
し
た
。

そ
う
し
て
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
原

死
亡
率

（
人

ロ
ー
０
万
人
対

）

死
亡
率

（人
ロ
ー
０
万
人
対
）

子 宮ガン
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100

肺ガン

胃ガン
肝ガン

大腸 ガン

'胃

ガン

日本で急増する大腸ガン(結腸ガン+直腸ガン)

グラフは「人口動態統計 年計」(厚生労働省)による

男性の場合

:
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因
は
動
物
食
の
授
り
す
ぎ
、
特
に
、

あ
ま
り
好
き
で
も
な
い
の
に
牛
乳
と

乳
製
品
を
多
く
投
っ
て
い
る
人
が
発

症
す
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

■
ど
ん
な
も
の
を
食
べ
れ
ば
い
い
か
？
・

人
間
と
、
遺
伝
子
が
九
九
％
同
じ

で
あ
る
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
食
事
を
み

て
み
る
と
、
約
九
五
％
が
果
物
な
ど

の
植
物
食
、
五
％
が
ア
リ
な
ど
の
昆

虫
で
す
。

一
方
、　
一
％
し
か
遺
伝
子
が
違
わ

な
い
人
間
と
い
う
と
、
ラ
イ
オ
ン
の

よ
う
に
哺
乳
動
物
は
食
べ
る
わ
、
鶏

か
ら
卵
か
ら
、
大
人
に
な
っ
て
い
る

の
に
他
の
動
物
の
ミ
ル
ク
ま
で
飲
む
。

こ
れ
は
自
然
の
授
理
に
反
し
て
い
る

わ
け
で
す
。

も
う
す
こ
し
人
間
は
謙
虚
に
な
っ

て
、
食
物
を
選
ば
な
い
と
い
け
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
し

た
ら
人
間
は

一
二
〇
歳
ま
で
生
き
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
歯
の
構
成
か
ら
も
食
べ
る

も
の
の
割
合
を
考
え
ま
す
。

人
の
歯
に
は
、
五
対
の
自
歯
と

一

対
の
大
歯
と
二
対
の
問
歯
が
あ
り
ま

す
。
五
対
の
向
歯
は
穀
物
を
食
べ
る

た
め
、　
一
対
の
大
歯
は
動
物
を
食
べ

る
た
め
、
二
対
の
間
歯
は
果
物
や
野

菜
を
食
べ
る
た
め
の
も
の
で
す
。
で

す
か
ら
、
ま
ず
人
は
、
八
五
％
が
植

物
食
で
、　
一
五
％
が
動
物
食
ぐ
ら
い

が
適
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

動
物
食
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
い
る

と
必
ず
生
活
習
慣
病
だ
と
か
老
化
現

象
が
は
や
く
起
こ
り
ま
す
。

食
べ
方
に
も
問
題
が
あ
り
ま
す
。

良
く
噛
ん
で
食
べ
な
い
と
、
食
べ

た
も
の
は
大
腸
で
腐
敗
し
や
す
く
な

っ
て
い
ま
す
。
宣
会日久
の
外
に
生
肉
を

お
く
と
す
ぐ
腐
る
の
と

一
緒
で
す
。

大
腸
は
、
三
六

・
五
度
と
高
温
な
の

で
す
。
そ
う
す
る
と
、
よ
く
消
化
さ

れ
て
い
な
い
食
物
が
種
々
の
毒
素
を

腸
で
発
生
さ
せ
ま
す
。
そ
れ
が
吸
収

さ
れ
、
肝
臓
を
痛
め
つ
け
体
全
体
を

弱
ら
せ
る
の
で
す
。
酸
化
し
た
も
の

を
摂
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
重
要
で

す
。
白
米
や
牛
乳
そ
し
て
加
工
食
品

等
は
酸
化
し
て
い
る
の
で
さ
け
た
方

が
良
い
で
し
ょ
う
。

八
五
％
～
九
〇
％
　
植
物
食

一

、

熟

二
、
野
菜
類

三
、
海
藻
類

四
、
果
物

五
、
ナ
ッ
ツ

・
種
子
類

一
〇
％
～

一
五
％
　
動
物
食

■
腸
内
環
境
を
改
善
す
る
食
事
法

一
、
魚
介
類

（小
魚
只
類
が
よ
い
）

二
、
地
鶏
、
地
卵

（週
１
）

三
、
肉
類

・
ミ
ル
ク

・
チ
ー
ズ

・
ヨ

ー
グ
ル
ト

（で
き
る
だ
け
さ
け
る
）

■
腸
内
環
境
の
悪
化
が
病
気
の
原
因

に
な
り
ま
す

三
〇
万
人
の
冒
腸
内
視
鏡
検
査
か

ら
得
た
結
論
は
、
人
間
の
健
康
状
態

は
、
腸
相

（腸
内
環
境
Ｙ
腸
内
細
菌

の
状
態
で
決
ま
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

腸
内
環
境
や
腸
内
細
菌
の
状
態
が
悪

い
と
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に
な
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
自
分
の
腸
相
が
ど
ん

な
状
態
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ぜ
ひ
、
自
己
チ
エ
ツ
ク
を
し
て
く
だ

さ
い
。
使
や
ガ
ス
に
悪
臭
が
あ
る
よ

う
で
し
た
ら
、
腸
が
汚
れ
て
い
る
証

拠
で
す
。
そ
の
悪
臭
は
、
火
山
の
噴

出
ガ
ス
と
お
な
じ
、
硫
化
水
素

・
フ

ェ
ノ
ー
ル

・
ス
カ
ト
ー
ル

・
ア
ン
モ

ニ
ア
等
の
毒
物
で
す
。
こ
の
毒
が
、

腸
か
ら
吸
収
さ
れ
、
血
液
を
汚
し
、

内
臓
や
血
管
を
二補
め
て
、食
欲
不
振
・

肩
こ
り

。
腰
痛

・
Ｈ
奥
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
症
状
が
出
て
き
ま
す
。
そ
し

て
、
腸
が
汚
れ
た
状
態
が
続
く
と
、

肝
機
能
障
害
や
糖
尿
病
や
ガ
ン
な
ど

の
生
活
習
慣
病
の
原
因
と
な
っ
て
し

ま
う
の
で
す
。

■
腸
相
の
良
悪
を
知
る
法

一
、
内
視
鏡
で
診
る

二
、
腹
部
を
さ
わ
っ
て
圧
痛

。
し
こ

り
を
み
る

三
、
便
の
性
状

・
ニ
オ
イ

四
、
オ
ナ
ラ
の
多
少
と
ニ
オ
イ

五
、
血
便

・
粘
液
便
は
な
い
か

■
腸
が
汚
れ
て
い
る
と
起
こ
る
症
状

血
液
が
汚
れ
る
↓
食
欲
不
振
、
疲
れ

や
す
い
、
頭
痛
、
不
眠
、
肩
こ
り
、

肌
荒
れ
、
吹
き
出
物
、
じ
ん
ま
し
ん
、

日
臭
、
体
臭
、
胸
や
け
、
め
ま
い
、

い
ら
い
ら
↓
生
活
習
慣
病

■
体
内
酵
素
の
重
要
性

生
命
が
あ
る
と
こ
ろ
に
は
、
必
ず

酵
素
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
酵
素
は
、
体
の
免
疫
力
を
高
め
、

健
康
を
保
ち
、
人
の
生
命
力
を
決
め

て
い
る
と
い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
肝
臓
は
、
五
〇
〇
種
類
以

上
の
酵
素
を
使
い
代
謝
や
解
毒
を
し

て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
体
内
酵
素

は
睡
眠
促
進
や
肥
満
抑
制
に
関
係
す

る
も
の
か
ら
、
脳
や
神
経
系
に
関
わ

る
も
の
や
免
疫
系

・
ホ
ル
モ
ン
系
を

つ
か
さ
ど
る
も
の
等
が
何
万
何
十
万

も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
あ
ら

ゆ
る
生
命
活
動
が
酵
素
の
深
い
関
与

を
受
け
て
い
る
の
で
す
。

酵
素
栄
養
学
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ

る
エ
ド
ワ
ー
ド

・
ハ
ウ
エ
ル
博
士
は
、

酵
素
を
、
代
謝
酵
素

・
消
化
酵
素

・

食
物
酵
素
と
潜
在
酵
素
に
区
分
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
酵
素
全
部
を
体

内
酵
素
と
し
て
と
ら
え
、
健
康
に
役

立
つ
も
の
と
し
て
お
話
し
し
ま
す
。

体
内
酵
素
は
消
耗
品
で
、
使
う
と

減
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
と
比
べ
る
と

老
人
で
は
、　
一
〇
〇
分
の

一
に
な
る

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
酵
素
が
減

少
す
る
と
、
消
化

・
解
，Ｌ母
・
細
胞
修

復
が
十
分
に
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

よ
く
小
食
は
健
康
で
長
生
き
を
す
る

と
い
い
ま
す
ね
。
動
物
食
を
満
腹
に

な
る
ま
で
大
食
す
る
よ
り
は
、
植
物

食
中
心
で
小
食
の
ほ
う
が
、
健
康
で

長
寿
な
の
は
明
ら
か
で
す
。
そ
れ
は
、

食
物
の
消
化
に
酵
素
を
無
駄
遣
い
せ

ず
、
体
の
自
然
治
癒
や
解
毒
の
ほ
う

に
酵
素
が
使
わ
れ
る
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。

体
内
酵
素
を
で
き
る
だ
け
消
耗
し

な
い
よ
う
に
す
る
に
は
工
夫
が
必
要

で
す
。
生
の
食
物
や
発
酵
食
品
に
は

酵
素
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
の

で
、
食
事
は
大
切
で
す
。
体
内
酵
素

は
、
肝
臓
と
腸
内
細
菌
に
よ
っ
て
も

つ
く
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
腸
内
細
菌

は
二
〇
〇
〇
種
類
も
つ
く
る
と
考
え

ら
れ
え
て
い
ま
す
の
で
、
腸
を
さ
れ

い
に
保
つ
こ
と
は
、
重
要
で
す
。
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免
疫
調
整
物
質

抗
酸
化
物
質

含含含 含

体内酵素
(幼児は老人の100倍 )

〓杉宋崚］補酵素
酵
素
サ
プ
リ
メ
ン
ト

肝
５。。
　
　

０

腸
内
細
菌
∞３

生
の
食
物

発
酵
製
品

体内酵素の重要性

消化

含

酵
素
を
働
か
せ
る
に
は
、
ビ
タ
ミ

ン
と
ミ
ネ
ラ
ル
が
必
要
で
す
。
ビ
タ

ミ
ン
と
ミ
ネ
ラ
ル
は
補
酵
素
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
欠
乏
し

て
い
る
と
酵
素
は
う
ま
く
機
能
し
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
ビ
タ
ミ
ン

や
ミ
ネ
ラ
ル
を
豊
富
に
合
ん
だ
玄
米

や
雑
穀
類

。
大
豆

・
緑
黄
色
野
菜
を

よ
く
食
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
腸
相
を
良
く
す
る
サ
プ
リ
メ
ン
ト

私
は
、
患
者
さ
ん
に
は
、
病
気
の

予
防
と
改
善
の
た
め
に
、
食
生
活
の

改
善
と
合
わ
せ
て
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の

授
取
も
指
導
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
に
よ
り

ガ
ン
や
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
心
臓
病

な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
、
サ
プ
リ
メ

ン
ト
を
含
む
栄
養
療
法
や
機
能
食
品

に
よ
り
、
改
善
さ
れ
た
り
治
っ
た
り

す
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
日
本
で
は
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
が
ブ
ー
ム
の
よ
う
で
す

が
、
私
は
腸
相
を
良
く
す
る
た
め
に

食
べ
る
こ
と
に
は
、
疑
間
を
持
っ
て

い
ま
す
。
内
視
鏡
で
人
の
腸
内
を
観

察
し
て
き
た
経
験
か
ら
み
る
と
、
ヨ

ー
グ
ル
ト
を
食
べ
て
も
腸
内
環
境
は

改
善
さ
れ
ま
せ
ん
し
、
腸
内
の
乳
酸

菌
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
で

し
よ
りヽ
。

ま
た
、
牛
乳

・
ヨ
ー
グ
ル
ト

・
チ

ー
ズ
な
ど
の
乳
製
品
を
多
く
食
べ
て

い
る
人
ほ
ど
、
腸
相
が
悪
い
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
動
物
性
た

ん
ぱ
く
質
の
取
り
す
ぎ
に
な
る
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
腸
内
環
境
を
健
全
に
保
つ

た
め
に
家
族
で
愛
用
し
て
い
る

「乳

酸
菌
生
成
エ
キ
ス
」
を
患
者
さ
ん
に

す
す
め
て
い
ま
す
。
動
物
性
た
ん
ぱ

く
質
や
脂
肪
を

一
切
含
ん
で
い
な
い

大
豆
発
酵
物
の
抽
出
食
品
で
す
。

「乳
酸
菌
生
成
エ
キ
ス
」
は
、
腸
内

の
悪
玉
菌
の
増
殖
を
阻
止
し
て
、
腸

内
常
在
の
乳
酸
菌
を
増
や
す
の
で
、

腸
を
さ
れ
い
に
し
、
腸
で
多
く
の
体

内
酵
素
を
産
出
し
て
く
れ
ま
す
。
ま

た
、
免
疫
力
を
活
性
化
す
る
効
果
も

あ
り
、
体
内
の
活
性
酸
素

。
フ
リ
ー

ラ
ジ
カ
ル
を
消
去
し
抗
加
齢
効
果
も

あ
り
ま
す
。

■
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て

超
高
齢
化
社
会
で
は
、
自
分
の
健

康
に
は
、
自
分
で
責
任
を
持
つ
こ
と

が
肝
要
で
す
。
健
康
に
つ
い
て
も
っ

と
知
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
そ
の
知
識
を
実
行

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
。

今
、
日
本
の
医
療
費
は
三
七
兆
円

を
超
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
家
予

算
の
三
分
の

一
以
上
に
も
な
り
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
日
本
国
は
医
療
費

で
パ
ン
ク
し
て
し
ま
い
ま
す
。
医
療

費
を
使

っ
て
い
る
人
は
誰
か
と
い
え

ば
、
タ
バ
コ
・
ア
ル
コ
ー
ル
が
多
く
、

添
加
物
の
入
っ
た
精
製
さ
れ
た
食
べ

物
を
食
べ
、
肉

。
乳
製
品
を
多
く
投

取
し
、
不
規
則
な
食
生
活
を
し
て
い

る
人
達
に
多
い
の
で
す
。
ほ
と
ん
ど

の
病
気
は
自
分
で
予
防
で
き
る
の
で

す
。
そ
れ
を
し
な
い
で
、
病
気
に
な

っ
て
、
病
院
に
行
き
、
健
康
保
険
で

治
し
て
い
た
の
で
は
、
医
療
費
は
い

く
ら
あ
つ
て
も
足
り
な
い
は
ず
で
す
。

医
療
費
の
無
駄
遣
い
を
減
ら
し
、

子
ど
も
の
教
育
、
高
齢
者
の
介
護
、

環
境
改
善
な
ど
に
お
金
を
回
す
べ
き

で
し
ょ
う
。
ひ
と
り
ひ
と
り
が
健
康

に
つ
い
て
ち
や
ん
と
向
き
合
う
こ
と

で
、
十
せ
で
健
康
な
社
会
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
次
の
世
代
の
健

康
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

現
代
社
会
に
は
、
数
え
切
れ
な
い

ほ
ど
の
環
境
汚
染
が
取
り
巻
い
て
い

ま
す
。
病
気
の
原
因
は
複
雑
化
し
、

複
合
汚
染
の
時
代
に
な
っ
て
か
ら
、

病
気
は
難
治
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
予
防
で
き
る
こ
と
は

何
で
も
し
よ
う
、
と
い
う
の
が
私
の

信
念
で
す
。
幸
せ
で
健
や
か
な
、
人

生
を
送
る
た
め
に
、
ご
自
身
の
体
を

大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
乳
酸
菌
生
成
エ
キ
ス
の
効
果

一
、
腸
内
細
菌
を
増
殖
さ
せ
る

。
消
化
吸
収
が
良
く
な
る

。
悪
玉
菌
を
抑
制
す
る
　
便

・
ガ
ス

の
悪
臭
を
消
す

。
酵
素
、
ホ
ル
モ
ン
、
ビ
タ
ミ
ン
の

産
出
と
活
性
化

・
解
毒
作
用
の
向
上
　
体
調
が
よ
く

な
る

二
、
肝
機
能
を
促
進

・
改
善
す
る

三
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
と
治
療
効

果
が
大
き
い

四
、
胃
内
の
ビ
ロ
リ
菌
が
減
少
又
は

消
滅
す
る

五
、
抗
加
齢
効
果
（活
性
酸
素
除
去
）
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河□湖アリ♭カン:シェーノ
塾ξ瑳謳D半

断食スクール

《60708月生募集》各定員15名

6月 25日 (金)～7月 1日 (木)  7日 間又は前半の 4日 Fo5

7月 23日 (金)～7月 29日 (本)      ″

8月 20日 (金)～8月 26日 (本)       ク

参力D費 : 前半の 3泊 4日  47,250円 (本体 45,000円 )

全体の 6泊 7日  飢 500円 (本体 90,000円 )

リマクッキングスクール校長 松本光司先生と、あの田中愛子先生が密着

医学博士 伊藤慶二先生の講座、クラフト、ヨガ、散歩、お楽しみ会、

河□湖―周ドライブなど空腹を忘れる楽しさ |… 。と評半」。

☆ アロマテラピー、望診、食箋はB」途割31有り.毎回満員、お早めに !

お申込み/お問合せは

アルカンシェー′じ 〒401-0305 出梨県南都留郡富士河□湖田大石2498-2

丁EL 0555-76-6662  FAX 0555-76-6682 URL htョ ⊇1//‖WW_arcen.gr_」 p

自然 食 品店 経 営 者
養‐成研修制度‐発‐足

これか ら「 I然 食品″iを 始めようとしている方、llliを lllがせる 1代 ‖に実Vえ的な経営者を養成するために

lll修
′|,11度 を行 つて い ます 。

◎ 対 象 は 次 の 方 々で す 。

1)こ れ か ら自然 食 品店 を始 め よ う と してい る方

2)経 営 の 仕 方が 分か らな い の で 再 度 勉強 して み た い 方

(3)1代 Hを fJ成 して 自然 食 品 店 を引 き継 がせ た い 方

◎ lll千 修 ′liに

`よ

|ヾ 記 の牛■りtが あ ります 。

1)自 然 食 品 の 知1識 を働 きな 力
'ら

勉 強で きます 。

2)リ マ ク ツキ ング ス クー ルで 料 JT法 を学

^ヽ

こ と力 で` きます 。

3)接 客  広

`[: fL入
れ ・ 品 |11し な どが実地 で

′
学べ ます 。

4)経 営 セ ミナ ー に 参加 で きます 。

5)マ ク ロ ビオテ ィック医学 シ ンポ ジ ウム に参 力Hで き ます 。

6)I「 食 医学 :ilV躙

`に

参方‖で き ます 。

◎ 研 修 ′11制 度 クI集 要 lli

l)募 集 定 11 '十
「

名 随 時 ら,集

2)研 修 期 F11 2イ「 ril

3)研 修 場 ′り7 リマ 東北 沢 l liほ か

4)研 修 手 当  150,()00円 (月 打1)

5)勤 務 時 FH tt1017‖ !「u30,)
6)通 勤 千当  実 費 支給

7)体 H   週 体 2H市J(シ フ ト交替11 社 11に 41ず る )

8)そ の 他   社 会保 険 ・ I1/′ 11年 金  れ:川 保 険 加 入

◎ご応募は下記まで履歴書を郵送下さい。後日、面接時間を通知いたします。

上記に関するお問い合わせ、書類送付は

日本 CI協会 総務部
〒151-0065

東京都渋谷区大山町115 電話03-3469-7631/FAX03-3469-7635

η……
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輻吋蝙

from
Editor in Chief

◇
二
月
五
日
　
帥
ラ
イ
ト

・
ウ
ェ
ー

プ
の
堀
江
社
長
と
武
内
部
長
が
来
館
。

ラ
イ
ト

・
ウ
エ
ー
プ
が
開
発
し
た
界

面
活
性
剤
を
使
用
し
な
い
洗
浄
剤
の

話
を
聞
く
。
詳
し
く
は
本
誌
掲
載
記

事
に
ゆ
ず
る
が
、
洗
浄
力
も
合
成
洗

剤
を
超
え
、
し
か
も
溶
か
し
た
洗
浄

液
の
中
で
な
ん
と
メ
ダ
カ
が
死
な
ず

に
い
つ
ま
で
も
いス
い
で
い
る
。
こ
れ

だ
け
見
て
も
合
成
洗
剤
に
は
マ
ネ
が

で
き
な
い
。

午
後
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
早
川

和
廣
さ
ん
が
来
館
。
早
川
さ
ん
と
は

四
～
五
年
ぶ
り
の
再
会
。

◇
二
月
九
日
　
フ
ー
ド
リ
ン
ク
の
細

田
さ
ん
来
館
。

◇
二
月

一
三
日
　
薬
師
寺
東
京
別
院

に
て
薬
師
寺
辰
老
の
松
久
保
秀
胤
先

生
を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
は
美
容
と
健
康
と

い
う
理
解
が

一
般
的
だ
が
、
創
始
者

の
桜
沢
如

一
師
は
判
断
力
の
向
上
を

も
視
野
に
い
れ
て
い
た
。
さ
て
、
薬

師
と
は
そ
の
名
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
「病
気
を
な
お
し
、
災
害
の
か
ら

守
る
仏
で
あ
り
、
【く
す
じ
】
と
も
読

み
、
医
者
の
こ
と
を
指
す
。
そ
も
そ

も
薬
師
寺
は

「六
八
〇
年
、
天
武
天

皇
の
発
願
以
降
、
持
統

。
文
武
朝
を

通
じ
て
藤
原
京
に
造
営
さ
れ
た
が
、

平
城
遷
都
後
、
現
在
地
に
移
る
」
（広

辞
苑
）
と
あ
る
よ
う
に
天
皇
の
勅
令

で
建
て
ら
れ
た
由
緒
あ
る
寺
院
で
あ

り
、　
一
九
九
八
年
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
。
そ
の
薬
師
寺
は
興
福
寺
と

並
び
法
相
宗

（唯
識
宗
）
の
大
本
山

で
あ
る
。

唯
識
と
は
、
「
一
切
の
存
在
は
た
だ

自
己
の
識

（心
）
の
作
り
出
し
た
仮

の
も
の
で
、
識
の
ほ
か
に
は
事
物
的

存
在
は
な
い
と
説
く
」
（広
辞
苑
）
と

あ
る
。
「唯
識
」
と
い
う
名
を
知
っ
た

の
は
三
〇
年
程
前
に
夢
中
で
読
ん
だ

三
島
由
紀
夫
の
遺
作

冒
霊
饒
の
海

全
円
巻
」
だ
。
こ
の
本
は
転
生
輪
廻

と
輸
廻
か
ら
の
解
脱
を
あ
ら
わ
し
た

も
の
だ
が
、
三
〇
年
後
の
今
、
唯
識

の
最
高
の
叡
智
を
受
け
継
ぐ
松
久
保

先
生
に
巡
り
会
う
こ
と
が
で
き
た
喜

び
は
格
別
の
も
の
で
、
そ
の
教
え
の

精
密
さ

（精
神
の
マ
ン
ダ
ラ
と
言
っ

て
い
い
）
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
詳
し

く
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
ご
覧
下

さ
い
。

◇
二
月
十
四
日
　
自
然
食
品
店
経
営

セ
ミ
ナ
ー

「自
然
食
店
の
経
営
業
対

策
」
を
東
京

。
秋
葉
原
の
食
品
技
術

セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

■勝又協会会長代行

内
容
は
、
①
食
養
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

使
い
方
パ
ー
ト
２
、
②
東
商
の
秋
谷

忠
司
先
生
に

「困
っ
た
と
き
の
経
営

相
談
」
③
自
然
食
品
チ
ヤ
ン
プ
ル
ー

取
締
役
の
杉
浦
幹
さ
ん
に

「不
況
こ

そ
経
営
改
善
の
チ
ヤ
ン
ス
」
④
界
面

活
性
剤
を
使
わ
な
い
洗
浄
剤

「
バ
ジ

ャ
ン
」
の
紹
介
。

■細川順讃先生■秋谷忠司先生

■杉浦幹さん

(自 然食品店チャンプルー) 2oo4l78



おすすめの良書

■マクロビオテイック和のレシピ

西野椰季子著 サンマーク出版 定価1365円 (税込み)送料290円

大型書店に行くと野菜料理本の多さに驚かされる。野菜料理で売るフレン

チやイタリアンのレス トランも増えているからこれまでの肉食グルメの反

動で野菜ブームなのかもしれない。数多 くある野菜料理の本 と明確に一線

を引 くのがマクロビオティックをつけることだということが妙に納得され

る。本書にもバラエテイーに溢れ、一味違 う野菜料理が掲載されている。

1:|li l
・ "… … ・    ´.   1

■きみ知つてる?

兎龍 都編 定価1365円 (税込み)送料290円

「みつめの目」 「陰陽入門の手引き」の兎龍さんが小学生にもわかるようにと

「魔法のメガネ」を現代風にアレンジして書かれた。随所にカラーの挿 し絵が

|す・・‐中  入り漢字にもルビがふつてある。問題意識をもう多感な少年少女時代に宗教

にも哲学でもないマクロビオティックの考え方に触れさせるのもいいかもし

れない。

J
有機」AS認定 魚沼産コシヒカリ100%

′後山燿り彗ゴシヒヵり   ] ｀

ゆうき

秦オネ
rtsy 2rfr^D ffirzorr*, 300ro

一粒一粒に込めた愛を大切な人に届けたい

OrgallicI艶 Pure
〒101-0062東京都千代田区神田駿河台2-1-19

TEL 03-5281-1363 FAX 03-3294-6115

URL://― organicandpure com

¬
n…Ⅲe



ゾで悪臭が
すぐ消えます:: 1鼈
松0椿・かたばみのエキスのニオ
イノンノを水で100～ 250倍に

薄めてサッとひと吹きするだけで、
悪臭はたつた1秒で消えます。

●人畜無害の純植物性です。
●100～250倍に薄めて使うので

非常に経済的です。

祗

ニオイノンノ
:    ::千

'建

費腿み11:竃]三|にんにく、生ゴミ、冷蔵庫{

:1犬、猫、亀、ハムスターなどのベット類に
1.筆買肥峯嘉写γ課:1野1蹄で三|タバコ、カーテス衣類、靴の臭       きに散布すれば、た

:1豚、鶏、牛、魚などの臭いに。
 などで。 三・ 漏霧I歴髭i臭蝋 拙 t!|ホテル、ビル、病院、食堂、工場

IIIII.:・
翼堡響蹴 蔓il

三1自動車、電車、飛行機などの乗1
はヽ、水で100～

)間つけると消臭。:|トイレ、ゴミ処理場、し尿処理場

疇 LVdFWiV正ヨ
ー

千】 コ
平日の午後4時までのこ注文は初 日に発送します。

〔
●00 ■

』
劇

′
“
■
Ｊ
引 C
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素材の味を引きたて生かす

自然の塩

赤穂の天 塩

“海の 母液 "ニ ガ リを含んだ粗塩
天H塩 とニガリを海洋深層水で加熱育晶。

自然なこの手に

自然農法農産物
●自然農法産米,も ち米雑穀,野菜,果物

天然海産物
●海藻乾物,半生塩乾物

無添加加工食品
●調味料,菓子類,ジ ュース類,漬物

,株 式会社 安保商会
〒039-1114

青森県八戸市北白山台二丁目2-30
電話 0178(27)5510(代 )FAX0178(27)1313(代 )

な

ｌ
ｔ

整

一
ご

ζ

こだわ りは

自然農法の

無農薬米か ら

玄米商品開発メーカー

f ,? 7 -^fril*ft r457 o0l I fi rirtirlrrtilrrr'1,#;/iillle-27 Tfil.0s2,B21 8746

その粒に秘められた

“ち か ら "

『素朴な優品』
シリーズ

「玄米かゆ」

「玄米 もち」

「玄米ごはん」

「玄米クリーム」

「玄米吾平 もち」

「豆の水煮シリーズ」

「きねづ き米」

田
Ⅳ
町面tlllqtlc



「人生をスマートに遊ぼう !」

桜沢如一先生の言葉

断心して

しませんか

大森英桜、牧内泰道先生直接指導……TVで 度々放映、35年の歴史と経験ある断食道場

温泉、海、山、緑に囲まれた大自然の中、広大な施設とキレイな設備、ベテランスタッフ

の親身な手当で、体も心 もキレイに掃除し、楽 しいスマー トな心身にな りませんか

生姜シップ+パスター+ま こも酵素風呂+「宿便とり」set+シ ミとり美顔手当+美肌

スマー ト痩身法+自分で自分の人生を変える充電修正法=ど んどん楽しくなつてきます

Ъ″で放映された臨床 :味覚障害、心身症、癌、登校拒否、拒食症、アトピー、肥満など

心身再生の……    通勤しながらできる… …  非行を善良にする学園(長期)… …

o熱海断食温泉道場 ○東京赤坂断食スクール ○群馬NPOリ フレッシユ学園

〒413-0002 熱海市伊豆山1062  TEL 0557-80-2101 FAX 2053 e― maili danilki@aqua Ocn nejp

http://、vww rakuten ocn ne jp/danjiki http://refreshgakuen tc2web com/    断食参考書送ります

〆 風二のぁる

10日 間 仔日断食/3日補食)で

175,000円
酵素会員 :150,000円

◎お腹のへらない半断食 !全身からの発汗による体内毒素の排毒効果は抜群!!

①断  食→消化器の大掃除
②酵素風呂→排毒と血液循環促進と血液浄化
③酵素飲用→腸内細胞の浄化と強化
④玄米野菜かつ少食への食生活習慣の改善
上記4つを組み合わせた全国に例のない断食道場として

皆さまより注目され、こ利用者が増えています。

橿曇混信l』
〒299-1155 千葉県君津市鹿野山763

電話0439137)3726 FAX0439(37)3327

L苦語鮒R:3R3:滉∫淵智:剖腱.嘲p

〈各種病気で悩んでいる方〉

病気を予「ltし 、真の健康を掴みたい方、

資料を送ります。ビデオ付は500円、

ビデオなしは3∞円(切手可



美 術 印 刷 一般

郵 東 賀
代表取締役 野 ケ 山 量 尉 知

東 京 都 台 東 区 浅 草 橋 4丁 目 16番 8号 〒 111-0053
電 話  東 京 (3862)代 表 1627～ 9番

田 舎 そ ば 国内産そば粉、地粉

風味豊かな

● 北 東 北 地 方 で 契 約 栽 培 さ れ た

無 農 薬 玄 そ ば を 低 速 低 温 製 粉

した 、 風 味 の 良 い そ ば 粉 6害 1

と南 部 地 粉 使 用 の 大 打 ち 麺 。

100%使用

2509 380円

発売元 オ~サ ワジャバン株式会社
埼玉県富士見市羽沢11 11 電話0492-55-7038

製 造 元 株 式 会 社  お ぐ ら 製 粉 所

北秋田部比内町扇田字倉下51
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■掲載希望の方は別ページの入会申込書 (法人会員)で申し込んで下さい。3行以上は1行につき5,250円 増しになります。
● マークはオーサワシヤバン (株)食品取扱店です。

飯 1売  店 名 住 話電所
閥
一日

時
一

栞
一

雷
休

主 な 商 品 ・催 し もの

稽

＞
の
煙

園農

禁
晶水

域
ナド

全

セ

く

P080X2263,SEDONA,AZ86339,USA
Ⅲ昼03-3578-90201AX001-1-928-204-0700

営嬢受付

予約制 5油以上

マクロ共 自炊 +水晶全身heenng+せ せらぎ瞑想
m高波動の地 掃除造園などヘフレプ割引 ①

越 田 治 良 院
〔〒040-0003〕 函館市松陰町11-20
■/fAX 01 38-32-2870

9`00-18:00
月

カイロプラクティック、自然食品
①

自然食品の店―むぎさと―
〔〒064-0822〕 ネし幌市中央区北二条西28丁 目
TE[011-644-1921

:0,∞～19:00
日・祝

食養手当法相談可 配達 宅急便可
①

北海道 自然食普及会
〔〒060-llC152〕 ホし幌市中央区南三条東2丁 目6番地
TE1 01 1-221-6844 FAX 011-251-3020(札 幌二条市場隣)

10:00～ 18:00
日・祝

自然食品 健康食品、玄米弁当、各書籍、生活

雑貨、直営農場無晨薬野菜、配達・全国発送 ①

い ま ほ ろ ば
〔〒063-0035〕 オL幌市西区西野五条2丁 目916
■1011-665-6624 http//― mahoroba,p net

10:00～18:00
11 祝

青果食 品雑貨酒全般、エ リクサー浄活水器

化粧 品・健 食 塩製造販売、 自然晨園営晨 0

やたしあ
〔〒005-0016〕 オL幌市南区真駒内南町4丁 目420
■1011-588-451l FA1 011-588-4512

10100～ 19:00
11-■ 日

0」 全商品、無農薬朝どり野菜 天然酵母バン

近隣区内無料配達、売出年5回 ①

1輸 |な |な か ま ど
〔〒053-0832〕 苫小牧市桜木町4丁 目16-4
■0144-73-6878

10■ 100～ 18,00
月(臓■祝171∞ まで)

手作 り健康 弁当 無 低農薬野菜  無添加食品

健康補助食品
①

た|■ち■ば な や
〔〒030-0903〕 青森県青森市栄町1-511
TEt/FAX 01 7-741-7202

91130-17■ 100

■■|1日 |■祝■■
オーサワ商品、C図書、食養相談、配達 配送

可、 リマクッキング料理教室、野菜朝市 ①

欄
ら

店
　
・

の
ぞ

口暉
一
・一

食
お

然
●

自
一あ

〔〒030-0961〕 青森県青森市浪打11610 牧田ビル1階

TEt 01 7-743-082411X 017-743-0832
0■130-19■ 00

■|1年中無体|■
無農薬玄米 オーサワ商品 調理師で食養士の

店主の砂浴療法 食養相談もあ ります ①

自1然食轟 |の 1店エリナ八戸
〔〒031-0084〕 青森県八戸市十八日町2

■10178-44-6461
01130-18130
■|■ヨ|■祝■■

野草摘 、砂療法、料理教室
|(11)

整||1骨  院 1巴 堂
〔〒013-0002〕 秋田県横手市追廻21-4
TEL 01 82-32-3331

8● 1301018:130

1■ ヨ 1祝
オーサ ワジャパン商品、強健術

①

秋‐饉 自然 食 品セ ンター
〔〒010-0951〕 秋田県秋田市山王21122
TEt 01 8-823-2921

9130～ 18:∞ オーサ ワジャバン、アルソア化粧品、 ビワ葉温

生鮮食品、生活用品、森修焼、農産物 ①

マ ナ 自 然 食
〔〒020-0114〕 岩手県盛岡市高松1 15-31
TE[0196-62-6205

9:∞～19:∞
年中無体

食品、野 菜雑穀、図書、配達 、食養指導、地方

発送 ①

１
設

２
併

グ
院ン赫り圧一雛ヒ傷

〔〒020-0015〕 岩手県盛岡市本町通117-24
■[019-622-7530

9:30～ 19:00
木・祝休 日13:∞ま0

食養関連商品 自助ケア必需品の取扱。食養&
東洋医学の一人療法の指導や治療 相談他 ①

店
田

の
形

品
ゥ

食
ン

城
りヽ．

自
グ

〔〒020-0015〕 岩手県盛岡市本町通11612
TE[/FAX 019-622-8844

9:00～ 19100
日・連体

自然食品 オーサワ商品 化粧品・食養手当法指導

月1回 の料理教室と特売日 通信販売 無料配送 ①

美健脚
〔〒023-0032〕 岩手県水沢市多賀11-5

T〔 10197-23-7858 FAX 0197-23-2164w、 ″～v kenk0110 cojp
91∞～19100

木・ 日・土
玄米酵素療法 (無料サンプル有 )、 コー ヒー浣腸 (宿

便 と り)、 快整体 料理教室、健康相談 卸 し有 り ①
ム
舎

本 一
遊

プ

家

レ．
の

グ

社
〔〒029-5701)岩手県和賀郡沢内村大字川舟4983
1Et/FAX 0197-81-3020

年中無休
痴呆性 高齢者介護、各種体験 (農作業、乗馬、

山菜採 り、 自然観察 薪割 り 豆腐  味噌加工 )
①

l■lオ ー ク
〔〒980-0021〕 宮城県仙台市青葉区中央3107
TE[022-262-7677

9100～ 19,00
日

食事処 「友苑」It 022-266-4095料 理講習
①

#1il |" o ItFfr t fr.ffi
4v l'7-2 Be Alive

〔〒980-0022〕 宮城県仙台市青葉区五橋1145111
■1022-265-701 0 FAX 022-265-7011

10100～ 171∞
日・祝

体に優 しい自然な健康食品 生活関連商品 ビワ

の葉温灸・ EAV測定他 ヒ トとガンの個性に

合わせた養生法を紹介しています。
①

ナチュラフレ・オーガニック
こ  う  げ ん 堂

〔〒980-0804〕 宮城県仙台市青葉区大町2-617
こうげんビル

10:00～ 19:00
月 `祝

オーサワジャバン全商品 健康生活グループ友愛

宮城 健康食品 書籍 化粧品・健康炭 ①

ン

ト

チ

ン
ツ
タ

■

サ

キ
ン

ユ

コ

〔〒980-0803)宮城県仙台市太自区金剛沢13011
■[/FAX 022-244-6275

9100～ 21 :00 クッキングクラス部、レストランピオロジック、
ポチマロン部、純正食品、生活雑貨、書籍他 ①

館活生
Ｃ
グ

一■
ン

ト

●
ツ

・

一一

た

ヒ
〔〒980-0241〕 宮城県仙台市太自区秋保湯元字湯向東403
TE1 022-304-9801

10‐ 100～ 18:00
1111 1火  |

自然・健康食品、記憶水、バッチフラワー、アロ
マセラピー、ホメオパシー、 レイキ ①

櫛|ウ|ン |ス |卜 |,プ ●ヤマ
〔〒990-0845〕 山形県山形市飯塚町120番 地
T[1023-643-0594 FAX 023-645-4141
http//ww、 v onestop cojp kOyama@onestop co jp

9,00～ 2● 100
■|||1水||■

自然酒  無添加 ワイン 本格焼 酎・ み りん 地元

産 自然食 品 オーサワ商品(発送可  カタログ送 )

山形のス ロー フー ドいろいろ

○

体1●やさ|し tヽ′■ンの店
え ||る |■ぽ■ び| ん

〔〒992-0472〕 山形県南陽市宮内2190
n1023-845-3304長 井線宮内駅よ り徒歩10分

1■■00～ 201‐ 30
1■ ■ヨ|■祝■ |

自家製無添加バン、自然食品全般
①

」APAヽ■看玄 M8F
会 津 1若 松 支 部

〔〒965-0832〕 福島県会津若松市天神町1411
TEt 0242-29-8116

1●1100～ 19100
1■年1申無休

半断食(6日 間通いでできます )、 翔進料理教室

純正食品、書籍、無農薬野菜他販売 ①

攀
〔〒970-8026〕 福島県いわき市平古鍛冶町102
T[[0246-25-2952臥 10246-25-2275

9■ 30～20,00
1 第11日休

0」 食品、C書籍、マクロビオテ ィック、レス ト

ラン有、料理教室(第 4日 曜 日)、 食養相談 ①

さらさらされい茶の
l■l シ ー ロ ン

(〒 971-8172〕 福島県いわき市泉玉露6189
1E10246-56-8690 FAX 0246-56-6010

9,00～ 18:00
土・日・祝

さらさらきれい茶は糖分に反応 し腸内バランス

を整える身体にやさしいお茶です。

な

や

ん

の

ぜ

も
ん

ベ

あ

た
〔〒960-8105〕 福島県福島市仲間町4-3
1E1024-523-2237

10:00～ 19:∞
日・祭 日定休

無農薬 無化学肥料の野菜、 自然食全般、健康

食品、健康肌化粧品、他 市内配達可 ①

屋津〈
富

〔〒966-0896〕 福島県喜多方市諏訪1561
1E10241-22-41 93 FAX 0241-22-4360

7:00～20:00
年中無休

無農薬野菜 純正食品、CI図書 、食養相談、配

達、配送

純正食品、オーサワ商品全般、自然酒 無添加ワイン、

母乳育児相談、びわ葉療法講習会 、地方発送可。

純正食 品、無晨薬野菜、パ ン、絹綿衣類、 自然

化粧品 書籍 食による健康 ,去、地方発送配達可。

①

自 然 食 品 と み や
〔〒963-8851〕 福島県郡山市開成2-415
■1024-939-7555 FAX 024-939-7666

9:00～ 19:
年中無休 ①

や

店

り

書ん

わ

な

だ

ち

】」
に

〔〒963-8846〕 福島県郡山市久留米2-96-2
TEt 024-945-6332 時間外は店裏自宅ヘ

8:00～ 19:30
年中無体 ①

サ ン マ ー ト 咲 田 店
〔〒963-8012〕 福島県郡山市咲田21-8
1t024-932-4404

9100～ 21:00
年中無休

純正食品、C図書、食養相談、いくも農園
①

ず

ン
一　
デ

かヽ
　
・』

ガ
ゆ

ノ

ち

ト

な

リ
〔〒963-8041〕 福島県郡山市富田町上ノ内11
TEt 024-961-5782

9:30～ 19:30 オーサワジャバン商品その他数社 生鮮食品
バン 生活雑貨 書籍 休憩スペース有 ①

あ い さ い 家 族
〔〒975-0062〕 福島県原町市本陣前2-34-3 YDS本 陣店内
TEt 0244-23-1520

24時間営業

年中無休

オーサワジャバン全商品 シャボン玉商品
生鮮食品 EM商 品他 ①

判
斜



犠燻嚢1菫護■おお:ま
〔〒9791521〕 福島県双葉郡浪江町字町場183
m0240-35-2797 FAX 0240-35-5719

91001■1●●毎|

■鶯|1月 |■糠■|
バン、豆腐、調味料、票子、健康食品、衣料、

雑貨、食養指導、化粧品、書籍、料理会など ①
(〒 9200845〕 石川県金沢市ひょうたん町7-28金沢駅

より徒歩8分 I[/FAX 076-221-75690902124-0174
■常時受付 |
ご選経下さ―い

自然食品(宅 配有 )、 薬草茶、オカリーナ(自 然派

楽器 )、 料理教室、食事相談、野外 自然塾
一〇

磯嘉鳥轟魔1曇轟
〔〒921-8062〕 石川県金沢市新保本1-222
■ 076-249-4805隠 076-249-4188

年中無424時疇|
〈偉lt/t離確認}

アレルギーベジタリアン対応食品・

薬野菜果物 米・豆腐 ゆば・雑貨
晨

室

無

教
・
理

ン
料

パ

・
一〇
一機

一臓

一ま
毒

●

躍

哺

”

一歯
一■

〔〒9200847〕 石川県金沢市堀川町10-5
TE[076-233-3691 FAX 076-221-3229

9,00-18:00
●樹■‐視 ‐■|

漠方薬 薬草・薬局製剤、そして +α
http//www sarara― scom ①

一ン

の

一ラ
か

ヽ
え

一ユ
■

一レ
一房

一―
■

傘

食

嘉

難

一継
一笹

〔〒9200944〕 石川県金沢市三日新町311-22
1L/田 076-2637730

■■∞
～
19■ 001

1営業鰺鉾延長■|

お食事 オードブル・お弁当・浄活水器
http//mizu4y09 hplnfoseek co jp/ ○

鮨
僣稼・一一

た
■
一

わ
艦
一

鶏
一

寝
一快

〔〒923-0962〕 石川県小松市大領中町112松 陽中学

北陸線西側 I[076122-5323m0761-22-7345
101100～19:∞

第2111‐ 4日 |

マクロビオティック食品。Cl書 籍。天然健康綿

布団他各種寝装品。食と眠りによる健康法。 ○
ち
ん

難
‘

野
ぱ勲一一，

元
の

〔〒921-8815〕 石川県石川郡野 市々町本町21-24
■/FAX 076-246-0210

∞
一

３

●簸一一
無農薬野菜、お米、パ ン、豆腐、石けん、化粧

品、書籍、雑貨他 料理教室、配達可 ①

べ 村らわ
〔〒948-0067〕 新潟県十日町市千歳町1-2沖ハイデンス
2A TE[0257-52-7842

10:30～ 17:30
水|

純正食品、無農薬、有機栽培野菜、生活雑貨、

書籍、新伝統食、料理教室 ①

ぶ■な■|の ■木■1園
〔〒946-0076〕 新潟県北魚沼郡守門村大倉790
1E1/田 025797-3035

9:0じ■201100 自然食品、OJ食品販 売
①

え こ■と び■|あ
〔〒948-0144〕 新潟県中魚沼郡水口沢84-2
T[[0257-61-1588

∞

一一

為
一
一

餅
本

純正食品、無農薬有機栽培野菜、天然酵母バン、

絹綿衣類、自然化粧品、生活雑貨、書籍、フェ

ア トレー ド品、オーサワジャパン品多数
①

サ ン●フ ー |ズ
(〒 940-0092〕 新潟県長岡市昭和1710
TE[0258-39-3130 FA1 0258-39-3127

9100～ 131:100

8 ■・ |

純正食品 。無農薬野菜・特別牛乳・生活雑貨
産地直送品・無料個人宅配専門店 発送有 ①

美と健康|の1店■‐1角 1幸
〔〒947-0021〕 新潟県小父谷市本町17-5
■t0258-83-2750 FA1 0258-83-4859

10:∞～191●00
■1年中無1休■■|

自然食品・健康 食品・シャボ ン玉石 けん

官足法足反射区療法 ・整体バランス活性療法 ①

自家焙1蒸 ●|■ ヒ=菫 |と

自然食品の店エコ‐レ
本店 :富 山県富山市藤本2715 TE1 076-492-0101

新川原町店 :富 山市新川原町4-21 3 TEt 076-433-3110
10,00～ 191まЮ
■‐

水・第3火 |
自家焙煎珈琲豆 (フ ェア トレー ドオーガニック等

約30種 )自 然食品。全国宅配可。喫茶有。 ①

群馬マク●ビオティ,ク
セ ンタ|■ 1結IA愛 ヽAI

〔〒370-0847〕 群馬県高崎市和田町713
TE1 0273-22-5484

10100～ 20,00
■||‐ 1月  ■|||

図書、食品、料理教室、陰陽勉強会、食事相談、

健康相談 ○

饗 里 フ■シ ー ム
〔〒373-0846〕 群馬県大田市中根801

TE1 0276-31-8850

10●100～ 191● 00‐

|■ 1火・水 ||
自然農法農産品、純正食品、米のクッキー

食養料理 ○

店商藤須
〔〒376-0053〕 群馬県桐生市東久方町2-6-21
1E10277-44-5733

9:∞～20:∞
■1 日  ■|

純正食品、図書、 自然酒、無添加 ワイン

料理教室 ①

富‐前 薬 局1上 原 店
〔〒378-Cll151〕 群馬県沼田市上原町1801-22
TE1 0278-24-3678

∞観
・■

∞
●
一

漢方薬、カイロプラクテ ィック併設
①

リ
〔〒378-0042〕 群馬県沼田市西倉内町6811
カナメビルlFT[[0278-23-3528[内 線]55

10:00～ 18:00
年中無休 |

マクロビオティック商品、自然派化粧品
アロマテラピーハンドエステ [通信販売可]

一①

店
堂

一”食
●

然
友

自康
一

鐘
〓

〔〒371-0016〕 群馬県前橋市城東町4丁 目10-2
TE1/FAX 027-232-2399

9■30■19:∞
1水|1祝

等子

配

菓

宅
・
国

藻

全

海無農薬野 お茶・米・雑穀・

アレルギー対策食品多数有 り ①
こ

憲

０
●
一

０
１

一

Ｈ

理

Ｎ
　
・

０

一
一

Ｓ

麻
〔〒379-2123〕 群馬県前橋市山王町22510
■[/RX 027-2665334(山 王病院より西徒歩1分 )

11:00-19:00
日|■ 月

自然食品 無農薬野菜 天然酵母パ ン 海産物

化粧品 オーガニ ックコッ トン 生活雑貨 配達
一〇

自然食轟&級薬食レストラン
カ|ン |ト リー |ラ イ ン

〔〒371-CIC11 7〕 群馬県前橋市日吉町15-7山本ハイツ1階

TEt/FAX 027-219-0071

101100‐20●00
(お■当●ランチ藤■鷲卜)

乳卵なしの自然食品 ケーキ 全粒粉バンなど

無農薬野菜 豆腐、書籍他 料理教室、健康相談 ①

古代米 浦部1農 国
〔〒375-0042〕 群馬県藤岡市鮎川337番 地
T[t0274-23-8770 FAX 0274-23-8970

8:30～17:30
土 ■日

」AS認証有機栽培 の古代米各種、特殊米、玄米

専門生産販売農 家。 1個か ら全国発送。

Jヒ饉井沢■癒しをtヽざな
う檀 |■ ダルシヤン・

〔〒3771411〕 群馬県吾妻郡長野原町応桑1544-988
■[/FA1 0279 85-2329

北軽井沢の自然の中で癒 しの時を過ごしにいらっ

しゃいませんか ? 穀物菜食料理。

栃木 自然食センタ ‐

オ  |ア   シ■■■ス
〔〒3280017〕 栃木県栃木市錦町14-3
T[[/FAX 0282-22-1044

10:00～ 18:00
日・視|

健康食品、化粧品、衣類、野菜、雑貨、書籍、
カイロプラティック ①

店
リ

一轟
一

一盤
ぐ

一唸
″

一かゆ

ど
〔〒321-3235〕 栃木県宇都宮市錯山町651-2
■ 0286-67-9200 FAX 0286-67-9204

■‐0100～ 18■ 100

(口 曜日1410o～ )

第2・ 4土 日(連休)

自然食品全般(冷食 野菜 米他)、 健康食品 薬草

茶、バン(ノ ヴァ ルヴァン他 )、 自然化粧品、書

籍、自然食ペットフー ドとにかく豊富な品揃え 1

①

安心な |たべも の最 |さ |ん
〔〒320-0838〕 栃木県宇都宮市吉野214
T[[028-636-3063 FAX 028-636-3692

10:00～ 19100
■|1日 ■祝■■|

オーサワ商品・野菜 バンから雑貨 本まで約
2000品 目。売出年 4回。通販あり。 ①

こ ろ 1ま っ く る
〔〒3210505〕 栃木県那須郡南那須町大字上川井8514
■1/FAX 0287-88-0308

12■ 00～ 181■ 30
11 日・月 ■

マクロビオティックのパンとおまんじゅう
予約注文販売 各地発送 ①

自 然 房■  く■う
(料理教室苺■1然 療‐法)

(〒 329-3449〕 栃木県那須郡那須町沼野井626-3
TE1 0287-75-2101

10:00～ 16,00
11不定休||||

料理教室、ソフ トカイロ (脳 のス トレス除去 )

植物手当法、食材宅配、環境風水鑑定 ○
セニツテ|イ|■ ショップ

なま

〔〒3270843〕 栃木県佐野市堀米町147堀米コーポ
■ 0283-22-8261

10,00～ 19'00
■■  日   |

自然食品全般 生活雑貨
①

一ス
玉
一

一バ
一ン

一ス
●
一

鰈
」

の
　
一

食
ミ

〔〒310-0851〕 茨城県水戸市千波町2995
ヴィラフィオーレ101 ■/F0029-2446112

1,100～ 19■00
■日・祝 ■|

オーサワ商品・パ ン・豆腐・雑貨 化粧品

ランチ11:30～ 料理教室第 3、 4火・第4土 ①

ら
―
|く  ら|く  房

〔〒3114141〕 茨城県水戸市赤塚11 ミオスタワーlF
TE1 029-309-5353

10■ 00～20●00
■|‐日   |

枇杷葉温圧 オーサワジャバン商品 オーカ
ニック化粧品・健康食品 雑貨 書籍 他 ①

自然 食 品|||イ ナ バ
〔〒306-0013〕 茨城県古河市東本町3-514
■ 0280-32-1543

∞

一

観
一
‐―
月

∞
一
一

マクロビオティック食品、Cl図書、オーサワ

ジャバン商品、書籍 他
一①

堂陽太
〔〒343-0025〕 埼玉県越谷市大沢410-5
1L048-962-3479

911∝ン■20:00
・■日

純正食品、野菜、 自然化粧品、書籍、料理教室
①

〔〒343-0025〕 埼玉県越谷市南越谷113-8
T[[/FAX 048-986-0120 (本 音F:048-967-1313)

9:00-22:00
年1申無体

整体治療 (正 食、 自然療法等)併設 :整体師、

足裏、アロマ施術師養成 フリータイム制

店

Ｊ

秀

場

直
一市

一の
の

畑

き

き
一ん

ん
一げ

，４
Ｆ

〔〒343-0807〕 埼玉県越谷市赤山町196-3
■ 048-967-2888

101100～ ■9100
年中1無休

産地直送玄米の専門店 (分づき可)・ 各種 自然

食品取扱 生産者の直売市開催中 HPも 有 一①

院
一

格
■肝

嵯
聰
均

勢
●

姿
”

〔〒340-001
■048-932

埼玉県草加市栄町2113-201
196

9:00～19:∞
水曜午後体み

怪我の リハ ビリ、病気治療、体型 体質改善

21世紀の気功系手技療法です。

¬……



大|■橋|■饉1然■食
〔〒3501109〕 埼玉県川越市霞ヶ関北4-2217
■ 0492-32-9445

|,I100‐ 1''00
■||||1嶽 |||||||

無晨薬野菜、食品、図書、化粧品、配達、地方

発送、料理教室
l①l

ЛI越 1事■然 食1轟
〔〒350-0063〕 埼玉県川越市幸町810
■ 049-224-1126/FAX 049-226-4577

101100-1● ■00
■1  土|■■■

昭和45年 創業・無低農薬野菜 無晨薬有機米

天然酵母バ ン・生鮮品 手造 リケーキ・雑貨

化粧品 健康食品・産地直送品 。地方発送可
①

詢●●さ0本然警苺■ン
エ務||「ア,レク|卜

'ル
ス■

〔〒354-0025〕 埼玉県富士見市関沢2-24-47
1t0492-54-31 98 FAX 0492-54-3497 111‐業慈露1撃 |

自然食品、健康食品、天然酵母パン、調味料、

浄水器、化粧品、フェア トレー ド商品 ①

子青ち1文 化研1究1所

(い |の |ち 健康情1報館)

〔〒354-OC126

■ 0492-51-
1 埼玉県富士見市鶴瀬西2-23-6
3498

9:00-19,00
■ 日|■線||

正食クッキングスクール埼玉教室、子育て相談

室、育ち合 う会、純正食品、図書、通販 ①

レフllJI閥
〔〒355-0328〕 埼玉県比企郡小川町大塚1304-3
1E10493-74-0971 FAX 0493-74-3562

91301■ 19■■0
1■EII■|||

配達地域 :東松山市、嵐山町、小川町、滑川町、

寄居町、江南町、都幾川村、玉川村など ①

自然食品の店 |ならば 〔〒336-0003〕 埼玉県さいたま市浦和区元町2-9-8
TEt/FAX 048-885-5963

10:00～19:∞ 無低農薬有機野菜、自然食品、生活雑貨、アロマ
製品、自然派化粧品、ハープ教室 (第二木曜) ○

春ヨ難 機然食品セ|ンター

|||=|・ 食■01■ |‐ 」
〔〒344-CIC132〕 埼玉県春日部市備後東847-7
TEL 048-736-7008

10■
100-13● 00

・菫●被■
自然食品・健康補助食品・有機野菜 雑貨類・

食養相談・整体治療院併設
一①

小 力:自 然 食'品 店
〔〒362-0037〕 埼玉県上尾市上町2-7-25
■10487-74-8504

10:00-19:00
1111金

純正食品、有機農産物、浄血指導、料理教室
①

店
舞

の
■

暴
●

食然
●

責
木

〔〒366-llK15 1〕 埼玉県深谷市上柴町東3-61
T[[/FAX 048-573-6495

101130～19:30
■率定休 ■|

オーサワジャバン全商品 アレルギー対応の

お菓子 健康補助食品・図書貸出しサービス ①

店
家

専
か

品食
な

然自
い

〔〒366-0052〕 埼玉県深谷市上柴町西4-2816
TEL/FAX 048-573-1763

:1:00-19:00
■1日

自然食品、健康食品、無晨薬野菜 米、パン

化粧品、ヘナ、雑貨、書籍など O‐

サ|ンスマイルシー■ップ
〔〒358-0052〕 埼玉県入間郡大井町苗間115-27
■[049-264-1903 FAX 049-264-1914

10● 00～19:00
年車撫織 ■月搬く)

無農薬お米、野菜豊富 I豆腐、バン、調味料、

石けん、雑貨、化粧品などなど ①

桜の森 |から だに
やさしい自然食の店

〔〒339-0052〕 埼玉県岩槻市大田216-8東 武野田線
岩槻駅下車岩槻公園西側信号角 ■[/臥 X048-749-5995

10:.00～ 19:00
■ 火

純正食品、無農薬有機野菜、化粧品雑貨書籍、
フェアトレード商品、健康食品、配達、宅配 ①

品
店額珠

自
囲杜，

お
け

〔〒357-0033〕 埼玉県飯能市八幡町8-5
TE1 0429-72-2326 FM 0429-73-6094

911oo～ 20`00
■■■・祝■■

お米、オーサワジャバン商品全般、EM商 品。

浄水器、備長炭、百年茶、アロエなど400種。 ①

オ ル ゴ ン 堂
〔〒3501245〕 埼玉県日高市栗坪41
■10429-85-7541西 武秩父線高麗駅下車歩15分

11:00～ 19:00
火1年赤部始・夏期

自家種天然酵母パン (石 窯焼有 )、 玄米ひよこ

豆カレー、定食喫茶、フェア トレー ド雑貨 ①

ピューティ
C O S M10S

恵
一，

里
・，

由

〓

多

リ

ふ，
ク

〔〒367-0044〕 埼玉県本庄市見福31219
■t0495-22-01 55 FAX 0495-22-0150

10100～ 18● 00
■1臓■月●祝■

三面美容「身体 肌 心」の提唱、メイクUP
マ リアンボ レ化粧品、自然食品、全国発送可 ①

寺 崎
‐
健 食 材

〔〒3691202〕 埼玉県大里郡寄居町桜沢1152-2
T[t048-581-4968 FAX 048-581-7220

10:00～18100
1 日・祝

オーサワジャバン全商品 書籍・健康グッズ

サプリメン ト・食養 美容 (リ ンパ)相談 ①

日本の1水1口 を守る1会

〔〒260-0032〕 千葉県千葉市中央区登戸11810
大熊 ビル TE1 043 238 1408隠 043-2381409
全国の自然耕晨家の本部です。

,,00～ 17111∞

■土・繊|●携||

元気な 自然 と安全の証明は “メダカの群れ泳
く田んぼ

Ⅲ
です。 自然耕の田んぼだけの現象

です。 メダカの学校運動で全国に拡げる普及

本部。会員制の直産です。案内資料をさしあ

げます。

市 |'1■・平 1和■1堂
〔〒272-0826〕 千葉県市川市真間31112
TEt 0473-22-0810

101001～ 19■ ∞

日|||

食品、無農薬野菜、料理講習、勉強会、配達
①

酒 文 商 店
通販部■オープンセサミ

〔〒289-2523〕 千葉県旭市中谷里2526
TE[/FA1 0479-63-9554

9:00-19:00
不足体

蔵元直送純米銘酒、天然ワイン、O」食品、生活

雑貨、地元産 自然農産物取扱、全国宅配可 ①

自然食品の店タンポポ
〔〒277-0022〕 千葉県柏市泉町6-57
T[[0471-67-1997

10100-19110o
第2目

食品、無農薬野菜、食養 美容相談、各地発送
①

早■ お  き  村
〔〒273-0005〕 千葉県船橋市本町1 1-7

東武デパー トBlF TE1 0474-25-2211
10:αン‐20:00

■水
自然食品、有機農法野菜

○
店

Ａ

の
■一計

一Ⅸ
検
Ａ

然
一

・自
■

〔〒275-0011〕 千葉県習志野市大久保41417
TL[047-471-1 661 FAX 047-471-1661

11●00～19100
人■爾

オーサ ワジャバ ン・ムソー商品他ア レルギー

対応食品 生活雑貨 書籍  自然食品 ①

あ|い  り■ん 堂
〔〒286-0033〕 千葉県成田市花崎町538 千葉銀先
成田駅よ り5分  It 0476-221065
URL http//homepage3 nifty com/ai百 ndO/

10:100～ 19:∞
■■|1日    ‐

無農薬のお米・野菜 天然酵母バン・みそ 醤油
ローズヒップティー 化粧品・雑貨 他

発送 配ヽ達いた します。お気軽にお越 しください
①

FK U K O IHIE R BS‐ 〔〒297-0213〕 千葉県長生部長柄町徳増806
■0475-35-1236

9:100-20:00
1■ .水

オーガニ ック食品、アロマテラピー製品、
バ ッチフラワーレメディ、オープリーオーガニ

クス、オーガニックコットン、ハープティー
①

1靭|ア ■レ■グ|り |ア
〔〒272-0111〕 市川市妙典31112 東西線妙典駅3分
TE[/FAX 047-306-0123

,o●30-18● 001

■||||● ・幌‐■||
心と体と環境に優しい商品。希少限定プロポリス

卸。ペットフー ド.全国発送。伊万里を楽しむ会。 ①

不 二 自|1然 食 轟
〔〒106-0045〕 港区麻布十番2-21-3
■03-3451-8966郵 便振替うにアに0-18943

9■ 30～ 19:00
■|1  日  |

野菜、海産物、食養相談
①

一薬
壼

一ｔ
一本

一■
日

一麟
一導

・養
一業

・に
漢

一４
和

品川店 〔〒108-0074〕 港区高輪3-25-29
前り‖ビル  ■103-5420-4193 FAX 03-3280-1684 l≒1曽T緩1撃 漠方薬、民間薬、健康食品、薬膳食品。治療院

①道庵治療院 〔〒1080074〕 港区高輪3-25-29
前リ ビル 1階 IE1 03 3280 2146

10100～ 19■ 00
■ ‐日・祝 ■

ています。

ベスト|アメ|=テ イ(株〉
〔〒105-0004〕 港区新橋11812 8階
TEL 03-3539-5671

191100～113111"

■1土 ■饉■掘■
おいしい健康をテーマに安心安全な商品を全国C
お客様に提供させて頂きます。

， 都
↓

■

恭

復

品一」轟
」Ｑ
＜

〔〒106-0047〕 港区南麻布515-27 田中広尾ビル6階
TEt 03-5739-1814

10:CЮ～18■ 00
1■・日■掘|

自然食品・サプリメント・書籍・ フラワー

エ ッセンス他 ①

自然1食1品 |と石 けんの1店

あ|■ぶ|11ヽ ||ぐ|■景
〔〒1500002〕 目黒区日黒本町4-811
TEL 03-3794-1848

10100～20,00
1■筆摯鑢嶺■|

オーサワジャパン全商品・ムソー・創健社
太陽油脂・生鮮食品 。生活雑貨 他 ①

Tsub■‐T、 u b rllCI=子 ё
(未 来1食 ア トリエ1甕 )

〔〒112-0014〕 文京区関口117-9有楽町線江戸川橋駅
4番 出口右へ 2分 IE1 03-3269-0833臥 X03-32690627

10:00‐ 191,00
日・月1祝

100%植 物性ノンシュガーのお栗子 &カ フェ

ランチ レス トラン11:30～ 14:00(土 ～15100) ①

3雙登〕91機菫番蓉
〔〒1130013〕 文京区根津1114 千代田線根津駅①
出口右側徒歩 1分 ■1033823-∞ 30 FAX 0823 0031

,01100～ 2■ 100
書1ま

',|100-|

レス トランは11:30～ 14:30(日 祭体 )無 農薬

有機野菜、無添加食品全般雑貨、化粧品、

手作 リケーキ豊富な品揃
一①

獅け自然食品センター 〔〒125-∞ 54〕 葛飾区高砂813-5
■ 03-3600-4322

9:00～ 20:00
1■1優■

無農薬野菜、果物、料理講習、勉強会、配連 O

2004186



〔〒101-0062〕 千代田区神田駿河台3-313(」 Rお茶の水

徒歩 6～ 7分)TEt 03-3219-4865 FAX 03-5280-2330

〔〒156-0052〕 世田谷区経堂2-3-7
TE1 03-3428-9555

〔〒158-0081〕 世田谷区深沢3-9-2
T[103-3705-7667 FAX 03-3705-7669

〔〒 1510053〕 渋谷区代 々木 1548
I[t03-3378-6871

(〒 1650026〕 中野区新井 52011
T[[03-3385-6058

自然食糧品店 グル ッペ

本         店

〔〒164-0012〕 中野区本町5-3329
T[103-3381-6452

〔〒167-0051〕 杉並区荻窪527-5
1[103-3398-7427 FAX 03-3398-8651

〔〒168-0073〕 杉並区下高井戸1-21
京王線下高井戸駅徒歩 30秒 TE1 03-3325-9537

〔〒0000000〕 杉並区上荻12421 協立ビルlF
1103-3392-5911 荻窪駅北 回下車青梅街道沿 い

〔〒166-0003)杉並区高円寺南3-60-6
TE1 03-3316-3162 http//www br sugarcom

〔〒157-0073〕 世田谷区砧5-24-6
■103-3415-1663 RX 03-3415-1485小 田急線祖師谷大蔵

新宿 Qフ ラッ トビル 301 T[[03-3354-3948

〔〒169-0075〕 新宿区高田馬場1-2414加藤 ビル 3F
TEt/1AX 03-3205-0495

JR高 田馬場駅徒歩 3分 (加 藤眼科の ビル )

(〒 1300015〕 墨田区錦糸1111ノ イエヤマザキビル3階
T[[03-5619-7013

〔〒1710014〕 豊島区池袋2-23-4
TE[03-3987-0952

〔〒1710043〕 豊島区要町3-317有 楽町線千川駅 3番
出口より3分  It 03-5986-7401 FAX 03-5986-7402

〔〒178-0063〕 練馬区東大泉53612 森川ビルlF
TEL 03-5387-5656 FAX 03-5387-5745

〔〒176-0006〕 練馬区栄町4013
TEt 03-3948-5701

但 し13～ 19時営業 自然農法野菜 自然食品他
① l

①ベジ対応レストランのご案内②豊富な品揃え マ
クロビオティック食品の通信販売 Oマクロのお弁当

屋さん『愛F∝よきっちん』のご紹介Э情報満載の
ベジバラて快適ライフ I wtt vegepara com

サ ンゴ草 梅醤番 豊寿、陽泉 オーサ ヮ商 品

毎月第 4日 曜午後 1時より勉強会

東武船橋デパー トBlFはやおき村

営 10100～ 19:00 水休み

無添加 ワイン 自然酒  自然食品 無低農薬有

機野菜 米 健康食品 生活雑貨 宅配可

1家撲お奮場f鷲94毅菫]鮮歴翼詐h夏嚢墓F
<操体法をエスペラン トで世界へ>

00～ 17100
日・ 祝

30^ν 21 1 30

日

1 10:∞～12:30
115:∞府201∞

'0:∞
～12:30(■ 祝)

10;00～ 19:00
日・祝

大和神茸、アガ リクス、霊芝酵素、神鶏 玉金

無臭ニンニク、 自然食品、書籍等

自然農法野菜 玄米 浄水器 無添加近海魚
特殊牛乳 本 宅配有

自然食品、天然酵母パン、生活雑貨、フェア ト
レー ド雑貨 衣料、料理教室他

オーサワジャパン全商品・無農薬有機野菜・

食品 化粧品 雑貨  本 駅か ら歩いて0分

オーサワジャバン全商品・無低農薬野菜 バン

食器 雑貨 図書 西武池袋線大泉学国駅南口より3分

〔〒1760021〕 練馬区貫井31416
TEL 03-3990-6773

〔〒177-0051〕 練馬区関町北2-3312
■10359277787 西武新宿線 「武蔵関」駅南口歩 3分

自然農法食品、野菜、化粧品、図書

無 低農薬野菜、 自然食品、生活雑貨、化粧品

本等 月末の金土はセール お近 くは配達無料

自分で浄血できる 「手動式 プハ ン」の通販 と卸・

貴女の再生の為のカ ウンセ リング講座

WHOLE F00Dな お菓子製造 卸 し、店頭販売

地酒 銘醸ワイン 本格焼酎 自然食品 無低

農薬野菜 htto//www nommlerip

健康食品、自然食品、有機農法野菜 自然化粧
品等、配達あ り

自然食品 (野 菜含む )、 健康食品、化粧品全国

〔〒176-0025〕 練馬区中村南3-3172階
TE[03-3998-0968 FAX 03-3998-0964

〔〒135-0032〕 江東区福住1-715
[[03-3642-0241 http//、～、ぃv brOwn cojp

〔〒136-0074〕 江東区東砂316-26
IE1 03-3644-6401 1AX 03-3646-4373

〔〒 133-0056〕 江戸川区南小岩7-2415
小岩ステーションビルポポ 1階  I[03-3672-3710

〔〒123-0851〕 足立区梅田6141 東武線梅島駅

¶
n…弊

諭|も夕1当晩〕れ
11:∞～20:00

日・祝 12:∞～1910
うまい野菜、日替天然酵母パン、自然食品全般
生活雑貨、書籍多数、シャボン玉石けん等。

雑貨の卸し、玄米弁当有、通販、近隣配達可 .

OrganiO`‐ PIII′ 10

幌パフォーマンスシステムズ
〔〒101-0062〕 千代田区神田駿河台2119
■103-5281-1363 http//w― organicandpure com

〔〒144-0051〕 大田区西蒲田7-21-8蒲 田ビューハイツ
1階 ■10337381228

10:00～ 17:00
■土|:日 ・祝

」AS認定有機無農薬魚沼産コシヒカリ・にが り・

各地海洋深層水 自然塩 全国宅配可

10● 30～ 19:00
■～17:∞・ 日 祝休

自然食品、有機野菜 化粧品、生活雑貨、
エコリフォーム &イ ンテ リア 食養相談(要予約 )

自然農場まほろば
〔〒1430016〕 大田区大森北51-2          110:00～ 19:30
I1/RX 03 3768 5275               :  日・祝

御一緒に、自然の摂理にそってたくましく生き

抜く技を身につけましょう。 自然食品全般。

リ マ 東 北 沢 1店
(.151-0065l ;xteEtulo]ll-5(rF) ll0:@-19:00
T!to3-3465 5o2t FAro3 3465 so22 lnEa*l<#*ftf*

〔〒150-0001〕 渋谷区神宮前5-45-5
1103-6419-2928 FIX 03-6419-2929

[暮れ蘊 祠  蠣
1103 3227 5601 RX 03 3227 5602       1 土・ 日● 祝

日本C協会食品事業部 無添加 純正マクロビ

オティック食品約600品 目。無晨薬有機栽培の

野菜 果物 米 雑穀。天然酵母バン多種。天然
にがり豆腐。手づくり冷凍惣菜。圧力鍋 土鍋

浄水器アルティマ 肌着 タオル 絹製品。自然

素材の生活雑貨各種。

完全マクロビオテ ィックによる

100%オ ーガニ ック +天然水のベーカ リー &デ リ

0● r Akkord
ア  コ  ル  ト

11100～ 17:00
水

ナチ ュラル マー ト
有機栽培野菜、 自然食品、天然酵母バン 玄米
弁当、化粧品、無添加ペッ トフー ド 書籍

自然海塩 「海の精」の生産販売 と 「海の精」 を

用 いた醤油、味噌、梅干、漬物な どの開発販売。
海 の 構 1株 式 会 社

10:00～ 19:00
不定休

FAX随 時受付
要予約

あ い ふ ― ず

閣 ミ ナ |1本■店

店

店
一の
一
一

．品

一

食

酒

然ド

山

ンア酒

速

9130～ i9130
年末年始・夏期

無低農薬有機栽培野菜  果実 純正食品、 自然

食品全般 生活雑貨 書籍  水廻 り上下水道等

ホームサー ビス等 goyoh―噸噸宅配、面 白八百屋

見籍介曇h壁 i栞薩蕎栞蒼漆早曇貨整勤」
石け

 10
店
木

の

の

品
ブ

食

バ

然

オ

自

バ

嘉三某7薫量楊理責:疑嘗テ人づr;些T曇   |(D
(日 祝～ 19:00)オーサ ワ商品  自然農法米

パン 調味料 お菓子 生活雑貨 書籍 他

オーサワ商品 野菜 生鮮食品 生活雑貨
健康相談 http//www tayounOnrOba cOjp

10:00～ 17:001予 約で土鍋炊飯の玄米ご飯が試食できます。
土・ 日・祝  :マ スターク ック他調理道具の紹介。

ナチiラルフーズショップ
ブーラ|ウ ン シ ュガ ー

12100^´ 20100
月●第2、 3日

自然 食1品 の店 くるみや

有隈1会社 太陽のひ ろば

グリ■ン|ポ|プ リ帥
10,00～ 181■ 00

Natural & Peaceful
b6bb

∞‥
月

９

回

０”‐

彫
‥
火

赤 と う が ら し

店

‐ス
一つ
一７

品

●
一

グ

食然

．

自
〓
フ

自然食糧品1店 |||1味 1権

富士見台自然食品店

身体と心のウル トラサ
ポーター (有 )デ ボル

10:∝卜17:30要予約)

水・ 日・祝

プ ラ ウ ン ラ イ ス

榊 | わ く― わ く
llJI力 |■ シo,プすぎうら

節
●
一

γ
火

|ナ |チ ユ|ラ ル 小岩店

11100～ 18:00
土・ 日・祝[103-3889-2651 配 送



ⅢIIII姜要華||
〔〒182-0002〕 調布市仙川町卜9-61
TEt 03-3326-2356

一撻
■

一い
一

無農薬のお茶 有機野菜 果物、純正食品
①

≠桑最鼻難轟量〔〒187-0004〕 小平市天神町123-2-C 東京本部
物流センター TE[042-3441770臥 X042-344-4177

9,00-=71113薄 |
日・韓 中

・ リマ 自然化粧品卸販売・ いんやん倶業部の

愛情 シ リーズ ア トピーア レルギー対策卸販売

ビ
=■

テイ|プラザレモン
(■羮■■費■1苺  )

〔〒183-∞ 23〕 府中市宮町1-2-6プ ラザワンビル 2F
■ 0423-64-8262 京王線府中駅南日正面 2F

9:00-21:100
1‐ ■襲 κ■||

一０
一

壼薙重轟會疵希
〔〒186-0002〕 国立市東11617 ポポロビル地下―階
下リエスカレーター右側
■/FAX 042-572-25∞

1,●

"～
1911"

■■1警お蒸●■|
IIEttI憾 修麟よIJI

オーサワ商品 自然健康食品 化粧品・備長炭
お茶・調味料 ア トピー対応OS工 業シジュウム

全商品・ リフレクソロジー・全国宅配
○

書熱贅嘉0由たながや
〔〒190-0004〕 立川市柏町4-516
TEt 0425-35-5227

:01=∞Ⅲ13■ 30
■1年囀熙な|■

無晨薬野菜、純正食品、浮津宏子先生の料理

教室
一①

Ｆ
む
一

向
一■

玄
一

■
一■ぶ一一

，
■
一

一
お
一

〔〒192-0054〕 八王子市小門町20-2■ 0426-25-0096
支部/長野、会津若松、他各地サークルあり

1011警1191100

■年申無体
半断食(通 いでできます)純 正食品販売、蒼玄

雅楽部、翔進料理教室、翔進懐石「蒼玄」 0

イノチの糧麗八王子店
〔〒193-0833〕 八王子市めじろ台412-5
■ 0426-63-591l FAX 0426-66-4622
京王高尾線め じろ台駅より歩 3分

101100■ 18:30
111日■併『3土

オーサワジャバ ン全商品、無農薬朝どり野菜、

認証有機玄米、天然酵母パン、健康食品、衣料

品、パイウォーターなど。

101

ム
籍
一

カ
一会
・

式
ス
株

ム

一

■
ル

〔〒202-∞ 23〕 西東京市新町5-5-20
TE[0422-36-2055

191● 00-119:00 自然化粧 品等の通信販売及び卸販売

八|■ 文■自■1然■館
〔〒1∞ 1401〕 八丈島八丈町大賀郷7590
TE[04996-2-1800

|,,00～ 101100
■||■祝|■ ■|

真空浄血療法、自然食品販売
①

3● ot(ぶ |■|ど)
〔〒205-0013)羽 村市富士見平21-6
T[t042-555-4440 FAX042-555-4366

10:100～ 191130

"申

僚体熊盆・コ調除く)

生命力のある米や野菜 調味料、生鮮品、生活雑

貨他。配達、配送あり。ltp′|… boot orga■ cprod com ①

マ ニ ホ ー |ジ■|=|

徴菜食レストラン癖機粉|
〔〒257-0014〕 秦野市今泉32311
■10463-82-6036

:0:∞～17:∞
木・金

食事は予約制、月 3回 料理教室開催、☆毎月第
一日曜 “節の食事会"ご予約お待ちしております ①

山 崎 鍼 灸 指|二 院
(〒 213-0013〕 川崎市高津区末長224-3
■ 044-865-5581

9:∞～21:00
日・月

鍼灸、指圧、小児鍼、食養相談、勉強会
http//‖ on zero adjp/～ zaq77728/

品

ク

食
●

一康
●

一健
ン

然自

サ
〔〒214-∞ 39〕 川崎市多摩区栗谷3-2-4
1趾/FAX 044-953-0438

10,00～ 20■ 00
1 不定体 |‐ ■|

健康 ・ 自由・幸福へ。 自然 健康食 品、無 (減 )

晨薬野菜 、天然酵母パ ン、化粧 品、雑 貨。
・○

塾
所
〓

生
議
一心

蘇
一相
一賞

力
一簿
●

無
寄
所

治

■
一し

然
病
癒

書
難
病

〔〒225-∞ 21〕 横浜市青葉区美しが丘119-2、 4-6106
1Et/F想 045-902-2034

:0:∞ ●́171100
木■日■||

食養相談、病気別各種操法、気功、自律調整法、

呼吸法、各種健康法、心身統一道 ①

ン，

な

館

ツ
メ

品

●
●
食

■

ル

難

マ

グ

笑

マ 〔〒241-0824〕 横浜市旭区南希望が丘 2

1EL 045-363-0846 FAX 045-363-0847

相鉄線希望 ヶ丘駅南ロバス通信号 2つ 目左ヘ

9:30～ 18,301

水・ 日 |

楽 しいを日常に

オーサ ワジャバ ン商品 輸入冷凍食品・ やせ

てきれ いになれば幸せだ と思 う人用化粧品●

若返 り療法研究会 雑穀料理教室・書籍 多数
①

自然食1品 セ ンター
弘 ■鱗1 寺  店

〔〒232-0055〕 横浜市南区中島町4-81
TEL 045-712-3339 市営地下鉄弘明寺駅徒歩 3分

10:∞
～

19ヽ CЮ オーサワ商品・CI図 書・食品・野菜・玄米・雑貨

化粧品 アレルギー対策食品 配達 全国発送可 ○

横浜■■然食料理教窒
菫1家 1餞 1筆 1毎 ′ヽン教窒

〔〒247-llt104〕 横浜市栄区柏陽15-23岡 田きょう子
」R本郷台駅歩5分 TE[/RX 045-894-4799

料理教室 (金 土)基礎科、初中止級、出張

講師、予約制食事会 (食 箋等ご希望承 ります )

院医瀬1松| 〔〒236-0052〕 横浜市金沢区富岡西5-514
TE[045-773-0397 http//― matsuse n com

910021171:130

本上午後■日
格安でメディカルチェックいた します。食事療

法や健康食品の効果判定にご利用下さい。 ①

す こ や か 広 場

〔〒244-0003〕 横浜市戸塚区戸塚町118 山ロビル lF
」R戸塚駅西日徒歩約 5分
IEL 045-881-7636 FAX 045-881-2772

http//sukoyakahroba cOm

10100～ 19:00
日・祝

戸塚画替館そば

オーサワジャバン全商品、野菜、天然酵母バン、

食器 衣類、生活雑貨、図書、通信販売、近隣

区内無料配達、売出しは毎月です。
E― ma‖ :sato@sukOyakahiroba com

①

〈
富
口ｍ

る狩食康農場
然自

太
〔〒224-0037〕 横浜市都筑区茅ケ崎南318-25
TE1 045-942-4001

8■‐100～ 17:00 自然農法野菜、米、食品全般、雑貨、書籍他

稲刈ツアー、健康相談会、講演会など ①

健康薬局保土ヶ谷駅ビ
'曜す1保 土ヶ谷駅西 El111FI

〔〒240-0023〕 横浜市保土ヶ谷区岩井町1-7
T[1045-337-2228 FAX045-335-3896

■0■100～ 22,∞
■|■露●祝201∞迄

オーナーは生薬漢方認定薬剤師 保険調剤 健

康食品 自然化粧品 精油 全国発送可 ①

マクロピオテイッタ

`爛

1然|
食品のお店 ナチ

=ラ
ン|ド

〔〒223-0062〕 横浜市港北区日吉本町33-8
T[1045-564-8351 FAX 045-564-8352

10100～20,00
■ 年中無休

玄米菜食 レス トラン (食 事、お茶、手作 リデザ
ー ト等 )、 自然食品販売、陶芸 ア トリエ有 り ○

一猥陽陰
〔〒249-0006〕 逗子市逗子71-58
TEt 0468-73-7137 FAX 0468-71-4383

10,00～ 19100
日

食品、無農薬野菜、豆腐、化粧品、食養相談、

配達 ①

KAYA本 店
〔〒228-0024〕 座間市入谷4-2613-9
TEt 0462-55-9326 FA1 0462-57-3664

10:00～ 19:00
年始・ 夏期6日

無農薬有機野菜・伝承自然食品健食雑貨全般

全国宅配有 宅配料割安・宅配割引セール有 ①

輛 街 の こ||め や
〔〒239-0833〕 横須賀市ハイラン ド4191
TE[0468-48-1355

8:00～ 20:00
1■  無休■■

無減農薬玄米取扱い及び揚精加工販売。純正食

品、無減農薬野菜の販売。」―NAOS加盟店。

ま |ご■|こ■|ろ■や
〔〒250-Cll103〕 イヽ田原市東町3-9-5
1Et 0465-34-9612

,3100-171100
日■月|||||

純正食品、CI図書
①

早どず旨鴨1壕|1壌
〔〒254-0807〕 平塚市代官町8-25
1[/臥X0463218448 平塚駅南口徒歩3分

10:00～ 181,00
1豊 |■ |■

産直無晨薬野菜 果物 生活雑貨・各種イベント

有 米づくり 保存食づくり・ヘナ 温灸等 ①

囀 くす 0110泰 観
〔〒254-0013〕 平塚市田村625010
TEL/FAX 0463-53-2683

9:30～ 20100
日  ‐

医薬品、健康食品、リスブラン化粧品、足心道

健康指導教室、食品 ①

店
ド

の

一

品
ロ

食
ス

然
ル

自
ヘ

〔〒242-0021〕 大和市中央514-2あ すろ―どパーキング

ビル103(大和警察署 2軒隣の ビル lF)
相鉄線 小田急江ノ島線大和駅から徒歩 4分
■ 046-262-0020 FAX 046-262-5968

10:∞
～19:∞

日 (但 し月末26日

～
30日 |の 1間の|

|1費 峰悽1ま奮鋤 |

断食と食養及び健康補助食品によリベーチェッ

ト氏病を克服。生き方を変え S49年 開店。O」 商

品多数、 自然食品、無(減 )農薬野菜、食養健康

相談、通販、毎月26～ 30日 特売。

一〇

Ｙ

ぅイ
‐‐

Ｄ

デ
■
一シ

ト
一●

■
ウ

Ｗ
↑
一

〔〒252-OCll17〕 藤沢市湘南台1101
そうてつローゼン角 ■1/FAX 0466-43-0330

1■,00～ 18■001

1■|1臓|1祝 |||■

自然食品、健康食品、無添加化粧品、竹炭備長
炭、空気清浄機、浄水器、衣料、他雑貨

一〇

やなか
〔〒248-0014〕 鎌倉市由比が浜3-9-47
■[0467-24-0664F想 0467-23-7264

9■301■ ■8■30
1■●:土■■|

有機野菜・果物、自然派化粧品、無料配達 (横

須賀、茅ケ崎、藤沢、戸塚 )
①

マ ル ナ カ 栞 局 〔〒403-0004〕 山梨県富士吉田市下吉田251

1E[0555-22-0200
9'00-21:00
1■蒙■4日

漢方薬 、健康相談、 リスプラン化粧品、食品
①

ン
房エ

パ
とさ

窯
のし

石
ほ

〔〒402-0034〕 山梨県都留市桂町952-2
TE1/FAX 0554-45-2471

101● 00～ 18:00
1■||1日 ■月

富士山溶岩使用の石窯で焼く天然酵母バン製造
マクロビオティック食品 全国発送可 ①

自1然1食 品 有機村
〔〒4CICl― ∞65〕 山梨県甲府市貢川1-318
■055-222-1 872 http//-1l ddaor」 p/u― k mura/

毒0●00‐ 19100
1■年1中 1無休

自然食品全般 オーガニックコッ トン・ 自然

化粧品 。書籍・文具・CD・ 生活雑貨 ①

島1然1拿
1最|111鷲

〔〒4091501〕 山梨県北巨摩郡大泉村西井出8240-7578
T巳 055138-0464 」R甲 斐大泉駅600m南

,0■ 130～ 18130
■■ 火

無農薬栽培農産物、自然食品、食材全般

生活雑貨、書籍、宅配あり ①

知4「 8



自  然  ラ
コ ス モ

フ

イ

イ

レ

〔〒407-0104〕 山梨県北巨摩郡双葉町竜地3049
■t0551-28-4181

〔〒433-8117〕 浜松市高丘東4-261
T[1053-438-8323

〔〒4311209〕 浜松市舘山寺町3311
TEL/FAX 053-487-3355

〔〒413-0002〕 熱海市伊豆山1062
I[0557-80-2101(代 表 )

〔〒413-0232〕 静岡県伊東市八幡野1737
T[t0557-54-001l URLlhttpl//vvν v、vizu co jp/

～zuken E― ma‖ zuken@zu cojp

〔〒413-0232〕 静岡県伊東市八幡野1741-49
TEt 0557-55-2660 httpブ /www y― sato com

無農薬野菜  自然食品

健康教室 バイタルチェック

無農薬野菜、 自然食品 生活雑貨、書籍。野
草 こども診療所の診察室の語 らいか ら生まれ

ま した。

「宿便とりJ半断食 拡大な施設と20年 の歴史
「指導者養成」  道場開設 自立営業の人に

断食 半断食・湯治 (温泉)食 養 (自 然食)

東洋療法 物理療法 健康講座各種  森林浴

環境 に恵まれ 30年の歴史 資料 こ請求下 さい

温泉保養 食養 断食の各コースで体質改善で

きます。資料請求下さい。

リマ クッキング富士宮校 (毎 月第 1水―初級
第 2水―中級 第 3水―上級)食品、野菜

19 :00～ 19:∞
年中無休

毎月1日 ～8日

基本研修

1予約制

年中1無休

10:00～ 18:00〔〒418-0061〕 静岡県富士宮市Jヒ町413
1[[0544-22-3741(ニ コニコミナヨイ)

〔〒457-0011〕 愛知県名古屋市南区呼続元町9-27
■052-821-8746

〔〒460-0003)愛 知県名古屋市中区錦2-311 ニシキ
21(6階 )TE1052 232 9981

〔〒461-0004〕 愛知県名古屋市東区葵3丁 目2311
T[1052-935-2366 FAX 052-935-2373

:0:00～ 18:00
日・祝

」R 地 下 鉄 千 種 駅 5番 出 日前
マ ク ロ ビオテ ィ ック勉 強 会 ¥
健 康 相 談 ¥3000 全 国発 送

自然 食 品
1500

89 Maclobiotiquc

|

い 光 彩■■■1芸
貴金属装身具

カイ ロプラテ ィック、オイルテ ラ ピー、波動

測定、血液細胞分析、健康食品、ハ ープ 教
室

(〒 408-0002〕 山梨県北巨摩郡高根町村山北割1098-3
TE[0551-47-4585 httpブ /―wu― chrO cOm

9:00～21100
■土,17:CЮ■

|■ ■日休  ■

中 1央 畿 剤 薬|1潟| 〔〒401-0015〕 山梨県大月市大月町花咲1264-3
TE[0554-22-3325F想 0554-20-1125

,,00～ 17100
土|～ 15:∞ E休

大月市立中央病院前。調剤桑局、シュタイナー

関連商品、純正食品 生活雑貨、医薬品、書籍

河口湖アルカンシェール
〔〒401-0305〕 山梨県南都留郡富士河口湖町大石2498-2
TE1 0555-76-6662 FAX 0555-76-6682

http//w― arcen grjp/

マクロ食の宿泊施設です。 1名 10,800円 。

純正食品取扱。マクロに関する書籍販売。松本
光司先生の料理教室月1回 開催。アロマテラピー

サロンと富士の見える浴室。

〔〒409-2942〕 山梨県西八代郡下部町下部990中 央道甲

府南lC60分 河回湖 C60分、東名富士 C90分、」R身延

線下部温泉駅車3分 http:/力yasu com 11 0556-36-0111

H154新 装。良 く効 くぬる湯温泉 、無添加料

理、循環農法無農薬野菜 (EM[有 用微生物 ]

堆肥使用)粗 製糖、 自然海塩で健 康追求 !

ムロ

テ

ャ

ニ
ンヽ一●

ユΥ
一含
一・■

〔〒399-8300〕 長野県南安曇郡穂高町豊里
TE1 0263-83-3838 http//www utraman gr,p/～ Sha om/

〔〒399-8301〕 長野県南安曇郡穂高町有明7258の 20
■10263-83-5260 FAX 0263-83-6670

レストラン&カ フェ、石窯パン ピザ、 自然食品
フェア トレー ド エコ雑貨書籍販売、宿泊

玄米栗食料理 天然温泉 ヨガ・鍼ビワ灸
アロマテラビー、調理実習、ワークショップ

マクロビオティック食品、シャボン玉石けん、
エコ住宅 健康塗料 オーガニックコットン

8●00～20100
無休 治療本体

エコジョップヮン
〔〒396-0011〕 長野県伊那市未来通り42851
TEL 0265-76-3886

10:00-18:00
日・視・第 1・ 3土

〔〒380-0803〕 長野県長野市三輪12511
TEt/FAX 026-259-1151

〔〒381-0021〕 長野県長野市屋島1769
TE1/FAX 026-222-7345

〔〒381-0021〕 長野県小諸市甲3232-2
T[[0267-24-8600

〔〒386-0042〕 長野県上田市上塩尻4541
■10268-21-41 87 FAX 0268-21-4188

〔〒3861102〕 長野県上田市上田原8761
TE[0268-26-9355

〔〒437-0063〕 静岡県袋井市田町2-71
TEL 0538-44-2107

〔〒437-0013〕 静岡県袋井市新屋4-52
T〔t0538-44-8083 FAX 0538-44-1796

オーサワジャバ ン 有機無農薬野菜 米 食器

雑貨・シャボン玉石けん 健康相談受付

半断食 (6日 間通 いでできます )翔進 料理教室

純正食品 書籍 無農薬野菜他販売

オーサ ワ商品取扱 い マクロを主体 と した 自然

療法、手作 リフー ド メデ ィカル ア ロマ

オーサワジャパン商品、天然酵母バ ン、雑貨、

花 とマクロビオテ ィック料理教室

Ｆ

部

一Ｍ玄
一支

蒼
●

一畑
一一二

難
う か ,働 1物 病 院
日本動物病院会指定病院

食
・伎

然
，映エ

と

ト

花

ア

11 :00～18:00
日・月・本

オーサワジャバン商品 根を守る核酸有機肥料

核酸&キ レー ト酸素食品 無農薬野菜

自然食品五 1味 1調 1和
10,∞ ～19:∞
日・盆・正月・CW

野  車 ■広■1場|

(や そ う ひ ろ ば )

10:00～ 18:301無 農薬野菜、 自然食品 オーサ ワジャバ ン商

水    !品  料理教 室  配達

0エ リ ン 舎
マクロ教室 1分で痛みをとる器具・ シルク化粧
品 無添加ペッ ト食品 環境蘇生商品

湯治|1食 養・東洋医学
や|す ら ぎ の 里

店
ン

ロ”
　．

食
グ

然
士

自
富

〔〒424-0943〕 静岡県静岡市港町2-713
T[[0543-52-9649

〔〒420-0842〕 静岡県静岡市銭座町681
■1054-247-8754

〔〒436-0061〕 静岡県掛川市緑ケ丘18-8
T[10537-23-2414

〔〒410-0874〕 静岡県沼津市松長7801
TE1 0559-68-0250 FAX 0559-68-0260

無農薬野菜、無添加食糧品

自然食品 健康食品 洗剤 化粧品 健康器具

家庭用電子治療器

アイスクリーム 乳製品 卵を全く使用せず
クリーミーに仕上げた大豆アイスの販売。

自然食品 健康食品 こだわ り農産物 書籍

調理器具 料理講習会へのお誘い

医食同源、あなたが家庭の名医にな りま しょう
`

難病、奇病 にと りくむオーラ治療法。

自然派生活 神和貴 |¶外版∬翠疏
「

獅膚
沼津市鳥谷4528

カ ミ||ナ■リ ヤ

元気=番館■セイケン

株式会社サンオーネス ト

〔〒411-0848〕 静岡県三島市緑町3-2
■10559-75-0643 FAX 0559-75-3208

健康・自然食1品‐■元氣界
社団法人 佐野療1薔1饒

〔〒425-0033〕 静岡県焼津市小川3608-6
1t054-624-4246

〔〒4110912〕 静岡県駿東郡清水町卸団地305
■[055-971-0584 FAX 055-973-2038

8:30～ 18:30

綺伊勢吉 健幸事業部 日本Cl協会、健康食品 食器、シュタイナー

関連商品、介護用品

〔〒410-2211〕 静岡県田方郡伊豆長岡町長岡605
T[t055-948-0911(1週 間前予約 )

長
だ

一立伊

こ
24時間入浴可能 |プロの板前による旬の玄米菜食膳と温泉の宿

天然露天風呂  1泊 2食付16000円  90名のセミナー会場有

〔〒442-0857〕 愛知県豊川市八幡町鐘鋳247
T[10533-86-5679 FAX 0533-89-1072

〔〒440-0831〕 愛知県豊橋市西岩田61611
TE10ω 2 69-∞55臥 XO“269-∞ 56 ntp//ぃん、v genk smp cOlp

マクロビオティック商品、野菜、バン、生鮮

サプリメン ト、化粧品、オーガニ ックワイン

自然酒・雑貨。発送配達有。波動測定、血流
血液細胞測定 (豊 1喬店は針灸治療院も併設 )

豊1橋 自然食品センター
|■ 1市 民 病 院 跡 地 前

(〒 440-0897〕 愛知県豊橋市松葉町3-65       19,00γ 18:30
T[10532-54-5876                          1 1111■ 日 笙吾墓昌イ讐雲イ貪墓勇轟|】K皇

生
電
食品   O

自然農法米の販売、玄米餅、玄米粥、玄米 ごはん、

〔大豆、小豆、金時豆、黒豆〕の水煮等製造及鋤 売

マクロビオティック商品、健康食品。体質判定
=||ジ

ーマ フ ー ズ

鶴 げ ん き く らぶ

寿 元 ナ ゴ ヤ



ヘ リレシ|ン|グ |あ い
(〒 462-0844〕 愛知県名古屋市北区清水4151日 宝

黒り|ビル 2階 110529165076
名城線黒川駅よ り徒歩 5分

∞
一

略

祝
”

・

∞
８

Ю
無農薬有機栽培野菜 お米や天然酵母バン、

木桶醤油etc。 喫茶では無農薬 コー ヒー、

ランチをどうぞ
①

Gる 一 と
〈ジ ー ル ー ト )

〔〒471-0806〕 愛知県名古屋市瑞穂区瑞穂通 り2-45
■052-841-0146

9:00～19:00
日

オーサワジャパン商品 バン・野菜 生鮮食品

生活雑貨 絹製品 化粧品 書籍 他 ○

Ｔ
店

ノ

″持熱・一一螂万
〔〒460-0011〕 愛知県名古屋市中区大須3-33-6
■052-241-0486

10:00-22100
年中無体

無低農薬有機栽培野菜 マクロ ビオティック

商品 天然酵母バン 生鮮食品・生活雑貨 ①

締1若1富 1食 1機 1販 売所
〔〒471-0026〕 愛知県豊田市若宮町6-3-8
■t0565-33-0687

∞
●切一一一

∞
●
一

自然食品 化粧品 配達 ホームベージは
http//www hm3 ata nejp/～ wakamiya/ ①

松|1溝■堂|コ イ ケ
〔〒441-8064)愛 知県豊橋市富本町13-2 愛知大学前
TEL 0532-45-3444

8,301■201=00
年1中無休

天然酵母バン、和洋菓子、オーサワ商品、雑穀
①

へ |ル シ ー メ イ ト
〔〒444-0833〕 愛知県岡崎市柱曙 1丁 目1011
TEt 0564-52-7000 FAX 0564-52-7119

10,00～ 19:00
月

無農薬野菜、食品、化粧品、 自然酒、オーガ
ニ ックワイン、衣料、雑貨、書籍、全国宅配 ①

椋 乃 里 (ム ク ノサ ト)
〔〒487-0005〕 愛知県春 日井市押沢台71017
T[t0568-91-0666 FAX 0568-91-4445

10100～ 18:00
金は10i∞呼16:30

高蔵寺ニュータウン内 超エネルギー水 “活

取扱店 無農薬野菜 食品 化粧品 森修焼 ①

御 ア ル テ ィ
〔〒4801154〕 愛知部長久手町塚田1922番地 シェフォー

ム エタニlF It/FAX 0561-63-9799地 下鉄藤ヶ丘駅
爛
祝

”
調

畑
一ト

鍼灸手技療法、母乳育児相談、プロポリス

健康 自然食品、書籍、雑貨 ①

ア|イ
|ア イ ドラッグ

〔〒491-0838〕 愛知県―宮市丹陽町猿海道腰本756
■1/FAX 0586 24-7539 http//、 vww aaidrug com

∞”
ホ

∞
●

０
●
一

食養相談、オーサワジャバ ン商品、医薬品

健康・ 自然食品、化粧品、日用雑貨 ①

自然食品 やま|ぐ |ち
〔〒470-0154〕 愛知県愛知郡東郷町和合ヶ丘2-413
TE[0561-39-0401 FAX 0561-39-0756

9:00～20:00
水

自然食品 健康食品 健康グッズ 他
http//ャ vνvw nf y com/ ①

自然食品ハートビア
〔〒503-0805)岐 阜県大垣市鶴見町628-6
TEL 0584-81-0211

10:00～ 18:∞
年中無休 ①

正食と自然食品ヤナギヤ
〔〒500-8135〕 岐阜県岐阜市織田塚町12
TE[0582-45-9355

∞
社

融̈
食品、自然野菜 米、書籍、鍋等、正食料理教室

欄 わ ら べ 村 〔〒505-0051〕 岐阜県美濃加茂市加茂野町鷹之巣342
■0574-54-1355

9100～18100
第2日

自然食品 無農薬野菜 生活雑貨 書籍、フェア

トレー ド品 料理教室 イベン ト、通販あり。 ①

店

キ
の
■
一

一
一一
一
一一
・一一
一一

わ

●

だ

一

こ

ユ

〔〒506-0824〕 岐阜県高山市片野町5-228
TE[0577-32-5078 FAx 0577-36-1588

一∞
●
一

確
た

オーサワジャバン商品 有機栽培野菜

オーガニ ック食品 雑貨 天然水 ①

鞠  ヒ ノ|■モ■ ト
〔〒910-0032〕 福井県福井市堀 ノ富1803市 内バスニ郎

丸団地下車1分 第2堀 ノ宮下車3分  It 0776-21-3811
∞
●
一

．】
雷

体質別食養指導、料理教室、試食会 自然食品

健康食品(プロポリス)、 波動測定 ①

しぜん しょく あい 〔〒910-2165〕 福井市東郷ニケ町354
■[/FAX 0776-41-2171 http//www2 fctv ne,p/～ a chan/

10130～ 17:OCl

(販売は19:00D
お食事 &喫茶 自然食品 (自 家製こだわりの味噌)

体質別健康相談 (無料) 薬膳料理教室 通販 ①

品
店

食

本
然

・

自市

サ

日

ン

四

セ

〔〒510-0087〕 二重県四日市市西新地8-6
TEt/FAx 0593-52-9051

9:30～ 18:00
日

オーサワジャバン商品・自然食品全般

本格み りんあります。 ①

米

や

機有

こ

品食

‐‐‐ね
然
↑
一

自
か

〔〒515-0075〕 二重県松阪市新町830
1t05982126021A10598-21-8799 htt● //、

"vw e kanekoya com

∞
　
・

，

鷲

”

ト
有機米 天然酵母バン 有機野菜・豆腐 調味

料など。基本の食生活を大切に考えている ①

信1責1出1断 食遣場
〔〒636-0832〕 奈良県生駒郡三郷町信貴山西2102
T[10745-73-2507

華年1/21■2/本国
の|み体み―■ ■

断食または半断食と正食指導

案内書送呈、入場費 1泊 6,600円

か■ん と り もヽ
〔〒631-0002〕 奈良県奈良市東登美ヶ丘416-5(東 登美

ヶ丘 5丁 ロバス停より徒歩 1分 )

10100-19,.00
月

自然食品全般、あいが も農法米 、無農薬 低農

薬野菜  果物  自然素材雑貨 、石 鹸 ハーブ ①

ン
舎

ンヽ

う
一

テ

こ
スス

ん
ルへ

け
〔〒520-0851〕 滋賀県大津市唐橋町1414
TE[077-537-3878 FAX 077-537-4122

9100～20:∞
日

自然食品 漢方薬 鍼灸、操体法

①

びわ湖 (25周年)

ナチュラルハウス
〔〒525-0032〕 滋賀県草津市大路19-7
■[/FA1 077 563 0559

9:∞～:9:∞
■  日

自然食品 びわ湖 自然食品検索注文可即発送
http//mwv ocn nejp/～ n― uenヽ /で注文可 ①

マタロビオティック京都
〔〒606-8101〕 京都市左京区高野蓼原町77

T[[075-711-4551 ①

Ｘ
一マ
一

，
マ
一

フ

″
”
カ

チ
ナ

ナ
エ

〔〒602-0934〕 京都市上京区新町―条上ルー条殿町483-2
TE[075-4315005地 下鉄鳥丸線今出川駅下車 3分

10100～ 19:30
1 1   8

無農薬野菜 天然鮮魚 自然食品 オ ーサワジャパ

ン商品か ら生活関連雑貨まで。市 内配達可 ①

ヘ ル ス 伏■見
〔〒612-8037)京 都市伏見区桃山町鍋島7

」R桃山駅西50m TEL 075-611-0337
10:00～ 20100

8
純正食品、洗剤 無晨薬野菜

①

ち
鑢

む
鷹』

実れ
榊

太

マ

都

レ

京
プ

〔〒616-8125〕 京都市右京区太秦組石町101
太秦駅南側ホーム内 I[075-873-3877

∞‐９

祝
”

・

∞

日

http:,/,/M.binchotan.comX l*http://ww
w.rakuten.co.jpluzumasa/T;+tFI' E[l*i I ①

ウェンデ ィー・ ママ
〔〒603-8157〕 京都市北区紫野宮東町175
1E1075-411-4460 httpブ /www w― mama com

10:∞～19:00
日

自然食品、健康食品～生活用品ま厳選した ト

タルな品揃え。通信販売、HPで 注文可。 ①

ヘルシー&ア■トダンス
「スタジオ1夢 14ヽ 町」 TEL 075 931 3267(原 口)連絡問い合わせ先

9100～21 100
年中無体 |

修正ヨガ ス トレッチ 中高年のダンスヒクス

中高年のダンスミュージカル、食養他 ①

ム ス ビ|ガ|■|||デ|ン
〔〒540-0021〕 大阪市中央区大手通227
1E[06-6945-061 8 FA1 06-6910-6237

日・祝10:∞～171∞
自然食品全般 (無 農薬野菜 調味料 書籍 鍋

玄米弁当など)約 2000ア イテム 通信販売有り

〈
富

1協
食正

〔〒540-0021〕 大阪市中央区大手通2-27
■106-6941-7506

9:00-18,00
日

料理教室、本部講座、研究会、入門講座

家のむ ぎ
〔〒532-0002〕 大阪市淀川区東三国417-5 1階
■06-6395-7806

10:00～ 18100
土・日

純正食品 無晨薬野菜、健康講習会、千坂式

ミネラル健康法 ①

ハ ッコ■山海フーズ
健康自然食品の店 和楽

〔〒533-0033)大 阪市東淀川区束中島12012-414号
」R新大阪駅東口出て正面 ユニツーン新大阪キトビル4F414号  ■066326-6682

平 日10:∞ん:S:∞
土 日10:al-17:oo

取扱品 自然食品 健康食品 自然派化粧品

浄水器 圧力鋼 書籍 ①

店

ル
の

し

品食
●鮮

一一，
自‐‐
グ

〔〒559-0006〕 大阪市住之江区浜口西11312
1t/FAX 06-66780390

〔〒546-0043〕 大阪市東住吉区駒川514-3
1t/FAX 06-6698-4649

10● 00■1)●00 オーサワジャパン商品全般、有機米 有機野菜
等2000ア イテムの品ぞろえ。配達有. ①

健康ス|―トア 健友館
10=00～ 1911100

11火||
自然食品 健康食品 健康生活雑貨 備長炭
http//www kenyu― kan com ①

ナ チ ュ ラル フ ー ズ
グ    ラ   ン

〔〒5731111〕 大阪府枚方市楠葉朝日16-3
TE[072-855-0114

10100～ 19:00
火

野菜から食品全般・関連雑貨まで 高品質なも

のを取揃えています。 ①

関西消費者クラブ
〔〒667-0847〕 大阪府茨本市野々宮210-30
TE[0726-34-0713 FAX 0726-34-0712

9:00～ 19:∞
■1 日

無農薬野菜、無添加加工品、ヘンプ食品 アレ
ルギー対応食品、自然化粧品、全国宅配 ①

会

＞は
英

厳
博

ＡＯＴ
丸い

石
大

↑
〔〒580-0022〕 大阪府松 原市河合263
1t0723-329293看 板 な し

91100-20:00
■1年中無休

操体法指導 します
①

根oこ や 籠進米穀店)
〔〒582-0009〕 大阪府柏原市大正31-35
TEt/FAX 0729-72-0467

191,00～ 20,00
第213,4日 曜日

無晨薬野菜 玄米 天然酵母ハン、オルタ宅配

オサワ商品、料理教室 操体法、 自然農塾、各′ ①

2004



＼

9l Macrobiotique

ブ
一霧
一

″
凝
一

ル

‐優
，

●
，

彩
ナ
食

〔〒5600051〕 大阪府豊中市永楽荘214
TE1 06-6840-2988 FAX 06-6840-2987

40●00～1'=00
111年申無体|■|

無農薬野菜・自然食品・アレルギー対応食品

自然化粧品 (配達・発送致 します )
①

〔〒563-0024〕 大阪府池田市鉢塚315-5A
IEL 0727-61-0064 http//― teshigotoya co jp ド:臨晨響 ポラン広場の有機農産物を主とし、生活まるごと

安心なものを所狭しと展開。 ①

織1全 な食 |ヽも ●ネラ|ト

|ウ|ニ ク■|,ル タ■
〔〒584-∞48
1Et 0721-34‐

1大阪府富田林市西板持町2-3-5
26C10 FAX 0721-34-2777

,1“■1●|"
■||1 日  ■

無農薬野菜、鮮魚など安全なたべもの全般、代替
医療品、代替衣、住グッズなど14000ア イテム ○

一か
継

す
首

で
八

一澪
０
一

ん
一〓

げ
一，

お
ゆ
一

〔〒584-0092〕 大阪府富田林市昭和町1613
■10721-26-2619 FAX 0721-26-3419 ■驚l:ず

無農薬野菜・果物約60品・米 天然酵母バン

健康 自然食品全般 1500品 (全国宅配OK) 1  0

店
ス

の
ゥ

鶴
一

然
リ

農
グ

〔〒655-0038
TEt 078-787

1兵庫県神戸市垂水区星陵台19-9
3828 0120-164-831 FAX 078-787-3844

9■ 130～18:30
1■書・月 ■

無農薬、自生野菜 自然食品全般 玄米・お栗
子 化粧品・生活雑貨 本 配達有 l①l

玄1米 拠 1燿|ん|ぼ
―
や| 〔〒653-0038〕 兵庫県神戸市長田区若松町5-3-3

■1/1AX 0120-6888-29 http://― genrra co jp
101130～19,oo
l■|1驚2露 ■|

無農薬玄米10種以上、雑穀、家庭用精米機、
圧力鍋、オーサヮ商品中心の自然食品

|(   〔ii)
磨

く

の一品一露
一ぜ

一然自

じ

と一茶
●

一嗅
０

〔〒6795301〕 兵庫県佐用郡佐用町円応寺165
■10790-82-2171

81‐100-19:00
.本定休

オーサワジャパン商品・抗酸化食品AOB・ 化粧
品 生活雑貨 図書コーナー・健康セミナー l① l

自然食‐品の農自■‐薬
〔〒690-0064〕 島根県松江市天神町82
■10852-26-3801 FAX 0852-31-4172

9100-19:00
■■続|■ ‐

無晨薬野菜・天然酵母バン、自然食品、配達有、
料理教室、食養相談、健康セミナー 〇

星弯象長
自
弯警書豪

〔〒690-0015〕 島根県松江市上乃木9-3-30
■/FAX 0852-24-2358(ニ シノウサゴヤ)

10 1oO‐10:o0
18‐

無農薬野菜・自然食品全般・パン 冷凍食品
書籍 エコ雑貨 他 ①

彩
家

食
八

然
十

自
八

〔〒6950017〕 島根県江津市和本町5046
T[10855-52-4770

11:30～ 13
17:30～

“

３。

∞
自然食品・不思議タオル・雑貨 他
お食事のできる店 定休 日 :水曜日 第3日 曜日 ①

温 1蹴鳥‐窺
〔〒700-0824〕 岡山県岡山市内山下11016
■ 086-234-9790 htto//w― wh― tera com

10100-1911100
1  火■ |

自然食品 無農薬野菜・健食 エコ雑貨 自家製
天然酵母バン レス トラン 整体 ギャラリー ①

自然1食 |百 科柿101末 〔〒710-0132〕 岡山県倉敷市藤戸町天城2221
T[1086-428-8227

9:00～ 19100
自|■|||

無農薬野菜と自然食品豊富な品揃え 配達有
①

C l一実背
〔〒734-∞07〕 広島県広島市南区皆実町4112
■ 0822552846平 賀佐和子

毎月第 4土例会、料理講習、PU勉強会

と し―き|― の うえ||ん
〔〒733-0842〕 広島県広島市西区井口3丁 目1218
T[[082-277-6622 FAX 082-270-3363

10,00～ 19:00
日,枷 1:∝

～
131“

講演会・料理教室 心の こもった商品を集めま

した。商品説明は手話で もOK。 ①

一店

き

・の品
さ

食加
一め

添無

う

〔〒731-5127〕 広島県広島市佐伯区五日市2-9-25
■ 082-922-5228 FAX 082-922-4940
」R五 日市駅北口徒歩 3分

1●■00～ 19■ 00
■ E・ 祝

‐
オーサワジャバン全商品 野菜、自然食品全般
アレルギー対応食品、惣菜等。配達 配送。
天然酵母バン、自然化粧品、生活雑貨

①

一＆
一グ

一品‐‐
一シ

食

ロ
然
ア

‐豊‐‐一■．””
の
茶

山
一嗅

〔〒720-2102〕 広島県深安郡神辺町東中条523-2
T[1084-967-1895 FAX 084-967-1896 11ギ智:IT

総合 自然食品、コットンの服 冷えとリシルク
天然石アクセサリー&原石  トルマリン 炭 ①

詢 松 本健1療 医学社
〔〒739-0458〕 広島県佐伯郡大野町鳴川8446-2
TE1/FAX 0827-57-4171

針100～ 18:00
無体・予約制 |

バ ンキー治療 (吸 玉) 黒酢健康法 玄米正食
健康医学社商品 自然食品・送迎有 ①

1山 1日健康生活センタ■
〔〒7530047〕 山口県山口市道場問前2丁 目422
TE[0839-23-1842(本 部 TE[08397-2-3800)

10.:00-18100
111111日  ■■||

各種相談

有限会社 ツル シマ 〔〒7470027〕 山口県防府市南松崎町54
TEL 0835-22-0347 FAX 0835-22-0316

9:|100-17:00
81祝・第1土

鶴島純正自然食品販売元
健康学園、料理教室

拿泰考える■1然食品店|

美1嶽■〈う|→ |く|し や )

〔〒745-0005〕 山口県周南市児玉町2丁 目51
TE[0834-33-3333 FAX 0834-33-3335

:0:00～ 19:∞
■ヨ||‐ 1椀 ‐■

あると便利より無いと困る商品ぞくぞく入荷
細川順讃先生食養指導要予約・全国宅配OK ①

ナ|チ |■ ラル ライ フ
ネ,ト ワークスパイラル

〔〒683-0851〕 鳥取県米子市夜見町29805
■[0859-48-0070 FM 0859-48-0028

9:00-18:00
年中無体

自然食品 マクロビオティック関連の書籍
調理器具 クッキング教室 ①

会
議

場
嗽

●
ヤぽ取

―‐養計懺
〔〒689-2303〕 鳥取県東伯郡東伯町徳万120-26浦安駅前
Ⅲ 0858-52-2243 RX 0858-52-3439井 上裕恵

年十無休
大森先生講演会、 リマ クッキングスクール

食養相談 C図書、リマ マサバ化粧品 ①
社

部

一一
一Ｉ
然

一マ
自

〔〒790-0807〕 愛媛県松山市平和通6105
■t089-926-4455

10 1 oo-11:oo
81祝

玄米酵素ハイ ゲ ンキ、酵素ウコン茶、粒地
ぎん茶、自然食品、健康食品、健康指導各種 ①

庵栞選
〔〒791-8023〕 愛媛県松山市朝美2827
TEt 089-924-2128

10:00‐ 19:00
年中無休 |

予約制玄米食庵・玄米食料理教室・健康相談
天然 コーボバン 千坂式健康法講習会 ①

ち ■ろ り ん 1村
〔〒760-Kll173)香川県高松市栗林町310-24
TE1 0878-37-2976

10:00～ 119■
ICЮ

年中無休
無農薬野菜と自然食品、水にが り豆腐等豊富な
品揃え、宅配有 ①‐

自然食1品  らびう|と
〔〒7600067〕 香川県高松市松福町179
TE[087-822-1539 HP:htto://www rabbt― foods com

∞
　
一

”‐
． ■

∞ 玄米食の普及 料理教室・母乳育児相談 有機
農法玄米(3分  5分、 7分  8分揚)発送可 ①

マクロ|ビォティツク1玄
〔〒780-0912〕 高知県高知市八反町1126-8
■ 0888-21-2173

19100'■20●
‐00

‐ 年中無休
‐

配達有、書籍販売、正食料理講座、玄米弁当
①

―‐―■
一べ
一

Ａ ３
一一
・

ｔ
一ャ

じ
■
一

ＣＨ
．

Ｓ

シ
〔〒7700866〕 徳島県徳島市末広21-42
■t088-653-6401

10:∞～191100

1‐  日・祝■|||

焼栗子、天然酵母バン、 自然食品、製菓道具
教室 (穀物菜食料理、お菓子、パン作 り)

①

|サ ニ |■|サ イ ド
〔〒813-∞ 42〕 福岡県福岡市東区舞松原1817(東福岡
自動車学校そば)■ 092-681-0883

1,● 00～ 13●β0
111日・祝 ■

自然食品、無農薬玄米野菜、天然酵母パン、
圧力鋼、書籍、健康相談、月 1回 サービスデー ①

自然生海饉‐空の樹
〔〒811-0214〕 福岡県福岡市東区和自東2-2713
TE1 092-608-951l F出  092-608-9512

10:∞～19=100
1‐ 1年中無体 |■

自然食品全般・天然酵母バン・有機無農薬野菜
健康食品・書籍・WELEDA化粧品・ヘナ 他 ①

穀物●|や |さ |い 料理の
議品naくヤチ)キッチシ

‐
〔〒8100015〕 福岡県福 岡市 中央区那の川2-9-30(西鉄

「平尾」駅よ り徒歩3分 )TEt 092-525-4147(良 い品 ) よ:∬礁1藁 レス トラン、お弁当、ケータリング、料理教室
ノンシュガーのお栗子、健康相談他 lω

番椎自然食畠センタ■ 〔〒813-0044〕 福岡県福岡市東区千早51319
T[1/FAX 092-671-3534

10●00～ 18:30
1■日・祝 ■|

自然食品、無農薬、有機栽培野菜、化粧品、
生活雑貨、書籍、天然酵母バン、他。

l ①
一ン

日ゆ
層

一臨
一一

一″一ｏ
ブ
舎

一一一一
一一一一一・一
一一一

一オ
一■

〔〒807-0801〕 福岡県北九州市八幡西区本城3-8106
■ 093-601-8034

1■●00～2311001
■■■1火

~ 
■

レス トラン、自然酵母バン、ケーキ、天然ワイ
ン、自然食品、食養相談  ヒーリング 〈D

え こ わ い ず 村
■‐1 中 山|1蒸 |

〔〒8071131〕 福岡県北九州市八幡西区馬場山東21-6
TE10120 37 471l h“ ′/t― eco面se∞ Jp

,0,oo-19:oo 手技療法 波動測定・血流測定、自然食品、健
康食品、ビーバンジョア化粧品など約2000種 ①

光 1輸 |ユ ニ|卜●ビ ア
〔〒802-0804〕 福岡県北九州市小倉南区下城野2-4-7
1E1093-932-1335

1%1撃営lキ

ー
撃 自然の食品、無晨薬、有機栽培野菜や米他

httpブ /www ko綺 n― utopia com/ ①
晶

ん

食
じ螺一ケ

の

に動一一
こ
雑

〔〒802-0042〕 福岡県北九州市小倉北区足立21-23
TE1 093-922-4753

:0:αン■19:00
■日|

自然食品、無農薬米野菜果物、健康食品、出来
たて豆腐、天然酵母バ ン、 トルマリン製品 ①

震1嚢1増1繁1螢1鐘
〔〒830-0051〕 福岡県久留米市南 1丁 目27281t∞ 42-21-5556
HP http//ぃ Attv k sc co,p力 h6bm/E― mal,h6bmOkurt me ktarn or J0 象斃 争識

入院応需 案内書80円 切手 4枚 にて送付
FAX 0942-21-5690

産 1直 や 1蔵1樺
(〒 839-0863)福 岡県久留米市国分町2961
TEL 0942-21-3130

9:30-18=30 食糧品、無晨薬無除草剤無化学肥料野菜、

地産地消地域型循環社会を目指 して。
一〇

筑輩書然食品セ|ンタ■ 〔〒818-0072〕 福岡県筑紫野市二日市中央4-8-8
rtL 092-924-0238

10:100-18■ 1301

111機■楽三二
健康講座・料理教室 自然食ニュース 自然食品
その他 (配 達あり) ①‐



摯ザ観警彎電
〔〒8111201〕 福岡県筑紫郡那珂川町片縄 3丁 目105
TE1 092-953-6864

101100～201100
1■ ■不定休||■■

無農薬・有機栽培野菜、純正食品、天然酵母パ

ン、自然化粧品、洗剤、書籍、全国宅配可 ①

ξ
饉

の草

革
知

一

未

違

〔〒8191616〕 福岡県糸島郡二丈町武35217
■1092-325-0496 最寄駅筑肥線「―貴山」駅5～ 7分

10.:00～ 161100

13● 100～ 1‐ 3‐|∞
食養料理教室、陰陽のこと 。生き方を考える。

純正食品、書籍、食養常備食品他販売。 ①

漢方業厨事10なかむら
〔〒832-0824〕 福岡県柳川市立花通(西 鉄柳川駅より

歩いて 5分)110944-721061
19■100～1101100

1織‐1筆″14窮|
漠方薬 (煎 じ、エキス、末 )、 純正食品、玄米

雑穀類、生活雑貨、食養補助食品、他 ①

玄米 食||お ひさ||ま

(料理教菫‐&レストラン)

〔〒840-0811〕 佐賀県佐賀市大財31137
Tl1 0952-28-7883

自然食品・無農薬有機野菜 お米・セルフケア

商品・生活雑貨書籍。正食料理教室開講中

ナチ|■
|ラ ,レフア■ム高1田

〔〒841-∞ 76〕 佐賀県鳥栖市平田町3016
■10942-83-0238

食品販売、配達
①

店
ス

．の
ケ

品

ヽ

食

．

然
与

自
テ

〔〒852-8104〕 長崎県長崎市茂里町31坂上ビルlF
■095-841-7236 FAX 095-841-7236

10:00～19■ 00
811

無農薬野菜、健康食品、純正食品、アロマテラ
ピーマッサージ、酵母バン教室、ランチ。 ①

店
・る

の
■計

一■
載
一″

然
●

自

て
〔〒852-8104〕 長崎県長崎市下西山町13-31奥園ビル103
1E[095-820-4057

10=00～19100
■月|||||■

オーサワジャパン全商品

食養相談 ○

レグ ス
〔〒856-0035〕 長崎県大村市武部町811
■ 0957-52-21 27 FAX 0957-54-0335

10:00～ ,9:00
日・擁●第2土

自然食品・機能性食品専門店 (グ レース独自の
健康指導・健康相談)ま ずはお電話を11

①

自1然1館  鎌1早1店
本町|ア

ニケ|■|ド 入口
〔〒854-0012〕 長崎県諫早市本町210
1[[0957-23-6670 http://w― shizenkan net

101100-191100
■|1日||| |

電気発芽器 「発芽美人J、 野菜、天然酵母パン、

食器、 リマ CAC化粧品、健康教室、通販宅配 ○

店

店
の計

酒
食

上

鋏
¨

自

井
〔〒854-0062〕 長崎県諫早市小船越町49
1E10957-26-9406

9:00～20:00
1日

オーサワジャバン全商品・バ ン・ 自然酒

有機 ワイン 鉱泉アルカリ焼酎・雑貨・書籍 ①

良1然 1食 1品 ||■ 和 み
〔〒859-5117〕 長崎県平戸市魚の棚町3115
m0950-22-5149 FM 0950-22-5529

9,00～ 18:30‐

■|1日 ■ ■
玄米、穀物、調味料、有機食品、埋設用炭素
など環境改善商品も多数あります。 ①

OEMオ ニガニック
〔〒857-4701〕 長崎県北松浦郡小値賀町笛吹1883
TE1/臥X0959-56-3747

7:00～ 2,:00
年中無休

自然食品 純正食品・ EM関連商品 乳製品
EM有精卵・書籍 喫茶店 ①

絲1式 会 社■|イ チセ
〔〒856-∞ 32〕 長崎県大村市東大村2丁 目1117-5
1[0957-53-51C10

811100～ 18,00
■|||||1日  ||

簡単に炊ける玄米 (無 洗米 )、 米穀全般

健康食品 (SOD様 食品)等

粧天
〔〒860-0807〕 熊本県熊本市下通 1-4-8
■ 096-354-9161福 山絢一朗

10,00～ 19:00
年中無体

体質別食養相談 オ リープ 自然美容相談
○

店

〓

のれ，
く
●

な
シ

然自
ガ

〔〒862-0926〕 熊本県熊本市保田窪2丁 目2-5
1〔 1/FAX 096-385-5978

91100～ 19:00
■|1日 ・祝■|

純正食品、無晨薬野菜、天然酵母バン、化粧品、

書籍、他。宅配可。料理教室、テルミー治療。 ①

場
，
．■
年

腐
３

重
応

品
慶

食
業

躙
口

〔〒861-4601〕 賞長本県上益城郡甲佐町岩下143

■ 096-234-0447

〔〒869-0502)熊 本県下益城郡松橋町松橋8601
1[L0964-33-3751 FAX 0964-33-1917

7:∞～19■00
日

純正豆腐、食養研究会、焼豆腐のみそつけ
①

t, tv
I rue

つ̈
一劇

そ
れ
一

侑
Ｎ

9100～ 18130
■ 年中無休■|

自然食品、健康補助食品、ジュポン化粧品、浄水器、

各種セラミック、小橋規賽男先生による健康セミナー ①
下

三

二

ナ

フ

一

ト

コ
一ツ
ロｍ

工
食

イ
康

ダ
健

〔〒8691101〕 熊本県菊池郡菊陽町津久礼2731-3
■/1AX 096-232-6571

9:00～ 17●00
日祝・第2・ 4土

健康 自然食品全般 書籍他。病院食事療法用

食品全般。 ①

院
とこ

医

ま

―

‐‐古長

吉

院
〔〒8691101〕 月に本県菊池郡菊陽町津久礼868-5 9 i CЮ～191100

11 日●‐椀 ||||‐

オーサワジャバン商品・玄米を食べる会

料理教室・無添加化粧品 健康講話 ①

大分健康 自然食センタ‐ 〔〒870-0021〕 大分県大分市府内町1320
TEt 0975-32-2853 FAX 0975-32-3029

10:∞
～

18■ 30
日・祝

無農薬野菜、果物、玄米、自然食品、配達有
①

ろ 広1場
〔〒870-0037〕 大分市東春日町15-23
■10975-37-1193

9,30～ 18,30
日■視|

無農薬野菜 低農薬果物 自然食品 食養手当

食品 正食料理教室 (毎 週土曜) 講演会等 ①

Natalfoods&goods Shllp

あ い 。む っか ら

〔〒8700888〕 大分市三ヶ田町4組
T[1/FAX 097-546-0600 E― ma info@mukkara net
http//wwν v mukkara net

10:30～ 19:00
第1・ 3月

■火|

*と にかく美味しい「ほだ木干し椎茸」総発売元*

無農薬野菜 玄米 調味料 天然酵母バン お菓子

オーガニ ックコットン 化粧品 書籍(貸本有)

*料理教室 *勉強会 *交流会 *全国宅配OK*
①

や
村一輔・・一

の

二

な

コ

自

二

〔〒874-0919〕 大分県別府市石垣東2-6-21
TEt/FAX 0977-25-4464 http//ww61■ k nejp/～ 口はon komura/

10:30～ 19:00
8■祝

マクロキムチの製造販売/卸、無農薬野菜、純正

食品、輸入オーガニック食品 ①

祭季回
〔〒890-0073〕 鹿児島県鹿児島市宇罹3-5219
TEt 099-259-4902

9:00-¬ 9:00
■|||1魯 |

無農薬玄米、野菜 0」 品、地場加工品、食養相

談、料理教室、ヨガ、座禅会
l①

0■紅 1輝■1商1会|
鹿 児 島 健1康|の 会

〔〒890-0054〕 鹿児島県鹿児島市荒田2373シ ャトレ2101
TEL 099-251-8440

¬●00■17:00
■|1日・祝

食養入門教室、料理教室、オーサワジャパン商品
SBK商 品、純正食品、化粧品、健康美容 美顔 ①

や| さ .ltヽ  村 〔〒892-0871〕 鹿児島県鹿児島市吉野町23901
n1099-244-8061

10:130～ 18:30
■|■彗1祝  ■

無農薬野菜、自然食品、料理教室、健康相談、

正食勉強会
| `lit,

寿事本店●
=1越

鹿児議
三越沖縄ポシ|ベ ルタ橘

〔〒890-∞ 41〕 鹿児島県鹿児島市城西2812(株 )寿草
TE1 099-252-641 0 FAX 099-252-6453 ',00■

19100
■日・祝 ■

「ほとば しる人と自然の生命力」をモットーに

野菜、 自然食品、健康食品等配達可 ①

バ ▼ ミ■|リ オ ン
〔〒890-0041〕 鹿児島県鹿児島市泉町2-5
■ 099-227-5222

番0■ 100～ :9:00
■■■日●祝 |■

オーサワジャバン全商品 有機野菜・有機米
メディカルチェック&指導・食事指導

一①

苦蓼』ぎ|%鶴 1層

〔〒891-0101〕 鹿児島県鹿児島市五ヶ月1府町3646
かごしま有機生産組合 TE[099-282-6867

101100～ 19● O131 有機野菜・有機米・生鮮食品・天然酵母バン

無添加食品・生活雑貨・書籍・衣料 化粧品 ①

大口食養村 川上寛継
〔〒895-2526〕 鹿児島県大口市宮人1698-35
1Et 09952-8-2708F想 09952-8-2872

特選三年番茶、テッカミソ製造、純正食品販売、

無農薬栽培 ①

店
ケ

．お
Ｌ

・‐‐‐‐の
ｒ攣蒸

ン
自
ア

〔〒893-0007〕 鹿児島県鹿屋市北田町1113211
TEt 0994-43-4265

191100～201100
■ 日,滉■■

自然食品 野菜 天然酵母パ ン・惣菜・オーガ
ニックスイーツ・化粧品・雑貨・書籍 ①

自然食の宿 天然村 〔〒891-4401〕 鹿児島県熊毛部屋久町麦生335(バ ス停高
平)IE[/m0997-47-2541

年中無体
予約髄 |

天然村産の玄米・野菜・果実と山の幸・海の幸
による自然食料理 1泊 2食 6.000円 ①

是1撃:書||%?1撃
〔〒8951803〕 鹿児島県薩摩郡宮之城町屋地1386-2
TE1/FAX 0996-52-4739

9■ 100～1191130
■  潟|||||||

オーサワ商品他、無添加 無農薬にこだわった

商品揃えてます。「自然食喫茶」 も好評 11
①

す

報

， つ
●
一

．ま

●

クツ一一一一一・・
・一

ガ
●

一
一一一一一

オ
陽

〔〒901-0152〕 沖縄県那覇市小禄6301
TEt 098-858-8376 FM 098-858-8387

10:∞
～

20■∞
|1 爆||1構 |‐

有機野菜、玄米、純正食品、 自然派化粧品

洗剤、書籍、食養相談、勉強会 ○

紅1葉:織|■1食1品1議‐〔〒902-∞ 64〕 沖縄県那覇市寄宮174

TE1 0988-54-0296

∞

一

呻
，

書籍販売、純正食品、食養相談、0」 全商品取揃
①

オ■ガニックスペ|■ス
プ■■ル  ‐■

‐
ナ

〔〒900-0022〕 沖縄県那覇市樋川1281
TEt/FAX 098-835-1389

10:00■■19:00
織■視|

有機野菜・マクロビオティック商品・天然酵母パ

ン 生活雑貨・アーユルヴェーダ商品 書籍・他
一〇

マ|ザ|■|ズ|ア |イ‐
〔〒901-0156〕 沖縄県那覇市田原2-24
TE1 098-857-4919

|■ ||∝け鐘●00
111EIII‐

オーサワジャパン全商品 バ ン 生鮮食品

書籍 料理教室
一〇

舎流濤
〔〒904-0314〕 沖縄県読谷村古堅851

■098-956-4000
9:00-19:∞
■姜1祝

自然食品、有機野菜、EM関連、洗剤、精米、

天然酵母パン、レス トラン、料理、バン教室 0

2oo1l92



劾 イ

6>プ
日本CI協 会のご案内

.¨
C些ぶ響、雛等裳∵り踏等傷2言 Ct瀬農τ聡 、

真の幸福を得ることができる、ということです。

2日0   …公開食姜相談

10日・31日0 …Im臨娃/従名相談伏麻英関 >詳細7P

11日 (日)  …自然食品店経営セミナー

17■ 18日 は十日)…正食医学講座        >詳 細6P

●セミナー・講習会・イベントのこ案内 [住   FFl 〒151D“ 東京都渋谷区大山町115
罠覇舌03-3469-7631//FAX03-3469-7635
◎小田急線各駅停車 味北測詢 下車徒歩粉

[開館日寺間]1階¨リマ東北測じ/年末年始を除く10:∞～19:∞

:営 |イ

`7う

)軍多双易
=奪

局
]摯露」1翻

赫く

*参加費などのキャンセルによる板金はこ容赦願います

●日本CI協会案内図

5日・お日田 ‐ …正食相詭 /従名相談休森英関  >詳 細7P

8日ω ll …官足法セミナー

19・ 20日仕 。日)…正食医学講座        >詳 細6P
日本CI協会ビル

lFリマ剌D躊   10∞～19∞
2F ブックストア ヨ寸事例局 9:∞～17

3F リマ クッキングスクール

←下北沢   ~~            代々木コ賓・静

症 状 別 腸 の 内 部 の 映 像 公 開

激変する自然食品店経営環境 と
今すぐ役立つ健康情報

①激変する自然食品店経営環境の対応策 新規顧客獲得法
ネット販売・無店舗販売対策 おすすめ商品

②症状別腸内映像と改善対策

ル　　　鵬

げ
島Ｗ
離
錫

③心療内科医が語る病気の本当の原因

°
謀 鮮 基品 聰翫j轟消韻∞

吸い玉家庭用治療器  手にとつて体験。

6月 13日 {日 )●受付12:00～
名古屋中小企業福社会館

名古屋駅より地下鉄東山線『伏見J

乗換え鶴舞線「大須J下車徒歩4分
参力D費用  10,000円
申込   日本CI協会

マクロビオテイック公開食養相談

体調に合わせた食事がしたい。

疲れやすい。便秘がちだ。食欲がない ……

こうした症状を訴える方が増えています。

西洋医学はどんな体質であつても処方はまず薬を飲みます力く、

食養生の場合は体質ごとに食事法が異なります。

当相談はご参加の方にあらかしめ質問表を送付し

食事の傾向等をつかんだ上で個別の体質に合わせた食事法を指導致します。

※定員に限りがありますので、お断りする場合はご容赦の程をお願い致します。

会費-5000円

会場 ―リマ ク ッキ ング

申込 一日本 Ci協 会

お問い合せ・お申し込みは

日本CI協会
〒 151-0065東 京 都 渋 谷 区 大 山 町 11-5
tel.03-3469-7631 fax.03-3469-7635

※あらか じめ電話でご予約の うえ、下記郵便振替にて
参加費をご入金下さい。

[00100-3-194125] 力臥 者名 :日 本CI協 会

日 程 時 間 ■ 饉 名

6月 4日 (1酸2) 15:30～ 17:30 小 林 裕 子

7月  2日 (金 ) 15:30～ 17:30 7」 1`添綸 チ

8月 31日 (火 ) 15:30～ 17:30 松 下 由 美



Stt I筋

J

校

顧

講 ■

瓢 Ⅲ 科 司

間●佐 井々譲

田中愛子

師●石井ゆかり

角元康代

木村少菜衣

桜井三恵子

須騰央巴

高橋直弓

吉野由希子

師  ■

財

岩名紀美

副 郷 齢

り|1内翔保子

/1幡

柴田順子

漸 如

野口結加

繊

光り拝く美 tさ と、本当の健康をもた

らすマクロビオテイック料理。

そのマクロビオティック料理を普燿R
て38キロのリマ・クッキングスクール

カミ夏期講座の受講生を募集tます。

マクロビオテイックは穀物と菜合のご

観

質

どで調理する味わいね マヽクロビオシ ッ

ク料理を、ぜひこの機会にお勉強 tま

せんか。

詳舗問い合わせ先 リマ・クッキングスクール

TEL:03-3469-7631  F脱 03-3469-7635

クオ ング
スクール

９
月
６
日

（月
）
開
講

②



一
初

べ ・ シ ッ

釦

各コースのこ案内

インターミデイエイトコース

全12回

▼

アドバーンスコース

全12回

爾

プロフェッショナルコース

全24回

翅

"L聖

聾下鯖 3女晰 脇邸譲:撃琴閣翼雲
こもとづい̈ り伝火の通し京

クコ■
^軍

7塁謎慮翼確ら苦撃3fF黒鷲メ、岬 ;軸 を彙:牌1濶3]詈
2回    蓮根・こま塩/甘いものがほしくなつたときにひと工寿・…U糖を使わないクッキー・クラツカー・野菜ゼリー 他

日々 の家庭料理として、さらに一歩進んだマクロピオテイック料理を毎日の食卓に取り入れていただくためのコース

です。申 ちよつとしたひと工夫で、幅広く食材を生力すことができます。身近な食物を使つた手当法の講義

あります

級

靱Lで彎:は、当ξ:だ瞥言i臭低1真tI〔:[l11子 f料

理ならではのアイデイアカ洸るパーティ糧お

初級。中級・上級の3コースを修了した方のみ力対象となります。料理は基本から自明までしつかりと身に付け直し、手当

法も臨機応変にできるよう復習し、必要に応しいつでも指導者になり得る力を養うコースです。また、多彩なゲストABTを

お沼きしてプロの技とオリシナリテイあふれるマクロピオテイック料理野呼づくり教室なとも組み込まれています。

秋期時間割 じ層賜雫翌響話爵 塞翻専ま14鍋栞棚 肝珈こ跡ぃたし凱
コース ベーシック・コース (初級 ) インターミデイエイト・コース|‖① アドバーンス・コースはゴω プロフェッショナリレ・コースCttD

曜 日 ウィークディ|ウ ィークエンド

金 1土  1 日

開始
時間 事務局にこ確認下さい

講義 1

2

3

4

5

6

7

8
9

10

11

12

9/10

9/17

9/24

10/1

10/8

10/15

10/22

10/29

11/5

11/12

11/19

11/26

10/2

10/2

試作会 12月 19日 (日 )予定

費 日本CI協会の年会費 ①誌友 6,600円  または正会員②13,0∞円鮮細は8頁の入会案内をこ覧くださし
×

用
1申言調 10,000円 15,000円 20,000円 30,000円

◎受講料と修了証申請料。日本CI協会年会費は、お申し込み時に一括して郵便振替にてお支払いくださし、
ば》事入会案内」をこ覧くださし、◎一度こヌ通:いただいた受講料は、返金できませんのでこ了承ください。

10010031941251◎年会費は、―年間有効です。詳しく

◎匁席された場合は、同じコース内で振替力何能です。

0



全国の対議棧民のご案内

◎リマ・クッキングスクールでは全国に姉妹校を設置しております。地方の方でも、本校と同様に修了証が取得

できます。授業日時などの詳細については、各校へお問い合わせ下さい。

口:課 lil馨ξ鷲美子先生

麟曇甲i籠鍵

030-0903 青森県青森市栄町1…5…11 たちばなや2階 電話017-741… 7202
出張料理教室もあります。一日体験コースあり。

◎毎週水。金曜10:00～ 14:00

020…0113 岩手県盛岡市上田堤1-5-8 電話019-665-3107 ゴーシュ研究所
料理を中心に、マク回の総合学習基地をめざしています。

◎毎月第4木曜10:00～ 13:00

273-0121 千葉県鎌ケ谷市初富21-167 電話/FAX 047-445-656411m部 )

◎毎週木曜10:30～ 13:30 参加希望の方は、なるべくFAXで お申し込みを。

口:昴1信12」と」:ξ笙:琶
  薬程fT滉先握暑曇馨芽蹴 』製 τ電合言f。  

話024…945…6332

◎第4水曜日

絣欲鮮
377‐ 1411 群馬県吾妻郡長野原町応桑1544‐ 988・ グルシヤン電話オ∞ 279‐85‐2329
森の中で四季を満喫しながらの料理教室です。宿泊受講も設定しています。

◎毎月第1.3火曜10:00～ /14:00～の2講座

口鼻轍整室
177-0041 東京都練馬区石神井町8-30-7 電話/FAX 03-3904-6130
お子さま(赤ちゃんOKl連れのお母様お父様大歓迎 |

◎初級=第 2・ 4火曜/第 1・ 3土曜 :中級=第 1・ 3火曜 :上級=第 4土曜 10:00～

‖ 雉 襲
y狂

1靡
籍編 酬

坪 市仲い 鋤 ルシ つ ス 電継 042-34“∞ 6

◎第1日 曜 14:00～ 17:00

口蕊襦
〒275¨0006 千葉県習志野市泉町3-10 8-102 電話/FAX047¨ 474-7691

判断力を養い、楽しい毎日をめざしましょう |

◎月1回の月曜日(不定期)10100～

壼曇:A繋び
や教室 凛朧 日〒襴 翠ち:ff♀♂理腎:寵IF…%∞

学びあいの輪を広げていきましょう。

口鼻儡」〕∫li;
雉 lilL:lL征鋼時J篠

惧』啄電徒雲製曇痢変翼魔事習蓼雲FF」聟
5電納 045-34釧 24

◎毎週火。木曜10:00～ 第2・ 3土曜9:30～ /13:30～

口 曇 t』 諦ilttl早穂理先生    
謡電lて型馨暑憲薩屋T苦町毅菫し夏

士グリーン2階 電話0544-22-3741

◎初級=第 1土曜・中級=第 2水曜・上級=第 3水曜 いずれも10:00～ 14:00

口醜里二軽『
静岡県南伊豆公民館 。下田公民館(変更あり)電話/FAX 0558‐ 67‐0582
あなたとマクロピオティックの出会いを大切に。

◎初級=火曜・中級=木曜いずれも月2回  10:00～ 13:00

口彗亀摯墨
9040314沖縄県中頭郡読谷村古鄭 1清流舎 電納 504000 FAX 098‐ 95e4155

身土不二に基づいて地域の特性を生かしながら、楽しい料理教室をめざします。

◎第2・ 4金曜・土曜

1鼻精

=L『

  甜鶴1『F今需命騎亀駆胃甜Ъ締晋
卸″
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足もみ健康法が静かなプームになつています。そのプームの発端が1986年文化創作出版から発売された『足の汚れが万病の原因だつた』

(官有謀著定価905円 +税 送料310円 協会取扱)に あることを知る方は少ないようです。

その原点ともいうべき官足法を15年 にわたり、実技指導している文化創作出版の行本社長に講師として登場していただきます。

記

講師   行本昌弘 文化創作出版社長

開催日時 2004年 6月 8日 (火 )15:30～ 17:30
開催場所 リマクッキングスクール (日 本CI協会3階 )

参加費  3500円 (税込)

*こ 入金後の返金はこ容赦願います
プログラム

15:30～ 16:30 足と人体全体の健康地図

足の健康自己診断

官足法を実行 している有名人

16:30～ 17:30 グリグリ棒を使つた症状別実技指導

質疑応答

〒151-0065 東京都渋谷区大山町11-5

※足もみ専用のグリグリ棒は当日

販売致します。1本 630円 税込み。

※足の反射区地図 。その他資料付き。

お問い合わせ 。お申し込みは

日本CI協会
TEL.03-3469-7631 FAX.03-3469-7635

第15回 ビ ヮ の 葉 温 灸 講 習 会
●日時 6月 22日 (火 ) 15時 30分～17時30分

●会場 日本CI協会3階  リマ・クッキングスクール

●会費 4,000円 (ビ ワの葉、もぐさ棒など材料費を含む)

*こ 入金後の返金はこ容赦願います

●持物 35cmぐ らいのガーゼまたはさらし

●定員 30名 (定員を超える場合はお断りすることもあります)

*お 断り :講義中の録音はこ遠慮下さい。

ビワの葉療法は長い歴史に培われた日本の代表的な自然療法のひとつです。

幾多の難病を完全治癒に導いてこられた、伊藤祥子先生によるこの講習会は、難病だけでなく日常の困つたときにも

役に立つ、分かりやすく充実した内容です。

ビワの葉購習ワンポイン ト :

肩がこつたら……ビワの葉の表をこつている部分に当てて張ると楽になります。そのうちこ

つている部分の熱がとれて、ビワの葉がパ リパリとなることが取り替える目安になります。
一度参加されると、三度日、三度目……のリピーターとなる方がたくさんいらつしゃいます。

初心者の方も大歓迎です。ビワの葉講習会にぜひこ参加下さい。

お問い合わせ・ お申 し込みは

日本Ci協会
〒151-0065 東京都渋谷区大山町 11-5 TEL.03-3469¨ 7631 FAX.03… 3469-7635

0
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総論編  6/19・・・20

無双原理入門

人間の成り立ち

食物の陰陽判別法

(穀物・野菜・海草)

食物の陰陽判別法

(加工食品・動物性食品)

正食の基本と反応

正食医学の基礎

食養手当法(1)

食養手当法(2)

消化の生理と造血

2.五行説、気と経路

3.望診法(人相、手相)

4.望診法(体、性格、便尿など)

5,自律神経とバイオリズム

6.症状で見る陰陽判断

(各種病気の原因、症状と治療濁

1.脳 と神経、心の病気

2. 目

3.耳、鼻、歯、日、

4.骨、関節、外傷、

5,生殖器

生涯をかけて、食物で万病を治

す正食医学の道をきわめた大森

英桜が、数千人の治療体験をも

とに語る自熱の講義 |

講師……。大森英桜
■全6回
2004年

①6/19… 20

③9/18…・19

⑤12/18‥ 。19

■会場/未定

②7/17… 18

④10/23… 24

⑥未定

■
１

２

３

４

５

６

―
―
―
―
―
―
―
Ｉ
Ｌ

― ― ― ― 一 一 ― ―    ― ―― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
   ―

―

― |

各論編のH12/18・・。19 各論編のⅢ

ど

膚

の

皮

(各種病気の原因、症状と治療法)

1,子供の病気

2.老化と老人の病気

3.ガンの 1(総論、胃、腸、子宮)

4.ガンの2(乳、肺、自血病等)

5.エイズなどの難病

6.質疑応答、まとめ6.内分泌、アレルギー、アトピー

■会費

土日の両日参加…22,000円

■定員 20名

■申込み 一週間前までに電話予

約のうえ、郵便振替にて参加費を

こ入金ください。当日のお支払い

は受け付けられません。

◎郵便振替口座

[00100-3-194125]

加入者名 :日 本CI協会

■日本CI協会の正会員または誌

友会員になることが必要です。

■持参品…学習用具

■0～ ⑥ まで受講された方には
「正食医学講座修了証」を発行いた

します。

■土

12130～ 13100 受付

13:00～ 14:30 講義 1

15100～ 16:30 講義2

16:30～ 18:00 夕食休憩

18:00～ 19:30 講義3

19:30～ 20:30 質疑応答

■日

9:00～ 10:30 講義4
11:00～ 12:30 講義5

12:30～ 14:00 昼食休憩

14100～ 15:30 講義6

15:30～ 16:30 質疑応答

瞬量デ面碍ニリ
葡

※キヤンセルによる返金は

こ容赦願います。
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⑦

ひで お

夫森英桜

談 ①

健康保持または比較的軽い症状の方

◎日程/毎月2回。行事予定表参照。
◎相談料/20,000円 (30分 間)

上記以外の方

◎相談料/3回分55,000円

(1回 30分 間、合計90分間)

◎2回 目相談は1回 目の約 lヶ 月後
3回 目相談は1回 目の約3ケ 月後

■こ相談は正会員の方が対象です。

■未入会の方は入会手続きをお願い致します。

■こ相談は電話予約が必要です。日時を指定させて

頂きます。

■当相談は医療指導ではなく、あくまで皆様が正食

を実行されていくためのアドバイスですので、

こ了承ください。

■より理解を深めて頂くために、事前に下記の本を

お読みになることをおすすめします。
『マクロビオティックガイドブック』『魔法のメガ

ネ』『食物による健康法特集』『マクロビオティッ

ク料理』『食で癒すガン』『まんがマクロビオティ

ツククッキングブック』

■相談後、個人別の食事指導箋をお渡しします。

■健康保持、比較的軽い症状の方でも3回続けての

こ相談をおすすめ致します。

■相談料は相談日の3日 前までに現金または現金書

留にて当協会にこ入金下さい。

■こ入金後の返金は容赦願います。

■電話相談も受け付けております。

●個人

①10

■③ll

■⑥ll

■014

◎16

00～1■

00～ 13

∞～14

45～ 16

45～ 17

相談時間割●

30～ 111001‐
|‐ 011

30～ 1‐ 1110011④ 13

30～ 14:00■l ⑥14

30～ 15:∞  ③15

15～ 16:4511⑬ 16

30

30

30

15

15

ひで お

夫森英桜

談 ②

驚くほど的中する姓名学。

名前は一生を左右します。何をやつても失敗の連続。

そんな時こそ運命を転換するチャンスです。

◎日程/毎月2回。行事予定表参照。
◎相談料/30,000円 (30分間)

| ■こ相談は正会員の方が対象です。

■未入会の方は入会手続きをお願い致します。

■こ相談は電話予約が必要です。日時を指定させて

頂きます。

■より理解を深めて頂くために、事前に下記の本を

お読みになることをおすすめします。『姓名の神秘』

熊崎健翁著/定価4,500円 /送料340円

■相談料は相談日の3日 前までに現金または現金書留

にて当協会にこ入金下さい。

■こ入金後の返金はこ容赦願います。

■電話相談も受け付けております。

えい わん

石口英湾 1轟み付けて
おります。事前に

談 お申警1下
'い

。電話和

正食を実行するうえでの トラブルは

よりよい解決法で

■個人相談 要予約

■相談料 10,000円 (30分)*誌友 正会員の方が

対象です。

■講師プロフイール/日 本CI協会顧問。群馬マクロ

ビオティックセンターMAttNA主宰。著書に『生活

革命』 『元気の革命』ほか。



会 案 内

日本 CI協 会の活動は会員の手によつて支えられています。普及活動に

こ理解いただける方や、はじめて入会される方 は正会員をおすすめいた

します。正会員は13,000円 の年会費で、協会取扱全出版物・行事専用

サービス券2,000円 分 と、各種講座のカセ ッ トテープ引換券8,000円 分

(送料協会負担)を プ レゼン ト (8,000円 を越 えた場合は取扱できませ

ん)。 各種行事、更に公開食養相談受講券の割引サービスもあ ります。

正食相談 。正食医学講座 ・料理教室 ・カウンセ リングの申 し込みもでき

ます。

特典として正会員 。誌友の方は

しておりますが、こ注文時、あ

出いただかない場合は対象とな

い。

ビデオ・カセ ッ トテープを7%割引いた

るいはこ購入時に会員である旨をお申 し

りませんので、あらか じめこ了承 くださ

種IElj 年 会費 特 典

A=会員 13,000円 月刊 機 関誌 (年 間 12回 発行 )1部送 呈 、会員証 、各種行 事 5%割 弓 (一 部 除外有 り)料 理教室 、正 食 医学講座 、正食

相 談 受 講 可 。 カセ ツ トテープ引 換 券 (8000円 1枚 )。 日本 CI協 会発行 のサ ー ビス券進呈。 ビデ オ カセ ッ ト7%割 引 。

B誌友 6:600円
月刊 機 関誌 (年 間 12回 発行 )1部 送呈 、料理教室 、正 食 医学講座 受講可。 ビデ オ  カセ ッ ト7%割 引。

C法人 30,900円
月刊 機 関誌 (年 間 12回 発行 )5部 送呈 、巻末 に広告 掲 載 。協 会 出版物等 の卸 取 り引 き可 。 各種 行事 割引。料理教 室 、

正 食 医 学 講 座 、正食相談受講 可 。

D生産者 50,000円
月刊機関誌 (年間12回 発行)3部送呈、料理教室、正食医学講座、正食相談受講可。月刊機関誌 『生産者シリーズ』優先掲載有、

年 2回 1/3頁 広告無料掲載 (掲 載号 は当編集部に一任。年賀広告 を除 く)、 通常広告料金割引。新商品優先紹介。

上記特典の他、さらにサービス券2,000円 進呈。

上記特典の他、さらにサービス券3,000円 進呈。

上記特典の他、さらにサービス券5,000円 進呈。

■サービス券は日本CI協 会取扱の刊行物 (書籍・ビデオ・カセ ッ トテープ)、 料理教室、行事にこ利用に

なれます。ただ し、正食相談 ・カウンセリング・電話相談・宿泊型セミナー・ツアー・各種パーテイーは

対象外となります (有 効期間一年間)。

■こ入金は便利な郵便局の自動払込をこ利用下さい。なお、自動払込をこ利用いただきますと、すてきな

プ レゼン トをさしあげます。自動払込用紙はお電話でこ請求 ください。

■こ紹介者プ レゼン ト…新規会員 としてお友達をこ紹介をいただきますと、こ紹介者には粗品を進呈いた

します。月刊誌 とじ込みのハガキにてお友達をこ紹介下さい。

０

１



15kgのクマ笹が この1ビ ンに

llL沃 な八|||||1山 の 11壊が含む養分をたつぶりと吸い込んだ

チシマザサの葉と茎から特許製法に

よって‖1出 された原液を精製し

約20分の !ま で濃縮 したのが

本占ll「 ノヽlII:IIII」 で丸

本品1ビ ン (40ml)は

チシマザサの栗と茎を

15kg使 用していま丸

販売者 オーサワジャパン株式会社

発売者 株式会社 イヒ   田

3-

食養料理の決定版

〒 155-O032 東京都llLil!谷 |ズ代沢5-18-1
,L侑103-54(3 1 -55()()(fヽ )FAN()3‐ 54(3 1 -55()6

LIMA COOKINGビ デオ

元気 になつておいしくて
リマ・クツキングスクールの自然食

原料 。採取地

内 容 量

伽i  格

青森県八ll:田 山麓

40ml(48g)

15.000111(税別)

光り輝 く美しさと本Jlの健康をもたらす

マクロビオティック料理。

そのマクロビオティック料理が学べる書籍・ビデオです。

ぜひこの機会にお求め下さい。

好評発売中 !

■全6巻特別割引セッ ト15000円  各巻2900円

リマ・クッキングスクールのビデオがいよいよ

新たに発売されます。遠 くて学校に通えない方、

忙 しくて入学できない方、ぜひビデオ バージョ

ン スクールにお越 しください。入学された方も

補習用にとうぞ |

お友達へのプレゼン トにしても喜ばれます。マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ッ
ク
料
理

摯11⑤

フ●ロビわ り料理

響 ●ヒ呻r

■定価2500円 /送料340円

食養家庭料理800種 に加え

て食養料理の理論、手当法、食

箋についても記述された初心

者の方にお薦めの書。主食

おかす おやつ別また素材毎

に項目分けされています。

同じ素材でも割合、配合次

第で無限に応用できること

を教えてくれます。

●お申し込み方法

日本CI協会まて電話 FAX 郵便 E―MJで こ注文下さい。その際は必ず住所氏名電話番号、希望書籍名、冊数をこ明記下さい。

(日 本CI協会〉〒1510065 東京都渋谷区大山町115 電話0334697631/FAX03 3469 7635
E ma nhOn d@ma neweb neip 郵便振替口座 [001003194125]力日入者名 :日 本CI協会
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不思議とつても

,ヽ

お茶なんで―RKK写
赤ちゃんとママにも安心な、自然な

″
かたち

″
でぉ届けします。

$
〈サラシア 0 レテ ィキュラータ配合〉

・テ長及ゞχスユノ5θ円ぃ

「便やオナラは異くて当然」ですか?
便やオナラが臭いのは、腸内の悪玉菌が増殖して、

便の腐敗が進んでいる証拠。発ガン性のガスを含ん

でいる可能性があります。放置しておくと、血液の

中に再吸収されて全身を巡り血液の汚れや免疫カ

を低下させます。

「摂りすぎた糖翁を善玉菌に I」

善玉菌を優勢にして有害ガスの発生を打pぇ、血液

さらさらを心がけましょう。

◆ 自然でキ レイなダイエッ トを応援。

◆ 健康な便づくりを応援 !

◆ 生活習慣病の予防を応援。

◆ 飲酒による悪酔いや二日酔い防止を応援。

■ 食事やおやつ と一緒にお召 し上が りください !!

f drtfr!{tr.'#

肪者 71-リワジャバリ株ゴ会社 粗‰蹴矯∬ 諸:“_“7-8釧柵


